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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、大たい志しを抱いだき、万ばん事じに備そなうる計けいを持つ。

　権けん謀ぼうの機き微びを見み抜ぬき、行っては怯ひるまず、味方には背せを、敵てきには胸むねをさらしたもう。




　その者、慈じ悲ひ深ぶかきファノヴァールの騎き士し。

　赤せき神しんオディウスの申し子にして王国の護まもり手、ただ一人からなる無敵の軍ぐん勢ぜい。




　その右手には復ふく讐しゆうの剣つるぎ。

　故こ郷きようを滅ほろぼされし怒いかりの下もとに振ふるわれる、微み塵じんの容よう赦しやなき苛か烈れつなる刃やいば。

　その左手には慈悲の剣。

　清き姫ひめ君ぎみとの誓ちかいの下に振るわれる、戦いくさ場ばにて進んで損そんを買う矛む盾じゆんの刃。










　


　　序章　









　森の中にある街かい道どう。容よう赦しやなく降ふり注そそぐ豪ごう雨うの中で。

「ぐぅっ……！」

　突つき出された短たん剣けんに左ひだり腕うでを貫つらぬかれ、アレスは初めて体験する激げき痛つうにうめき声を上げた。十二歳さいの少年にとってその痛いたみはあまりに強きよう烈れつで、思わず悲鳴を上げて地面をのたうちまわりたくなるほどだった。それでも歯を食いしばって耐たえる。ここで自分が倒たおれれば、後ろの馬車にいる少女を襲しゆう撃げき者しやたちから守る者は誰だれもいなくなるのだ。

　左腕からしたたる血をそのままに、背はい後ごの馬車によりかかる。利きき腕が無事だったのは不幸中の幸いだった。右手だけでどうにか剣を構かまえる。

「アレス!?　アレス、アレス！　どうした、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　馬車の中から舌した足たらずな少女の声が響ひびいた。かすれ気味なその声は、今にも泣き声が混まじりだしそうだった。

　だがその声がアレスに戦う意思を呼び戻した。この少女の泣き顔だけは見たくない──その決意を新たにする。

「大丈夫ですクラウディアさま。なんでもありませんから」

　馬車に背せを向けたままウソをつく。

　血のしたたる左手には感覚こそまだあったものの、もはや剣が握にぎれるような状じよう態たいではない。かといって、十二歳の少年が右手だけで扱あつかうにはその剣は重過ぎた。

　その上、これはアレスにとって初めての実戦だった。未いまだ体の震ふるえが止まらない。心しん臓ぞうはばくばくと脈みやく打うち、呼こ吸きゆうは乱みだれたままだ。

　一方で相手は武装した大人が八人。それはアレスにどれだけ剣の才があろうと、勝利を得るのは難むずかしい状じよう況きようだった。

　それでもアレスは残る右手だけで堅かたく剣を握った。自分が最後の砦とりでなのだ。馬車の中にいるワガママだが自分より何倍も大きなものを背負った少女を守れるのは自分しかいない。

「うわあああああ！」

　その想おもいだけがアレスを突き動かした。右腕一本で決して軽くない剣を振ふり上げ、襲撃者たちに斬きりかかる。

　だが襲撃者たちは、あらゆる面でアレスを凌りよう駕がしていた。

　人数。体力。実戦経けい験けん。

　アレスの最後の力をかけた一撃は簡かん単たんにいなされた。大きく逸そらされた剣の勢いきおいに引っ張ぱられるように、アレスの体たい勢せいが崩くずれる。

「許ゆるせ」

　その襲撃者は小さく呟つぶやくと、短剣を容赦なくアレスの首くび筋すじに滑すべらせようとした。

「くっ！」

　それをかわすことができたのは、アレスが幼おさないころから受けてきた厳きびしい訓くん練れんの賜たま物ものだった。だが襲撃者は、そんな少年の行動に驚おどろくこともなく冷静に事を進めた。

　かわされた短剣の軌き道どうを変え、素す早ばやくその柄つかでアレスのこめかみを殴なぐりつける。

「あ……あぐっ！」

　十二歳の未み成せい熟じゆくな体でその衝しよう撃げきに耐えることはできなかった。猛もう烈れつな痛みと共に、世界が揺ゆれ動くのを感じる。

（勝てない……！　勝てるわけない、こんなの……！）

　少年の強い意志に陰かげりが差したのはこのときである。

　雨と泥どろと血にまみれながら、前のめりに倒れる。

「アレス!?　やだやだ、死んじゃだめだ！　そんなこと許さぬ、絶ぜつ対たいに許さぬぞ！　立て、立ち上がれアレス！　せめておまえだけでも逃にげるのだ！」

　かろうじて意い識しきを失わずに済すんだのは、少女の泣き声のような悲鳴が聞こえたおかげだった。

　とどめを刺すつもりなのか、一人の男が短剣を逆さか手てに近ちか寄よってくる。視し界かいの隅すみでは残り七人の襲撃者たちがゆっくりと馬車の方へ向かっていくのも見えた。
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「くっ……クラウディアさま……！」

　地に伏ふしたまま、アレスは強く思った。

　名高き武人の名家、ファノヴァール家の四代目として生まれ、幼いころから剣の訓練を怠おこたったことはなかった。その剣才を買われ、幼いながらもクラウディアという少女を守るための護ご衛えいに抜ばつ擢てきされた。

　だが実じつ際さいはこの様ざまだった。襲ってきた襲撃者を一人として倒すこともできず、クラウディアを逃がすことさえできない。

　なんと情なさけないことか。そして、なんと自分は非ひ力りきなことか。

「や……めろ……！　クラウディアさまに、近づくな……！」

　かろうじて絞しぼり出した制せい止しの声など、なんの役にも立たない。それでももはやアレスにできることは、奇き跡せきの到来を祈いのって声を絞り出し続けることだけだった。

「だ、誰か……！　助けてっ……！　クラウディアさまを、誰か、誰かぁ……！」

　息を吸すう。残りの力をすべて吐はき出すように、少年は叫さけんだ。

「クラウディアさまを、助けて……!!」

　それが、すべての始まりだった。




《力が望みか。資し格かくを持つ者よ》




　奇き妙みような声が聞こえた。

　声こわ色いろは少女のものだ。だがクラウディアのものでないことは明白だった。

　そして奇妙なことに、その声は驚くほど明めい瞭りように聞き取ることができた。雷らい音おん、雨音、風の吹ふきすさぶ音など、周囲は決して静かというわけではない。だがその声は、まるで頭の中に直ちよく接せつ響いてきたかのようにはっきりと聞こえたのだ。それを裏うら付づけるように、なぜか声の聞こえてくる方向がまったく特定できない。

　と、そのとき。




　すべての雑ざつ音おんが、突とつ然ぜん消え失うせた。




「な……なんだ、これ……！」

　アレスは思わず自分の目を疑うたがった。

　周囲の光景が止まっていた。

　馬車を襲おそおうとしていた襲しゆう撃げき者しやたちが、まるで彫ちよう刻こくにでもなったかのように動きを止めている。彼らだけではない。アレスのすぐ眼がん前ぜんでは雨のつぶてまでもがその動きを静止し、宙ちゆうに浮うかんでいた。ふと見上げれば、空を駆かける稲いな妻ずまさえも光を放ったまま停止している。

　アレスの眼前に人ひと影かげが舞まい降おりたのはそのときである。




　それは小さな少女だった。




　八歳さいのクラウディアより一つ二つぐらい年上に見える。黒く長い髪かみに、白い肌はだ、小さな体たい躯く。顔立ちは整っているのだが、なぜか美しい、あるいは可か愛わいらしいという印象を抱いだくことができなかった。

　それは少女のいでたちのせいだと思えた。見たこともないような、なんとも奇妙な服ふく装そうをしている。色は黒を基き調ちようとしており、幾いく重えものヴェールがかかったその服はどこか荘そう厳ごんな印象を受けるが、同時にどこか禍まが々まがしいものすらも感じさせられた。

　さらにその少女の周囲には、まるで少女を守るかのように黒い布ぬのがふわふわと漂ただよっていた。それは伝でん承しように聞く羽は衣ごろものようであったが、悪魔の翼つばさと言われても納得しただろう。

　だが何よりもアレスを驚かせたのは、その少女自身もまた宙に浮いていたことだろう。

　少女が空中で優ゆう雅がに礼を取った。

《お初にお目にかかる、名高きファノヴァールの騎き士しにして弱者の護まもり手たる王国の剣つるぎ、赤せき神しんオディウスの申し子よ》

　見た目どおりの幼い声だ。ただ、その言葉は先ほどと同じく、耳に入るというよりは頭に直接響ひびいてくるようだった。

「おまえは……誰だ？」

《我わが名はパンドラ。汝なんじら人が精せい霊れいと呼よぶ存そん在ざい。人に望まれしとき具ぐ現げんする、人の形をした人でなきもの。黄たそ昏がれの淵ふちより生まれ出いで、白と黒の理ことわりに反旗を翻ひるがえす翼よく賛さんの使徒》

　それはあまりにも不ふ明めい瞭りような言葉の羅ら列れつであり、この状じよう況きよう下かでアレスが理り解かいできたのはわずかな名めい詞しだけだった。

「パンドラ……？」

《そうだ。まあこの際、名前などどうでもよかろう。汝、アレス・ファノヴァールよ。馬車の中にいる少女を守りたいのであろう？　汝が望むのであれば、そのためのわずかな力を授けよう。わずかな代だい償しようと引き換かえにな》

「力……？」

《そうだ、力だ》

　それはアレスにとって、何もかもが突然過すぎた。

　突然襲ってきた襲撃者たち。クラウディアを守るべく果か敢かんに立ち向かったが、ついにかなわず、地に伏ふした。そして己おのれの無力さを嘆なげいていたそのとき、周囲の時が止まり、突然この少女が現あらわれ、そしてこう告げたのだ。力を貸かすと。それは十二歳の少年に理解できる状況ではなかった。

　ゆえに、このときアレスはパンドラと名乗った少女の言葉の意味をほとんどはかりかねていたが、クラウディアを守りたいという強い思いから、ただ一つのことだけを理解していた。

「その力があれば、クラウディアさまを守れるんだな？」

《それは汝次し第だいだ。我われが与あたえるはわずかな力に過ぎぬ。その力をどう利用するかは汝次第、だが汝が強き意志をもって望むのであれば、いかなる望みも叶えられよう。であるからこそ、汝の資格を認みとめて我がここにいるのだからな》

　望みが叶う。であるならば、この少女が悪あく魔まであろうと天使であろうとアレスの答えは決まっていた。

「それでクラウディアさまが守れるなら……その力が、欲ほしい」

　我が意を得たりとばかりに、少女の顔に笑えみが浮かんだ。

　それはあどけない少女の笑みなどと表現するにはあまりにも禍々しすぎた。姿すがた形かたちこそ少女のそれであったが、その笑みは妖よう艶えんあるいは奸かん悪あくとでも表現すべきものだった。

《そうか。だがまあそうあせるでない。我は汝に未いまだ代償のことを話しておらぬからな。これは人と精霊との間に交かわされる粛しゆく然ぜんたる契けい約やく。契約は公正でなくてはならぬ。ゆえに汝はその代償を知っておかねばならぬ》

　この世に存在するすべての物ぶつ質しつは、精霊によって構こう成せいされていると言われている。黒くろ魔ま術じゆつ師しと呼ばれる人々はその精霊と契約を交わし、行使することで奇き跡せきを起こすことができる。ゆえに精霊は、契約を何よりも重じゆう視しし、また遵じゆん守しゆするという。

　そんな話をアレスも耳にしたことはあった。もっとも、アレスにとってクラウディアが守れるのならばそんなことはどうでもよかった。急せかすように続ける。

「分かった。ならその代償とやらを教えてくれ、早く！」

《いいだろう。まず一つ。これは代償というよりも定めだがな、我が存在を余よ人じんに知らしめる行いを慎つつしむことだ。そしてもう一つ、我を汝の助言者として受け入れること。それが代償だ。もしこの代償を拒こばむのであれば、汝の志こころざしは道半ばにして潰ついえるだろう》

　その代償の真の意味をアレスが悟さとるには、まだいくばくかの時間が必要だった。ゆえに、このときのアレスは何の疑ぎ問もんも抱いだくことなく頷うなずくこととなる。

「なんでも構かまわない、それでクラウディアさまが守れるなら……！」

《そうか。ではあらためて問おう、汝は我との契約を望むのだな？》

「ああ、望む！」

《よかろう、ではここに宣せん布ぷしよう。我は新たなる契約者を受け入れた。契約者、アレス・ファノヴァールよ。これより汝は黄昏の御み使つかいとして己おのが道を行くがいい》

　少女が言い終えた直後。

　アレスは思わず雷かみなりに撃うたれたのではないかと錯さつ覚かくすることになる。

　にわかに落らく雷らいの轟ごう音おんが鳴り響き、視界が白い閃せん光こうで満たされたためだ。

　だが体には何の異い状じようもない。と同時に、あることに気付く。




　すべてが、動きと音を取り戻もどしていることに。




　雨の雫しずくが頬ほおを叩たたき、彫ちよう刻こくのように静止していた襲しゆう撃げき者しやたちが再ふたたび動き始め、クラウディアの悲鳴が耳に飛びこんでくる。それは文字通り止まっていた時が動き出したようだった。

　先ほどと違ちがうところはただ一つ──パンドラと名乗った少女が宙ちゆうに浮ういていることだけだった。不思議なことに、降ふり注ぐ雨がその肌はだや服を濡ぬらしている様子はない。

《さあ、立つがよいアレス。今の汝にならそれができるはずだ。立ち上がり、汝の本ほん懐かいを遂とげるがよい》

　その言葉に、アレスは泥どろまみれになった体に力を入れた。何が起こったのかは相変わらず理解できていない。だが、クラウディアを守れるというのならそれで充じゆう分ぶんだった。

　体を動かそうとすると激げき痛つうが走った。怪け我がが治っていたわけではなかった。殴なぐられた頭は痛いたみを発し続けていたし、左手に流れる生なま温あたたかい血の感かん触しよくも途と絶だえる様子がない。

　ただ、心だけは異常なほどに落ち着いていた。さっきまでばくばくと脈みやく打うっていた心しん臓ぞうも、初めての実戦に震ふるえていた手も、今は静かだった。

　もはやかなわないと一度は砕くだけかけた意志が、再び湧わき出てくる。

　ゆっくりと膝ひざを突つく。立ち上がる。

「……まだ立つのか」

　自分を殴りつけた襲撃者の声が聞こえた。不思議なことに、その男はすぐ目の前に浮いているパンドラに気付いている様子がない。

　自分以外の者には見えないのだろうとなんとなく納なつ得とくしつつ、アレスはほとんど無む意い識しきのうちに眼がん前ぜんに落ちていた自分の剣けんを掴つかんだ。

　体の異変に気付いたのはこのときである。

「……軽い」

　普ふ段だん、アレスは両手で剣を使っている。だが両手であろうと、十二歳の少年にその剣はいささか重かった。にもかかわらず、今はまるで木の枝えだを握にぎっているかのように軽々と右手だけで持てたのだ。

「これが……力？」

《そうだ》

　パンドラの声が脳のう裏りに響ひびいた。

《汝なんじは少女を守りたいと望んだ。ゆえに少女を守るために必要なほんのわずかな力が与あたえられたのだ》

「こ……こんな力が、ほんのわずかな力だって……？」

《たかが剣が振ふり回せるようになっただけではないか。言っておくが、汝が剣で斬きられれば血は流れるし、当たり所が悪ければ矢の一本で死ぬことにも変わりはない。だが汝にはそれで充じゆう分ぶんだと我わが主あるじの仰おおせだ。その力をどう活いかすかは汝次し第だいだがな》

「……分かった。確たしかに、充分だ」

　アレスはゆっくりと一歩を踏ふみ出した。

「不気味なガキだな」

　眼前の男は、独ひとり言を呟つぶやくアレスを薄うす気味悪そうに見ていたが、すぐ気を取り直したように殺意を持ってアレスに飛びかかった。

　少し前までのアレスであれば、初うい陣じんゆえの精せい神しん的な不調もあって、その必殺の一いち撃げきをかわすことは困こん難なんだっただろう。

　だが完全な心の平へい穏おんを取り戻もどした今のアレスには、その動作はひどく緩かん慢まんに見えた。

（遅おそい……！）

　アレスは幼おさないころから武ぶ人じんとして名高い父の英才教育を受けていた。ファノヴァール家四代に亘わたって伝え熟じゆく成せいされてきた剣である。その威い力りよくが、パンドラより授さずかったわずかな力を得たこのとき、十二分に発はつ揮きされた。襲撃者が短剣をアレスの首に突き立てるよりも早く、アレスの剣が襲撃者の腹はらに埋うめ込まれる。

「はああああっ！」

　すべての力をこめ、そのまま剣を振ふり抜ぬく。

「ぐ！　ぎゃあぁああああああ！」

　男の口から、この世のものとも思えぬ絶ぜつ叫きようが響き渡わたった次の瞬しゆん間かん。

　その体は、上下に分ぶん断だんされていた。

《見事なものだ。我が契けい約やく者しやよ》

　パンドラの声は、アレスには聞こえていなかった。

　半ば呆ぼう然ぜんとしながら右手の剣を見つめる。

「な……なんて力だ」

　片手だけで振りぬいた剣である。それが人の体を分断したのだ。

　背はい後ごの死体を振り返る。分断された上半身からは無残に臓ぞう物もつが飛び出ており、正せい視しに堪たえないような様相を呈ていしている。

　自分のやったこととは思えなかった。

　だが後こう悔かいする余よ裕ゆうなどなかった。ただ思う。この力があれば、クラウディアを守ることができるだろうと。今はそれで充分だった。

　アレスは剣を構かまえ直すと、残り七人の襲撃者たちに向き直った。




　物言わぬ骸むくろが大地に散さん乱らんするのに、大した時間はかからなかった。

　それはアレスが亡なくなった父の跡あとを継つぎ、ファノヴァール伯はくアレスと呼よばれるようになる五年前のことである。
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「いたぞ！　こっちだ！」

　山さん賊ぞくの声が森の中に響ひびき渡わたる。

「くそっ、もう見つかったか！」

　木を背せにしながら、アレスは視し界かいの隅すみに山賊の姿すがたを見つけて舌した打うちした。

　五年の歳さい月げつは、少年を青年へと成長させるには充じゆう分ぶんだった。

　勇ましさと少々の憂うれいとを同どう居きよさせたような面おも差ざし。唇くちびるはきっと結ばれ、金色の髪かみは木々の合間から差し込む日の光を浴びて一いつ層そう輝かがやきを増ましていた。その体つきはほんの半年前まで近この衛え騎き士しだったという経けい歴れきのせいか頑がん強きようさがうかがえ、身長もすらりと高い。元げん服ぷくして二年しか経たっていない若じやく輩はい者ものではあるが、亡なき父より受け継ついだレストニア領りようを有するれっきとした伯はく爵しやくでもある。もっとも、今は貴き族ぞくの証あかしたる紅あかいマントも身に着けず、旅人のような格かつ好こうをしていた上に、左手には剣けんを持っていた。

　山賊たちから逃のがれるため、再ふたたび森の中を駆かけ巡めぐる。アレスの体力は山賊たちをはるかに上回っていたが、地の利がないことが災わざわいした。気付いたときには逃にげるどころか巧たくみに誘ゆう導どうされ、春の新緑が生おい茂しげる深い森の中へと追い込まれていた。

「くそっ、なにが山賊の数はたかが二十人だ！　どう見たって倍はいるぞ！」

　悪あく態たいをつきながら、アレスは自分をこの厄やつ介かいな状じよう況きように追い込んだ張ちよう本ほん人にんのことを思い出した。




　きっかけは、とある少女からの命令であった。

　ベールセール王国の南西部に、リベルヌという町がある。その町に住む子こ供どもが十人ばかり山賊に誘ゆう拐かいされたのだという。山賊はその子供らを人ひと質じちとして、リベルヌの町に法外な身みの代しろ金きんを要求したのだ。

　リベルヌは決して小さな町ではない。騎き士し団だんを派は遣けんしてもらうなり傭よう兵へいを雇やとうなり、山賊を討とう伐ばつする手しゆ段だんはなくもなかったが、その場合人質の安全は保ほ証しようできない。ゆえに町の代表者はどうにか交こう渉しようで解かい決けつしようとしたものの、山賊たちは応おうじようとせず、問題は長期化しつつあった。

　そこで密ひそかにアレスに命が下されたのである。子供たちを救い出せと。

　一領の領主であるアレスは、自分の所領を留る守すにすることには抵てい抗こうがあったものの、罪つみのない子供たちの難を見み過すごすわけにもいかず、やむを得ず従じゆう者しやと共に夜の闇やみに紛まぎれて山賊たちの隠かくれ家へと乗りこんだのだ。

　見事人質たちを救い出すことには成功した。そこまではよかったのだが、たった一つだけ誤ご算さんがあった。

　事前に知り得た情じよう報ほうによれば、山賊の数は二十人もいないということだった。だが実じつ際さいの数ははるかに多かったのだ。

　十人もの子供を引き連れての逃とう避ひ行こうである。アレスは子供たちを信しん頼らいの置ける従者に任まかせて町へと逃がし、自らは囮おとりとして山賊たちのただ中へと突っ込んでいくしかなかったのだ。




　その結果が今の状況である。何十人もの敵てきから無事逃げおおせていられるだけでもアレスが傑けつ出しゆつした武ぶ人じんであることの証しよう明めいではあったが、それも限げん界かいに達しようとしていた。一対一ならば、あるいはせめてもう少し広い場所で機先を制せいすることができれば百人を相手にしても負けない自信はあったが、とにかく今は状況が悪すぎた。山賊たちはアレスを手ごわいと見たのか、むやみに飛びかかってこようとはせず、地の利を活いかしてゆっくりと包ほう囲い網もうを縮ちぢめてきている。特に厄やつ介かいなのは、周囲の木や茂みだ。不意を突いて槍やりや矢が飛び出してくれば、アレスといえどかわせる自信はなかった。

　脳のう裏りに少女の声が響いたのはそのときのことである。

《汝なんじに助言を与あたえよと、黄たそ昏がれの主あるじの仰せだ》

　アレス以外の目には映うつることのない少女が音もなく舞まい降おりた。

　五年という月日が経たとうともまったく成長することなく、少女の姿すがたを保たもったままの精せい霊れい。

「黙だまっていろパンドラ。もっとも効率のいい殺し方など聞きたくもない」

《そう邪じや険けんにすることもなかろう。なに、おまえに人を殺せと助言しても素す直なおに従したがわないことは我われも散々に思い知らされたからな。とはいえ、おまえに死なれても困こまるのだ、ゆえに今は純じゆん粋すいにおまえが助かるための道を示しめしてやれと我わが主の仰おおせだ》

「どうだかな」

　不意に、パンドラは視し線せんを逸そらしてアレスの後ろを見やった。そして淡たん々たんと告げる。

《気をつけろアレス、弓矢で狙ねらわれておるぞ》

「なに!?」

　アレスが風切り音を察知することができたのはパンドラの助言のおかげだった。咄とつ嗟さに体を反らす。文字通り間かん一いつ髪ぱつ、後方から飛来した矢はアレスの髪をかすめ、そしてパンドラに命中していた。

　だがパンドラに突き刺ささるはずの矢はあっさりとその体をすり抜ぬけ、そのまま明あ後さつ日ての方向へと飛んで行く。

《ほらみたことか。この場を汝の力だけで切り抜けることは不ふ可か能のうだ、今は大人しく従したがうがいい。いいか、我われが合図をすると同時に右手の方向へ全力で走れ。さすれば汝ならば死ぬことはなかろう》

　もしいくばくかの時間があれば、アレスは一いち枚まいの硬こう貨かを取り出し、その裏うら表おもてで決けつ断だんを下そうとしていただろう。だが状況はそのような時間さえ与えてはくれなかった。

「……分かった」

　武人として死を恐れたことはないが、こんなところで死ぬのは無念にもほどがある。やむを得ず応じる。

《いい判はん断だんだ。そら、走れ》

　身を低くし、指し示じされた方向へと駆かけ出す。

　十歩と進まぬうちに、茂しげみに隠れていた山さん賊ぞくらしき男と鉢はち合あわせた。

「うわあ!?」

　不意を打たれて接せつ近きんされたせいか、その男は驚おどろきの声を上げ尻しりもちを突いた。

《構かまわずそのまま駆け抜けろ。だが次は汝の力で切り開くがいい》

　パンドラの言葉が終わらぬうちに、次の山賊が視界に飛び込こんでくる。だがパンドラの助言によって機先を制することができた上に、一対一とあってはアレスの敵てきではなかった。左手に持つ剣けんをその頭に叩たたきつけ、瞬しゆん時じに昏こん倒とうさせる。

《見事だ。さて、包囲に失敗したことを悟さとって連中が集まってくるぞ。そのまま真まっ直すぐ走り、我が合図を出したら右手の茂しげみへ飛びこめ》

　まるでこの精霊の操あやつり人形にでもなったようで気分は悪かったが、他に方法もなく、アレスは無言のまま従った。




　パンドラの助言は常つねに巧こう妙みようだった。

　北へ駆け抜けると見せかけ、手近な茂みの中へと飛び込み、山賊たちの目から逃のがれる。

　山賊たちは、あっという間に仲間を叩き伏ふせてみせたアレスを追って茂みの中へ飛び込んで行くことに躊ちゆう躇ちよしたようだった。だがアレスはその隙すきを突いて、今度こそそのまま逃とう走そうする。

《我が助言があったとはいえ見事な手て際ぎわだ。そのまま進め》

「おまえに褒ほめられても嬉うれしくもなんともない！」

　両りよう腕うでを交差させ、顔を保ほ護ごした。そしてそのままの体たい勢せいで、勢いきおいをつけて茂みから飛び出る。

「……え？」

　目の前に広がる予想外の光景に、思わずアレスの口から呆ほうけたような声が出た。

　山賊と思おぼしき男たちが十人、自分を取り囲む位置に突っ立っている。

　アレスは、自分から敵のただ中に飛び込んでいったのだった。

　このときアレスが山賊たちよりもはるかに早く状じよう況きようを把は握あくすることができたのは、過か去こ幾いく度どもの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきた経けい験けんがあったおかげだった。

《さあ、後ろからも敵が来ている。逃にげ道はないぞ、戦えアレス。安心せよ、その程てい度どの相手ならば汝の真の実力をもってすれば死ぬことはないだろうと我が主の仰せだ》

　パンドラの幼おさないが冷れい徹てつな声が響ひびき、すべてを悟さとる。すなわち、また嵌はめられたということに。

「くそっ！　結局こうなるのか！」

　アレスはうんざりした表情で少女の姿をした精霊をにらみつけた。

　一ひと度たび機会があれば、この精霊はもっとも効率的な助言という形を取ってアレスに人の血を流すことを強要しようとするのだ。五年もの月日は、アレスにそのことを理解させるには充じゆう分ぶんだった。

　何のために──という疑ぎ問もんの答えは未いまだ見つかっていない。だが何かよからぬ企たくらみがあることだけは想そう像ぞうに難かたくなかった。

　いずれにせよ、この場はパンドラの目もく論ろ見み通り戦うしかなかった。幸いなことに幾度もの修羅場を潜り抜けてきたアレスと違ちがい、山賊たちは突とつ然ぜん現あらわれた敵の姿すがたに動どう揺ようを隠かくせない様子だった。

　アレスは剣を構かまえると、手近な一人に斬きりかかった。

　それは『風のような』と表ひよう現げんするのが相ふさ応わしい動きであった。迅じん速そくな剣は遮さえぎられることなく、男の頭部を直ちよく撃げきする。男は昏こん倒とうし、声を立てることもなく崩くずれ落ちた。

　それが戦いの合図となった。十人余あまりの山賊たちは我われに返ったように次々とアレスに襲おそい掛かかった。

　だが今度ばかりは不利だったのは山賊たちの方だった。遭そう遇ぐう戦せんともいうべきこの戦いで、山賊たちは統とう率そつも取れておらず、地形を充じゆう分ぶんに利用することもできなかった。

　一方でアレスは、まるで棒ぼう切きれのように剣を振ふるい、迅速さをもって常つねに機先を制し続けた。相手が体勢を整えぬうちに接せつ近きんし、敵にとっては不利だが自分にとっては有利な間合いを確かく保ほすると、隙を見つけては頭や膝ひざなどの急所へと剣を叩きつける。

　ただし、アレスは決して剣の刃を向けようとはしなかった。気を失い、あるいは骨こつ折せつし、山さん賊ぞくたちは次々と戦せん闘とう力りよくを失っていったが、一いつ滴てきたりとも血が流れることはなかった。

《いい加か減げん、一人や二人斬きって捨すててはどうだ？　味方の血を見ぬからこやつらも怯ひるまず戦い続けようとするのだ》

「黙だまれ！」

　構わず剣を振り続ける。結果、時間はかかったものの、アレスの傑けつ出しゆつした剣けん技ぎに抗こうすることはできず、次々に打ち倒たおされていく。

「ば、化け物か……！」

　人にん間げん離ばなれしたその戦いぶりに、とうとう一人の山賊が恐おそれをなして逃げ出した。それが合図だった。残りの山賊たちも次々と背せを向けて逃げ出す。

《やれやれ、情なさけない連中だ。この程てい度どでは血の一滴も流れぬか》

　パンドラがアレスの傍そばに舞まい降おりて物ぶつ騒そうなことを口にする。

《まあよい、次の指し示じを与あたえよう。いいか、間もなく今の戦いの音を聞きつけ、馬一頭を含めた賊の集団がやってくる》

　先ほど無用な戦いに巻まきこまれたばかりである。その助言に耳を貸かすことには抵てい抗こうがあったが、憎にくたらしいことにパンドラの助言に間違いはなく、確たしかに人の集まってくる気配がした。

《その馬を奪うばい取ることができれば、汝なんじが逃げることもたやすい。しかし馬に乗っているのは山さん賊ぞくたちの頭目だ。それも百人の手下を持つだけあってかなりの手だれだ。もし仕し掛かけるのならば、最初の一撃で確実に殺す必要がある。さすれば他の手下どもも恐おそれをなして追撃の手も弱まるだろう。しかしもし殺し損そこなえば、背はい後ごから矢を突つき立てられることとなろう》

「……結局そうなるのか」

　あくまで自分に人の血を流すことを強要する。アレスは半ばうんざりした表ひよう情じようで少女の形をした精せい霊れいをにらみつけた。

　だがその一方で、この五年間パンドラの助言が明白に間違っていたというためしがないのも確かだった。実際のところ、背後から矢を撃うちこまれるようなことがあれば回かい避ひすることは困こん難なんだ。それを阻そ止しするためには、敵てきの指し揮き官かんの命を奪うばう必要があるという。もっともな話ではある。

　考えれば考えるほど納なつ得とくしてしまいそうだった。むやみに人の血を流すことはアレスの本意ではなかったが、一方でどうしても必要ならば──とも思ってしまう。パンドラの助言は、この五年の間いつもそうやってアレスを悩なやませてきたのだ。

　その助言に従したがいさえすれば、いつも事は簡かん単たんに済すみそうな気はしてくる。だが人の血を流したくはない。そのようなジレンマに揺ゆさぶられる日々を送ってきた結果、アレスはある行動を指し針しんの一つとするようになっていた。

　空を、太陽を見上げる。それは日の陰かげりと雲の形で吉きつ兆ちようを見定めるという、どこかの地方で知られている占うらないの方法だった。

　なんでも聞いた話によれば、雲というものは白神フォードと黒神ハルモニアが世界を創つくり上げたときに神の住まう神界と地上とを隔へだてるために作った一種の結界で、晴れている際さいには白神フォードの、曇りや雨の際には黒神ハルモニアの加か護ごが受けられるが、中ちゆう途と半はん端ぱに雲が日を隠かくしているときはその両方の加護が受けられず、縁えん起ぎが悪いとされるらしい。

　正直、嘘うそ臭くさい。そもそも空の上に神が住んでいるという証しよう拠こさえないのだ。

　だが聞いた話ではとにかくそういうことになっており、わずかな決けつ断だん力りよくの後あと押おしが必要な今のような状じよう況きようではその程てい度どの指針が必要だったのだ。

「……千切れ雲が日を覆おおっている。縁起が悪いな。決めた、人の血を流すのはよそう」

　パンドラは少女の外見に似合わない心しん底そこ呆あきれたようなため息を吐いた。

《やれやれ。我わが助言よりもわけの分からぬ占いなどアテにするとはな。そのような契けい約やく者しやは古こ今こん汝しかおらぬぞ》

「なんとでも言え。誰だれのせいでそうなったと思ってるんだ」

　一度決断を下した後のアレスの動きは早かった。

　茂しげみに身を隠かくし、馬がやってくる方向を見定める。

　風が吹ふき抜ぬけるような速度で茂みの中を進み、距離を縮ちぢめる。そして一度だけ大きく呼こ吸きゆうをすると、勢いきおいをつけて茂みの中から飛び出す。

　山賊たちがアレスを見つけ、声を上げた。

　間かん髪はつを入れず、アレスは馬上の男に飛び掛かかり、剣の腹はらをその頭に振り下ろす。

　鈍にぶい音がした。うめき声一つ上げず、名も知らぬ大男が馬からずり落ちる。

　入れ替かわるようにアレスは馬に飛び乗ると、手下の山賊たちが行動を起こすよりも早く、両足で馬の腹を蹴けりつける。馬は騎き手しゆの命令に忠ちゆう実じつに応おうじ、風のような速度で走りだした。

《見事な手て際ぎわだったぞ、アレスよ。汝ならば馬うま泥どろ棒ぼうに転てん職しよくしてもうまくやれるだろう》

　パンドラがすぐ横を音も立てずに追つい随ずいしてくる。

《だがあの頭目を殺さなかったのはやはり失しつ策さくだな。気をつけろ、後ろで山賊どもが矢をつがえているぞ》

「知るか、そんなこと！」

　平地ならば、たとえ後ろから矢が飛んでこようと剣で払はらいのける自信もあった。しかしここは道も整せい備びされていない森の中である。そこを馬で駆かけ抜ぬけるとなれば、前方の木や枝えだに注意を向けざるを得ず、後ろの矢など気にかけている余よ裕ゆうはなかった。

　せめて矢が当たらぬようにと、五人の神に片かたっ端ぱしから祈いのる。占いの結果は不ふ吉きつだったが、誰の血を流すこともなかったのでどうかご容よう赦しやを──と。

　果たして、アレスの祈りは八割方聞き届とどけられた。

　飛び交かう矢のほとんどは、アレスの横を通り抜け、あるいは木に当たって落ちた。

　だが、最後の一本だけが馬の尻に突き刺ささったのだ。たちまち馬体の均きん衡こうが崩くずれる。

「くそっ！」

　倒たおれる馬に巻まき込こまれるようなことがあれば、人の骨ほねなど簡単に折れる。やむを得ずアレスは馬が倒れるより先に、近くの茂みに自分から身を投げ出していた。

　このとき、アレスを幸運と不幸が同時に襲おそった。

　幸運だったのは、アレスを見失ったのか、あるいは頭目が気き絶ぜつしたために指揮が乱みだれたのか、山賊の追つい撃げきがなかったということである。

　一方で不幸だったのは──飛び込んだ茂みの先が、急な斜しや面めんになっていたことである。

「うわあああああああ!?」

　アレスは、茂みの中を転がり落ちていった。




　　　　◆




　……アレスがリベルヌの町に続く街かい道どうへと辿たどり着く頃ころには、もう日も暮くれかかっていた。疲つかれる足をひきずり、町へ向かう。誘ゆう拐かいされた子こ供どもたちが、自分の従じゆう者しやと共に無事に逃にげ延のびることができたのかを確かく認にんしておく必要があったからだ。

　だが、この日アレスがリベルヌの町へ入ることはついになかった。その途と上じようで二頭の馬を連れて待ち構かまえていた自らの従者と再さい会かいを果たせたためである。

「ようやく来おったな。いい加か減げん、待ちくたびれたぞ」

　その従者は、地の底から響ひびくような力強い声でアレスを出で迎むかえた。顔のほとんどは剛ごう毛もうの髭ひげで覆おおわれ、まるで岩のようにがっしりとした体の持ち主である。しかし、身長はアレスの半分ほどしかない。

「待たせたな、ガルムス」

　アレスはその従者の名を呼よんだ。

　人間ではない。ドワーフだ。身長は人間の半分ほどしかないが、体重は逆ぎやくに人を上回っており、その大木のような腕うでから繰くり出される戦せん斧ぷはいかなる鎧よろいも中身ごと叩たたき切るという強きよう靱じんな種族である。普ふ段だんは山の坑こう道どうに住み、採さい掘くつと人間との交こう易えきで生活しているが、中にはガルムスのように人の世界で暮らす物好きもいる。

　ただ、ドワーフは他人の下風に立つことを潔いさぎよしとしない。にもかかわらず、人間の従者という地位に収おさまっているガルムスは際立って変わり者というべきだった。

「それにしてもひどい格好をしておるな。よく生きて帰れたものだと感心するわい」

　ガルムスは主あるじの姿すがたを見つめて半ば呆あきれたように言った。

　その髪かみはほつれ、服は泥に汚よごれ、あちこちが裂さけ、ところどころに何の冗じよう談だんか枝が刺さっている。顔にも幾いくつもの小さな傷きずが走っており、なにかよほどひどい目に遭あったことは明白であった。大きな怪け我ががないのが不思議なぐらいだ。

「そんなことはどうでもいいだろう」アレスの口調は自然苦々しいものとなった。「とにかくこうして帰ってくることができたんだからな。それよりもそっちの首尾はどうなんだ？」

「わしがこの場にいるのを見れば分かるだろう。連れ去られた子供らは無事町へ連れ帰った。今頃は町を上げておぬしが帰ってくるのを待ち構えておるだろうよ」

　張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたように、ようやくアレスは安あん堵どのため息を吐いた。

「そうか、任にんは果たせたということだな。これで心置きなく王都へ戻もどれるというわけだ」

　ガルムスは少しだけ渋しぶい顔をした。

「せっかちだの。せめて挨あい拶さつだけでもしていくべきではないのか？　このまま姿を消してはおまえが死んだのではないかとでも誤ご解かいされかねんぞ」

「いっそその方が都合がいい、何しろ守るべき領りよう地ちを留る守すにしてこんなところへ来ているのだからな。おまえも酒が恋こいしいのだろうが、王都へ戻るまでは我が慢まんしろ」

「……やむを得んな。主あるじの意に従したがうが従者の役目、好きにするがいい」

　こうしてアレスとその従者のドワーフは、馬にまたがると誰にも知られることなくその場を去った。

　かくして、人々の間にはドワーフを連れた左ひだり利ききの剣けん士しの噂うわさだけが残ることとなる。




　　　　　２




　グリア大陸の南西部に位置する〝森と麦むぎ穂ほの国〟ベールセール王国は、その二つ名の通り大陸の中でも特に緑みどり豊ゆたかな国として知られている。国土の七割以上を豊かな森に覆おおわれ、その森を切り開いて作られた畑からは自国だけではなく他国の民みん衆しゆうの腹はらを満たすほどの農作物が産出される。

　西には温おん暖だんなブラヴィル海の天然の恵めぐみがあり、東には雄ゆう大だいなウォルグレン山さん脈みやくがそびえ、そこに住むドワーフとの交易で少なからぬ利り益えきを上げていた。さらに東へ行くと〝草原と騎き馬ばの国〟エディンバラ皇こう国こくがあるが、両国の関係は良好で、近年は武ぶ力りよく衝しよう突とつ一つ起こったためしがない。

　他方、北に国こつ境きようを接せつする〝鉄と氷の国〟レアニール連合王国とは、過か去こ幾いく度ども侵しん略りやくを受けた犬けん猿えんの仲である。しかし、国こつ境きよう沿ぞいにそびえ立つ峻しゆん険けんなシエゴラス山脈という天然の防ぼう壁へきのおかげで未だその領土が奪うばわれたことはない。

　国こく政せいは国王と、国王への忠ちゆう勤きん奉ほう仕しの代わりに領地と特とつ権けんを与あたえられた貴き族ぞくにより運うん営えいされ、王おう国こく暦れきはすでに八十三年を数えている。この間、幾度もの内ない乱らんや戦争があったものの、封ほう建けん制せいを柱とする国の根こん幹かんが揺ゆらぐことはなかった。

　だが一方で、特権によって守られた貴族の領民への搾さく取しゆや横おう暴ぼうが目立つようになっているのも事実であった。特に王国の北部では、二年前より大だい地じ震しんや飢き饉きんといった災さい害がいに相次いで見み舞まわれ、治安は悪化し、農民による大だい規き模ぼな反乱が発生している。山さん賊ぞくなどが横行するようになったのもその表れだと言われている。




　リベルヌの町から馬を歩ませること二日と半日。ファノヴァール伯はくアレスとドワーフの従者ガルムスら二人の姿は、緑豊かなベールセール王国の中ちゆう枢すうたる王都ヴァンフィールにあった。

　王都ヴァンフィール。王おう城じようを中心に据すえて発はつ展てんしたこの大都市は、人口二十万を数えるとも言われる。高く厚あつい防壁と忠実な近衛騎士たちに護まもられ、王国の建国以来、敵てき対たい勢せい力りよくの侵しん入にゆうを許ゆるしたことは一度もない。

　アレスは城下町でガルムスと一いつ旦たん別れると、単身王城へと足を向けた。今回の任にん務むについての報ほう告こくをするためである。

　しかし伯はく爵しやくの位にある者が公務があるわけでもないのに領地を留守にして王都へ来ているとなれば、外聞もよくない。ゆえに、アレスは人目を避さけるように王城へと出頭することとなった。

　もっとも、その試みは今一つ効こう果かを発はつ揮きしていなかった。

　アレスの行動は歩く様さま一つとっても常つねに威い風ふう堂どう々どうとし、泰たい然ぜんさと剛ごう毅きさを同どう居きよさせたその態たい度ど、一分の迷まよいも隙すきも見み出いだすことのできないその洗せん練れんされた動作は、老ろう若にやく男なん女によを問わず視し線せんを集めずにはいられなかったためである。

　特に人々にとって印象的に映うつるのは、その目だろう。

　鋭するどいというわけではない。むしろその大きな瞳ひとみは未いまだ『少年のような』と形けい容ようする余よ地ちを残している。にもかかわらず、その瞳から放たれる眼がん光こうたるや並の強さではなかった。いかなる障しよう害がい、いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、その瞳から放たれる光を曇くもらせることはできないであろう──見る者にそれほどの強きよう烈れつな印象を与える、そんな目だった。

　やがて城門をくぐり抜ぬけ、見知った城内を歩き、とある一室へとたどり着く。

　ドアをノックすると、すぐ若わかい女じよ性せいの声が聞こえた。

「はい？」

　荘そう重ちようなドアが開かれ、姿を現あらわしたのは王家に仕える若い侍じ女じよだった。確たしかシオネという名前だったはずとアレスは記き憶おくの糸をたぐったが、今一つ確かく信しんは持てない。とりあえず今その名を呼よぶ必要がなかったのは幸運だった。

「ファノヴァール伯アレス、クラウディア王女の命に従い、参さん内だいいたしました」

「ああ、お待ちしておりました伯爵さま。どうぞお入りください」

「は」

　その部屋は、王族という言葉の持つ印象とは裏うら腹はらに、さして豪ごう華かというほどではなかった。

　もちろん家具一つとっても多少の金がかかっていることは明白だったが、決して華美に過すぎるというほどではない。特に目立つのは書物の類たぐいだった。部屋の一角に据えつけられた本ほん棚だなには、アレスでさえ読むのに苦労するであろう難むずかしい書物がぎっしりと詰まっている。

　この部屋が一国の王女の私し室しつだと言われれば、大たい抵ていの人は驚おどろくだろう。

「おお！　戻もどったか、アレス！」

　あどけない少女の嬉うれしそうな声が広い部屋に響ひびいた。奥おくの椅い子すに一人の小さな少女が座すわっている。それこそが国王の息女、御おん年とし十三歳となったクラウディア王女であった。五年前、アレスがその身を挺ていして守り抜き、それ以後も何度となく剣を振ふるうことになる要よう因いんを作った少女でもある。

『その瞳は夜に輝かがやく満月がごとく、その頬ほおは白はく磁じの器うつわに薄うす紅べにの花びらを載のせたがごとく、緩ゆるやかに波打つ髪かみは金の糸束を湖に浮うかべたがごとく。可か憐れんさとあどけなさの中に健すこやかなる強い意志を持った絶ぜつ世せいの姫ひめ君ぎみ──』

　現げん世せ、後世を問わずそう謳うたわれた王女であった。ただ、その身長は同どう年ねん齢れいの少女と比くらべると若じやつ干かん低い。手や足は白くほっそりとしている反面、腰こしつきや胸きよう囲いには今ひとつ成長が見られない。もっとも成長が遅おそいことは本人も大いに気にしており、下手に体のことを話題にすれば命はないと言われていた。特にアレスに対しては。

　しかし、体は小なりといえどその器うつわはすでに王族としてのそれであった。特に流りゆう麗れいな言葉が紡つむがれるふっくらとした桃もも色いろの唇くちびるやアレスを見つめる大きな瞳は、愛らしさの中にも王女の敬けい称しように相ふさ応わしい凜り々りしさが秘ひめられている。
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　アレスは久ひさしぶりにそのご尊そん顔がんを拝することができた嬉しさを押おし隠かくし、無む駄だのない動きで跪ひざまずくと臣下の礼を取った。

「は。リベルヌの町からさらわれた子こ供どもたちは無事救い出すことができました」

「うむ、報告は聞いておる。人ひと質じちのなくなった山賊など間もなく壊かい滅めつされるだろう。よくやったぞ、アレスよ」

「は」

　いくばくかの不満はありつつも、この少女に労をねぎらわれるのは悪い気分ではない。アレスは素す直なおに頭を下げてクラウディアの言葉を受け入れた。

「おまえも無事のようだし、すべてうまくいったようだな。この数日は強行軍だったのであろう、しばらくはこの王都で休んでいくといい」

　と、そこまで言ったところでクラウディアは顔を逸そらした。

「じ、実を言うとだな、わたしも数日ぐらいなら時間が取れそうでな──」

　そう続けるものの、それはあまりにも小さな声でアレスには聞こえなかった。

「ありがたいお言葉ですが、領りよう主しゆである自分がいつまでも領地を留る守すにしておくわけにもゆきません。早々に王都を発たつつもりです」

「む……。し、しかしそう急ぐこともなかろう。確かこの王都には義いも妹うともいるのだろう？　少しぐらい会って行ってはどうだ？」

「いえ、我わが義妹は修しゆ行ぎよう中の身、家族といえど軽々しく会いに行くわけには参りません。それに私がここに来ていることを知られるわけにも参りませんし」

「そ……そうか。ではまあ……仕方ないな」

　クラウディアは少しだけ残念そうな顔をしたが、それはあまりにも一いつ瞬しゆんであったため、膝ひざを突ついていたアレスに気付くことはできなかった。ましてクラウディアの表ひよう情じようはすぐに少女のそれから王族のそれへと切り替かえられたとあってはなおさらであった。

「ところでだな、アレス。レストニア領に戻もどるのであれば一つ聞いておきたいことがある」

「は、なんでしょう？」

「おまえはガザーブという地名を知っているか？」

「はあ。確か我がレストニアの地から二つ三つ隣となりにある領地の名だと記き憶おくしておりますが」

「うむ、その通りだ。実はだな、そのガザーブを治めておる伯はく爵しやくが臣民に迫はく害がいを加えているという話を耳にしてな。税ぜいはふっかける、逆さからえば厳きびしい刑けい罰ばつを科すと、随ずい分ぶんと好き勝手にやっているらしいのだ」

「……はあ」アレスの脳のう裏りに嫌いやな予感が走った。「あの、クラウディアさま？　なぜそのような話を私になさるのですか？」

「いいから聞け。アレス、おまえは我が王国北部の現げん状じようを知っているだろう。ボルネリアの地で起こっている反はん乱らんのことを」

「はあ」

　ベールセール王国の北部一帯は、二年前から大だい地じ震しんと飢き饉きんという二つの不運に相次いで見み舞まわれた。その影えい響きようで数ヶ月前から、ボルネリアの名で呼ばれる一領地で民みん衆しゆうによる大だい規き模ぼな反乱が起こっていた。

　ボルネリア領の総そう人じん口こうは二十万を超こえる。これは一人の貴き族ぞくが持つ所領としては王国でも五指に入る規模で、領主たるボルネリア侯こう爵しやくもまたその規模に見合った兵力を持っているはずだった。ゆえにその反乱もすぐに鎮ちん圧あつされるかと思われたものの、ボルネリア侯の無む能のうさにより問題は長期化し、反乱の火は貧ひん困こんという素そ地じを火種に北部一帯に広がりつつあるという。

「先日の山さん賊ぞくの件けんも王国全土の治安が悪化しつつあるのが原因だろう。父上もどうやってこの問題に対たい処しよするかで頭を悩なやませる毎日を送っておられる。のうアレスよ。このような状じよう況きようでは辺境のガザーブ領に目を配れる者など誰だれもおらぬとは思わぬか？」

「た……確たしかにその通りですが」

　領主は王家への忠ちゆう勤きん奉ほう仕しの代わりに、領地とそこに存そん在ざいする領民の生せい殺さつ与よ奪だつの権けん利りさえ与あたえられている。そこで領主がどのように振る舞おうと、本来ならば誰も咎めることなどできない。極きよく端たんに目に余あまる行動ならば良りよう識しきを持つ他の貴族や国王からたしなめられることもあるが、クラウディアの言う通り昨今の情じよう勢せいでは、わざわざ一伯爵の言動を咎めようとする者もいないだろう。

「しかしだ、アレス。おまえならなんとかできるとは思わぬか？　なに、大したことではない。レストニアへ戻もどるついでにガザーブへと足を延のばし、事の真しん偽ぎを確かめ、必要ならばガザーブ伯に少々鉄てつ槌ついを下せばいいだけの話だ」

「……やはりまたそういう話になるのですか」

　アレスは顔をしかめた。

　ようするに、クラウディアはこう言っているのだ。新たな任にん務むとして、単たん身しん敵てき地ちに赴おもむいて悪あく辣らつなる領主を成敗してこいと。

　いかにも不満そうな顔をしているアレスを見て、クラウディアは唇を尖とがらせた。

「どうしたアレス、その顔を見ると不服がありそうだが」

「いえ、迫害されし臣民を救い出すに我が剣けんを振るうこと、否いなはありません。ただ……畏おそれながらクラウディアさま。一つお伺うかがいしたいのですがガザーブ伯はどれほどの兵力を有ゆうしているのでしょう？」

「うむ、安心せよ。ガザーブはもともと大した土地でもないからな、せいぜい数十人といったところだろう」

　アレスはしばし無言だった。確かにガザーブ領はボルネリア領辺りとは比くらべ物にならないほど小さな領地だ。数十人の兵力というのは妥だ当とうな見方だろう。だが、問題はそんなことではなかった。

「それはつまり、数十人の兵力を持つ横おう暴ぼうな領主の元へ私一人で赴き、武ぶ力りよくを用いてでも説得しろと、そういうことで？」

　クラウディア王女はきょとんと首を傾かしげた。

「そうだ。それがどうかしたか？」

「……クラウディアさま。誰がどう見てもそのご命令は無む茶ちやというか無む謀ぼうではないでしょうか。ガザーブ伯の人となりが噂うわさ通りであれば、私は確かく実じつに殺されると思います」

「では殺されないようにすればいいではないか」

　それがどうしたと言わんばかりの口調だった。

「で……ですが、相手は数十人からの兵力を有ゆうしていると仰おつしやったばかりではないですか」

「ふむ。つまりなんだ、おまえは敵の数が多いからという理由で怖おじ気けづいたと、そういうわけなのか？」

　どこか論ろん点てんがずれているような、あるいは意図的に論点をずらされているような気がした。しかしなおもそっけなく続けるクラウディア王女の態たい度どは、アレスの気に障さわった。

　アレスも一いつ時ときは騎き士しの身分だったのだ。それを臆おく病びよう者もののように言われ、平静を保たもっていられるほど人生の経けい験けんを積んでもいない。ややカチンとして言い返す。

「誰もそうは言っておりません。ただ、たった一人で数十人の敵に立ち向かえなど、いささか無謀ではないかと言っているのです！」

「何を言っておる、その程てい度どおまえにとっては大した数ではあるまい。先の山賊も二十人はいたのであろう？」

「いえ、実じつ際さいのところ山賊は五十人近くおりました！　おかげで何度死にかけたことか……！」

「だがおまえは見事任務を果たして生せい還かんしたではないか。五十人を相手に大だい丈じよう夫ぶだったのだ、ならば数十人の敵といえど恐おそれる必要もあるまい」

「い、いえ、ですが！　そもそも、たった一人でそれだけの数を相手にしろという時点で何かこう、間ま違ちがっていることにお気付きください。死ねと言っているようなものではありませんか！」

「うむ、そうだな。おまえ以外の者なら死ぬかもしれぬが、おまえなら大丈夫だろう」

「いや、ですから──」

　なおも言い訳わけを口にしようとするアレスを見て、クラウディアはややわざとらしく納なつ得とくしたように頷うなずいてみせた。

「ああ、そうか。つまりおまえには自信がないということなのか？」

「……は？」

　目の前の王女が何を言わんとしているのか、アレスは咄とつ嗟さに理り解かいが遅おくれた。

　すかさずそこへクラウディアの口から容よう赦しやのない言葉が流れ出る。

「そうか、そういうことであったのか。それで先ほどから言い訳ばかり口にしておったのだな？　ならば初めからそう言えばよいではないか。わたしも鬼おにではないのだ、おまえが自信がない、命が惜おしいと言うのであれば、別に強きよう制せいするつもりなどまったくないのだぞ？」

　再ふたたびアレスは頭に血が昇のぼるのを感じた。いくら王女として敬けい愛あいするこの少女であっても、言っていいことと悪いことがある。アレスは激げき情じように任まかせて舌したを動かした。

「それはいくらクラウディアさまでも言葉が過すぎるというものです！　私もかつて騎士の誓ちかいを立てた身、怯きよう懦だなどはもっとも恥はずべきところ、命が惜しいなどという理由で迫はく害がいされている臣民を見み捨すてるようなことなどありません！」

　クラウディアは会心の笑えみを浮うかべて手を叩たたいた。

「よくぞ申した！　では行くがよいアレスよ。悪辣なる領りよう主しゆに鉄てつ槌ついをくだし、虐しいたげられし臣民を救い出すのだ！」

「……あ。え？」

「アレス、返事はどうした！　まさか騎士道を歩む者に二に言ごんはあるまいな？」

「は。ははっ」

　ここでアレスは我われに返った。

　自覚する。また乗せられた──と。

　だがもはやどうにもならなかった。確たしかに騎士として、前言を撤てつ回かいすることなどできなかった。ましてこの少女の前では。

「……確かに虐げられている民たみがいる以上、放っておくわけにはいきますまい」それは半ば自分を納得させるための言葉であった。「では直ちに出発いたします、吉きつ報ぽうをお待ちください」

「うむ、期待しておる。おまえならきっとなんとかするだろう」

　アレスは一礼してその場を去ろうとしたが、その背せ中なかにいささか上ずった王女の声がかけられ、足を止めることとなる。

「ア、アレス。ちょっと待て」

「は。なんでしょう？」

「一いち応おう、気をつけて行ってくるのだぞ。その、なんだ、心配しているわけではないが、おまえに死なれるようなことがあっては楽しみがなくなってしまうからな」

　ならばそのような無謀な命令を押おし付けないでください──アレスはそう思わずにはいられなかったが、一応は心配してくれているのだなと考えると、それだけでつい良い気分になってしまう。

　アレスは振ふり返ると、精せい一いつ杯ぱい格かつ好こうをつけて今一度礼をした。

「クラウディアさまに心配していただけるとは光栄の極きわみ。それでは」

「う、うむ」

　侍じ女じよのシオーネが、そんな光景をまるで不器用な妹を見守る姉のように柔やわらかく微ほほ笑えんで見つめていた。
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（また、乗せられてしまった……）

　城しろを出たアレスは、無表情を装よそおいつつも心中では大いに自分の言動を嘆なげいていた。

　自分はわりと短気なのではないかという自覚はあった。従じゆう者しやのガルムスや師しであるイザーレという老人にも何度かそういう指し摘てきを受けたこともある。

　アレスは父の跡あとを継ついで伯はく爵しやくとなる前は、王家に仕える近この衛え騎き士しだった。しかし、当時は十七という若わかさだったため、近衛騎士になれたのは武ぶ人じんの名家たるファノヴァールの家名のおかげだったのではないかとよく陰かげ口ぐちを叩かれることとなったのだ。

　アレスにはただでさえ得体の知れぬ精せい霊れいの、得体の知れぬ力を借りているという負い目もあった。このままでは先せん祖ぞの名に泥どろを塗ぬりかねないと考えたアレスは、せめて実じつ績せきを残すことで家名を守ろうと努力した。その結果、誰からも後ろ指を指されることのないよう頑かたくななまでに騎士道を実じつ践せんし、剣けんの試合を申し込こまれれば相手が誰であろうと容赦なく叩き伏ふせ、最年少で馬ば上じよう槍やり試じ合あいの優ゆう勝しようを果たすという快かい挙きよさえ実じつ現げんしてみせたのだ。

　だがそのころの経験が負い目になったのか、今でも挑ちよう発はつされると乗ってしまうという性せい格かくはそのまま残ってしまったらしい。

　正直なところ、自うぬ惚ぼれでもなんでもなく、十人やそこらの敵てきを相手にしても負けない自信はあった。だがガザーブ伯が実際にどれだけの兵を動かせるかは分からないし、その中に思いもよらぬ相当な手だれがいる可か能のう性せいもあるのだ。

　ただ、自分の短たん慮りよさを苦く悩のうする一方で、あの王女に期待をかけられた以上はできれば応こたえたいという思いもあった。

《随ずい分ぶんとお悩みのようだな、我わが契けい約やく者しやよ》

　不意に、少女の姿をした精霊が真横に舞まい降おりた。

「おまえにとっては喜ばしいことなんだろう。また剣を振るうことになりそうだからな」

　アレスにとっては見馴れた光景である。周囲の通行人の目を気き遣づかい、パンドラの方を見向きもせずに小声で答える。

　パンドラは嬉うれしそうに笑った。

《その通りだ。だがそれとは別に、汝なんじに助言を与あたえよと黄たそ昏がれの主あるじが仰おおせでな》

「今度はなんだ？」

《あの王女の命令を無む視しし、汝の故こ郷きようレストニアの地へ戻もどれ》

　アレスは思わず言葉に詰つまった。

「……なぜだ？」

《その問いには答えられぬ。我は黄昏の主の意に従したがい、汝に助言を与えるだけの存そん在ざい。その結果、汝がどのような道を選び歩もうと我のあずかり知らぬこと》

　パンドラの態たい度どと返答は共にそっけない。

　しかしそれもいつものことでもある。アレスは黙だまってその助言の意味を考えた。

　レストニアへの道を急げ。しかしその理由は不明。

　ただ一つだけ確たしかなことは、過去パンドラの助言が無意味であったためしはないということである。軽視することはできない。

　考えてみれば、思い当たることが皆かい無むというわけでもなかった。たとえば今レストニア領りようの留る守すを任まかせているのは、アレスの師であるイザーレという老人である。元近衛騎士という経歴のせいか健康な老人ではあるが、高齢であることは確かで、何かのきっかけでぽっくり逝いってもおかしくはない。案外、パンドラはそのことを教えてくれようとしているのかもしれなかった。これには前例もある。パンドラが命の危き機きや戦いとも関係のない助言を与えてくれることは滅めつ多たにないが、半年前、アレスの父が危き篤とくに陥おちいったときにはそのことを教えてくれ、その結果アレスは死に目に立ち会うことができたのだ。

　ただ、やはり過か去この経験から言えば、無む益えきな争いに巻まき込まれるという可能性の方が高いように思えた。たとえばレストニアへの道を急いだ結果、盗とう賊ぞくにでも鉢はち合あわせするという可能性は充じゆう分ぶんに考えられる。

　だが一方で、ガザーブ領の一いつ件けんも放置しておくことなどできない。

「パンドラ、一つ聞かせろ」

　アレスは小声で訊たずねた。

《我われに答えることが許ゆるされる問いかけならば答えよう》

「ガザーブ伯はくについて教えてくれ。クラウディアさまの話は真実なのか？」

《ふむ。しばし待て》

　不意に、パンドラは空を見上げた。だが長い時間ではなく、すぐに向き直って答える。

《黄昏の主の許きよ可かが出たぞ、汝に助言を与えよう。まずガザーブ伯とやらの人となりだが、あの王女の言は正しい。ガザーブ伯には田い舎なかの一いち貴き族ぞくで終わるのではなく、中央へ進出したいという野望が芽生えている。そのためにはいくばくかの金が必要というわけだ。結果、領民には重じゆう税ぜいを課し、逆さからう者は見せしめのため容よう赦しやなく殺すようになったというわけだ》

「…………」

《ただ、我にとっては残念なことにその兵力はあまり大したものではない。もっともらしく騎き士し団だんなどを創そう設せつしてはいるが、その数はせいぜい二十人ほど、騎士叙じよ勲くんを受けた者も四人ほどしかおらぬ。まして汝と満足に戦える者など皆かい無むだろう》

「そうか」

　領土を持つ伯はく爵しやく以上の地位にある貴族は、自由に騎士を任にん命めいすることができる。しかし騎士とは職しよく業ぎよう軍ぐん人じんであり、高い俸ほう禄ろくが必要な一方でなんら生産に寄き与よすることがない。その騎士がたった四人ということはつまり、ガザーブ領にはその程てい度どの経けい済ざい基き盤ばんしかないということでもある。

　この精霊は、大きく分けて二種類の助言を与えてくれるということをアレスは経験上知っていた。一つは行動の指し針しんについての助言。だがその指針には、なぜか必ず人の血を流させようとする意図が含ふくまれる。

　もう一つは、今ガザーブ伯について語ったような純じゆん然ぜんたる事実──すなわち情じよう報ほうを助言として与えてくれるのだ。そしてそういった助言に限かぎっては、これまでにも間違っていたためしがない。

　もしそのような悪あく辣らつな領主がいるならば、やはり騎士の誓ちかいをした者として早さつ急きゆうに手を打たねばならない。故郷レストニアへ戻れというパンドラの助言を無視することに多少の抵てい抗こうはあるが、実際に何が待ち受けているかは分からないのだ。となれば現げん実じつに迫はく害がいを受けているガザーブ領の領民を救うべく行動を起こした方がいいのではないか。

　と、そこまで考えてアレスはあることに思い至いたった。

「それにしても奇き妙みようだな。そんな情報を私に与えれば、レストニアへ戻れという助言を無視してでもガザーブへ行くことになることぐらい分かるはずだろう」

《なに、汝が気にすることはない。汝がどちらの道を選ぶことになっても構かまわぬというのが我が黄昏の主のお考えだ。ただ、この時点でレストニアへ戻るという選せん択たく肢しがあったということを汝が知っておればそれでよい》

　ことさらに何か裏うらがあることを暗あん示じするようなパンドラの言葉は、アレスを迷まよわせた。パンドラの助言はいつもこうなのだ。非常に有用である確率は高い。だがその一方で、パンドラが語ろうとしない何らかの意図があるように見え、唯い唯い諾だく々だくと従うことには抵抗を感じたのだ。

「ええい、仕方ない」

　結局、アレスが取った行動は習しゆう慣かん通りのものとなった。

　もし次の角を曲がったとき、最初に出会ったのが男であれば、一いつ旦たん故郷レストニアに戻る。だがそうでなければ今日中にガザーブへ向かう。

　正面を見み据すえて足を進める。やがて角を曲がり終えたそのとき、答えはアレスの前に姿すがたを現あらわした。

　男ではなかった。

　ただ、女でもなかった。




　馬だった。




「…………」

　くりくりとあどけない目をしたその細長い顔を横目に、アレスは思わず片かた手てで頭を抱かかえた。馬に引かれた馬車の御ぎよ者しやが、そんなアレスを怪け訝げんそうに見ている。

　しかし、少なくとも男でなかったことは確かである。それゆえ、アレスはパンドラの助言を無視し、当初の予定通りガザーブ領へ赴おもむくことを決意することとなる。
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「ようやく用事は済すんだか、我わが主よ」

　宿へと戻もどったアレスを、ドワーフのガルムスが出で迎むかえる。

「ああ、すぐにでも出ることになった。準備してくれ」

「……なに？」

　ガルムスは心底不満そうに鼻を鳴らした。

「やれやれ、忙いそがしいことだな。義いも妹うとにも会わず、一いつ泊ぱくもせずに出しゆつ立たつとは──」

　と、そこまで言ったガルムスは、合点がいったように大きく頷うなずいた。

「はっ！　そうか。さてはまたあのワガママ王女に何か押おし付けられたのだな？」

「……口を慎つつしめガルムス。王女殿でん下か、あるいはせめてクラウディアさまと呼よべ」

「ふん、人間のしきたりか。我ら以外誰だれもおらぬというのに、そんなしきたりなどクソほどの役にもたつまい。いや、クソならまだ肥こやしになる分役に立つか」

　アレスは顔をしかめた。

「いいかガルムス。私はこの国と王家に忠ちゆう誠せいを捧げ、その対たい価かとして国土の一部を分け与あたえられている。おまえに与えている金も元は国よりもらい受けたものだ、ならば私の従じゆう者しやたるおまえも王家に敬けい意いを払はらうのが道理というものだろう」

「分からぬ、人間というのはどうしてそう議ぎ論ろんをすり替かえたがるのであろうな。結けつ構こう、わしも立場は弁わきまえておる。忠誠は誓えぬが敬意は払おう。だが我われらに求められている役やく割わりは名前に敬けい称しようを付けて呼ぶことではあるまい、そんなことは子こ供どもでもできるのだからな。わしは武ぶ人じんだ、わしが受けた恩おんは我が斧おのによって報むくいる。それこそが道理であろう」

「…………」

　元来ドワーフという種族は頑がん固こで誇ほこり高く、人に仕えるような性せい格かくはしていない。その上、人間よりはるかに長命で頑強なドワーフの平へい均きん寿じゆ命みようは人の四倍近くもあり、アレスよりすでに五十年以上も長い人生を歩んできたガルムスとの口くち喧げん嘩かには微み塵じんも勝ち目はなかった。とある理由からそんなガルムスを従者にせざるを得なかったアレスにとっては頭ず痛つうの種でもある。

「ほれ、そんなことより話を元に戻せ。あの正せい義ぎかぶれのワガママ王女に、今度は何をしてこいと命じられたのだ？」

　明めい確かくなる事実として、確たしかに正義かぶれのワガママ王女という呼こ称しようはあまり間ま違ちがっているようにも思えなかった。ゆえにアレスは早々に王女殿下の弁べん護ごを諦あきらめることとなる。

「……我が故こ郷きよう、レストニアの東にガザーブの名で呼ばれる地がある。そこの領りよう主しゆが横おう暴ぼうの限かぎりをつくし、民たみを害しているらしい。我らはその地へ向かい、実じつ態たいをこの目で確かめ必要であれば剣けんを振ふるうことになる」

「またか！」

　事情を聞いたガルムスの第一声はそれであった。

「どうせそんなことだろうとは思っていたが……それで、今度の敵てきは何人ほどだ？」

「……二十人ほどだそうだ」

「ほう、二十人！　なるほど前回と同じか、それなら死にそうな目に遭あうこともあるまいて」その声には痛いたいほどの皮ひ肉にくがこめられていた。「おぬしのことだ、どうせまたあの小こ娘むすめに乗せられたのだろう？」

「う、うるさい。私とて多少は後こう悔かいしている」

「まったく懲こりぬ男よの、後の後悔先に立たずとはおぬしのためにあるような言葉だとは思わぬか。その性しよう分ぶんは直さねばいつか更さらなる後悔を呼ぶぞ」

「おまえにとっては一ひと暴あばれできるいい機会なのだろう。それ以上言うな」

「確かにな。まあよかろう、ここでとやかく言ったところでどうなるものでもないしの。しかし山さん賊ぞくの次は横暴な領主か。おぬしら人間というのはつくづく馬のクソ以下よの、同じ種族同士で迫はく害がいし合うなど、犬コボ頭ルトどもでもせぬぞ」

「…………」

　説得を諦めたアレスは、ため息を一つ吐ついてから呟つぶやいた。

「だからこそ、我らがいるのだろう」









　第二章　騎き士しの邂かい逅こう
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「……つまりこういうことか、ゴールトン。おまえはその旅人やらに公務の邪じや魔まをされ、名前すら聞き出せずにおめおめと引き下がってきたというのか」

「ははぁっ、申し訳わけございません！」

　主あるじたるガザーブ伯はくの言葉に、騎き士し団だん長ちようという大仰な肩書きゴールトンは平身低頭謝しや罪ざいの言葉を口にするしかなかった。

　事の成り行きは単たん純じゆんなものだった。ゴールトンがいつものように領りよう民みんから滞たい納のうしている税ぜいの取り立てを多少強ごう引いんに行っていたところを、たまたま通りかかったという妙みような若わか造ぞうに邪じや魔まされ、そして逃にげ帰ってきたのだ。

「し……しかし伯はく爵しやくさま。あの者、並なみの腕うでの持ち主ではありません。我われ々われが数をもって取り囲んでも顔色一つ変えることなく、それどころか投げ槍やりで部下の兜かぶとだけを正せい確かくに貫つらぬいてみせたのです。そのために兵士たちは恐おそれおののき一歩も動くことができなくなり──」

　それには若じやつ干かんの誇こ張ちようがあった。兜を貫つらぬかれたのはゴールトンであり、その技ぎ量りように腰こしを抜ぬかしたゴールトンが逃げ帰ってきたというのが実じつ際さいのところであった。

「と、とにかくあれはとても人にん間げん技わざとは思えません。ドワーフなどを供ともに連れておりましたが、紅あかいマントを着けておりましたし、ひょっとするとかなり名のある貴き族ぞくか何かなのかも──」

「なんだと!?　ドワーフを連れた貴族!?」

　紅いマントは貴族にのみ着用が許ゆるされている。そしてドワーフを供に連れているような貴族ともなれば、心当たりはたった一人しかいなかった。

　かつて王国史上初のドワーフを従じゆう者しやにしたという変わり者の近この衛え騎き士しがいたという。その若き近衛騎士の名は、アレス・ファノヴァール。その後騎士の座ざを引いん退たいし、ガザーブ伯と同じように父の跡あとを継つぎ、今ではファノヴァール伯の名で呼ばれるようになっているはずだ。

　名だたる武ぶ人じんの名家、ファノヴァール家。初代当主はベールセール王国の建国に多大なる貢こう献けんを果たし、国王をしてこう言わしめるほどだったという。

『もしファノヴァールが王位を望むなら甘あまんじて貸かし与あたえよ。我が王家にはそれだけの借りがある』

　四代目の当主、すなわちアレスも十六で騎士叙勲を受け、十七で王家に仕える近衛騎士となり、その年の馬上槍やり試じ合あいでは並なみいる先せん達だつの近衛騎士を打ち破やぶって優ゆう勝しようを果たし、さらには反はん体たい制せい派はに誘ゆう拐かいされたクラウディア王女を単身救い出したとも言われているのだ。

　冗じよう談だんのような経けい歴れきである。もっとも、どうせその半分以上は英えい雄ゆうを欲ほしがる蒙もう昧まいな民みん衆しゆうたちのでっち上げだろうとガザーブ伯は確信していた。

　だが、たとえそうだとしても、近衛騎士はいくつもの厳きびしい試験を経へて選出される。もし本当にその貴族の格かつ好こうをした何者かが元近衛騎士たるアレス・ファノヴァールであれば、騎士団長とは名ばかりのゴールトンがかなうはずもなかった。

「……いや待てよ。何もそう恐おそれる必要もないか。まさかわしにケンカを売りにきたわけでもあるまい。ゴールトン、そやつは供ともを一人しか連れていなかったのだな？」

「は、それは確たしかです」

「ならばよい。たまたま通りかかっただけなのかもしれぬし、素す通どおりしたいのならさせてやればよい。一いち応おう、いつでも兵を動かせるようにはしておけ。おおそうだ、念のためレオンにも声をかけておくのだ」

「レオンさまを……!?　承知しました、お任まかせください」

　ゴールトンは安心したように一礼して引き下がった。

　レオンはガザーブ伯はくの嫡ちやく男なんである。幼おさないころより剣けんの才さい能のうに恵めぐまれ、子し爵しやくの地位を与えるといっても見向きもせずに騎士の道を選び、今では弱じやつ冠かん十六歳さいながら近きん隣りんに敵てきなしとさえ言われている自じ慢まんの息むす子こだった。小さいながらも騎士団とレオンの力があれば、ファノヴァールの騎士といえど恐れる必要もないだろう。

「ええい、それにしても腹はらが立つ！」

　経けい緯いはどうあれ、名も知らぬ若造に自らの権けん利り行こう使しを邪じや魔まされたのだ。貴族として、自じ制せいという言葉とは縁えんのない人生を送ってきたガザーブ伯にはそれが我が慢まんならなかった。

　苛いら立だちは収おさまらず、ガザーブ伯は手近にあった女め神がみの彫ちよう像ぞうを蹴けりつけた。百人の民たみを一年養えるほどの価か値ちを持つ見事な彫像は、大きな音を立てて瓦が礫れきと化したが、それでも怒いかりは収まりそうにない。

　と、そのときだった。

「し、失礼します」

　入ってきたのは、ついさっき部屋を出て行ったばかりの騎士団長ゴールトンであった。

「なんだ、どうした？　準じゆん備びが整ったにしては早はや過すぎるようだが」

「いや、それが……どうやらその必要がなくなったと申しましょうか……」

「ああ？　何を言っている、どういうことだ？」

「それがその、向こうからやってきたのです」

「……なに？」

「ヤツが、面会を求めてやってきました。ファノヴァール伯アレスと名乗っております」

「なんだと!?」

　ファノヴァール伯アレス。予想していた通りの相手だ。だが、それが向こうからやってくるとは思いもよらなかった。

「まったく解げせぬな、なぜ名立たるファノヴァール家の当主がこんなところへノコノコと……。一体どんな用があるというのだ？」

　利り益えきが結びつかなければ人が動くことはないと考えていたガザーブ伯には、いくら考えてもその理由は見当もつかなかった。結果、ひとまず向こうの出方を見ようと考えることになる。

「よし、謁えつ見けんの間へ通してやれ。ゴールトン、おまえは武ぶ装そうした兵を集めて入り口で待機していろ。わしが合図したらそやつを捕とらえるのだ。抵てい抗こうするなら殺しても構かまわん」

「ははっ」

　ファノヴァール伯の目的は分からないが、供が少数だというのは幸いだった。

　とにかくまず話を聞き、もし都合が悪ければそのときはファノヴァール伯など来なかったということにすればいいだけの話なのだ。どれだけ剣の腕うでが立とうが、数十人の武装した兵士を敵に回して生き残れるわけがないのだから。




　　　　　２




　このときアレスは、旅たび装しよう束ぞくではなく紅あかいマントを身に着け参さん内だいしていた。前回の山さん賊ぞく退たい治じのときは身分を隠さねばならなかったが、今回は故こ郷きようレストニアに近く、たまたま通りかかったという言い訳わけの余よ地ちがあったためである。何より、旅人の格好などしていては田い舎なか領りよう主しゆといえど伯はく爵しやくへの面会などかなわない。

　こうしてガザーブ伯の居きよ城じようを訪おとずれたアレスは、目もく論ろ見み通りそのまま謁見の間へと案内された。

　そして、その無む駄だに贅ぜいが尽つくされた謁見の間を目にして半ば呆あきれることになる。特にひどかったのは、王城にあるものにも負けぬような金きん銀ぎん珠しゆ玉ぎよくが散りばめられた立りつ派ぱな玉ぎよく座ざだった。ガザーブ領は決して大きくない。あれほどの玉座一つ作るのに、どれだけの民が苦しむことになったことかは想そう像ぞうに難かたくなかった。

「つくづく、人間というのは愚おろかなものよな」ガルムスが言った。「しかしアレスよ、これほどに顕けん示じ欲よくばかり旺おう盛せいな相手では話し合いでカタが付くとも思えぬぞ。さっきから妙みように扉とびらの外が騒さわがしいしの」

「分かっている。だがこちらから押おしかけていきなり剣を振ふりかざすわけにもいくまい。まずは話し合いでできるだけのことをする。ガルムス、早まった行動は取るなよ」

「おぬしに話し合いを任まかせてうまくいった記き憶おくはないんだがの。まあ好きにするがいい」

「……今日もそうなるとは限かぎるまい」

　アレスの返答は多少言い訳じみて聞こえた。

　そのとき、部屋の隅すみに控ひかえていたガザーブ伯の家臣が、主あるじの御ご出しゆつ座ざを高らかに宣せん言げんした。間を置かず悠ゆう然ぜんと入ってきたガザーブ伯が、その悪あく趣しゆ味みな玉座にふんぞり返るように腰こしを下ろす。

「ようこそ、ファノヴァール伯。武人として名高い貴き公こうに我わが館やかたを訪れていただけるとは光栄の極きわみだ」

　ガザーブ伯はひとまず客人を迎えた主としての応おう対たいをしてみせた。

「恐おそれ入る、ガザーブ伯。まずは何の前まえ触ぶれもなく訪れた非ひ礼れいをお詫わびしよう」

　アレスの態たい度どは堂に入ったものだった。

「なに、謝しやしてもらうほどのことでもあるまい。それより、今日はいかなる用向きでわざわざこんな僻へき地ちまで参られたのだ？」

「この地へ参ったのはただの気まぐれだ。しかし近くの村を通りかかったとき、奇き妙みようなものを目もく撃げきしたものでな」

「ほう。奇妙なものとは？」

　このとき、アレスの語気は奇妙な迫はく力りよくを帯びた。

「ガザーブ伯、貴公の配下の騎き士しが領りよう民みんから不当に高こう率りつの税ぜいを徴ちよう収しゆうし、しかもそれに従したがわなかったという理由で残ざん虐ぎやくな刑けいを執しつ行こうしようとしているところをだ」

　ガザーブ伯の表ひよう情じようには微み塵じんの変化もなかった。

「ほう、それはそれは。しかし我が領民は国王陛へい下かより賜たまわりし我が所有物。それをわしがどう扱あつかおうと貴公の知ったことではなかろう」

「……それが貴公の本音か」




　アレスの目が細められ、声が低くなった。




　それは並なみの戦士であれば、思わず身の危き険けんを感じて後ずさったに違いない奇妙な迫力があった。だが幸いというべきか、戦いの心得などないガザーブ伯は、自分が獅し子しの尾おを踏ふみつけてしまったことなど知る由よしもなかった。

　一方このとき、アレスの従じゆう者しやにして歴戦の戦士たるガルムスは、主の心しん境きようの変化を敏びん感かんに察知していた。そして同時に今日もまた説得が徒労に終わるであろうことを悟さとる。もっとも、また一ひと暴あばれできそうだとこっそり戦せん斧ぷの柄つかの位置を確かく認にんしているようでは、ガルムスの態度も決して褒ほめられたものではないというべきだろう。

　アレスはわずかな怒ど気きをみなぎらせ、一歩前に歩み出た。

「ガザーブ伯。国王陛下は貴公に臣民への迫害を許ゆるすために領地を賜られたのではない。民たみをより良い方向へと導みちびくために貴公に伯爵の位を授さずけたのだ。ならば貴公には貴族としての高こう潔けつなる義ぎ務むがあるはずだ。違ちがうか」

「なればこそ、わしは支し配はい者しやとして富とみの再配分を行っておるのだ。愚ぐ昧まいなる領民どもに余よ計けいな金を持たせたところで無駄になるだけではないか。そのために重い税をかけるのはやむを得ぬこと。そして税の支し払はらいを渋しぶる者には見せしめとして重い罰ばつを与あたえることなど、どこの領主もやっておることだ。そうであろう？」

「そうか、ではやむを得まい」吐はき捨すてるように言う。「それが貴公の正当な権けん利りであるなどとのたまうのであれば、私も一貴族の義務としてこの件を国王陛下に具ぐ申しんするまでのこと。もちろん構かまわぬな？」

「好きにするが良かろう。国王陛下とてわしの権利を阻そ害がいすることなどできぬ」

「良かろう、ではそうさせていただこう。ところでガザーブ伯はく、貴き公こうは中央への進出を志こころざして頻ひん繁ぱんな働きかけを行っておられるようだな。だが賢けん明めいなる陛下は臣民に害を与えるような者を重ちよう用ようすることなど決してない。過か分ぶんな夢ゆめなど見るのはやめ、この辺へん境きようの片かた田い舎なかで一生を送る覚かく悟ごを決めることを勧すすめよう」

　ガザーブ伯の顔が一いつ瞬しゆんにして青ざめた。

　現げん国王は賢明と謳うたわれ、国民にも人気がある。もし不当に民を扱っている領主のことを知れば、表立って処しよ罰ばつすることはできずとも出世の道を閉とざすぐらいのことはするかもしれない。そうなれば一生をこの片田舎で過ごすことになるということも自明の理であった。

　このとき、ガザーブ伯は思った。なぜこの若わか造ぞうは、自分が中央への進出を目指していることを知っているのだろうかと。

「ま、待て！　早まるのはよくないぞファノヴァール伯。いかがであろう、このことを口外せぬと約束してくれればいくばくかの旅費をこちらで負ふ担たんさせてもらおう。もちろん多めにな。そうだ、ファノヴァール伯もお若いのだ、旅の道連れに若い女などいかがかな？　なに、領内で気に入った娘むすめでもいれば好きに連れ帰って頂いただいて結けつ構こう──」




「そのよく動く口を今すぐ閉とじるがいい、下げ郎ろう」




　あまりにも苛か烈れつな言葉に、場が静まり返った。

　顔中に怒気をめぐらせたアレスの罵倒はなおも続く。

「自らの欲よく望ぼうのために民を迫害し、徳とくによらず力と恐きよう怖ふによって支配を試こころみるとは何事か。貴様に子こ供どもばかりの知ち能のうがまだ残っているなら、せめて恥はじを知るがいい。誇ほこり高き王国貴族の風上にもおけぬ下郎めが」

「き、貴様……！」

　自分の子供ほどに歳としの離はなれたアレスにそこまで言われ、黙だまっていられるガザーブ伯ではなかった。

「さ、先ほどから黙って聞いておればなんと無礼な！　一いつ介かいの若造が偉えらそうな口を叩たたくな！　ひざまずけ、敬けい語ごを使え！　わしはこのガザーブの領主なのだぞ！」

「これは筋すじ違ちがいも甚はなはだしい。貴き公こうがお抱かかえの騎き士しの格かつ好こうをした飼かい犬どもならともかく、我われら王国貴族が膝ひざを突つかねばならぬは国王陛下ただお一人。そんなことも知らぬとは、あわれガザーブ伯とは物事の道理も分からぬ田舎貴族の小物であったか」

「……そうか。そうかそうか！　よく分かったぞ、貴様がどれだけ命がいらぬかということがな！　ゴールトン！」

「はっ！」

　ガザーブ伯がその名を呼よぶと同時に、二十人ほどの武ぶ装そうした兵士たちが一いつ斉せいに謁えつ見けんの間へとなだれこんでくる。アレスとガルムスを素す早ばやく取り囲み、武器を突きつける。

「このときを待っておったぞ。また一暴れできそうだわい」

　心底楽しそうに息いき巻まいたのはガルムスだった。早さつ速そく戦斧を構えようとしている。

「……頼むからまだ早まるなよ」

　アレスは小声でドワーフをたしなめてから、ガザーブ伯に向き直った。

「これはなんのマネか、ガザーブ伯？」

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの境地にあるというのに、アレスの声に動どう揺ようは見られない。しかしガザーブ伯はそんなアレスの態たい度どを単なる強がりだと思い込こんだのか、舌したなめずりするような粘ねばつく声で答える。

「なに、このわしに無礼を働いた愚おろか者を手打ちにしてやろうと思ってな。ましてその愚か者は誇り高き王国貴族の格かつ好こうを真ま似ねて詐さ欺ぎを働こうとしておったのだ、捨すて置くわけにもいくまい」

「そうか、よく分かった。それが貴公の本ほん性しようというわけだな」

「はっはっは、実に残念だぞ。我わが王国に名高きファノヴァール家の当主が、こんなところで命を落とさねばならぬとはな」

「心配してもらう必要はない。それよりもガザーブ伯。一つだけ問いたい」

「ほう、何かな？　私に答えられる問いであればいいが」

　余よ裕ゆうを崩くずさぬガザーブ伯に、アレスは静かに尋たずねた。

「いいのだな？」

「……なに？」

　ガザーブ伯はその言葉の意味をはかりかねたのか一いつ瞬しゆんだけ首を傾かしげたが、すぐにまた粘つくような笑えみを浮うかべた。

「いいも悪いもあるまい。ここで貴公はこの世から消え去り、そのことを知る者は誰もいない。それだけの話だ」

「違ちがう、そういう意味ではない」

　アレスはゆっくりと剣けんの柄つかに左の手をかけた。

「たった二十人で──いいのかと聞いている！」




　少数で多数を相手に戦うならば、上じよう策さくは一つ。機先を制せいし、敵てきの頭を叩くことである。

　師しより教え込まれたこの原げん則そくを、アレスは忠ちゆう実じつに実行した。

　腰こしの剣に左手をかけると、神速としか表現できぬ俊しゆん敏びんさでまず兵士たちを統とう率そつしていたゴールトンに切りかかった。

「へ？」

　そのあまりの速さに認にん識しき力りよくが追いつかず、ゴールトンがそんな意味のない言葉を口にしたのをその場にいた誰もが確たしかに聞いた。

　紅あかいマントを翻ひるがえしながら一瞬で距きよ離りを詰つめたアレスが、左手で抜ぬき放った剣を右から左へと振ふるう。

「……へ？」

　このとき、目の前で起こったことに理り解かいが追いつかず、ガザーブ伯はくの口からもそんな意味のない言葉が漏もれることとなる。

　ゴールトンは剣の腹はらで頭を殴なぐられていた。もし兜かぶとがなければ、あるいは剣の刃やいばが向けられていれば、確かく実じつに死んでいただろう。もっとも、ゴールトンにとってはその方が幸せだったかもしれない。この後のち、ゴールトンは慢まん性せい的な頭ず痛つうに悩なやまされ続けることになるからだ。

　ゴールトンの体が、まるで糸の切れた操あやつり人形のようにぷっつりと倒たおれ伏ふすと同時に、アレスは動いていた。ゴールトンが崩れ落ちるのを呆あつ気けに取られて見入っていた手近な兵士二人が次の標的だった。

　一人はゴールトンと同じように側頭部を剣の腹で殴おう打だされて昏こん倒とうし、もう一人は剣を握にぎった拳こぶしを顎あごに叩き込まれ、くたりと倒れ込む。

　わずか数回まばたきをする間のできごとだった。ここに至いたって、ようやくガザーブ伯も何が起こっているかを理解する。

「な、何をしている!?　相手はたった二人だ、とっとと殺せ！」

　主たるガザーブ伯の声に、兵士たちも我に返った。相手は確かにずば抜けた力を持っているようだが、たった二人。それに対し、こちらは未まだ二十人近い人数がいるのだ。

　だが、彼らが数の優ゆう位いを効こう果か的に発はつ揮きするには、あるものがすでに欠けていた。指し揮き官かんの存そん在ざいである。

　アレスは兵士たちが態たい勢せいを整える間を与あたえなかった。一人の兵が構かまえた槍やり先さきを剣で弾はじき飛ばし、懐ふところに入って腹に膝ひざを叩たたき込む。わずかな吐と瀉しや物ぶつを漏もらしながら崩れ落ちる兵士に目もくれず、完成し損そこなった包囲の円を片かたっ端ぱしから叩き崩していく。

　このとき、アレスは決して剣の刃を向けようとはしなかった。謁えつ見けんの間には次々と兵士たちが倒れ伏していったが、死者はおろか血の一いつ滴てきさえも流れることがなかった。

　だが、それが災わざわいする。




　腕うでを叩き折られ、痛いたみでうずくまっていた兵士の一人が、復ふく讐しゆう心しんに燃もえて剣を手にアレスの後ろに回り込んだのである。

　しかし、その試みも失敗することになる。

「おっと、後ろからというのは騎き士し道どうとやらに反するのではないか？」

　眼がん前ぜんに斧おのを構えたガルムスが立ち塞ふさがったのだ。

「くっ、この！」

　ガルムスに向けて剣が振るわれる。しかしその一いち撃げきは、ガルムスにとっては小こ枝えだで払はらわれたも同然であった。無む造ぞう作さに戦斧を振りかざすと、剣を易やす々やすと打ち払い、さらに返す斧を兵士の体に打ちつける。

　不幸な兵士は鎧よろいごと骨ほねをひしゃげさせることになった。それでもその兵士は感かん謝しやすべきであった。もしガルムスが本気であれば、その胴どう体たいは二つに分ぶん断だんされていただろう。

　脅きよう威いを打ち減へらしたガルムスは、主を守るためその背せに立つと、小声で言った。

「この愚おろか者め、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな戦い方をしておるからこうなるのだ」

「うるさい。何のための従じゆう者しやだ、背中ぐらい守ってみせろ」

「ふん」

　聞き分けのない主に辟へき易えきし、ガルムスは鬱うつ憤ぷんを晴らすように斧を振るった。




「こっ、こんなバカな……！　ひぃっ！」

　目の前で繰くり広げられる光景に、ガザーブ伯は玉ぎよく座ざの上で身を震ふるわせた。

　槍を構えた兵士が三人同時に突とつ撃げきを敢かん行こうしたが、アレスは目にも留まらぬ早さで三つの槍先を同時に叩き斬きると、返す一いつ閃せんで三人の兵士の足をなぎ払った。鉄の塊かたまりを叩きつけられる衝しよう撃げきに耐たえられるほど人間の足は丈じよう夫ぶではない。三者三様の悲鳴が上がり、また床ゆかにうずくまる兵士が量産される。

　その後ろでは突つき出された槍を手でへし折ったドワーフが、相手の兵士に体当たりを喰くらわせていた。あわれな兵士は綿わた毛げのごとく盛せい大だいに吹ふき飛ばされ、柱に背中をぶつけてようやく止まる。

　相手はたった二人のはずだった。命知らずな若わか造ぞうに、ふてぶてしいドワーフ。

　それに対し、ガザーブ伯には騎士数人を含ふくむ二十人の武ぶ装そうした兵士がいたのだ。それが散々に打ちのめされていた。二人はたくみに動き回り、敵てきを分散させ、四人以上を同時に相手にすることなく打ち倒していった。

　それはその場を見つめていた一人の少女の形をした精せい霊れいを落らく胆たんさせるほどのものだった。この分では、また血が流れることなくすべてが済すんでしまうな──と。




「まだやるのか？」

　ドワーフが斧を構えて周囲を威い圧あつする。

　態勢を立て直す時間も与えられず、今や満足に動ける兵士たちは五人にまで打ち減らされていた。そしてその五人もまた、ガザーブ伯はく同様すでに戦意を失っている。

　アレスは剣けんをガザーブ伯に向けた。

「どうする、ガザーブ伯。勝敗はすでに決した。これ以上怪け我が人にんを増ふやすこともあるまい、兵を下がらせるがいい」

「ひっ、ひい……！」

　自らに向けられた剣の切っ先に、ガザーブ伯が悲鳴を上げる。

　もしそのままの状じよう態たいがあと数秒続けば、ガザーブ伯は這はいつくばってアレスの許ゆるしを乞こい、領りよう民みんへの迫はく害がいをやめることを誓せい約やくしただろう。

　だが、運命はまだガザーブ伯を見放してはいなかった。

「おやおや。父上、これはどういうことですか」

　その声は、アレスの背はい後ごから聞こえた。

　反はん射しや的に謁見の間の入り口を振ふり返る。

　鉄の甲かつ冑ちゆうに身を包み、腰こしに剣を差した若い騎士の姿すがたがそこにあった。

　アレスは少しだけ驚おどろいた。その騎士が自分よりもさらに若かったからだ。

　体も未いまだ成長の途と上じようにあるのだろう、背せ丈たけも体たい格かくもアレスより一回り小さく見える。顔つきもやや子こ供どもっぽさが抜ぬけきっていなかったが、その顔には若者特有の自信に満ちた不敵な笑えみが浮うかんでいた。

「おおレオン！　そうだ、まだおまえがいるではないか！」

　途と端たんにガザーブ伯はくの顔に生気がみなぎった。

　レオンと呼よばれた若い騎士が、ゆっくりと謁見の間へと足を踏ふみ入れる。

「父上。武名高きファノヴァール家の当主どのがお越こしになっておられるというのに、僕ぼくを呼んでくれないとはひどいではありませんか」

「それはすまなかった。おまえの手を煩わずらわすこともないと思ったものでな」

　そして血が一滴も流れていない惨さん状じようの場を見渡してから、アレスを見やる。左手に剣を持つ元近衛騎士の姿を。

「ほう、珍めずらしいな。左ひだり利ききとは」

「…………」

　アレスは答えなかった。答える必ひつ要よう性せいを見み出いだせなかったのだ。

「なんとか言ったらどうだ？　僕のいないところでずいぶんと派は手でに暴あばれまわってくれたようだが」

「…………」

　また答えない。見下すようにただレオンをじっと見つめる。

　その態度がレオンの気に障さわったようだった。

「ぶ、無礼な……！　父上！　斬り捨すてて構かまわないのですね？」

「もちろんだ、そやつはここへ来なかったことにする。いいな」

「分かりました。さあ、元近この衛え騎き士し、それもファノヴァールの騎士と剣を交えられるとは僥ぎよう倖こう。真剣勝負と参ろうか」

　ここでようやくアレスはその口を開いた。

「立ち合う分には構わぬが、できれば剣を引いてもらえぬか。レオン卿きよう、見たところ卿はまだ若い。その若さで命を危き険けんにさらすことはなかろう」

　まるで自分が勝つことが分かりきっているような口ぶりだった。レオンは怒いかりに駆かられ、ぎりぎりと歯をかみ締しめながら剣を抜いた。その動作は滑なめらかで、剣の扱あつかいに慣なれていることを証しよう明めいしていた。

「ぼ……僕を愚ぐ弄ろうする気か！　僕はこの近きん隣りんに敵なしと言われた騎士なのだぞ!?」

「それはおぬしが伯はく爵しやくの息むす子こだからであろう」

　間かん髪はつ入れずに言ったのはガルムスだった。

　もちろんそれは騎士に許きよ容ようできる言葉ではなかったらしい。剣を向ける方向を、アレスからドワーフへと向ける。

「そ、そこのドワーフ！　今すぐその発言を取り消せ！　さもなくばそのヒゲごと首を切り落とすぞ！」

「ふむ。おぬしにそれができるかの？　言っておくがわしは貴き族ぞくの息子だからといって手て加か減げんはできぬぞ？」

　アレスは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして自らの従じゆう者しやを振り返った。

「ガルムス、挑ちよう発はつしてどうする。できれば剣を振るわずに場を納おさめたいという私の意図が分からぬのか」

「おぬしがそれを言うか！　まさかとは思うが、おぬしのさっきの言葉は説得のつもりだったのか？」

　心外な従者の質しつ問もんに、アレスはややムッとしたように唇くちびるを尖とがらせる。

「当然だろう。私とて弱者を相手に無む駄だな剣を振るいたくはない」

「いや、だからな……ああ、もういい。どうやらまた説得は無駄に終わったようだぞ」

「覚かく悟ごしろっ、無礼者どもめっ！」

　頭に血を昇のぼらせたレオンが大だい上じよう段だんに剣を構え、駆け出していた。

　不運な男だ、とガルムスは思った。少なくとも一対一で、それも真正面から剣の勝負を挑いどんではアレスにかなう道理は一いつ片ぺんもない。槍やりを持った兵士を八人ほど用意して、八方から同時に攻こう撃げきさせた方がよほど勝しよ機うきがあるというものだ。

「アレスよ、自分で蒔まいた種だ、なんとかするがいい」

「言われずとも」

　従者とも思えぬ尊そん大だいな口ぶりに辟へき易えきしつつ、アレスは剣を構えた。

　レオンは目を瞠みはる俊しゆん敏びんさでアレスに駆け寄より、全力の一ひと太た刀ちを浴びせようとしていた。若わかいゆえに、その体は未だ完かん熟じゆくしていない。だが体重と勢いきおいを剣に乗せたその敏速な一撃は、レオンの力不足を補おぎなって余あまりあるようだった。それはいかに剣けん術じゆつの才さい能のうがあろうと一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身に付くような技わざではなく、レオンが幼おさないころから剣の訓くん練れんを積んでいたことの証しよう明めいでもあった。
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　口先だけではなくこの若い騎士が決して弱くないことを瞬しゆん時じに悟さとると、アレスは右足を一歩前に踏み出し、剣を持った左手をやや後ろに下げた。

　そしてまるでバネを縮ちぢめるがごとく、上半身を左にひねって剣を高く掲かかげる体勢を取る。




　一方、レオンはほくそえんだ。アレスは明らかに切り込こむ体たい勢せいをとっている。だがそれは意味のない行こう為いだった。アレスが剣を振ふるうよりも早く、自分の剣がその首を叩たたき落とすことになるだろう。レオンは鍛きたえ上げられたこの一撃に絶ぜつ対たいの自信を持っていた。それを上回る速度で切り込むことなど不ふ可か能のうなのだ。

「はああああああっ!!」

　力をこめて剣を振り下ろす。勢いをつけ、全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめたその一撃は、回かい避ひを許ゆるすことなくアレスの首を叩き切る──はずだった。

「──え」

　すぐ異い変へんに気付く。手ごたえが伝わってこない。

　違ちがった。首を切ったのではなかった。首があった場所を切っていたのだ。

　首だけではない。さっきまで目の前にいたはずの騎士が、視し界かいから消え去っていた。

　そして、この瞬間。

　自分のすぐ傍そばを、風が通り過すぎたような気がした。

「ぐわあああああ!?」

　同時に立っていられないほどの猛もう烈れつな痛いたみが右足を襲おそった。思わず剣を取り落としてひざまずく。

「勝負あったな」

　ドワーフの声がした。

　いつの間に回りこんだのか、レオンの背はい後ごでアレスがゆっくりと剣を収める。

「今のは同じ剣を志こころざす者として手合わせをしただけだ。剣を向けたことは不問に付そう」

　それは一回分のまばたきにも満たない間の出来事だった。このアレスという男は、レオンの一撃を信じられない速度でかわし、すり抜け様に大だい腿たいを剣の腹はらで殴なぐったのだ。もし刃やいばの方を向けられていたら、足は切せつ断だんされていただろう。

　これほどの力量の差を見せ付けられては、レオンも悟らざるを得なかった。

　自分は負けたのだ。しかも、手加減されて。このアレスという元近衛騎士は、簡かん単たんに自分を殺すこともできただろう。だが殺さなかった。足の怪け我がは痛みこそひどいが、ただの打だ撲ぼくだ。すぐにでも回かい復ふくするだろう。自分は全力で殺そうとしたにもかかわらず、向こうは手加減していたのだ。

「ば、馬ば鹿かな……。こんなことが……こんなことがあってたまるかあ！」

　器うつわの違いともいうべきものを思い知らされ、痛みと悔くやしさをぶつけるように床ゆかを殴なぐりつける。




　一方、アレスは膝ひざを屈くつしたレオンをもはや一いつ顧こだにすることもなかった。すべての希望を絶たたれ、怯おびえきった小動物のように震ふるえ上がるガザーブ伯はくにゆっくりと歩み寄る。

「ガザーブ伯、少しは考えをあらためていただけただろうか。綱こう紀きを粛しゆくし、不正に収しゆう奪だつした食料と財ざい貨かを放出し、今後は民たみのために力を尽つくすと約束するのであれば、この場は私も退ひこう。どうだ？」

「わ……分かった、誓ちかう！　今すぐ穀こく物もつ庫こと宝ほう物もつ庫こを開かい放ほうする！　だ、だからどうか命だけは……！」

「いいだろう。その言葉、確たしかに聞き届とどけた。ゆえに今回だけはその首も捨すて置こう。だがガザーブ伯、覚えておくがいい。私は臣民を害する者には決して寛かん大だいではない。もし貴き様さまが約やく定じように違たがえしそのときは──」

　アレスは今一度剣を抜ぬいた。

　一瞬の早はや業わざだった。剣の切っ先がぴたりとガザーブ伯の眉み間けんに突つきつけられる。

「──一いつ切さい、容よう赦しやはせぬからな」

「ひっ、ひいいいいい！」

　ガザーブ伯の眉間には傷きず一つ付いていない。だが、これほどの近きん距きよ離りで剣を突きつけられたことなど一度もないガザーブ伯には充じゆう分ぶんな恫どう喝かつとなった。斬きられたと思い込み、恐きよう怖ふのあまりその下か腹ふく部ぶから異い臭しゆうのする液えき体たいが流れ出す。

　その様を見て、アレスはマントをひるがえした。クラウディア王女に命じられた任にんは今果たされたのだ。もはやこの場に用はなく、悠ゆう然ぜんとその場を去ろうとする。

「ま……待て！」

　だが、その前にまだ立ち塞ふさがる者がいた。レオンである。




　レオンは足の痛みに脂あぶら汗あせを流しながらも、気力だけで立ち上がろうとした。

　しかしもはや足は限げん界かいにきていたらしく、立ち損そこなってがっくりと膝をつく。それでも言葉だけは搾しぼり出した。このまま帰すわけにはいかない。

「聞いたことがあるぞ……。賊ぞくの横行や残ざん虐ぎやくな領りよう主しゆがいると聞けばやってくるというドワーフを連れた剣けん士しのことをな。民みん衆しゆうにとって都合のいい英えい雄ゆう待たい望ぼう論ろんの一種だと思っていたが、まさか実じつ在ざいしていたとはな……！　あんたのことなんだろう、ファノヴァール伯アレス！」

　アレスは足を止めて言った。

「少なくとも臣民のために剣を振るうことに躊ちゆう躇ちよした覚えはないな」

　それは充分過ぎるほどの答えだった。

　レオンはこれまで何人もの騎き士しと出会ってきた。中には騎士道精せい神しんの鑑かがみと称しようすべき者もいたが、むしろゴールトンのような武ぶ力りよくをかさに着た傍ぼう若じやく無ぶ人じんな騎士の方が圧あつ倒とう的に多かった。ましてや自分の命も顧かえりみず、民衆のために剣を振ふるうような騎士などただの一人も見たことがない。

　このときレオンが感じたのは、強烈な劣れつ等とう感かんだった。人間として、騎士として、すべてにおいて自分はこの元近衛騎士に劣っている。それは自じ尊そん心しんの強いレオンには我が慢まんのできぬことであった。

「バカげてるとは思わないのか！」

　やがてその劣等感は、怒いかりという感かん情じように転嫁されてレオンの口からほとばしった。

「こんな世の中だ、不平がなくなることなんてない！　僕の親おや父じを見てれば分かる、民衆のことなど考えずに重じゆう税ぜいばかり課す大バカ野や郎ろうだ！　だがそんなことはどこの領主だってやっていることさ、あんたがいくら剣を振るおうがなくなるもんじゃない！　なら自分たちだけでもこの世を謳おう歌かしてた方がよっぽどマシだろう！　自分の命を危き険けんにさらして村の一つや二つ救ったところでなんの意味があるっていうんだ!?　どうせまた同じことが繰くり返されるだけだぞ！　なのになぜそんなことをする!?」

　アレスは背せを向けたまま、苦虫を噛かみ締しめたような顔で答えた。

「いつも私が乗せられてしまうからだ」

「……な、なに？」

「いや、なんでもない。とにかく、同じことが何度でも起こるというのなら、何度でもまたこの剣を振るうだけの話だ。そのうち心無い者たちの方が辟へき易えきして出てこなくなるだろう」

　アレスはゆっくりと振り返った。自然とレオンを見下ろす形になる。

「卿けいは若い。剣の太た刀ち筋すじも真っ直すぐだった。だからこそ、思ったことはないのか。我われらの剣は人のために振るわれるべきだと。思い出せ、我ら騎士の誓いの言葉を」

「なんだと……」

　すべての騎士は叙じよ勲くんを受けるとき、主あるじの前である誓いの言葉を口にする。

　我はここに騎士たるを誓う。我わが剣は主君のために、我が血肉は祖そ国こくのために、我が誇ほこりは持たざる者のために──と。

　このとき、レオンは思った。

　この男はなんと馬ば鹿かなのかと。あんな誓いなど形だけのものだ。それをここまで馬鹿正直に実行しようとする大馬鹿者がいるとは！

「レオンとやら。多少の自うぬ惚ぼれはあったのだろうが、卿は躊躇することなく私と戦った。その勇気は認みとめよう。だからこそ、卿は考えるべきだ。自分に勇気がある意味を」

　そう言い残すと、今度こそアレスはドワーフを伴ともない去って行った。

「くっそおおおおおおおおおおお！」

　あらためて完全な自分の敗北を悟さとる。偉えらそうに言いやがって──と石いし畳だたみの床ゆかを何度も何度も強く殴なぐりつけるが、敗北感がまぎれることはなかった。




　アレス・ファノヴァール。それはレオンという若わかき騎士にとって、生しよう涯がい忘わすれることのできぬ名として記き憶おくに刻きざまれることになる。









　第三章　流る転てん
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　それは、何もかもがあまりにも唐とう突とつ過すぎた。

「そんな……。そんな馬鹿な……！」

　アレスは呆ぼう然ぜんと遠くに広がる光景を見つめた。

　あまりの衝しよう撃げきに立っていることさえできない。全身から力が抜ぬけ、がっくりと膝ひざを突つく。

「……さすがに、こうなるとはの」

　主あるじのそのような姿すがたを見ればすぐさま情なさけないと切って捨てるガルムスも、このときばかりはアレスと同じように半ば呆然としてその光景を見つめることしかできなかった。

　アレスの両親が眠ねむる故こ郷きようが。

　領りよう主しゆとして護まもらなければならない四千の領民の住む地が。

　ファノヴァール家四代に亘わたって受け継つがれてきたレストニアの街が。

　燃もえていた。

　街のあちこちから黒い煙けむりが噴ふん出しゆつし、朝焼けの空を赤黒く染そめている。

「馬鹿な！　一体何があったというのだ!?　答えろ！　答えろと言っているっ！　なぜこんなことになった！　私がおまえの助言を無む視ししたからか！」

　このときアレスが語りかけたのはパンドラに対してである。その名を口にせずに済んだのは、かろうじて自じ制せい心しんが残っていた結果だった。

　だがアレスの横に舞まい降おりた精せい霊れいの返答はごくそっけなかった。

《その問いに答える義ぎ務むはないと、我わが黄たそ昏がれの主は仰おおせだ》

「くっ……。なんだそれは……！」

　なぜ故郷が燃えているのか。誰だれの仕し業わざなのか。なんのために火を放ったのか。唯ゆい一いつの助言者からの答えが得られない以上、もはやアレスに分かることは何もなかった。

　ガルムスがアレスの肩かたに手を置いた。

「我が主よ。何を後こう悔かいしておるかは知らぬが、ここで泣きわめいたところで誰かが答えをくれるわけもなかろう。決けつ断だんしろ、これからどうするのかをな。わしはそれに従したがうだけだ」

「……そうだな。とにかく何があったのか確たしかめねばなるまい。行くぞ、ガルムス」

「心得た」

　二人はまた馬にまたがると、故郷の街へと馬を進めた。
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　近づくにつれ、次し第だいに街の様子が明らかになっていった。

　街を取り囲む防ぼう壁へきには大した損そん壊かいはなかったが、正門が打ち壊こわされており、その周囲には激はげしい戦いが繰くり広げられた痕こん跡せきが見て取れる。

　門から覗のぞく内部の様子は無残と表ひよう現げんする他なかった。普ふ段だんならば住民や街を訪おとずれた旅人が行き来する大通りには動く影かげもなく、露ろ店てんの代わりに残ざん骸がいが散らばっている。家々にも火が放たれてだいぶ時間が経たったのだろう、無残に焼け焦こげ煙けむりをくすぶらせていた。

「賊ぞくの類たぐいではあの門は突とつ破ぱできまい」ガルムスが言った。「どこかの軍勢にでも襲おそわれたとしか考えられんな」

「まさか……反はん乱らん軍ぐんか？」

　馬を降りながらアレスは思考をめぐらせた。

　留る守すを任まかせていたのはイザーレという老ろう練れんな元近この衛え騎き士しである。彼が防ぼう衛えいの指し揮きを執とる限かぎり、並なみの兵力でこの街を陥かん落らくさせることは不ふ可か能のうだ。近きん隣りんの領主が野心に駆かられたという可か能のう性せいもあるが、それなら兵や武ぶ器きを集めているなど、なんらかの前ぜん兆ちようがあるはずである。国こつ境きようより遠く離はなれている以上、他国の侵しん略りやくという可能性も有り得ない。

　唯一考えられる敵てき勢せい力りよくといえば、北方のボルネリア領で決起した反乱軍ぐらいしかなかった。しかしボルネリアからこのレストニアまでは直ちよく線せん距きよ離りで二十五里（約百キロメートル）以上の距離がある。しかもその道のりは山や森で覆おおわれ、集しゆう団だんで短時間に踏とう破はできるような道ではない。そんな遠地からわざわざ攻せめてくる意味など考えられなかった。

「いずれにせよ、何者か知らぬがまだ残っているかもしれぬ。抜かるでないぞ、アレス」

「それが主に対する口のきき方か」

　少しでも心を落ち着けようと、軽口を叩たたきながら故郷の門をくぐろうとする。

　だが、その歩みはすぐに制せい止しを余よ儀ぎなくされることとなる。

「……あ」

　それは町の様子からしても今まで目にしなかったことが不思議な物体だった。

　見覚えがあった。門の番を任まかせられている老人だ。一度覚えた顔は二度と忘れぬという稀け有うな特とく技ぎの持ち主で、アレスの祖そ父ふの代からずっとこの門を守り、何人もの罪ざい人にんたちの侵入を阻そ止しし続けてきてくれた顔なじみの門番。

　それが今──体中を赤黒く染そめ、カッと目を開いたまま倒たおれ伏ふしている。

　思わず駆け寄よろうとしたそのとき、死体が一つだけではないことに気付く。よくよく見回せば、あちこちに何体もの死体が転がっていた。

「これは……。むごいことをするのう」

　豪ごう胆たんなガルムスもこのときばかりは肩を落としていた。

「……おい、アレス？　どうした、しっかりしろ」

　アレスは目の前の光景を見つめたまま、まるで呼こ吸きゆうすることも忘わすれたように体を硬こう直ちよくさせていた。その周囲に漂ただよいだしたなんとも言えぬ冷たい雰ふん囲い気きに、ガルムスは思わず息を呑のむほとだった。

　このときアレスの胸むねの中で猛たけり狂くるっていたのは怒いかりという感かん情じようだった。

　故郷を焼き討うちにされたことへの怒り。

　領りよう民みんたちを殺害した何者かへの怒り。

　領地を、領民を守ることのできなかった自分への怒り。

　かつて体験したこともない凄すさまじい怒りが、アレスを茫ぼう然ぜん自じ失しつの状じよう態たいに陥おちいらせていた。

　甲かん高だかい悲鳴が聞こえたのはそのときであった。

「た、助けて！　誰か！」

　声の先にいたのは、若わかい男だった。薄うす汚よごれてはいるが町人らしき格かつ好こうをしている。

　どこかから逃にげてきたらしく、顔は絶ぜつ望ぼうと疲ひ労ろうに染まり、息も絶たえ絶えで今にも倒れこみそうだった。

「どうした、何があった!?」

　その男が領民の一人であることは間ま違ちがいないように思えた。アレスの体は自然と動き、男に駆け寄ろうとする。

　男の方もアレスに気付いたのか、その顔に希望が宿った。

「伯はく爵しやくさま!?　お願いです、お、お助け──」

　男がそれ以上言葉を紡つむぐことは永えい遠えんに不可能となった。

　どこからか飛来した矢が、その背せ中なかに突つき立ったためである。

「なっ……」

　目の前の出来事に、アレスは思わず言葉を失った。

　それでもすぐに我に返って男に駆け寄ると、血にまみれることも厭いとわず男の体を抱だき上げる。

「おい、しっかりしろ！」

「う……あ……」

　男が何かを口にしようとした。しかしもはや声が出ないのか、意味のある言葉が紡ぎだされることはなかった。

　矢は男の背中を深く刺さし貫つらぬいていた。致ち命めい傷しようであることは明白であり、まだ男に息があるだけでも奇き跡せきというべきだった。

「死ぬな、死ぬんじゃない！　頼たのむから死なないでくれ！」

　守るべき領民を守れなかったのだ。そう叫ばずにはいられなかった。たとえそれが無理な願いであると分かっていても。

　腕うでの中の男の体から、急速に力が抜ぬけていった。その呼吸も次第に小さくなっていき──やがて、あらゆる活動が止まる。

「…………」

　アレスは無言でその男の最さい期ごを看み取とった。

　何者かの声が聞こえたのは、そのときである。

「見ろ、新しい獲え物ものがいやがるぜ！」

　姿を現したのは見慣れぬ三人の男たちであった。

　その格好は農民のように素そ朴ぼくかつ貧ひん相そうで、山さん賊ぞくやどこかの兵士の類たぐいには見えない。

　ただ、その体には返り血と思おぼしき血の痕あとがあり、その手に持った槍やりの先せん端たんも血で赤黒く染そまっていた。

「お、おい、あの紅あかいマントって貴き族ぞくの証あかしだろ？　ひょっとして例のここの領主じゃねえのか!?」

「こんなとこにいやがったのか！　しめた、やっちまおうぜ、大おお手て柄がらだ！」

　男たちはそんな会話を交かわすと、目の色を変え槍を片かた手てに駆かけ寄ってくる。

「くそっ！　おいアレス、どうやら敵のお出ましだぞ、しっかりせんか！」

　ガルムスが声を荒あららげた。

　だがこのときのアレスは、未いまだ茫然自失の状態から脱だつすることができないでいた。ガルムスの声をどこか上の空で聞き流し、腕の中の死体をじっと見つめる。

　それでもどうにか意い識しきを切り替かえることができたのは、戦場で聞き慣なれた鉄と鉄のかち合う音が聞こえたためである。幾いく度どもの戦いを生き延のびてきたアレスは、その音に半ば無意識のうちに反はん応のうしていた。

　ふと顔を上げれば、役立たずとなった自分をかばうように、ガルムスが彼らを迎むかえ撃うっていた。

　幸いなことに男たちはあまり戦いに熟じゆく達たつしていないようだった。ただ闇やみ雲くもに武ぶ器きを振ふり回すだけで、三対一という数の優ゆう位いも使いこなせていない。それでは文字通り人にん間げん離ばなれした怪かい力りきと豊ほう富ふな実じつ戦せん経けい験けんを持つガルムスの敵てきではなかった。

　ガルムスは防ぼう戦せん一方と見せかけておき、隙すきをついてドワーフとは思えぬ俊しゆん敏びんさで間合いを詰つめると、一人の膝ひざに斧おのを叩たたきつけた。

「っがああああああ！　痛いてえ、痛てえよぉ！」

　膝を割わられた不幸な男が痛みにのたうちまわる。

「くっ、この野や郎ろう！　ドワーフ風ふ情ぜいが人様に逆さからうか！」

「順番を間違えるなクソども。人間風情が我われらドワーフに逆らうなと言うべきであろうが」

　ガルムスの口調には余よ裕ゆうが見て取れた。だが、すぐにその表情は引き締しめられた。声と物音に気付かれたのか、新たな敵らしき集しゆう団だんがバラバラと現れたためだ。

「おい、ここに貴族がいるぞ！　手を貸かせおまえら！」

「なんだと!?　貴族だって!?」

　新たな獲え物ものを見つけたせいか、次々と武器を片かた手てに駆け寄よってくる。その全員がやはり素そ朴ぼくな農民のような服ふく装そうをしていた。

「ち、こいつはいささか面めん倒どうだの。おいアレス！　いい加か減げん目を覚まさんかこのバカ者が！」

「ああ。分かっている」

「……ぬ」

　その声は、ガルムスが思わずぞっとして振り返るほどの冷たい響ひびきを持っていた。

　アレスはゆっくりと腕の中の男を地に降おろした。恐きよう怖ふに見開かれたままのまぶたをそっと閉とじる。

　そのまま襲しゆう撃げき者しやたちに向かって数歩歩み寄り、微み塵じんも怯ひるむことのない堂々とした態たい度どで問いかける。

「貴様らに問いたい」

　ただそれだけのことを口にしただけであったにもかかわらず、まるで気け圧おされたかのようにアレスに襲おそいかかろうとしていた男たちの足が止まった。

「まず聞こう。貴様らは何者なのだ？」

　その声には隠かくしきれぬ怒りが込こめられており、十人余あまりにまで数を増ふやしていた男たちは目に見えて怯んだ。しかし所しよ詮せんアレスたちはたった二人。数という自分たちの優位を確かく信しんしてか、男たちの一人が強い口調で答えた。

「いいだろう、教えてやる！　俺おれたちは貴様ら無む能のうな貴族どもから国を救うために立ち上がった反はん乱らん軍ぐんだ！」

「そうか、反乱軍か」

　少しだけ合点がいった。

　彼らが農民のような素朴な格かつ好こうをしているのも、それを裏うら付づけている。

「つまり──我わがレストニアの地を踏ふみにじったのは貴様ら反乱軍なのだな？」

「ああそうだ！　だがはっきりいって期待外れだったぜ、この街は。おまえの館やかたも調べたが、金も食料も武器もロクにありゃしねえ。領りよう主しゆが領主なら領民も領民だ、貧びん乏ぼう人にんしかいないのかこの街は。ま、ここの領主は代々剣けんを振るうしか能がなかったって話だからな、無理もねえか」

　男たちが野や卑ひな笑い声を上げる。

「……そうか。よく分かった」

　アレスは唇くちびるをかみ締しめると、いつも通り左手で剣を抜ぬいた。

　そして──その剣を、流りゆう麗れいな動作で右手に持ち替かえる。

　それは殺さつ伐ばつとしたこの状じよう況きようで、そこだけ時間の流れが異ことなっているのではないかと思うほどの悠ゆう然ぜんとした動作だった。

《ほう。ようやく覚かく悟ごを決めたか、我が契けい約やく者しやよ》

　嬉うれしそうなパンドラの声が聞こえたが、無む視しして告げる。

「貴様らに言っておく。もはや手て加か減げんはできぬ。貴様らの罪つみ、その命であがなうがいい」

　それは聞く者すべてに寒気を覚えさせるような、ぞっとするほど冷たい声だった。

　兵士たちは目に見えて怯んだ。相手はたった一人の貴き族ぞくとドワーフ。本来なら臆おくする必要などない。にもかかわらず、アレスの雰ふん囲い気きにどこか尋じん常じようではない気配を感じ、まるで蛇へびに睨にらまれたカエルのごとく動けなくなったのである。

　だが、彼らは幸運だった。このときに限かぎっては、アレスの剣が振り下ろされることはなかったためである。

「アレスさま！」

　それは、アレスにとって聞き覚えのある声だった。

　とっさに声がした方を見る。誰かが馬に乗って駆かけてくるのが見えた。

　騎き手しゆは麻あさのローブを着き込こんだ老人だった。先端が焼け焦げた奇妙な長い杖つえを片手に馬を操あやつり、猛もう然ぜんとこちらへ突とつ進しんしてくる。

「我が意に応おうじよ！」

　老人が叫さけんだ。同時に杖の先に赤い小さな光が灯ともる。

「猛々しき炎の精霊よ、契約に従したがい、汝なんじが力をここに解かい放ほうせよ！　眼がん前ぜんの敵を焼き尽つくし、我が道を切り開け！」

　鋭するどい声と共に、杖を突つき出す。

「汝、名をサラマンドラ！」

　轟ごう音おんと共に、杖の先から炎ほのおが噴ふん出しゆつした。
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　それは決して見た目ほど激はげしい炎ではなかったが、包ほう囲い網もうの一角を崩くずすには充じゆう分ぶんだった。体に火を燃え移うつらせてしまった不運な兵士が悲鳴を上げながら地面を転がる。

　古いにしえの時代に黒神ハルモニアが人々に与あたえたといわれる黒くろ魔ま術じゆつと呼よばれる力であった。万ばん物ぶつを構こう成せいするという精せい霊れいと交信し、契約を交かわし、その力を行使することで奇跡を起こす。

「アレスさま！　こちらへ！」

　忘れるはずのない顔だった。アレスの戦いの師しであり、故こ郷きようの留る守すを頼たのんだ老人。

「イザーレ！　無事だったのか!?」

「どうにか！　それよりアレスさま、早く！」

「駄だ目めだ！　こいつらを生かして帰すことなどできぬ！」

　イザーレに構かまわず剣を構え直す。

「何を言っておられるのです！　あなたの為なすべきは小さな復ふく讐しゆう心しんを満足させることなどではないはずです！」

　その言葉は、アレスにわずかながら冷静さと平静さを取り戻もどさせることに成功した。

　理由は分からないが、レストニアの街は反乱軍の手に落ちたのである。ならばこの街を守ることのできなかった領主として、為さねばならぬことは他にあるのだ。

「……分かった」

　結果、アレスはイザーレと共にこの場を離れることを選んだ。

　イザーレがもう一度炎の精霊を使し役えきし、反乱兵たちを遠ざける。

　その隙すきをついてアレスとガルムスは自分たちの馬に飛び乗ると、素す早ばやくその場を後にした。
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《やれやれ、うまくいかぬものだな。せっかくアレスもその気になっていたというのに》

　このときパンドラは、契約者たるアレスに追つい随ずいしようともせず、燃もえる町まち並なみを中空から見下ろしていた。

《それにしても奇き妙みようだな》

　解げせない疑ぎ問もんがあった。

　あの王女に命じられてアレスがガザーブ領へ赴おもむこうとしたとき、黄たそ昏がれの主あるじはアレスに「レストニアへ戻もどれ」という助言を与あたえるよう自分に指し示じした。

　それは分かる。もしあのときアレスがここへ来ていれば、この町を巡めぐる攻こう防ぼう戦せんに巻まき込まれ、大量に人の血を流していたことだろう。

　だがあのとき、アレスは考えた末にガザーブへと向かう決けつ断だんをした。その判断の材料となる情じよう報ほうを与えたのもまた、黄昏の主なのだ。その意味が未いまだよく分からない。

　奇妙といえば、先ほどのイザーレという老人の登場のこともそうだ。

　あのとき──目の前で死んだ領民を目にした結果、ついにアレスは剣けんを振ふるい人を殺あやめる決心をした。だが何の偶ぐう然ぜんかあの老人が登場したゆえに、結果としてアレスが人を殺めることはなかった。

　黄昏の主ならばその程てい度どの未来は見通せたはずである。イザーレの声が届とどかぬ場所へアレスを誘ゆう導どうさせ、そこで存ぞん分ぶんに人を殺めさせることもできたはずなのだ。

《それなのになぜ……？》

　パンドラはあらためて目の前に広がる光景を眺ながめた。

　焼け落ちた家。無残にさらされる死体の数々。決して大きくはないが美しいアレスの故郷の町並みは、見るも無残な姿すがたをさらしている。

　パンドラの脳のう裏りに一つの考えが浮うかんだのはこのときである。

《……そうか。そういうことか》

　今この場で血を流さずとも、後々さらに多くの血が流させることができればそれでいいのだ。

　つまりこれは、いわば投とう資しなのだろう。一人の復讐の騎き士しを誕たん生じようさせるための。
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　アレスたちは森の中へと逃にげこんだ。

　自分の庭も同然の故郷の森である。わずかな追っ手を振りきるのは簡かん単たんなことだった。

「アレスさま、もういいでしょう。少し馬を休めましょう」

「……分かった」

　イザーレの言葉にアレスは馬を降おりた。

「ふう、やれやれだの」ガルムスも半ば転がり落ちるようにして馬を降りる。「まったく荒あら事ごとも嫌きらいではないが最近はいささか多すぎるぞ。それにしてもイザーレ、おまえも相変わらずしぶとさだけは達者のようだの」

「ええまあ。どうにか生き恥はじをさらしております」

　その男は、本名をイザーレ・フェルドスティンという。ガルムスほどではないが見事な白しろ髭ひげをたくわえた白しら髪がの老人である。アレスと同じ元近衛騎士であり、その軍歴はアレスの人生のさらに二倍近くの長さがある。父の戦友であり、かつては父と共に戦場を駆かけ抜ぬけたこともあるという。

　老いたりといえどその体は決して衰おとろえてはいないが、今身に着けているものは甲かつ冑ちゆうではなく、麻あさのローブと木の杖つえという素そ朴ぼくなものだった。近衛騎士を引いん退たいしてからは剣を捨すて、黒くろ魔ま術じゆつ師しとしての道を選び、そしてアレスが父の跡を継ついで伯はく爵しやくとなってからは戦いくさの師しとして、あるいは人生の助言役としてアレスの一家臣という地位に収おさまっていた。

「ではイザーレ。聞かせてくれ、一体何があったのかを」

「は」

　アレスの言葉に、イザーレは淡たん々たんと語りだした。

「昨日のことです。五百人ほどの武ぶ装そう集しゆう団だんの襲しゆう撃げきを受けました」

「……やはり反はん乱らん軍ぐんか？」

「他ほかに見当がつきませぬな。武器といえば粗そ末まつな槍やりだけ、格かつ好こうも農民同然でしたし、まさか他の領りよう主しゆが攻せめてきたとも思えませぬ」

「しかし反乱軍の本ほん拠きよははるか北方のボルネリア領だろう。我わがレストニアを攻める理由などないと思うが……」

「いえ、恐おそらくレストニアを襲おそったのはボルネリアの反乱軍ではありますまい。ボルネリアで未だ激はげしい争いを繰くり広げている彼らに、そんな余よ裕ゆうはないでしょうからな。ですが今、この国では北部を中心にあちこちで反乱の火の手が上がり始めていることはご存知でしょう？」

　イザーレははぐらかすように言った。アレスの師でもあるこの老人は、決して答えだけを与えてくれるようなことはない。アレスが自分で考えて答えを出すことを要求するのだ。

　果たしてこのとき、アレスは期待に応こたえてイザーレが言わんとしていることを悟さとった。

「つまりレストニアを襲ったのは新たに発生した別の反乱軍ということか？」

「恐らくは」イザーレは頷うなずいた。「ただ、反乱軍は民みん衆しゆうのために決起したという建前のはず。しかしあの連中はレストニアの街を焼き、略りやく奪だつしました。反乱軍と呼こ称しようするよりはむしろ王国の混乱に乗じて略奪を働く賊ぞく紛まがいの一団とでも表ひよう現げんする方が適てき切せつでしょうな」

《ふむ、いい読みをしているではないか》

　そのとき脳のう裏りに少女の声が響ひびき、アレスは平静を装よそおうのに苦労することとなる。

《アレスよ、一つだけ助言を与えておこう。その老体の言っていることは、八割わり方がた間ま違ちがってはいない》

「…………」

　二人の手前、返事をするわけにもいかず、黙だまってパンドラの言葉を聞き流す。

「もっとも、ただの賊だったと考えるにはいささか不ふ可か思し議ぎな点がいくつかあります」

　イザーレが付け加えた。しかしそこから先を口にしようとはしない。

　答えを要求されているのだろうということはアレスにも分かったが、その答えまでは分からなかった。

「……なんだ、それは？」

　答えたのはガルムスだった。

「そんなことも分からぬのかアレスよ。数だ数。五百人もの兵士の武器を揃そろえ、糧りよう食しよくを調ととのえるのはたやすいことではあるまい」

　なるほど、とアレスは思った。四千人の領民を持つレストニアでさえ、常じよう備び兵へいは五十人に満たない。五百人もの兵士を集めるだけならばなんとかなるだろうが、彼らに装備を与あたえ、養うのはたやすいことではない。

　イザーレは頷いた。

「ガルムス殿どのの仰おつしやるとおりです。それに、彼らは統とう率そつこそあまり取れておりませんでしたが、手口は素しろ人うととは思えぬほど巧こう妙みようでした。アレスさまが王都へご出しゆつ立たつなされてから数日後、素す性じようの知れぬ集団が近づいているという報ほう告こくがありました。そこで私は彼らの目的を確たしかめるべく使者を送る一方で、兵を集めて警けい戒かい態たい勢せいを取らせました。ですが使者が帰ってくることはなく、連中は街に殺さつ到とうしてきました。彼らが外から攻せめてきただけであれば、領民の力を借りて押おし返すこともできたでしょう。しかし──どうやら多数の兵力を旅人にでも偽ぎ装そうしてすでに忍しのび込こませていたのでしょうな。我われらは内と外から同時に門を攻められ、態勢を整えることもできず、ついには侵しん入にゆうを許ゆるしてしまったという次し第だいです。正直、油ゆ断だんもありました。まさかこんな辺へん鄙ぴな街を襲うとは」

　あらかじめ偽装した兵を街の中へ潜せん入にゆうさせ、そして外で争いが起こると同時に内から呼こ応おうして門を攻める。理想的な攻こう城じよう戦せんだ。そうなってはレストニアのような街では防ふせぎようがない。

　だが、その策さくも口にするのはたやすいが実じつ際さいに実行するのは難むずかしいはずである。

「できるのか、そんなことが。見たところあの兵士たちは農民に毛が生えた程てい度どにしか見えなかった。得体の知れぬ集団を、それも武器を持った集団をそうやすやすと受け入れるほど我がレストニアの警備は緩ゆるくなかったはずだ。そんな策を考え出し、実行できるとは思えんが」

「ええ、まったくですな。しかし現実に彼らはそれをやってのけました。その事実を見み過すごすわけにはいきません。付け加えるとすれば、別に策というものは自分で考え出さずとも人から教わればそれで充じゆう分ぶんですからな」

　アレスはすぐさまイザーレが言わんとしていることに思い至いたった。

「つまり……何者かが裏うらで糸を引いていたと言いたいのか？」

「ええ、恐らくは。ボルネリアの反乱軍か、あるいは隣りん国ごくかも知れませんが、いずれにせよこの王国で混乱が起きれば得をする者もおりましょう」

「つまり我わがレストニアは、そのとばっちりを喰くらったというわけか……」

　愕がく然ぜんとしたように、アレスの声が沈しずんだ。

「アレスさま、気落ちしている場合ではありませぬぞ。レストニアの地は反はん乱らん軍ぐんに奪うばわれましたが、我らもただ手をこまねいていただけではありませぬ。領りよう民みんの八割方は無事逃にがすことに成功いたしました。全員と言えないのは残念ですが。その後、私は情じよう勢せいを見み極きわめ少しでも多くの領民を救うため、外の森に身を潜ひそめて様子を窺うかがっておりました。そこへアレスさまがやってこられたというわけです」

「そうか」

　こと戦いくさのこととなれば、アレスはこの老人に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。イザーレにはそれだけの経けい験けんと実じつ績せきがあるのだ。そのイザーレがそうもあっさりと敗北したということは、よほど一いち個こ人じんの手に負えるような状じよう況きようではなかったということだろう。イザーレを責せめる気にはなれなかったし、そんな状況下で大勢の領民を救えたのはむしろイザーレの功こう績せきというべきだった。

　すべての状況を聞き終えた今、アレスの胸きよう中ちゆうではあらためて怒いかりの感情がふつふつと強まっていった。

　曽そう祖そ父ふより受け継つがれてきた領地を襲い、領民を害し、その家と財ざい産さんを奪った反乱軍。

　王国北部の荒こう廃はいぶりはアレスの耳にも入っている。大だい地じ震しんと大だい飢き饉きん、そしてボルネリア侯こう爵しやくの横おう暴ぼうが原げん因いんとなり、反はん乱らん軍ぐんが生まれた。

　彼らも決して好きで反乱軍になったわけではないのかもしれない。だがそのことが他者を害することの理由にはならないし、アレスの怒りを和やわらげるにも不十分だった。

　そして何よりも、あの門の傍そばで目にした死体や、腕うでの中で息いき絶たえたあの若わかい男のことが頭から離はなれない。

「くそったれがぁあああ！」

　復ふく讐しゆうという感情に身を焦こがし、怒りに任まかせて拳こぶしを木に叩たたきつける。まるで熊くまの体当たりでも喰くらったようにその木は大きく揺ゆれ、ガルムスとイザーレを驚おどろかせた。

「アレスよ、気持ちは分かるがおぬしが怒ったところでどうにかなるわけでもあるまい。それよりもこれからどうするのだ。我らにはそのことを考える責せき任にんがあるはずだろう」

　ガルムスの冷静な言葉は、アレスに冷や水を浴びせるほどの効こう果かがあった。

「……そうだな。おまえの言う通りだ」

　一個人であるならともかく、今の自分は責任ある領主の身なのだ。一人復讐に身をやつしている暇ひまなどない。アレスはどうにか心を落ち着かせると、現げん時点で何をすべきかを考えた。

「よし、ではこうしよう。まず難なん民みんとなっているであろう我わが領民たちを捜し集め、近きん隣りんの領主に保ほ護ごを求めよう。それからレストニアを取り戻もどす」

「七十点といったところですな」イザーレは一言で切って捨すてた。「アレスさまにしてはよく考えたと思いますが、私は反対です」

「なぜだ？　それが領主としての私の為なすべきことではないのか」

「アレスさま、考えてもみてください。突とつ然ぜん数千からなる難民が押おし寄よせたところで、対たい応おうできる領主などこの近隣にはおりませぬ。それに反乱軍は防ぼう備びこそ整ってはいませんが五百近くの兵力を有しております、そうやすやすと奪だつ回かいの算さん段だんなどつかないでしょう。ゆえにアレスさまはひとまず王都へ向かうべきです。領土を賜たまわった伯はく爵しやくとして、事の次し第だいを陛へい下かに奏そう上じようするのです。その上で難民となった領民への援えん助じよと、そしてレストニア奪だつ還かんのための助力を乞こうのです。これこそがアレスさまにしかできない上じよう策さくというものでしょう」

　イザーレの助言には説得力が満ち溢あふれていた。

　ベールセール王国は、封ほう建けん制せいで成り立っている。王は貴き族ぞくに領地と保ほ護ごを与あたえ、その代わり貴族は王家と国家に忠ちゆう誠せいを誓ちかう。今のように領地を奪うばわれたとなれば、必ず国王は力を貸かしてくれるはずだった。

「それにもう一つ、アレスさまの義いも妹うと君ぎみのこともございます。レストニア陥かん落らくの報ほうが伝われば、王都にたった一人で暮くらしているエレナさまはさぞかし不安になられるでしょう。アレスさまがそのご無事な姿すがたを見せる必要があるはずです」

「ぬ……。そうか」

　それは軽けい視しすることのできない話だった。両親を失った義妹にとって、今やアレスはたった一人の家族である。確かにこんなときぐらいは傍そばにいてやるべきだと思えた。

「なるほど、話は分かる。だが、いいのか。これ以上私がレストニアを留る守すにしても」

「領民たちを導みちびくことなら私にもできます。しかし国王陛下に報告するのは伯爵たるアレスさまでなければなりませぬ。後のことは私にお任まかせください、アレスさまの名の下もとに領民を導き、反乱軍の動向を見定めておきます」

　結局のところ、アレスとしてはイザーレの言葉に従したがう他ほかなかった。

　普ふ段だんから執しつ政せい官かんのような立場でレストニアを統とう治ちしてきたイザーレである。しょっちゅう領地を留守にしていた自分などよりもよほど領民からの信しん頼らいも厚あついだろうし、そのイザーレなら自分に代わって正しく領民を導くこともできるだろう。

「……分かった。ではレストニアのことはおまえに任せる。私はガルムスと共に王都へ向かう」

「御ぎよ意いに。うまくいくことを祈いのっておきましょう」

「お互たがいにな」

　再ふたたびパンドラの声が脳のう裏りに響ひびいたのはこのときである。

《話は済すんだようだな。ではアレス、二人の傍を離れろ。助言したいことがある》

「……少し考えたいことがある。一人にしてくれ」

　無む視しすることもできず、アレスはそう言って二人の傍を離れた。

　変わり果てた故こ郷きようを目まの当たりにした直後ということで気を遣つかったのか、このときばかりはイザーレもガルムスも何も言わず、アレスのしたいようにさせた。




　　　　◆




　二人から充じゆう分ぶんな距きよ離りを取ると、パンドラは音もなく眼がん前ぜんに降おり立った。

《アレスよ、我わが主あるじはこう仰おおせになられた。あのイザーレという老体の言葉はほぼ間ま違ちがってはおらぬ。レストニアを襲おそったのは反乱軍紛まがいの賊ぞくの集団に過ぎない。が……ただ一つ確たしかなことは、ボルネリアの反乱がなければレストニアが襲われることはなかったということだ》

「……そのようなこと、今いま更さら言われずとも分かっている。それにおまえの意図もな。大方、今度は私を反乱軍との戦いへ誘さそおうという腹はら積づもりなのだろう」

　アレスの口調には自然と苛いら立だたしさがこもった。

　しかしパンドラは薄うす笑わらいを浮うかべてそれを受け流す。

《なるほど。感かん情じよう的になっているようにも見えたが、まだ判はん断だん力りよくはそれほど鈍にぶっていないというわけか。まあいずれにせよ、今の汝なんじなら我われらの意図通りに動いてくれそうだがな》

「…………」

　このときアレスは、復讐という衝しよう動どうが渦うず巻まいていることを自覚していた。パンドラの言葉を即そく座ざに否ひ定ていできなかったのはそのせいだった。

「それよりもパンドラ、私としても聞いておきたいことがある」

《はて。答えられるものならば答えよう》

「もしあのとき……私がおまえの助言に従い、ガザーブではなくレストニアへ戻っていれば、私は領りよう民みんを死なせずに済すんだのか？」

《しばし待て》

　パンドラは空を見上げた。

《黄たそ昏がれの主の返答だ。その問いに答える必要はないと》

「ああそうか」

　それはアレスとしても半ば予想していた返答だった。この精せい霊れいが肝かん心じんなことを教えてくれないというのはいつものことである。これ以上問い詰つめる気にもなれない。

《だが代わりに、汝に新たな助言を与えよとの仰せだ。汝は王都へ向かうつもりのようだが、ならば一つ助言しておくことがある。このまま国王の元へ戻れば汝は罪つみに問われる可か能のう性せいがあるとな》

「……なんだと？」

　つくづく、この精霊の突とつ飛ぴな助言には驚おどろかされるばかりだった。

「どういうことだ、一体私がいかなる罪に問われるというのだ？」

《逆ぎやくに聞こう。汝がこのまま国王に面会したとしてだ、一体なんと奏上するつもりだ？》

「質しつ問もんの意図が分からぬな。ありのままを申し上げるだけだろう」

《ほう。つまり汝は領主の身にありながら私し用ようで領地を留守にした結果、領地を奪われ臣民を害され陛へい下かのご威い光こうに傷きずをつけてしまいましたと、そう答えるつもりなのだな？》

「やむを得ん、事実その通りだからな。その責せきを問われるならば甘あまんじて受ける他あるまい」

《ほう、忠臣よな。だがそれでよいのか？　すべてはクラウディアという王女のわがままな命令のせいではないのか？　よくよく考えれば、あの命令さえなければ汝が領地を留守にすることもなかったはずだからな》

「違う！」思わず声を荒あららげる。「見み誤あやまるなパンドラ。それは決してクラウディアさまのせいではない。おまえはこう言ったばかりではないか、ボルネリアの反はん乱らんがなければレストニアが襲われることもなかったとな。クラウディアさまの命がなければ我わがレストニアは襲われなかったのか？　私がレストニアを留守にしなければ誰だれも死ななかったのか？　そうではないのだろう、すべては備そなえを怠おこたった私の責せき任にんだ！」

　パンドラは納なつ得とくしたように鷹おう揚ように頷うなずいた。

《ふむ、確たしかにそうだな。それによくよく考えてみれば、汝が王女に命じられてガザーブまで足を延ばしていなければ、レストニアに転がる死体が一つ増ふえていたという可能性もあるのだからな》

　その口調にはアレスをからかうような響きがあった。憮ぶ然ぜんとして言い放つ。

「……有ゆう益えきな助言には感かん謝しやする。だが他に言いたいことがなければ下がっていろ」

《よかろう》

　パンドラの体は地へと沈しずんでいった。アレスが命じれば、パンドラはいつでもその姿を消す。それは二人の間に必然的に生まれた契約だった。

　それにしても──自嘲する。必要な助言だけを聞き出し、用がなくなればすぐ消えるよう命じる──我ながらひどいことをやっているな、と思わずにはいられなかった。




　ファノヴァール伯はくアレスが王都ヴァンフィールの中心に座ざする王おう城じようアーセンに姿すがたを現あらわしたのは、この三日後のことである。
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　レストニア陥かん落らくの一いつ報ぽうは、アレスが到とう着ちやくするよりも一足早く王都に伝わっていた。そのせいもあって、王おう城じように現れたアレスを見つめる人々の視し線せんには、好こう奇き、あるいは嘲あざけりといった様々な感かん情じようが入り混まじることとなる。

　無む論ろんそれはアレスにとって居い心ごこ地ちのいい状じよう態たいではなかったが、皮ひ肉にくなことに国王への謁えつ見けんが早くにかなったのはそのおかげでもあった。

「ベールセール国王ベルセルム四世、ご出しゆつ座ざ！」

　絢けん爛らんな謁見の間に号令が響ひびき渡わたる。

　同時にその場に控ひかえるすべての人々が頭を下げ、あるいはアレスのように跪ひざまずき、最高権けん力りよく者しやの到着を待つ。

　やがて眠前の玉座に誰かが座すわる気配があった。

「面おもてを上げよ、ファノヴァール伯はく」

　老練さと荘そう厳ごんさを併あわせ持つ声が響いた。

「はっ」

　膝ひざをついたまま顔を上げる。まず真っ先に視界に飛びこんできたのは、赤い布ぬの地じに二本の剣けんと盾たてが描えがかれたベールセール王国の巨きよ大だいな国旗だった。

　そしてその国旗の下の玉座に、アレスがこの世でただ一人ひれ伏ふさねばならぬ相手──ベールセール王国国王ベルセルム四世が座している。

　ベルセルム。国名とよく似にた響きを持つその名は、かつてこの地にあった古いにしえの帝てい国こくの名である。王国建国以後、その名は古の帝国をしのぐ支し配はい者しやの証あかしとして、国家の最高権力者のみが名乗ることを許されてきた。

　現げん国王ベルセルム四世は即そく位いしてよりすでに四し半はん世紀が経けい過かしている。一国の最高権力者として酸すいも甘あまいも知り尽つくしてきた彼の眼がん光こうは、対たい峙じする者に自分の胸と腹の中をも覗のぞきこまれているかのような印象さえ与あたえた。その容よう姿しが見た目より歳としを取っているように見えるのは、ドワーフもかくやという長いあご鬚ひげのせいだろう。二十二歳のときに即位したベルセルム四世が国家元首に相ふさ応わしい威い厳げんを備そなえるために生やし始めたその鬚は、齢よわい五十を迎むかえるに至いたって存ぞん分ぶんにその意図通りの効こう果かを発はつ揮きし、さらに相手に顔色を読ませなくするという点でも貢こう献けんしていた。

「さて、ファノヴァール伯。本来なら遠地からはるばるやってきた貴き公こうを労ねぎらうところだが、この状じよう況きようではそうもいくまい。貴公の所しよ領りよう、レストニアが反はん乱らん軍ぐんの手に落ちたという話は聞いた。だが何しろ人ひと伝づての話だ、詳くわしい事情が分からず我われらもどう動くべきか悩なやんでいたところでな。一体何があったのか詳しく申せ」

「はっ」

　アレスはすべてを語った。

　反乱軍とおぼしき武ぶ装そう集しゆう団だんに襲しゆう撃げきを受けたということ。

　だがそのとき領主たる自分は街を留る守すにしていたこと。

　留守を預あずかる兵士たちは必死の防ぼう衛えい戦せんを行い力の限かぎりを尽くしたが、ついには街を占せん拠きよされたこと。

　それは一いつ切さいの脚きやく色しよくも言い訳わけもない淡たん々たんとした報告だった。

「──ただ付け加えるならば、兵士たちの尽じん力りよくにより領民のほとんどを逃にがす時間を稼かせぐことはできました。陛へい下か、祖そ国こくの名めい誉よを傷きずつけた私がこのようなことを申し上げる立場にないことは承しよう知ちしておりますが、なにとぞ彼ら領民への援えん助じよをお願いできないでしょうか」

「そうか、それは不幸中の幸いだな。安心せよ、我わが国は臣民を見み捨すてるようなことはせぬ。然しかるべき手を打つことを我が名にかけて約束しよう」

「は。ありがとうございます」

　賢けん王おうと称しようされたベルセルム四世の言葉である。一つの目標が達成されたことに、アレスは安あん堵どと共に頭こうべを垂たれた。

「それにしても──」と、ベルセルム四世は続けた。「やはり反乱軍の仕し業わざなのだな？」

「はい。ただ付け加えるならば、北のボルネリアの反乱軍に便乗した新たな反乱軍──と言うべきかと」

「であろうな。実のところレストニアだけではないのだ、すでにあちこちの町が新たに決起した反乱軍と思おぼしき集団に襲撃を受けたと報告が来ている。よかろう、とにかく事情は分かった。だがファノヴァール伯、これだけは聞いておかねばなるまい。貴公は領地を留守にしていたと申したな。何ゆえ自らの護まもるべき地を離はなれていたのだ？」

　アレスは顔を上げた。堂々と答える。

「はっ。私し用ようにございます」

「……私用、と言ったか？」

　ベルセルム四世の目が吊つり上がった。

「はい」

「詳しく申せ。いかなる用向きだったのだ？」

「私用は私用にございます。それが何であれ、私が責せき務むを怠おこたったことの言い訳にはなりますまい。それ以上申し上げることもございません」

　無礼な、と誰かが声を荒あららげた。

　ベルセルム四世が手を上げ、それ以上の雑ざつ音おんが生じることを制せいする。

「ファノヴァール伯よ。それは己おのが領地を留守にすることと引き換かえにしても釣り合うだけの価か値ちがあるものだったのか？　誰か他の者を遣つかわせば済すむことではなかったのか？」

「はっ。仰おおせの通りです、すべては我が不ふ徳とくのいたすところ」

「そうか」

　ベルセルム四世は頷いた。

　自分がどれだけ無礼なことを口にしているかというのは、アレスにもよく分かっていた。だがクラウディア王女に迷めい惑わくがかかるようなことは絶ぜつ対たいに避さけねばならない。そのために何かしらの罪つみを負わされることになったとしても、甘あまんじて受け入れる覚かく悟ごだった。

　それゆえに、ベルセルム四世から言い渡わたされる沙さ汰たにアレスは驚おどろかされることとなる。

「まあよかろう、ファノヴァール家の忠ちゆう誠せいを今いま更さら疑うたがう必要もあるまい。その当主が口にできぬ理由があるとなればよほどのことがあったのだろう。それに領地を留守にしていたという過か失しつはあれど、レストニアが奪うばわれた責せき任にんがすべて貴公にあるわけでもあるまいしな。ファノヴァール伯はく、我らはボルネリア侯こうの要よう請せいがあり次し第だい、反乱軍を鎮ちん圧あつすべく国軍を動員する準じゆん備びを進めている。その折には貴公の主君としてレストニアの地を取り戻もどすことも約束しよう。貴公はこの地に滞たい在ざいし、ひとまず疲つかれを癒いやすがよい」

「えっ──」

　アレスは思わず顔を上げた。

　この国王は、一切責任を問わないと言っているのだ。

　これは喜ぶべきなのか、あるいはそれでは他に示しめしがつかないと抗こう議ぎすべきなのか、アレスは思わず言葉を失った。

「お待ち下さい、陛へい下か」

　そのとき、アレスが口を開くよりも先に声を上げた者がいた。

　ベルセルム四世が横に控える文官を見やる。

「なんだ、カルレーン侯こう」

　名を呼よばれた老人が歩み出た。

　国務大臣カルレーン侯こう爵しやく。ベルセルム四世よりもさらに年長だが、髪かみや髭ひげを綺き麗れいに切りそろえ、物静かなその態たい度どは侯爵と国務大臣という肩かた書がきにふさわしい印象を受ける。その私心なき忠誠心が評ひよう価かされたゆえに、今の地位に任にんじられた忠臣と名高い人物だった。

　ただ、彼の左ひだり腕うでは不自然に下げられたまま動くことはなかった。過去、暗殺者に襲おそわれた際さいに怪け我がを負った結果である。

「陛下。今後反はん乱らん軍ぐんが勢いきおいを増ませばファノヴァール伯のように領りよう地ちを奪われる領主が増ふえることも予想されます。にもかかわらず今回のように私用で領地を留守にしていた者に対し、なんの咎とがめもないということになれば他の領主への悪い見本となりかねませぬ。なにとぞご再さい考こうを」

「なるほど、一理ある」国王は深く頷いた。「だが、聞けばレストニアの地は敵てきの手に落ちたといえどその臣民の大部分は無事だという。これはファノヴァール伯が平時から備そなえを怠らなかった証あかしであろう。ならばあえて罪に問うほどのこともないのではないか」

「分かりました、陛下がそうお考えであれば御み心こころに従いましょう」

　王国に忠実なことで知られる国務大臣は、自らの提てい案あんをあっさり取り下げると、静かに頭を下げた。

「ただ陛下。このまま何の処しよ置ちもなければファノヴァール伯が特別扱あつかいされていると他の貴き族ぞくに良からぬ印象を与あたえることになりましょう。そうなっては他ならぬファノヴァール家の名声に傷きずがつくことになりまする。ゆえに、こうなさってはどうでしょう。罪を問うのではなく、ファノヴァール伯に汚お名めいを返上する機会を与えるのです」

「ほう。どういうことだ？」

「ファノヴァール伯はかつて近この衛え騎き士しの叙じよ勲くんを受け、クラウディア王女殿でん下かのお命をお救いし、馬上槍やり試じ合あいで優ゆう勝しようするなどの武ぶ名めいを馳はせておられました。ゆえにレストニアを取り戻すまでの間、再ふたたび近衛騎士として出しゆつ陣じんの機会を与えるのです。ファノヴァール伯が新たな武勲を上げることがかなえば、もはや後ろ指を差す者などいなくなるでしょう」

　その提案は、その場にいた人々の口から感かん嘆たんの息が漏もれ聞こえるほどの合ごう理り性せいを持っていた。罪を問うのではなく、汚名を返上する機会を与える。それならばファノヴァール家の名めい誉よはもちろん、王国の根本を支ささえる封ほう建けん制せい度どに傷をつけることもない。

　まして、ファノヴァール家の武名は知れ渡わたっている。反乱軍鎮圧の際さいには、その力が祖国に多大な貢こう献けんを果たすであろうことは疑いなかった。

「なるほどな。ファノヴァール伯、どうだ？　強制はせぬ、貴公の好きなようにするがよい」

「は」

　思いもよらぬ展てん開かいにアレスは多少戸と惑まどってはいたが、一方で断ことわる理由はなかった。

　ベールセール王国では、国軍を指し揮きするのは国王に仕える騎士である近衛騎士の役目である。領地を失った領主にできることなどたかが知れているが、再び近衛騎士の座ざに戻ることがかなうのならば、一軍を与えられ戦功を上げる機会も得られるだろう。

　その上、アレスは故こ郷きようを滅ほろぼした反乱軍に少なからぬ復ふく讐しゆう心しんを抱いだいてもいた。その反乱軍と戦うことで汚名を返上することができるのであれば、断る理由など一つもない。このような提案をしてくれたカルレーン侯に礼を言いたくなるほどだった。

　ただ、それでもアレスが即そく座ざに頷けなかったのは、この王都で暮くらしているたった一人の義いも妹うとのことを思い出したからだった。

　近衛騎士に戻り、反乱軍鎮圧のために剣けんを振ふるう。それは構かまわない。だがもしその結果、命を落とすようなことがあれば義妹は天てん涯がい孤こ独どくの身となってしまう。せめて義妹の後見人ぐらいは見つけておかなければ、亡なき父に申し訳わけが立たない。

　そしてもう一つ。何よりもそのような判はん断だんをクラウディア王女に無断で決めることには気が引けた。

　結果、アレスの返事は次のようなものとなった。

「……汚名返上の機会を与えて頂いただけるとあらば、断る理由などありません。ですが──私にはたった一人の家族である義妹がおります。まずはその義妹の処しよ遇ぐうを考える時間を頂けないでしょうか」

　さすがにこれには反対する者もおらず、国王も得心がいったように頷うなずいた。

「よかろう。どの道、国軍を派は遣けんするにはもう少し時間がかかる。その間にゆっくり考えるがいい」

「はっ、ありがとうございます」

　何ら罰ばつを受けることなく、領民の保ほ護ごを約束してもらい、その上汚名返上の機会まで与えられたのである。アレスは深く頭を下げた。
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　不意にパンドラが姿を現あらわしたのは、アレスが謁えつ見けんの間を出た直後のことであった。

《汝なんじに助言を与えよと、黄たそ昏がれの主あるじの仰おおせだ》

　何の気配も感じさせず、天てん井じようを通り抜ぬけてアレスの真横に舞まい降おりる。常じよう人じんならば驚おどろきの声の一つも上げていただろうが、慣なれていたせいかアレスは表ひよう情じよう一つ変えることもなかった。

　とはいえ、周囲には衛えい兵へいや侍じ女じよの姿すがたもある。怪あやしまれぬよう小声で尋たずねる。

「言ってみろ」

《あの国こく務む大だい臣じんは汝にとってよからぬことを考えている。以上だ》

「なんだと？」

　意表を突つく言葉に、思わずアレスの足が止まる。

　だがその行動を不ふ審しんに思われたのか、近くの衛兵に睨にらまれていることに気付き、すぐに平静を装よそおって歩き出す。

「分からぬな。カルレーン侯こうは並ならぶ者のなき忠臣と言われているのだぞ？　それがなぜ私に害意など持つ必要がある？」

《あいにくだが、これ以上は何も言うことはない。我われは汝に助言を与えた。後は汝の道を歩むがよい》

「またそれか」

　パンドラの無む責せき任にんぶりには辟へき易えきしたが、いつものことだと諦あきらめる。

　一方で、あながちその助言が的外れだとも思えなかった。考えてみればつい先ほど、自分に罰を与えるようにと国王に進言し、それが叶かなわぬとなると今度は近衛騎士に戻もどって再ふたたび前線に立つべしと提てい案あんしたのはカルレーン侯なのだ。それを害意あってのことと解かい釈しやくすることはできなくもない。

　だが、少なくともそれは私し利り私し欲よくからの提案でなかったことは明白である。他の領りよう主しゆのために悪い前例を残したくなかったという合理的な理由もあるし、なによりカルレーン侯は戦時には国に私し財ざいを差し出し、危き険けんを恐おそれず国内の不正を糾きゆう弾だんしたほどの人物である。その高こう潔けつさゆえに国務大臣という要よう職しよくに任命されたほどなのだ。そもそもアレスはカルレーン侯とはほとんど面めん識しきもなく、恨うらまれる覚えもない。

「……いや。あるいはカルレーン侯ならば必要とあれば私を捨すて石いしとして切り捨てることもあるかもしれんな。だが私が王家への貢献を続ける限かぎりそのようなこともないはずだ。違ちがうか？」

《なるほど。確たしかにあの大臣は自らを滅めつし、国のことを第一に考えて行動している。おまえの考えも間違ってはおらぬ。そう、王家への貢献を続ける限りはカルレーン侯が動くこともあるまい》

「そうだろう。ならば今はそれで充じゆう分ぶんだ」

《好きにせよ。それが汝の選んだ道ならば何も言うまい》

　それでも過か去こ幾いく度どとなく命を救われることとなったパンドラの助言である。なぜわざわざこんな助言をしたのかと、気にならないといえば嘘うそになる。だが、今の時点ではこれ以上気に病やんでも仕方がないというべきだった。どのみち、自分の命が危険にさらされるようなことがあればパンドラがまた助言をくれるだろう。

　アレスはそう自分を納なつ得とくさせると、次の目的地へ向かうため王おう城じようの廊ろう下かを進んだ。

《ふむ。次はあの王女に会いに行くつもりか？》

「だとしたらどうだというのだ」

《なに、ならば一つ道を示しめしてやろうと思ってな。王女に早く会いたいならば次の角を曲がり、厨ちゆう房ぼうの方へ行くがよい。遠回りになるがその方が事は早く進む》

　意味がわからなかった。

「……また無用な争いに巻き込もうというのではあるまいな？」

《安心せい、こんな些さ末まつなことで汝を戦いに導みちびこうとは思わぬ》

　このときに限ってアレスが大人しく従したがったのは、パンドラを信じた──というよりも従わない理由に思い至いたらなかったためである。




　言われた通り厨房へと足を向ける。そこでアレスは意外な人物と遭遇することとなる。

「あら、アレスさまではありませんか」

「…………」

　パンドラという精せい霊れいの恐ろしさを実感させられるのはこのようなときである。

　そこにいたのはお茶の一式を盆ぼんに載のせたクラウディア王女に仕える侍じ女じよ、シオネだった。クラウディアに会うのであれば、王女の日課をすべて知り尽つくしている彼女に話を通した方が間違いなく事は早く進む。

「一週間ぶりですね。いつお戻りになられたんですか？」

「あ、いや。今さっき到とう着ちやくしたばかりだが」

「そうでしたか。とにかく今回も色々とお疲つかれになったでしょう。でもこんな厨房の前でどうなさったんですか？　まさか、お腹なかが空いたとか？」

　そのあまりにも平和な会話に、アレスは思わず面めん食くらった。

　この王城へ来てからというもの、領地を失った伯はく爵しやくと後ろ指を差さされ、国家の重じゆう鎮ちんたちを前に謝しや罪ざいばかりしていたのだ。それがここへきて「お腹でも空いたのですか」と尋たずねられては調子が狂くるう。

「あー、その、クラウディアさまを訪たずねようとしていたところなのだが、いささか迷まよってしまったらしく……」

　このとき、パンドラの笑い声が脳のう裏りに響ひびいた。

《ヘタな言い訳わけだな我わが契けい約やく者しやよ。相手は妙みよう齢れいの女なのだぞ、せめて『君の姿すがたが見えたから』とでも言ってみてはどうだ？》

　うるさい黙だまって消えていろ──と頭の中で怒ど鳴なりつける。だが人の心までは知ることもできないパンドラに、堪こたえた様子はなかった。

「そうでしたか、ではご案内いたします。確かに慣なれませんよね、お城しろって。どこも同じような構こう造ぞうですし」

「そ、そうか。では頼たのむ、シオネ」

《違う、シオーネだこの馬ば鹿か》

「……シオーネ」

　咄とつ嗟さに言い直す。間かん一いつ髪ぱつだった。

　シオーネは笑えみを浮うかべてアレスを見直した。

「ああ良かった。わたしの名前、ちゃんと覚えていてくださったんですね。滅めつ多たに呼よんでくださらないものですから、てっきり忘わすれられているのかと思ってました」

「と、当然だ。私もかつては騎き士し叙じよ勲くんを受けた身、女じよ性せいの名を忘れるようなことはない」

「そうですよね、おみそれしました。ではご案内します、こちらへ」

　再びパンドラの笑い声がした。

《驚おどろいたぞ、汝なんじも咄嗟にウソぐらいはつけるのだな。いや、責せめているのではない、感心しているのだ》

　笑い声を混まじらせながらこれみよがしに言うパンドラに、アレスはこめかみの辺りがひくつくのを必死で堪こらえなければならなかった。

「そ、そういえばシオーネ。クラウディアさまもお忙いそがしい身だろう、時間の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「いえ、まあ暇ひまではありませんけど、お茶を飲む時間ぐらいありますし。それにアレスさまが来たのに門もん前ぜん払ばらいしたなんてクラウディアさまに知れたら、三日は口を利きいてもらえなくなりますもの」

「そ、そうなのか？」

「そうなんです」

　シオーネの口調には、ほんのわずかだが刺とげがあった。だがその意味が分かるほどに、アレスは人の機き微びに聡さとくもなかった。
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「クラウディアさま、アレスさまがいらっしゃいましたよ」

「なんだとっ!?」

　そのとき、クラウディアは机つくえに向かいペンを動かしていた。勉強かあるいは書類仕事かもしれないが、いずれにせよ確かなことはずいぶんと退たい屈くつそうだったということである。

　だが侍じ女じよシオーネの報ほう告こくを聞いた瞬しゆん間かん、その表ひよう情じようは二度激げき変へんすることになる。

　まず初めに、嬉うれしそうに顔を輝かがやかせる。

　しかし実じつ際さいにアレスと顔を合わせると、途と端たんにその顔はみるみる曇くもり、むっつりと怒いかりを堪えているかのような表情へと変わる。

「た、ただいま戻もどりました、クラウディアさま」

　その顔に何か良からぬものを感じたアレスは、いささかおどおどとクラウディアに臣下の礼を取った。

「うむ、大たい儀ぎであった──と言いたいところだがな、アレス。まず一つ聞いておきたいことがあるのだがな」

「は、なんでしょう？」

「おまえ、なぜ真っ先にわたしのところへ来なかったのだ？」

「……は？」

　まったく思いもよらぬ質しつ問もんに、思わずアレスは呆あつ気けに取られた。

「は？　ではあるまい、五年前おまえはわたしの騎士になると誓ちかっただろう！　ならばまず真っ先に主君の元へ報告に来るのが筋すじというものであろう！　なのになぜこうも遅れたのだ!?」

「い、いえ、しかしそうするわけにはいかなかったのです。私は領りよう地ちを奪うばわれ、その報告にきた一領主に過すぎません。国王陛へい下かをさしおいてクラウディアさまにお会いするわけには──」

「えーい、うるさいうるさい！　それでもなんとかしてこそわたしの騎士であろう！」

　そんな無む茶ちやな──とその理不尽さに二の句が告げなくなる。

　どう言い訳すれば納なつ得とくしてくれるのだろうかと、アレスは密ひそかにパンドラの助言さえ期待したが、当のパンドラは天てん井じようの近くにぷかぷかと浮かびながら薄うす笑わらいを浮うかべているだけであった。

　だが幸いなことに、助け舟ぶねは意外なところからやってくるのだった。

「クラウディアさま、その辺にしておいてあげましょうよ」シオーネだった。「アレスさまにも事情があることはご存ぞん知じでしょうに」

「…………むぅ」

　年上の落ち着いた声に諭さとされ、クラウディアは不ふ承しよう不ぶ承しよう口をつぐむ。

「ま、まあよい。確たしかに今はおまえもそれどころではないのだろうからな」

　クラウディアは一いつ旦たんそっぽを向いた。

　そしてわざとらしく間を置いてから、言いにくそうに尋たずねる。

「のう、アレスよ」

「は。なんでしょうか」

「……死んだのか、たくさん」

　思わずアレスはクラウディアの顔を見直した。

　その表情は硬かたく引き締しめられ、少女のそれから王女のそれへと変化している。

　アレスはうつむいて答えた。

「はい。顔見知りの門番も、名も知らぬ領民たちも、大おお勢ぜい……」

「そうか」

　次の瞬しゆん間かん、アレスは驚きよう愕がくすることになる。

　目の前の小さな少女の双そう眸ぼうから、涙なみだが零こぼれ落ちていたためである。

「ク、クラウディアさま!?」

「す……すまんな、アレス。事の次し第だいは聞いておる、わたしがおまえにガザーブなど行かせたばっかりに……！」

「何を仰おつしやるのです、それとこれとは関係ありません！　私がレストニアにいようといまいと反はん乱らん軍ぐんに襲おそわれたことに変わりはないでしょうし、それにもし私がガザーブへ行かなければ街と運命を共にしていた可か能のう性せいだってあるのです。むしろ私の方こそクラウディアさまに救われたのだとお礼を申し上げなければなりません」

「よく言う！　おまえがそうやすやすと殺されたりするものか！　それどころかおまえさえレストニアにいれば確かく実じつに血を流す者は減へっていたはずだぞ！」

「それは買い被かぶり過すぎというものです。私一人にできることなどたかが知れております──」

「やかましい！　それにだなアレス、もう一つ聞いておきたい。おまえは父上に事の次第を報告したのだろう？　そのとき領地を留る守すにしていたことをなんと弁べん明めいしたのだ？」

「いえ、それは……すべて私の責せき任にんであり、言い訳わけする余よ地ちなどございませんと……」

「おまえはそういうヤツだ！　言っておくがわたしは父上に前もって言っておいたのだぞ、おまえが領地を離はなれた原げん因いんを作ったのはわたしだとな！」

「そ……そうだったのですか」

　それで合が点てんがいった。

　なぜあの弁明のとき、国王に咎とがめられることがなかったのか。国王は事情を知っていたのだ。それゆえ決して厳きびしい罰ばつを与あたえようとはしなかったのだ。すべてはクラウディアのおかげで。

　それはアレスにとってなんとも嬉しくなることではあったが、反面、クラウディアに対して申し訳ない気にもなってくる。

「ええい、だというのにまったくおまえときたらすべての責任は自分にあるだと……!?　なんでもかんでも一人で背せ負おい込こもうとしおってからに、まったくおまえは大おお馬ば鹿か者ものだ！」

「も、申し訳ありません」

「おまえが謝あやまってどうする、そもそも謝らねばならんのはこっちの方なのだぞ！　少しぐらいワガママになってみろこの馬鹿者！」

　飛んできた犬のぬいぐるみがアレスの頭を直ちよく撃げきした。

　これは自分のことを気き遣づかってくれているのだろうか、それとも怒おこっているのだろうかとアレスは悩なやんだが、その判はん断だんはにわかにはつかなかった。

「何を黙だまっている!?　なんとか言ったらどうだこの馬鹿者！」

　再ふたたび犬のぬいぐるみが直撃する。理り不ふ尽じんだ、とアレスは思った。

　それでも何も言おうとしないアレスに呆あきれたのか、クラウディアは半ば自や棄けになったかのようにごしごしと涙の浮かぶ目をこすった。

「ええい、もうよいわ。おまえにこんな話をしたわたしの方が馬鹿であった。どうとでも苦労すればよい」

「……はあ」

　随分な言われようであったが、とりあえずクラウディアが泣き止やんでくれたことを幸運に思うこととする。

　そしてこれ以上この話題が続かないよう、アレスは先手を打って話を変えた。

「と、ところでクラウディアさま。私も一つ気にかかっていたことがあります」

「む。なんだ？」

「北の……ボルネリアの情じよう勢せいです。あれからどう変化したのですか？」

「む」

　そのことか、とクラウディアは赤い目をしながら天てん井じようを仰あおぎ見た。

「そうであったな、故こ郷きようの地を反乱軍に蹂じゆう躙りんされたとなれば、おまえがボルネリアの情勢を気にかけるのも当然か。だが厄やつ介かいだぞ、反乱は悪化の一いつ途とを辿たどり、好転の材料など一つもない。おまえは知らぬだろうが、近々ボルネリア侯こうが反乱鎮ちん圧あつの具体的な展てん望ぼうを説明するために父上の元へ参上することになっていてな」

「え──ま、待ってください、反乱鎮圧で忙いそがしいはずのボルネリア侯を、なぜこの時期に王都になど呼よぶ必要があるのです？」

「誤ご解かいするな、別に父上がはるか北方から呼びつけたわけではない。ボルネリア侯は今、この王都にいるらしくてな」

「は？　なぜです？　何かの政せい務むですか？」

「そんなわけがなかろう、自分の領りよう地ちで反乱が起こっているような者に与える政務などない。聞いたところによれば、ボルネリア領は田い舎なかで華はながないからというのがその理由だそうだ」

「…………」

　アレスは愕然として言葉を失った。

「つまり、面めん倒どうごとを放っておいて王都へ遊びに来ているというわけですか!?」

「それ以外の解かい釈しやくができるとすれば、わたしとしても是ぜ非ひ拝はい聴ちようしたいところだな」

　そんな男が反乱鎮圧の指し揮きなどを執とったところで、事じ態たい収しゆう拾しゆうなど望むべくもない。なんとも先が思いやられる話だった。

「わたしもボルネリア侯は生理的に好かぬ」クラウディアは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言った。「いや、好かぬなどという次元の話ではないな、大だい嫌きらいだ。侯こう爵しやくともなれば行事で何度も顔を合わすことがあるのだが、その度たびにあやつはわたしを嘗なめ回すような目で見るのだ。今思い出しても寒気がする」

「……それは本当ですか、クラウディアさま」

　アレスの声が自然と低くなり、その目が細められた。もしこの場にガルムスがいれば、主あるじの身に漂ただよい出した殺気に寒気を覚えていたことだろう。

「アレス、そう恐こわい顔をするな。おまえが怒おこったところでどうなるものでもあるまい」

「は、失礼しました」

「謝るな、別に責せめているわけではない」

　このとき、クラウディアが少し嬉うれしそうにしていることを見み抜ぬいたのは侍じ女じよのシオーネだけだった。これほど自分の身を案じてくれているとあれば、嬉しくなるのも当然なのだろうと察する。

　アレスは再ふたたび臣下の礼を取ると、主君に奏そう上じようするように言った。

「しかしクラウディアさま。侯爵ともなれば決して軽けい視しはできません。どうかご留りゆう意いなさってください」

「なに、ボルネリア侯など親の跡あとを継ついだだけの小物だ。恐れるに値あたいせん。それに……」

「？　それに？」

「いざとなれば、お……おまえが守ってくれるのだろう？」

　思わずアレスは顔を上げた。

　そこにはわずかながら頬ほおを染そめ、ぷいと横を向く王女の顔があった。

　だが不幸なことに、アレスにはこういう状じよう況きようでどのような行動をとるのが最さい善ぜんかということをまったく知らなかった。もちろんです──と自信げに答えるべきかとも思ったが、それもいささか恥はずかしいという気がしてならない。

　ゆえに、アレスはこう答えることとなる。

「え、ええ、まあ一いち応おう」

　クラウディアのこめかみに青あお筋すじが浮うき出ると同時に、傍そばに控ひかえるシオーネが嘆たん息そくした。

「なっ、なにが『まあ一応』だ！　ここは『命に代えても』だとか、もっとそれらしいセリフがあるであろう！」

「い、命に代えても」

「遅おそいわぁ！」

　王女の手近にあった重そうな辞書が飛んでくる。だがアレスはそれを直前でかわしてみせ、シオーネを驚嘆させた。

「ええい、とにかくだアレス。事態は抜き差しならぬ状況にまでなっておる。残念だがボルネリアの反はん乱らんが早期に解決する見み込こみはないだろう。父上は国軍を動員する準じゆん備びを始めておられるが、実じつ際さいに動かすにはまずボルネリア侯から直々に救きゆう援えんの要よう請せいがなければならぬ。だがそれでは遅い、実際に国軍が動くころにはまた多くの血が流れることになるだろう。家族を失う者も腹はらを空すかせる子も、大おお勢ぜいな。分かるな、アレス」

「はい、分かります」

　ベールセール王国建国当時、国内はベルセルム一世の下もとに統とう一いつされつつもあったが、未いまだ地方での反乱は絶たえず、また国王の統治に不満を抱いだく豪ごう族ぞくも数多くいた。そこで貴き族ぞく制せい度どが作られ、功こう績せきある者に領土を封ほうじ、そこに居きよ住じゆうする民みん衆しゆうは元より河かわや木にいたるまでことごとくを与あたえたのである。同時に彼ら貴族には多くの特とつ権けんが与えられ、たとえ国王といえどその権利を侵しん害がいすることはできぬと王国法典にも定められた。

　平民からみれば理り不ふ尽じんにも思えるが、この制度があったがゆえに不満を持つ豪族の数は激げき減げんし、ベールセール王国は八十三年の長きに亘わたって大きな混こん乱らんもなく独どく立りつを保たもつことができたのだ。

　だが、その制度にも歪ゆがみが生じ始めていた。特権を与えられ、増ぞう長ちようした貴族が平民を迫はく害がいするといった事例が増ふえ始めたのだ。ボルネリア領での反乱などその典型の結果である。

『八十年も経たてば建国に貢こう献けんした功臣も死に絶えます。ようするに、口うるさい爺じじいの世代がいなくなって歯止めが利きかなくなってきたということでしょう』

　とはアレスの師しであるイザーレの言葉である。

「クラウディアさま。その状況を踏ふまえ、一つだけお願いしたいことがあります」

「ほう。おまえがあらたまってそんなことを言うとは珍めずらしいな。言ってみよ、なんだ？」

「私は伯はく爵しやくの地位を返上し、反乱軍が鎮ちん圧あつされるまでの間、再ふたたび近この衛え騎き士しとして剣けんを振ふるいたいと思っております」

　アレスの声はあまりにも淡たん々たんとしていたので、クラウディアはあやうく聞き流してしまうところだった。

「……アレス。今……なんと言ったのだ？」

　アレスは辛しん抱ぼう強づよく繰くり返した。

「伯爵の地位を返上し、再び近衛騎士として剣を振るうため、クラウディアさまのご許きよ可かを頂いただきたいと申し上げているのです」

「本気かアレス！」動揺を抑おさえ切れぬように立ち上がる。「一ひと度たび国軍が動員されれば、近衛騎士はその最前線で戦うことになるのだぞ！　そうなれば必ずおまえも人を殺あやめねばならぬときが来るのだぞ！」

「分かっています」

　アレスの決意は固い。そのことを推すい察さつすると、クラウディアはまず自分の気を落ち着かせるように椅い子すに座すわり直した。

「それはつまり……五年前に交かわしたわたしとの約束を破やぶるということか？」

　アレスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。肯こう定ていも否ひ定ていもできず、やむを得ず違ちがう答えを口にする。

「……クラウディアさまもすでに分かっているはずです。今はもう、人の血が流れなければならない状況になっていると」

「残念だが否定はできぬな。そうだ、わたしだって分かっている、北の反乱はもはや国軍を動員し、本ほん格かく的てきな武ぶ力りよくの下もとでしか解かい決けつされまい。だが──アレス、一つだけ聞いておきたい。まさかおまえは滅ほろぼされた故こ郷きようの復ふく讐しゆうのために戦いたいというのではあるまいな？」

「…………」

　とっさに答えを口にすることはできなかった。

　ただ口で否定するだけならば簡かん単たんだが、幼おさないが明めい敏びんなこの王女を前にウソを貫つらぬぬき通す自信もなかったのだ。

　そんなアレスの態たい度どに確かく信しんを抱いだいたのか、クラウディアは嘆たん息そくする。

「そらみたことか。誰だれかが剣を振り、誰かの血が流されぬことにはボルネリアの反乱は収おさまるまい。それは分かる。だがそれはおまえであってはならないとわたしは思う」

「なぜですかクラウディアさま！　その役やく割わりを私が果たしても同じことではないですか！」

「いや、違う。復讐のために剣を振るったところで得られるものなどないだろう。グリア大陸で行われてきた戦争の大半は、復讐が復讐を呼よんだ結果起こったものなのだぞ。よりにもよって、おまえにそんな愚ぐを行わせることだけは絶ぜつ対たいに許ゆるせぬ」

　この場で歴史を講こう釈しやくするのは卑ひ怯きようではないかと思った。

　だがそれで断だん念ねんするほどに、アレスの決心も弱くはなかった。

「ではクラウディアさま。一体どうすれば私が再び近衛騎士になることを認みとめてくださるのですか」

　クラウディアは答える代わりに再び嘆息した。

「条じよう件けんを付ければいいというものではない。本音を言えばアレス、わたしだっておまえのような者が反はん乱らん鎮ちん圧あつのために率そつ先せんして動けば格かく段だんに犠ぎ牲せいは少なくなると思っているのだ。だが今おまえは復讐を理由に剣を持とうとしている。それでは駄だ目めなのだ。とにかくアレス、おまえはここ数日気の休まる時間もなかったはずだ。今は少し休むがよい。そして少しでも冷静になってから、もう一度考え直すがいい。自分がすべきことが、一体なんなのかをな」

　アレスにしてみれば、できれば今すぐにでもクラウディアの了りよう承しようをもらいたいところだった。

　だがここ連日の強行軍で心身共に疲れていることも確たしかである。結局、反はん論ろんの余よ地ちも見み出いだせず、アレスにはもはや頷うなずくことしかできなかった。

「……分かりました、クラウディアさま」
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　パンドラが地面から顔を出したのは、王おう城じようを出た直後のことであった。

《我わが助言が必要なのではないか、アレスよ》

　悪いた戯ずらっぽい笑みを浮うかべて生首のごとく頭だけを地面から生やしているその光景は、なんとも不気味である。もう少しまともに出てくることはできないのか──そんなことを思いつつ、王城の前を警けい備びする兵士たちに不ふ審しんがられぬよう平静を装よそおって歩き出す。するとアレスの速度に合わせてパンドラの生首が地面を追つい随ずいする。時折、人の足をすり抜けながら。

　やがて周囲に人の数が少なくなったところで小声で問い返す。

「私に何の助言が必要だというのだ？」

《決まっているだろう、王女を説得する方法だ。今の汝なんじには答えを出せぬのであろう？　そして我われは汝に助言を与あたえるためにここにいるのだからな》

「見み損そこなうな。それは私が自分で答えを出さねば意味がない」

　ほう、と驚いたようにパンドラは感嘆の息を吐はいた。

《普ふ段だんは占うらないで物事を決するような汝にも、その程てい度どの機き微びは分かるのだな。であるならば我は一つ道を示しめさねばなるまい。アレスよ、あの王女も言っていたであろう、汝は何でも一人で抱え込こもうとする傾けい向こうがあるとな。まあその点については我にも責せき任にんがある気もしなくはないが、ただこれだけは覚えておけ。迷まよいがあるときに助言をもらっても卑怯と謗そしられることなどないのだということをな。たとえばあのガルムスなど、頑がん固こではあるが汝の何倍もの時間を生きている先せん達だつだ、汝よりよほど物事の道理をわきまえておるだろう》

「……おまえという精せい霊れいがときどき分からなくなってくるな。まるで教育者のようなことを言うではないか」

《我は汝に適てき切せつな助言を与えただけだ、解かい釈しやくは好きにするがいい。もっとも、今の助言は黄たそ昏がれの主あるじの意思ではなく、我が思うところを述のべただけだがな》

　この精霊が一体どのような意図を持って自分と契けい約やくを結んだのか分からなくなるのはこのようなときである。ただ自分に血を流させようとするだけなら、そんな教育者のようなことを口にする必要は一いつ切さいないはずなのだ。

「そうか。ならば一つ尋たずねたい。私はこれから義いも妹うとに会いに行くつもりだ。そのとき私は義妹にどんな顔をして会えばいい？　なんと言って故郷のことを報しらせればいいのだ？」

《なるほど、今日は汝にとって厄やく日びのようだな。よかろう、では今の汝にもっとも適した道を示してやろう》

　パンドラはこれみよがしに皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべた。

《自分で考えるのだ、アレス。結果がどんなものであれ、その経けい験けんは汝の糧かてとなる。それが人というものであろう》

　荘そう重ちような嘆息がアレスの口からもれた。

「さっきは人に相談しろと言っておきながら、次におまえが寄よ越こす助言はそれか」

《我は我なりに最適と思う助言を与えている。結果的にそれが汝の気に食わなかったとしても、それは我の関知するところではない》

　ああ言えばこう言う。わずかながら腹はらが立つのを抑おさえられなかった。

「消えてしまえ」

《契約者のお望みとあらば》

　パンドラの頭は音もなく地の底へ沈しずんでいった。

　思わずその地面を蹴けりつけたい衝しよう動どうに駆かられたが、人の目があった手前、どうにか我が慢まんした。
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　アレスが足を向けたのは王都にある緑神アトラスの大だい神しん殿でんだった。大陸でもっとも緑みどり豊ゆたかで農業が盛さかんなベールセール王国では、五ご彩さい神しんの中でも緑神アトラスの信しん奉ぽう者しやがもっとも多い。それゆえにこの王都にある神殿は総そう本ほん山ざんともいうべき規き模ぼを誇ほこっており、毎日のように大陸全土から巡じゆん礼れいの信者や修しゆう道どう士し、あるいは白しろ魔ま術じゆつによる治ち癒りようを受けようと多くの人々が集まってくる。

　そんな訪ほう問もん者しやの中に貴き族ぞくのいでたちをしたアレスの姿すがたがあることに気付くと、神殿に勤つとめる信者たちも何事かと面めん食くらった様子だったが、アレスが一人の修道女の義兄であることを聞かされると、すぐに神殿の一室へ案内した。

　その部屋は面会かあるいは談話に使われているらしく、二組の長なが椅い子すとテーブルが置かれていた。

　そして、その部屋に修道衣に身を包んだ少女が案内されてくるまで、そう時間はかからなかった。




「……義に兄いさん？」

　その少女は、十五歳さいになる。年ねん齢れい上じようでは成人に達しており、クラウディア王女などと比くらべれば幾いく分ぶん大人っぽい雰ふん囲い気きもあるが、見た目はまだまだ子こ供どもと表ひよう現げんすべき少女だった。

　綺き麗れいに整った目鼻立ちは精せい緻ちな彫ちよう刻こくを思わせ、飴あめ色いろの長い髪かみは絹きぬのような光こう沢たくを放ちながら波打ち、部屋に差し込む日の光を反はん射しやして黄こ金がね色いろに輝かがやいているようにさえ見える。今は修道女が着る黒を基き調ちようとした服を着ていることもあってか、荘そう厳ごんかつ清せい楚そな雰囲気を漂ただよわせていた。

　かつて、彼女はファノヴァール家に仕えていた騎き士しの一ひと人り娘むすめだった。だが七年ほど前にその騎士が戦死し、彼女は養子としてファノヴァール家に引き取られ、アレスの義妹となったのである。

　それは珍めずらしいことではない。グリア大陸に住むあらゆる人々にとって、先せん祖ぞを敬うやまい、その血を絶たやさぬことが最大の孝こう行こうであり、また喜びであるとされている。ゆえに、主に忠誠を尽くして亡くなった騎士の子を養子として保護することは、その騎士に対する最高の恩賞として度々行われている。

　余よ談だんとなるが、当のファノヴァール家についていえば、血を絶やさぬという孝行の手段にはいささか無頓着なきらいがある。初代のファノヴァール家当主は結けつ婚こんせず、跡あと継つぎは養子だったためだ。

　とにかくそんな経けい緯いによって義妹となったその少女は、普段ならば明るく活発な性せい格かくをしていたはずだった。だが今、その少女は義兄の顔を見た瞬しゆん間かん、悲しみに顔を歪ゆがませ今にも泣き出しそうに唇くちびるをかみ締しめていた。

　アレスは静かに義妹の名を呼よんだ。

「……エレナ。元気そうでなによりだ」

「義兄さん！」

　堪こらえきれず、エレナは義兄の胸むねに飛び込んだ。

「聞いたわ。レストニアが……あたしたちの街が燃もえちゃったって……！　本当なの、義兄さん？」

「……ああ」

　そう口にするしかなかった。

　エレナの嗚お咽えつが激はげしくなった。その双そう眸ぼうからぽろぽろと宝ほう石せきのような涙なみだがこぼれる。

　クラウディア王女に続く、その日二度めの少女の涙である。これ以上見るのは忍しのびなく、アレスは目を閉とじて顔を逸そらした。

「うっ……。うう……！」

　堪えようとはしているのだろう。だが十五歳の少女にとって、その悲しみはあまりにも苛酷なものだった。

　押おし殺したような嗚咽が、いつまでも部屋に響ひびき続けた。
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　　　　◆




　エレナは幼おさないころから活発で物もの怖おじしない性格だった。騎士だった実父の影えい響きようを受けすぎたのではないかと、実母が頭を悩なやませていたことを後にアレスは知る。

　そんなエレナだっただけに、三年ほど前に神官になると言い出したときには皆みな一様に腰こしを抜ぬかしたものだった。神官という言葉の持つ印象と、エレナの性格はあまりにも不ふ釣つり合あいだったのだ。もちろんこの反はん応のうはエレナを憤ふん慨がいさせ、逆ぎやくにその決意を固めさせることとなるのだが。

　恐おそらくは、周囲に武ぶ人じんばかりいたことが原げん因いんなのだろう──とはアレスの父ジェラルドの言葉だった。エレナの実父は戦死し、そして義父となったジェラルドもまた戦場で負った怪け我がが原因で長い療りよう養よう生活を余よ儀ぎなくされ、その末に亡なくなったのである。そしてそのころは義兄たるアレスもまた、いつ死んでもおかしくはない武人の道を真まっ直すぐに歩んでいた。

　五彩神への信しん仰こうの厚あつき者が使うことのできる白魔術は、神の加か護ごを得ることで、人の生来持っている様々な力を強める奇き跡せきを起こすことができる。白魔術の別べつ称しようを〈神の慈じ悲ひ〉と呼ぶ所ゆ以えんである。生命力を高めることで、病気や怪我を治癒することも可か能のうだ。エレナが白魔術の使い手たる神官の道を目指したのはそのためだと思われた。

　エレナの意い志しは強く、また才能もあった。十二歳のときに修道女として家を出、レストニアにある修道院で修しゆ行ぎようを積み、決して小さくない才能があることが分かると、一年後には王都にあるこの大神殿でより高度な修行を受けることが許ゆるされたのである。

　それもエレナの意志の強さゆえだろう。白魔術や黒魔術の行使には、人間の意い志しの力が重要だといわれている。白魔術ならば強い意志で神に語りかけて助力を乞こい、黒魔術ならば強い意志で精せい霊れいを使し役えきする必要があるためだ。

　故こ郷きようが失われたことを知らされ、子供のように泣きじゃくっていたエレナが、健けな気げにも自分から泣き止やんでみせたのも、その強い意志があってこそなのだろうとアレスは思った。

　やがて血の繋つながりのない兄妹は、隣となり合って椅い子すに座すわった。

　そして義妹が落ち着いたところを見計らい、アレスはある決心──近衛騎士に戻もどるという意思を伝えようとする。

「なあ、エレ──」

「義兄さ──」

　奇妙なことに、二人の声が重なった。

「あ、なに？　義兄さん」

「いや、いい。おまえから先に言ってくれ」

「そう？　じゃあ言うけど……決めたわ。あたし、従じゆう軍ぐん神しん官かんになる」

「な、なんだって!?」

　まったく思いもよらぬ義妹の言葉だった。

　従軍神官。軍人の従者として戦場へ付き従したがう助祭以上の階位を持つ神官のことである。

　彼らが行使する白しろ魔ま術じゆつは戦争において多大な効こう果かを発はつ揮きする。たった一人でも白魔術の使い手がいれば、それだけで何人もの怪我人の命を救い、戦線に復ふつ帰きさせることができるからだ。後ろに白しろ魔ま術じゆつ師しが控ひかえていることを知れば、それだけで兵士たちの士気も上がる。

　だが古来、宗しゆう教きようの指し導どう者しやたちは神々の力を争いのために使うことをよしとはしなかった。その結果、神官が軍隊に協力することを禁きんじる布ふ告こくが出されたのは当然の帰結だった。

　しかし戦争に白魔術の使い手は必ひつ須すであり、権けん力りよく者しやたちはいつの時代も神官に協力を求めた。ときには武力による脅きよう迫はくという手しゆ段だんまで用いられ、血が流されたこともあったという。

　やむなく五つの宗教は新たな規き則そくを定めた。助祭以上の位にある者が自らの意思で、国家ではなく個こ人じんに従い従軍するのであればこれを許きよ可かすると。

　それはあくまで宗教が一つの勢せい力りよくのみに加か担たんすることはないという意思表明でもあった。神官に争いへの介かい入にゆうを求めるのであれば、軍人が自らの大たい儀ぎを語り、神官の同意を得ることが必要とされたのだ。

　その結果、あくまで一個人に仕えるという形で、神官が従軍するようになった。ただし、数は決して多くない。もともと戦場へ赴おもむきたがる神官など少ないし、それを踏ふまえて神官が仕えるに値あたいすると思わせるだけの軍人などそうはいなかったからだ。

　とはいえ、従軍神官が一人もいなければ兵士たちの士気にかかわる。そこで結局、宗教組そ織しきに多大な喜き捨しやをすることを代だい償しようとして、一時的に軍の指導者に従軍神官が仕えるという仕組みができあがったのである。これは制せい度どの形けい骸がい化かと言ってもよかったが、逆ぎやくに一人の軍人が従軍神官を一人でも連れているということは、それ自体が高こう潔けつな軍人であることの証あかしになるという新たな風潮が生まれることにもなった。

　エレナはその従軍神官になると言っているのだ。だが、それは危き険けんな戦場へ赴くということも同義である。アレスが躍やつ起きになって止めようとしたのは当然のことだった。

「だ、駄目だ駄目だ！　そんな危険なこと許ゆるせるはずがないだろう！」

「どうして!?　あたしは、故こ郷きようを……二人の父さんと母さんの眠ねむる場所を汚けがされて黙だまってなんかいられないわ。あたしに戦うことはできないけど、従軍神官になってその手伝いをすることはできるもの！」

「そんなことは関係ない！　おまえは戦場がどれだけ危険な場所か分かっていないからそんなことが言えるんだ。神官を殺さつ傷しようすることは禁きんじられてるが、戦場では何が起こっても不思議じゃない、流れ矢の一本で死ぬことだってあるんだぞ！」

「それぐらいのこと覚かく悟ごの上よ！　あたしだってファノヴァール家の人間なのよ、危険だからって理由で尻しり込ごみしてたらご先せん祖ぞさまに申し訳わけないじゃない！」

　エレナの決意は固かった。

　元よりあまり説得など苦手なアレスである。たちまち言葉に詰つまり、沈ちん黙もくする。それでもたった一人の家族を戦場に行かせることなどできず、アレスは必死に言葉を搾しぼり出した。

「……エレナ。頼たのむから考え直してくれ。おまえは私に残された最後の家族なんだぞ？　もしおまえにまで死なれたら、一体私はどうすればいいのだ？」

「…………」

　エレナの表ひよう情じようが曇くもった。思いもよらぬ痛いたいところを突つかれたのか、困惑したように、顔を伏ふせる。

「卑ひ怯きようよ、義兄さん。そんなこと言われたら……困こまるじゃない」

　アレスは安あん堵どした。

　確たしかにいささか卑怯な論ろん法ぽうを使ったような気もするが、とにかく考えを変えてくれたのであればそれに越こしたことはない。ただ、経緯はどうあれ、エレナの決意を邪じや魔ましてしまったことについては、多少申し訳ない気もする。

　二人の間に気まずい沈黙が訪おとずれたのはそのためだった。

　そんな空気を嫌きらったのか、やがてエレナは思い出したように口を開いた。

「そういえば……さっき義兄さんも何か言おうとしてたわね。あれはなんだったの？」

「ああ、あれか。実はな、エレナ。私は伯はく爵しやくを────あ」

　と、そこまで言いかけたところで気付く。

　しまった──と心底悔くいる。これから自分が告げようとしていることは、まさに今さっきエレナが言ったのと同じだということに。

　もしこの状じよう況きようで自分も近この衛え騎き士しに戻もどろうと思う──などと言い出せば、エレナは必ず制止するだろう。それもさっき自分が使ったのと同じ論法で。エレナにとっては自分が最後の家族なのだ、その点を突かれれば反論など浮うかばない。

　不意に、パンドラの笑い声が響ひびいた。

《なるほど。血は繋つながってなくともさすがは兄妹きようだいというべきか》

「黙ってろ」

「え？　何か言った？」

「い、いや、なんでもない。なんでもないんだ」

　結果的に、アレスは決けつ断だんを下さざるを得なかった。

　義妹の心情は理り解かいできないわけではない。アレスとしても、故郷を滅ほろぼした反はん乱らん軍ぐんに復ふく讐しゆうしたいという気持ちは同じなのだ。

　結局──悩なやんだときにいつもそうするように、アレスは硬こう貨かを取り出そうとした。選せん択たく肢しは二つ。縛しばり付けてでもエレナを置いていくか、あるいは──従じゆう軍ぐん神しん官かんとなることを認みとめるか。

　だが、懐ふところに手を入れかけたところでそれもやめる。自分ではなく、義いも妹うとの人生にかかわることである。さすがにこの決断ばかりは運任せにすることはできない。

　エレナの決心は固い。自分だけが戦場に出るなどといっても、もはや納なつ得とくしてくれそうにない。ゆえに、このときアレスが下した決断は、どうせ危険な戦場へ行くのならば、せめてできるだけ自分の傍そばに置いておこうというものだった。

「……分かった、エレナ。さっき言ったことは取り消そう。おまえがそこまでいうならもう止めはしない。ただし、こうしよう。私は伯はく爵しやくの地位を捨すてて近衛騎士に戻るつもりだ。だからおまえは私の従軍神官になってくれ」

「えっ──」

　エレナは最初、驚おどろいたように目を見開いてアレスを見つめていた。

　だがすぐに申し訳なさそうに顔を逸そらす。

「ごめん、義に兄いさん。卑怯よね、こんなの……」

「……なんのことだ？」

「実を言うとね、あたし、義兄さんならきっとそう言ってくれるって思ってたの。だから従軍神官になるなんて言えたのよ」

「そうか。いや、たとえそうだとしてもおまえが気にする必要はない。私も殺された領りよう民みんたちの仇かたきを討うちたいと考えてはいたんだ。だからおまえが従軍神官になりたいなどと言わずとも、近衛騎士として剣けんを振ふるうつもりだった。もっとも……クラウディア王女に止められてちょっと迷まよっていたんだが」

「え、クラウディアさまに!?」

　一国の王女の名が出たことに、エレナは驚きを隠かくせない様子だった。だがすぐ納得したように手を叩たたく。

「あ、そっか。義兄さんって二回ぐらい王女さまをお救いしたことあるんだっけ」

「まあ……な」

　それだけではなく常つね日ひ頃ごろから手足のごとくこき使われている──とはさすにが言えなかった。

「それにしても王女さまに止められるなんて。一体なんて仰おつしやられたの？」

「ああ、こう仰られたんだ。誰だれかが戦わなければならないことは分かっている。だが、復讐のために剣を振ることはやめろとな」

「……そっか」

　エレナはその言葉をゆっくりとかみ締めるように考え込んだ。

「うん。うん、うん、あたしも王女さまの言ってることは分かるわ。復讐は復讐しか生まないって、どこの聖せい職しよく者しやも言ってそうだし。でも──」

　エレナはその先の言葉を紡つむぐのに躊ちゆう躇ちよしているようだった。

　だが元より何事にも口出しせずにはいられない性せい格かくである。慎しん重ちように言葉を選ぶようにして続ける。

「本音を言うわ、義兄さん。あたしは復讐がそんなに悪いことだとは思わないわ。街のみんなを殺したヤツなんて絶ぜつ対たいに許ゆるせない、八つ裂ざきにしてもまだ足りないわ。それを義兄さんがやってくれるなら、喜んで手伝うわよ。それに知ってる？　うちの緑アト神ラスさまはともかく、赤神オディウスさまなんて正当な復讐は認めてるのよ」

　アレスは義妹の口からそんな言葉が出てきたことに驚きを隠せなかった。完全にクラウディアとは逆ぎやくのことを言っている。

「復讐が、悪いことだとは思わないのか？」

「そんな難むずかしいことあたしに聞かないでよ。そりゃね、昨日までだったらあたしも復讐なんて駄だ目めよって義兄さんを止めてたかもしれないわ。でも、今はとてもじゃないけどそんな風には考えられないわ。街のみんなは殺されても仕方のないようなことをしたの？　してないでしょ？　なのに殺された。これは誰かの罪つみよ。悪いことをしたら罰ばつを受けなきゃならないなんて、子こ供どもでも知ってるわ。街を焼き払はらった連中には誰が罰を与あたえるの？　自じ警けい団だんが捕つかまえてくれるわけじゃないんでしょ？　だったらそれこそ復讐っていう動機がある人がやるべきよ。それは必要な復讐なのよ。だから赤神オディウスさまも五ご彩さい神しんの誰も、復讐それ自体を禁きん止ししてないんじゃないかって思うの」

「……そうか。必要な復讐、か」

　目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　復讐が復讐を呼よぶというのも分かる。だが一方で、復讐それ自体を否ひ定ていする必要はないのだ。罪を犯おかした者は罰せられなければならない。そのためには必要な復讐もある。

　どこか詭き弁べんじみた気がしないでもない。だが、クラウディア王女へ訴うつたえてみるべきではないかという気がした。

「分かった、エレナ。私も私にできることをしよう」

「うん。あたしにも手伝わせて」

　エレナは勢いきおいよく椅い子すから立ち上がった。

「……そうだ。大切なことを忘わすれてたわ。義兄さんにって預あずかってる物があるの、ちょっと待ってて、取ってくるから」

「私に？　おい、エレナ？」

　アレスが止める間もなく、部屋を出て行く。




　やがてエレナが戻もどってきたとき、その腕うでには布ぬのに包まれた長い何かが抱かかえられていた。

「これ……。義と父うさんから預あずかってたの。義兄さん、受け取って」

「父上から……!?」

　言われるまま、アレスは驚きと共にそれを受け取った。何が包まれているのかと布を取り外す。

　布の中から現あらわれたのは、鞘さやに収おさめられた一振りの長剣だった。

「こ、これは……剣じゃないか!?　なんでこんなものを……？」

「えっとね、ファノヴァール家の当主に代々伝えられてきた剣なんだって。義父さんが亡なくなる前にね、あたしを呼んでこう言ったの。もし義兄さんが一人前になったら、これを渡わたしてやれって。自分にはもう見み届とどけることができそうもないから、あたしにその役目をやれって」

「そ、そんなことがあったのか……」

　わずかながら衝しよう撃げきを受ける。それはつまり、父は自分を一人前と認みとめてくれていなかったということではないか。

　しかしまあ無理もないか、と考え直す。あのころの自分は、クラウディア王女にこき使われて国中を走り回っていた。少なくとも騎き士しとして恥はじるようなことはしなかったつもりだが、父から見れば何をやっているのか分からず不安だったに違いない。

　アレスは自分の親おや不ふ孝こうぶりをわずかに後こう悔かいしつつ、ゆっくりと剣を抜ぬいた。

　金きん属ぞくがこすれる乾かわいた音と共に、その刀身が姿を現す。

「これは──」

　思わず言葉を失った。美しいとさえ思った。

　巧たくみな彫ちよう刻こくが施ほどこされているというわけではない。むしろ剣けんそれ自体は無ぶ骨こつな出来と表ひよう現げんすべきだろう。それどころか代々使い込こまれてきたという剣だけあって、柄つかは傷きずだらけでわずかながら錆さびている箇か所しよまであった。

　だが、刃やいばの部分だけは違ちがった。

　代々に亘わたって丁てい寧ねいに手入れがされてきたのだろう。その刃にはわずかな歪ゆがみも、一いつ片ぺんの曇くもりさえもない。指を滑すべらせただけで簡かん単たんに切り裂かれそうな印象さえ受ける。

「綺き麗れいな剣ね」

「ああ、本当にな。しかしエレナ、いいのか。私は一人前の自覚など未いまだにない。まして、レストニアの地を失ったばかりだ」

「ううん、関係ないわそんなの。その剣はあたしが義に兄いさんに渡せって託たくされたのよ。あたしはそれを義兄さんに渡したいって思ったから渡したの。大だい丈じよう夫ぶ、義父さんがこの場にいたって同じことをしてたわよ」

「……そうか。分かった」

　確たしかに、これからの自分にはこの剣が必要となりそうだった。普ふ段だん持ち歩いている剣を取り外し、新たな剣を腰こしに差す。

「さ、いつまでも湿しめっぽい話をしてても仕方ないわ。今日はもう遅おそいし、義兄さんもここに泊とまって行ってよ。宿しゆく泊はくできる部屋ならいくらでもあるし」

　アレスは素直にその提案を受けることにした。今、義いも妹うとを一人にすることには気が引けたためだ。

　ガルムスを宿に置いてきたままだというのは気にかかったが、一ひと晩ばんぐらい放っておいてもどうということはない。

「分かった。じゃあ頼たのもうか」

「そうこなくっちゃ。夕食には期待してていいわよ、ここの食事を賄まかなってるのはあたしたちの仕事だから」

「そうか。まあここなら白魔術の使い手もたくさんいるだろうからな、多少のことでは死ぬこともないだろう」

　冗じよう談だんのつもりで言ったアレスの言葉は、多感な年ねん齢れいの少女には通用しなかった。
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　翌よく日じつ。

　アレスは再ふたたびクラウディアの私室を訪おとずれていた。

「しかし──いつも思うのだが、おまえは見事に時間の空いているときにやってくるな」

　普ふ段だんならアレスの訪ほう問もんを歓かん迎げいするクラウディアであったが、この日ばかりはなぜか呆あきれ気味だった。

「今日もこの後は父上と一いつ緒しよに隣りん国ごくの使し節せつ団だんとの会談に付き合わねばならぬところだったのだぞ。まったく、おまえにはわたしがいつ忙いそがしいということが分かるのか？」

「いえまあ、ただの偶ぐう然ぜんでしょう」

　まさか教えてくれる精せい霊れいがいるとも言えず、しれっと受け流す。

「こうも偶然が続けばいささか奇き妙みようにも思えるがな。まあいい、それよりもどうしたのだ、その顔を見るとまた何かわたしに言いたいことでもあるようだが」

「その通りです。クラウディアさまに申し上げたいことがあります」

「なんだ、言ってみよ」

「クラウディアさまは昨日仰おつしやいましたね？　復ふく讐しゆうは復讐を呼よぶだけだと。復讐のために剣を振ふるうことほど無む益えきなことはないと」

「……ああ、言ったな」

　王女の顔に、真剣さが増ましたように思えた。

「私はあれからずっと考え、そして一つだけ答えが出ました。クラウディアさま。世の中には、必要な復讐もあるのではないでしょうか」

　それだけ言ってクラウディアの反はん応のうを見る。

　クラウディアはしばしの間をおいた後、どこかぶっきらぼうな表ひよう情じようで言った。

「……続けろ」

「は。クラウディアさま、人が害されたというのであれば、その罪ざい人にんは法によって裁さばかれなければなりません。しかし、我わがレストニアを襲おそった無法者たちには、もはや司法による裁きは望めません。誰かが剣を振るい、法ではなく武ぶ力りよくによって裁かなければならないはずです」

「……昨日言ったはずだ、それがおまえである必要はないと」

「ですが、私であっても不都合はないはずです。ましてこのような命がけの裁きを他人に押おし付けるのはそれこそ不ふ条じよう理りではありませんか。復讐という動機を持った人間こそが、その任にんを負うべきです」

　クラウディアは再び押し黙だまった。まるで本心を探さぐろうとするかのように、ずっとアレスを見つめる。アレスもまた、自分の意見は間違ってはいないと言わんばかりにずっとクラウディアを見つめ返した。

「……そこまで決心は固いか」

　やがて根負けしたようにクラウディアは息を吐はいた。

「アレス、一つだけ言っておきたいことがある」

「は。なんでしょう？」

「おまえの話は至し極ごくもっともに聞こえる。世の中には必要な復讐もある──確かにそうかもしれぬ。だがな、わたしにはおまえがそんな理り屈くつをこねることで自分の復讐を正当化しているようにも見えるのだ」

「そんなことは──」

　アレスは即そく座ざに否ひ定ていしようとして失敗した。元より自分でも詭き弁べんではないかという思いはあったのだ。

「……いえ。確かにそうなのかもしれません」

「そうだろう。戦争へ出た人間が性しよう根ねから変わってしまったという話はよく耳にする。アレス、わたしは不安なのだ。おまえも復讐という名の下もとに、ただ人を殺すだけの騎き士しになってしまうのではないか……とな」

「…………」

　また否定はできなかった。戦闘は幾いく度ども経けい験けんしたが、戦争は体験したことがない。そこへ赴おもむけば、これまでのように人の血を流さないでは済すまされないだろう。復讐という動機の下で剣けんを振るい他人の血を流したそのとき、自分がどうなるかなど分からない。

「だが──」と、クラウディアは続けた。「その一方で、おまえの決心が固いということも分かった。ならばわたしもただおまえを突き放すだけではいられまい、少しは信用せねばな。アレス、顔を上げよ」

「は……？」

　自分より四つほど年下の少女の可か憐れんだが凜り々りしい顔を見上げる。

「おまえはまだ忘わすれてはいないだろうな？　五年前、わたしと交かわした約束を」

「……もちろんです。忘れようはずがありません」

「では今一度思い出せ。今はそれが必要だ」

　クラウディアの言葉に、アレスは五年前のことに思いを馳はせた。




　それは五年前、暗殺者たちからクラウディア王女を守り抜ぬいたときのことだった。
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　あのとき、アレスはクラウディアを守るために、パンドラという謎なぞの精霊と契けい約やくを交わし、八人の暗殺者たち全員を斬きり殺した。だがそれが原げん因いんで、アレスは三日ほどの間、起き上がることさえできなくなったのだ。

　雨の中に散らばる人の体。

　地を染そめ上げる真しん紅くの液えき体たい。

　鼻を突くむせかえるような血肉の臭におい。

　痛いたみにうめく人の声。

　初めて目にする切り裂さかれた人の肉は、驚おどろくほど赤い色をしていた。

　人の体から流れ出た臓ぞう物もつは、吐はき気がするほど不気味な様相を呈ていしていた。

　そしてなによりも、その地じ獄ごくのような光景を作り出したのは自分だという事実。

　それは十二歳さいの少年が体験するにはあまりにも早すぎたのだ。結果、アレスは三日間寝ね込こみ、化け物じみた自らの力に恐きよう怖ふすることになる。しかも助言を与あたえると言った精せい霊れいも、このときは何一つとして的てき確かくな助言を与えてくれず、アレスはただ一人ベッドの中で悩なやみ続けた。

　そして、その翌よく日じつ。アレスはクラウディア王女の元を訪おとずれ、告げたのだ。これ以上護ご衛えいは続けられない、自分はもう剣を捨すてるつもりです──と。

　当時弱じやつ冠かん八歳の王女は、決して気を荒あららげるようなことはしなかった。ただ静かに少年に語りかけた。

「……アレスよ。先日襲ってきた暗殺者たちが一体何人いたか覚えておるか？　八人だぞ。おまえはそれを一人で撃げき退たいしたのだ。未いまだ騎き士し叙じよ勲くんも受けておらぬ十二歳の子こ供どもがだ。おまえをわたしの護衛に付けることに反対していた者たちも、これにはぐうの音も出なかったのだぞ？　おまえにはそれほどの秀ひいでた剣の才がある。それを捨てるというのか？」

　アレスは憔しよう悴すいしきった顔で、主君であった王女を見つめ返した。

「クラウディアさま。それは本当に褒ほめられるようなことなのでしょうか」

「違ちがうのか？　人より秀でた才を持つ者は称しよう賛さんに値あたいすると思うが」

「それが人殺しの才であっても……ですか？」

「それは剣の使い方次し第だいだろう。人を殺あやめる剣もあれば、人を守るための剣もある。現げんにおまえはわたしを護まもってくれたではないか。そうであろ？」

「それは分かります、でもそんなのただの建前です！　みんな僕ぼくの剣の腕うでを褒めてくれます。でもそれって結局、僕の人殺しのうまさをほめてるだけじゃないですか。僕はそれが嫌いやで嫌でたまらないんです。僕は……自分がやったことが恐おそろしくて仕方がありません。自分のこの腕が怖こわいんです！　人を斬ったときのことも、未いまだに……忘れられません。肉を切り裂いて人の命を奪うばった感覚を。真っ赤な血を流して、悲鳴を上げながら崩くずれ落ちる人の姿すがたも！　あんなことを繰くり返すなんてもう嫌なんです！　剣の才さい能のう!?　そんな力、僕はもう要いりません！」

　クラウディアの前でアレスが声を荒らげたのは、それが初めてのことだった。

　少年の強い反はん応のうに、クラウディアは一いつ瞬しゆんひるんだ。だが同時にこのとき、クラウディアはアレスの抱いだく悩なやみの一いつ端たんを見み抜ぬくことができたのである。

　少女は穏おだやかな口調で切り出した。

「アレス、聞いてくれ。わたしはよく思うのだ。なぜわたしは王女などという地位に生まれてきたのかとな。それがわたしである必要はないはずだ、なのになぜわたしが選ばれたのだろうと。分かるか、その理由が？」

「……いえ、分かりません」

　今度はアレスが面めん食くらう方だった。この少女は一体何を言い出すのだろうと。

「わたしにも分からなかった。悩み、そして気付いたのだ。これは神が与えたただの運だとな。神が落とした王女という地位を、たまたまわたしが拾っただけなのだと」

　このときクラウディアは天を見上げた。

　アレスも釣つられるようにしてその視し線せんの先を見る。そしてクラウディアは天てん井じようを見ているわけではなく、そのさらに上、いと高き五柱の神のおわすところと言われる天を見ていることに気付く。

「アレス。道で拾った物は持ち主に返すべきだろう？　そしてわたしの地位は神の落とし物だ。ならばこの地位も神に返すべきなのだろう。しかしいずれの五ご彩さい神しんも人の地位など受け取ってはくれまい。だからわたしは決意したのだ。天が受け取らぬのであれば天の下に返そうと。王国の民たみのために、わたしのできることをしようと」

「…………」

　クラウディア王女は心に染しみ入るような声で続けた。

「剣けんを捨てるのはおまえの自由だ。だがおまえは単たん純じゆんゆえに誰だれもが見落としている真実を忘わすれている。それはこの世に無む駄だに殺されていい命などないということだ。すべての人には家族や恋こい人びとが、待っている人々がいる。人の血を流すということはそういった何人もの人々を悲しみのどん底へと叩たたき落とすことに他ならぬ。だから──アレス。おまえがそうやって悩むことは決して悪いことではない。笑いながら人を殺す輩やからなどよりよほどマシだ」

　ここでクラウディアは、キッと強い視線でアレスを見み据すえた。

「おまえは自分の力が恐ろしいと、血を見るのはもう嫌だといったな？　それはよく分かる。だが今、人々は我われらの目に見えぬところで苦しんでいる。残ざん虐ぎやくな領りよう主しゆは臣民を迫はく害がいし、ならず者たちは賊ぞくとなって人々の財ざい産さんを奪い、親を失った子は奴ど隷れいとして売り飛ばされ、今もどこかで嘆なげき、そしておまえの嫌きらう赤い血を流している。アレス、わたしは思うのだ。そういった人々を助けるために、わたしは王女という地位を与えられたのではないかと」

　体は小なりといえどその器うつわはすでに王族。

　凜り々りしい少女の視線に射いすくめられたアレスは、思わず動けなくなるほどだった。

「アレス、おまえはどうなのだ？　おまえには剣の才がある。たった一人で何人もの敵てきを相手に打ち勝つことのできる天てん賦ぷの才だ。いずれは一いつ騎き当千の騎士ともなるだろう。だからこそ聞きこう。なぜ天はおまえにそれほどの才を与えた？　そしておまえは血を見るのは嫌だと言った。それゆえ剣を捨てて別の世界へ逃げ込こもうとしている。だが、今もどこかで誰かがおまえの嫌いな血を流し、苦しんでいるのだ。彼らにはおまえと違ちがい、自らを護る武器も剣の才もないのだぞ」

　その言葉はアレスの心に染み渡わたった。

　自分には剣の才がある。たとえそれが、素す性じようの分からぬ精せい霊れいから与えられた得体の知れぬ力であるとしても。そして、その力があったからこそこの目の前の少女を救うことができたのだ。

　これはただ人を殺すだけの力ではない。人の血が流れることを防ふせぐことのできる才なのだ。そんな運を拾ったにもかかわらず、自分だけが逃とう避ひするのはなんとも卑ひ怯きようなことのように思えた。

「わたしは王女などと呼よばれているが未いまだ十にも満たぬ小こ娘むすめだ、できることなどたかがしれている。だがアレス。おまえなら──おまえなら彼らを助けることが、流れる血を減へらすことができるのだ。何度でも言おう、おまえには誰にも負けぬほどの剣けん術じゆつの天賦の才がある。天賦の才とは文字通り天の、神の落とし物だ。ならばなぜ天はおまえにその才を拾わせたのだ？　それはただの運なのだ。だが拾った才は天に返すべきなのだ」

　クラウディアは将しよう来らいの英えい雄ゆうに小さな手を差し伸のべた。

「アレス、血を見るのが嫌ならば、他ひ人との血が流れることをも止めてみせよ。おまえにならそれができるはずだ」
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　それは五年も前のことであったが、今でもはっきりとその一言一句までを思い出すことができる。

　この後、アレスはクラウディア王女の理想を実現すべく、彼女の騎き士しになることを誓ちかった。そしてそれ以後、王女にこき使われる形ではあったが、人の血を流さずに人の血が流れることを止めるべく剣を振ふるってきたのだ。

　右手で剣を持たなくなったのはそのためである。パンドラより授さずかった力はいささか強力過すぎた。利きき腕うでである右手で剣を振るえば、容易に人の首が飛んでしまうのだ。

　アレスはあらためてクラウディアの前で臣下の礼を取ると、かみ締しめるように言った。

「覚えております。クラウディアさまの一いち言ごん一いつ句くにいたるまで……」

「そうか。ならばよい」

　クラウディアは、後ろに控ひかえていた忠ちゆう実じつな侍じ女じよを振り返った。

「シオーネ。例のものを取ってきてくれないか」

「はい、クラウディアさま」

　やがてシオーネが持ってきたものを見て、アレスは驚おどろいた。

　それは鞘さやに収おさめられた一振りの長剣だったのだ。

　クラウディアはその剣を受け取ると、重さに手を震わせつつアレスに差し出す。

「う、受け取れ、アレス」

　クラウディアの細腕では、すぐにも取り落としそうだった。アレスは手を伸のばすと慌あわてて受け取る。

「……これは？」

「ドワーフの剣けん匠しように特注したおまえのための剣だ。抜ぬいてみろ」

「私のための……？」

　アレスは驚きつつも鞘から剣を抜いた。

　乾かわいた金きん属ぞく音おんと共に、見事な白しろ銀がねの刃やいばが露あらわになる。ドワーフが作ったにしては珍めずらしく、飾かざり気のないなんとも無ぶ骨こつな剣だった。特に奇き妙みようだったのは、その刃は先さきがあまり尖とがっていないということだろう。

「切れ味はいささか悪いがその分丈じよう夫ぶにできている」クラウディアは得意げだった。「多少乱らん暴ぼうに扱あつかったぐらいでは刃こぼれ一つしないはずだ。アレス、おまえはこの五年間、人に刃を向けることなく、人の血が流れるのを阻そ止しするために剣を振るってきた。その助けになればと思い、作らせておいた剣だ」

「それは……ありがとうございます」

「礼などいらぬ。それよりもアレス、おまえが望むならばもう止めはすまい。近衛騎士となり、やがて来るであろう反乱軍との戦いのため剣を振るうがいい。ただし、その剣を私だと思って持っていけ。そして、たとえ人の血を流すことになったとしても、決してその剣のことを──おまえがこの五年間振り続けてきた慈じ悲ひの剣のことを忘わすれるな」

「承知しました」

　深く頭を下げ、捧ささげるように剣を持つ。

　このときほど目の前の小さな王女の心こころ遣づかいを嬉うれしく思ったことはなかった。

　だがすぐに、非ひ常じように複ふく雑ざつな問題が生じたことに気付く。

　自分は義いも妹うとからファノヴァール家に伝わる剣を受け取ったばかりではないか。これは一体、どちらの剣を優ゆう先せんして振るうべきなのか──と。




　この三日後。

　王おう城じようアーセンでは、国王とその家族、国家の重じゆう鎮ちんたちが見守る中で、一つの儀ぎ式しきが執とり行われることになる。

　四代に亘わたって王家に忠ちゆう義ぎを尽つくしてきたファノヴァール家。その四代目の当主ファノヴァール伯はくアレスが伯はく爵しやくの地位を返上し、近衛騎士の証あかしたる紅あかい甲かつ冑ちゆうを賜たまわり騎士の誓いを口にしたのだ。

　ファノヴァールの騎士の再さい来らいである。また、このとき国王はアレスに貴き族ぞくの証たる紅いマントを返上させようとはせず、そのままの着用を許ゆるした。これはアレスが近衛騎士として剣を振るうことを許す一方で、本人の希望さえあればいつでも伯爵の地位に戻もどることができるということを示しめすための国王の配はい慮りよだった。

　かくして、ここに王国史にも前例のない紅くれないの騎士が誕たん生じようした。

　民みん衆しゆうにとって貴族とは、自分たちの上前をはねて好き勝手に贅ぜい沢たくをしているという負の印象しかない。その地位を自ら返上したアレスに人々は喝かつ采さいを送り、新たなる英えい雄ゆう譚たんの誕生を待ち望むこととなった。









　　閑かん章しよう　ボルネリア侯爵









「ふう……」

　アレス・ファノヴァールという一人の近衛騎士が再来したその翌よく日じつ。

　王城アーセンでは、一人の男が見るからに重苦しいため息を吐ついていた。

　名をボルネリア侯こうランドルフという。齢よわいは四十五を数え、髪かみの毛は頭の半ばまで失われており、一歩踏ふみ出す度たびに脂あぶらの詰つまった腹はらが上下に揺ゆれる。着ている衣服こそ侯こう爵しやくの位に恥はずかしくない豪ごう奢しやなものだったが、彼とすれ違ちがった衛えい兵へいや女官たちは例外なくその中身とまったく釣つり合いがとれていない外見に含ふくみ笑いを堪こらえなければならなかった。

　もっとも当の本人は、そんな外聞などまったく気にしてはいなかった。ひとたび自分の領りよう地ちへと戻れば家臣からも領民からも恐おそれられ、苦言を呈ていそうとする者は誰だれ一人おらず、暴ぼう君くんとして君くん臨りんしてきたボルネリア侯である。下げ賤せんな身分の人間が忍しのび笑いをしようと、それがまさか自分のことを笑っているなどとはまったく考えもしなかった。

　なによりも今の彼にはある深しん刻こくな悩なやみがあった。これから会合を持つ相手のことだ。その相手の前でだけは、普ふ段だんのような振ふる舞まいをするわけにはいかず、それどころかひたすら平身低頭を装よそおわなければならないだろう。

　その上、ボルネリア侯はその会合で、貴族という崇すう高こうな人間には甚はなはだ不釣合いな行こう為い──弁べん明めいなるものをしなければならないのだ。

　やがて城しろの一室へと辿たどり着く。部屋の前で警けい備びしていた近衛騎士が、やはり笑いそうになるのを堪えながら侯爵の名を告げ、豪奢な扉とびらを開けた。

　そこは執しつ務む室しつだった。大きな机つくえが置かれ、見事な白いあご鬚ひげをたくわえた男が一人静かに政せい務むを行っている。

　訪ほう問もん者しやの姿すがたを認みとめると、その男はペンを動かす手を止め、静かだがよく響ひびく声で言った。

「来たか、ボルネリア侯」

「はは。陛へい下かにおきましては、本日もご機き嫌げんうるわしゅう──」

「ここは謁えつ見けんの間ではない、形だけの社交辞令など無用だ」

　ボルネリア侯がこの世でただ一人ひれ伏ふさねばならぬ相手──ベールセール王国国王ベルセルム四世は、苛いら立だたしげにボルネリア侯の言葉を遮さえぎり、その顔を睨にらみつけた。

「さて、単刀直入に聞くとしよう。一体いつになったら貴領の反はん乱らんは鎮ちん圧あつされるのだ？」

「申し訳わけございません、どうか今しばらくのご猶ゆう予よを。家臣どもに鎮圧を命じてはおるのですが、反乱の首しゆ謀ぼう者しやがなかなかに小こ賢ざかしい輩やかららしく……」

　鋭するどい視し線せんにたじろぎながらも、あらかじめ用意していた台せり詞ふをすらすらと口にする。

　しかしその弁べん明めいに気に入るところはなかったのか、ベルセルム四世は不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともしなかった。

「はて。貴公は余よの記き憶おく力りよくを試ためそうとしておるのか？　余の記憶が確たしかならば、その話を耳にしたのはこれでもう三度目のはずではなかったか」

「はは、かえすがえすまこと恐きよう縮しゆくの極きわみでございますが、もう少しお時間をいただければ必ずや鎮圧してご覧らんに入れます。なにとぞ今はご猶予を」

「……ボルネリア侯」

　国王の目に鋭さが増まし、声には厳きびしさがこもった。

「我わが王国北部の現げん状じようは知っておるはずだ。二年前より相次いだ飢き饉きんと大だい地じ震しんの影えい響きようは未いまだ消えておらぬ。民たみは飢うえ、治安は乱みだれ、盗とう賊ぞくは蜂はちのごとく蠢うごめいていると聞く。反乱が長期化すれば必ずや争いは飛び火するだろう。これはもはや貴公だけの問題ではない、北部全ぜん域いき、いや王国全土の治安がかかっておるのだぞ」

「はは、承しよう知ちしてございます」

　その返事にはいささか熱意が欠けていた。

　ベルセルム四世は心持ち口調を強くして、言い含ふくめるように続けた。

「ボルネリア侯、これだけは言っておこう。我が王国軍はいつでも動員できるよう態たい勢せいを整えつつある。貴公の力で反乱が鎮圧できぬことが分かれば、すぐにでも貴領へと派は遣けんするつもりだ」

「えっ──」

　この提てい案あんにはボルネリア侯もうろたえざるを得なかった。

　独どく力りよくで領地を治められず、王国軍を派遣されるなどということになれば、自分の無む能のうぶりを喧けん伝でんしているようなものだ。他の貴き族ぞくの笑い者となり、大おお恥はじをかくことになる。自じ尊そん心しんの高いボルネリア侯にとって、それだけは我が慢まんならなかった。

　内心でベルセルム四世をなじる。この国王の見けん解かいはどう見てもおかしい。どうしてそういう杓しやく子し定じよう規ぎな発想しかできないのかと。

　今は無能な家臣どもに任まかせているため多少手こずってはいるが、あの程てい度どの反乱など自分がその気になれば簡かん単たんに鎮圧できるのだ。そもそも農のう奴ど風ふ情ぜいが多少騒さわぎを大きくしたところで、ボルネリア領はもちろん八十年の独立を保たもってきたこの王国の根こん幹かんが揺ゆらぐはずもない。この愚ぐ鈍どんな国王にはそんなことすら分からないらしい。世間では賢けん王おうなどと謳うたわれているらしいが、年を食っていささか頭が鈍にぶってきているのではないか。

　こんな理り不ふ尽じんな理由で大恥をかかされるわけにはいかない。ボルネリア侯は家臣の執政官の言葉を思い出そうとした。王国法典に詳くわしいあの家臣は、こういった状じよう況きようのときのために何か言っていたではないか。

『貴族に領土を封ほうじるということは、そこに存そん在ざいする領民は元より木や川に至いたるまですべてを与あたえるということです。これは王国法典の最初のページに記されている権けん利りであり、国王といえど侵しん犯ぱんは許ゆるされません。領主の意向を無む視しして軍を派遣などということになれば、王国中の貴族を敵てきに回すことになります。賢けん明めいな国王陛下ならば、そのような道を選ぶことはないでしょう──』

　どうにかその主しゆ旨しを思い出すことに成功したボルネリア侯は、あくまで強気に弁明を続けることを選せん択たくした。

「ははっ、お気き遣づかいありがとうございます陛下。しかしご心配には及およびませぬ。何度も申し上げますが反乱といえど所しよ詮せんは農民が暴あばれまわっておるに過すぎませぬ。多少数が多いゆえ、いささか時間を要することにはなりましょう。ですが、陛下のお手を煩わずらわすほどのことではありませぬ。必ずや独力にて鎮圧してご覧らんに入れましょう」

「そうか？　余の元には、反乱はすでに大きな広がりをみせており、鎮圧は容よう易いではないという報ほう告こくも来ておるのだが」

　誰だれがそんな報告をしたのだと、ボルネリア侯は気を高ぶらせた。だが陛下の手前、どうにか平静を装よそおう。

「恐おそれながら申し上げます。ボルネリアの現況は、領りよう主しゆたる私こそが一番詳しかろうと存じます。その報告者とやらは、陛下の気を引きたいがためにいささか過か大だいな報告をしたのでしょう、信ずるには値あたいしませぬ。とはいえ陛下の危き惧ぐを早々に払はらいのけるためにも、近々すべての兵力をもって鎮ちん圧あつに当たる所存にございますれば、必ずや近いうちに吉きつ報ぽうをもたらすことをお約束いたします」

「ほう、すべての兵力と申したな？　つまりそれは貴公がボルネリアへと戻もどり、直々に反はん乱らん鎮圧の指し揮きを執とるのだと解かい釈しやくしていいのだな？」

　厚こう顔がんな侯こう爵しやくの顔色が初めて変わった。

　この国王は何を血ち迷まよったことを言っているのか。なぜ上流貴族たる自分が、そんな小さな反乱を鎮圧するためだけにわざわざあの田い舎なか領地へと戻らねばならぬのか。この帝てい都とへ来ている目的は、まだ一つも果たせていないというのに。

「そ、そうしたいのはやまやまなのですが陛へい下か、私にはこの帝都でやらねばならぬ政せい務むもございますれば、今すぐ所領へと戻るのはいかがなものかと──」

　ベルセルム四世は片かた手てを上げ、もはや聞き飽あきた言い訳わけの先を制せいした。

「聞くところによれば貴公の政務とは、新たな侍じ女じよを雇こ用ようし教育することだけだという話ではないか。まさかそのような政務とやらが反はん乱らんの鎮ちん圧あつに優ゆう先せんされると考えているわけではあるまい？」

　思わず息を呑のんだ。この国王はなぜそのことを知っているのだろうと。

　自分の趣しゆ味みを知られた程てい度どなら問題はない。卑ひ賤せんな奴ど隷れいどもを金で売買するのは権利であり、どの貴族もやっていることだ。

　しかし、時期がまずい。さすがに趣味と反乱の鎮圧を天てん秤びんにかけられては分が悪いことぐらいはボルネリア侯も自覚していた。

　こうなっては険けわしい視し線せんを向けてくるこの小こ賢ざかしい国王から言い逃のがれることはもはや不ふ可か能のうだろう。表向きだけでも観念して敗北の白旗を揚あげざるを得なかった。

「……御ぎよ意いに。直ちに帰き還かんし、早々に反乱を鎮圧してご覧らんに入れましょう」

「能書きはもうよい。さっさと吉報をもたらせ」

「はっ」

　ボルネリア侯は儀ぎ礼れい的に頭を下げると、歯を食いしばって平静を装い、執務室を出た。

　しかし通路に出たところでとうとう我が慢まんできなくなり、思い切り床ゆかに唾つばを吐はく。

　自分は王国貴族、それも侯爵という高い地位にあるのだ。反乱の鎮圧など家臣どもに任せておき、自分の欲よく望ぼうを優先できる権利がある。それなのになぜ煩わずらわしい反乱鎮圧の指揮など執らなくてはならぬのか。

「それもこれも、すべてはあの我わがままな農奴どものせいだっ」

　声に出して毒づく。

　発ほつ端たんは、昨年の初夏のある出来事だった。

　大だい地じ震しんと飢き饉きんという災さい害がいにより家と食料を失った領民たちが、減げん税ぜいを求めてきたのだ。中には減税どころか立場もわきまえず援えん助じよを求めてきた愚ぐ民みんさえいた。

　普ふ段だんならそのような無礼など許すことはなかったが、このときばかりは何らかの措そ置ちが必要であると配下の執しつ政せい官かんに説得され、やむなく新たな布ふ告こくを出した。それは税の軽減と引き換かえに処しよ女じよ権けんを納おさめさせるというものだった。

　別に金や食料をよこせといっているわけではない。ただ、領主に与えられた権利の一つである処女権を行使すると布告しただけなのだ。それに何もすべての女の処女権を差し出せといったわけでもない。対象は十三歳さいの少女のみに限げん定ていした。

　どんな女だってその辺の下賤な男よりも上流貴族である自分に処女を捧ささげる方がいいに決まっている。しかしそれだけの譲じよう歩ほをしてやったにもかかわらず、何が気に入らないのかあのわがままな領民どもは恩おん知しらずにも反乱を起こした。おまけに無能な家臣どもの不ふ手て際ぎわのおかげで、未いまだに鎮圧できずにいる。

　反乱が起こったのはわがままな領民のせいであり、鎮圧に手間取っているのは無能な家臣どものせいなのだ。自分にはまったく責せき任にんのないことだし、そもそも反乱といっても些さ細さいな規き模ぼなのだ。武ぶ勲くんで名を馳はせたボルネリア侯爵家当主たる自分が少しばかり本気になればすぐ鎮圧できる。

　そんな事じ情じようすら察することができず、侯爵たる自分をいちいち王おう城じように呼びつけ、あまつさえ弁べん明めいまでさせるとは、まったくあの国王はどこまで無能なのか。

　もしこんなことが他の貴き族ぞくたちに知られたら──。

　考えるだけで背せ筋すじがぞっとする。領土の一つもまともに治められない無能な貴族──ボルネリア侯にとって、何よりもそう陰かげ口ぐちを叩かれることだけは我が慢まんならなかった。




　　　　◆




　一方このとき、ベルセルム四世もある決意をすることになる。

　ボルネリア侯の無能さたるや、もはや疑うたがいの余よ地ちもない。つい昨日会見した若わかい伯はく爵しやくなどは、自分の領地が失われた責任をすべて一人で背負い込こみ、ついには伯爵の地位を返上してまで苛か烈れつな戦いを強しいられる近この衛え騎き士しに戻もどる決心をしたというのに。

　せめてボルネリア侯に、あの若者の十分の一ほどでも責任感があれば──と思わずにはいられなかった。

　決断を下さざるを得ない。ボルネリア侯が独どく力りよくで反乱を鎮圧することはもはや不可能だ。いよいよ本気で国軍を動員する準じゆん備びにかからねばならなかった。




　王都に駐ちゆう在ざいする近衛騎士たちに訓練の強化が命令されたのはこの日のことである。









　第五章　伊だ達ての騎き士し






「ふぁーあ……。昨日はちょいとやり過すぎたな、眠ねむくてかなわんぜ……」

　その若わかい近この衛え騎士は、一夜を共にした女じよ性せいたちに見送られ、あくび混まじりに家を出た。

　名をローラン・ビンターといった。先日二十二歳さいになったばかりで、近衛騎士の中ではかなり若い部類に属ぞくする。

　その風ふう貌ぼうは白馬にまたがり赤いバラでも口にくわえていればあるいは騎士にも見えただろうが、どちらかというと騎士より優やさ男おとことでも呼こ称しようする方がはるかに似に合あっていた。

　事実、彼は実力ではなく有ゆう力りよく貴き族ぞくの三さん男なん坊ぼうとしての財ざい力りよくとコネをいかして近衛騎士団に入ったのである。実力のみが重じゆう視しされるという建前の近衛騎士団ではあるが、その建前に例外を作ることもやむをえないほどの寄き付ふがなされたときは話は別だった。

　特に貴族の爵しやく位いは一子相伝である。受け継つぐのは当然長男であり、次男ならばまだ長男の予よ備びとしての価か値ちがあるが、三男ともなれば新たに食う道を探さがさねばならない。その際さい、格かく調ちよう高い近衛騎士は格かつ好こうの就しゆう職しよく先さきとなる。

　ローラン・ビンターという男はそんな近衛騎士であり、騎士になった当初は自らの地位をひけらかしては片かたっ端ぱしから美人を口説いて回っていた。彼の甘あまい美貌と近衛騎士という地位は、女性を口説き落とすには十二分な効こう果かがあったのだ。

　当時の彼の人ひと柄がらを示しめす逸いつ話わに、このようなものがある。

「俺おれの誘さそいを断ことわる女などいない」

　ローランが自信満々にそう豪ごう語ごするものだから、あるとき同どう僚りようの騎士がその鼻はなっ面つらをへし折ってやろうと本気で調ちよう査さしたことがあった。中流以下の貴族の子女、あるいはそこに仕える侍じ女じよなど、ローランとつながりがありそうな若い女性を対象に、こう質しつ問もんして回ったのだ。

『ローラン・ビンターと寝ねてみたいと思うか？』

　しかしその結果は誰もが予想し得ない恐おそろしいものだった。

　半数近くの女性がこう答えたのである。

『一度で充じゆう分ぶん』

　この結果は質問者を驚おどろかせたが、それ以上にローランの心しん胆たんを凍こおりつかせ、その態たい度どをあらためさせることになる。

　──ひょっとして俺は独ひとりよがりでヘタクソな最低野や郎ろうではないのか。

　決定的な汚お名めいを残す前にそのことに気付けたのは、彼にとっては幸運だった。この出来事以後、ローランは人生で初めて「思いやり」というものを学ぶこととなる。

　そして彼は知る。情なさけは人のためならず。他人に世話を焼いておけば、それはいつか自分の利り益えきになって返ってくるということを。結果、ローランは剣けんでも馬でもなく、処しよ世せい術じゆつに長たけた近衛騎士としてささやかな地位を確かく立りつしていくこととなる。




　王都ヴァンフィールには、二つの練兵場がある。

　一つは王都の一番内側、王おう城じようにほど近い場所にある練兵場で、騎士たちが日々剣けん技ぎや馬術を鍛きたえている。練兵場というよりは闘とう技ぎ場じようとでも表ひよう現げんする方が適てき切せつに思える立派な建物で、馬上槍やり試じ合あいなどが開かい催さいされる日には、暇ひまを持て余あましたたくさんの貴族たちが見学に来る。

　この日ローランが向かっていたのは、王都の南、城門の外にある練兵場だった。こちらは各地から集まる志し願がん兵へいの訓練に使われる。練兵場と言っても設せつ備びそのものは大したことはなく、訓練を指し導どうする近衛騎士やその従じゆう者しやたちが休きゆう憩けいを取れるよう詰つめ所が建てられているだけの平野でしかない。

　ボルネリアの反はん乱らんは鎮ちん圧あつの兆きざしを見せず、十日前にとうとうベルセルム四世は国軍の動員に向けて近衛騎士たちに訓練を強化するよう命令を下したのだ。それゆえ、ここで兵の鍛たん錬れんを指導するのがローランを始めとした近衛騎士団第三軍に所属する騎士たちの最近の日課となっていた。

　もっとも、指導など二の次でただこの詰め所で時間を潰つぶしているだけの不ふ埒らちな近衛騎士がいないわけでもない。いうまでもなく、ローランもその部類に入った。

「よう、ローラン。今日はどこの家からのご出しゆつ勤きんだ？」

　詰め所に入ると、中でたむろしていた同どう僚りようたちが早さつ速そく声をかけてくる。格式高い近衛騎士団も、人の目のないところではそれほどしゃちほこばることはない。親しげに聞いてきた同僚に、ローランもまた気楽に答えた。

「誰にも言うなよ、カルヴィン男爵のご自じ宅たくからさ」

「ほう。どっちだ？　娘むすめか、それとも夫人の方か？」

「そこまではさすがに言えないな、勘かん弁べんしてくれ」

「もったいぶるなよ。どっちでもバレたら旦だん那なに殺されるのは変わらないじゃないか」

「ふむ。そういやそうだな。よし、じゃあ聞きたいヤツは耳を貸かせ」

　すると興きよう味み津しん々しんその場にいた数人の若い近衛騎士が寄よってくる。

「で、どっちなんだ？」

　ローランはニヤリと笑うと小声で言った。

「両方だ。三人でやってたのさ」

　羨せん望ぼうとやっかみの混まじった歓かん声せいが湧わき起こった。この男ならやりかねない──誰もがそう思っていた。ローラン・ビンターとはそういう男だった。

　そのローランが突とつ如じよとして表ひよう情じようを凍りつかせることになったのは、ここ半年近く見なかったかつての同僚の姿すがたを目にしたためである。

　王国史上最年少の近衛騎士にして、馬上槍試合優ゆう勝しよう者しや。ドワーフの従者を連れた名高きファノヴァール家の四代目。

　ローランは慌あわてて近くの同僚に問とい質ただした。

「おい、ありゃアレスじゃないか。あいつ伯はく爵しやくになって騎士は引いん退たいしたはずだろ？　なんでまた近衛騎士の格好なんてしてここにいるんだ？」

「知らないのかローラン。なんでも領りよう地ちを反乱軍に奪うばわれた責せき任にんを取って、伯爵位を返上して近衛騎士に戻ったんだとさ」

「なんだって!?」

　アレスの故こ郷きようレストニアが反乱軍の手に落ちたことはローランも知っていた。なるほどそれでかと納なつ得とくする。

　同時に奇き妙みようなことを発見する。このときアレスは、近衛騎士の証あかしたる紅あかい甲かつ冑ちゆうと、貴き族ぞくの証たる紅いマントを両方身に着けていたのだ。まあ元は伯爵なのだからそれぐらいは許ゆるされたのかもしれないが、もう一つだけ不ふ可か思し議ぎなことがあった。

　なぜか両りよう腰ごしに剣を提さげているのだ。予備のために二本の剣を身に付けている者が皆かい無むというわけではないが、両腰に剣を提げる意味となるとさっぱり分からない。

　まあ変わり者のあの男がやることをいちいち気にするのも馬ば鹿からしかった。なにしろ伯爵の地位を捨すてて騎士に戻ったぐらいなのだから。

　そしてこのとき、ローランはもう一つのことに気付いた。アレスを見る同僚の騎士たちの視線に、複ふく雑ざつな感情が混じっていることに。

　それも無理のないことだとは思った。かつてアレスは半年ほど彼らと同じ近衛騎士の地位にあった。だが、それは大変奇妙な男だった。本来の任にん務むを突とつ然ぜん放ほう棄きしては、その度たびに何日も顔を出さなくなることが多々あったのだ。その間、どこで何をやっていたかは誰も知らない。しかし一年前に起こったクラウディア王女誘ゆう拐かい事じ件けん解かい決けつの立役者であり、王家に目をかけられているせいか、その勤きん務む態たい度どがことさら注意されることもなかった。

　ようするに一人だけ特別扱あつかいされているようで妬ねたまれていたわけなのだが、一方でその実力を軽視する同僚もまたいなかった。でなければ馬上槍試合で優勝などできるわけがないし、十七歳さいで近衛騎士になどなれるわけもない。ましてや彼に剣の試合を挑いどんだ者は、例外なく敗北を喫きつしたという歴然たる事実もあるのだ。

　アレスという同僚への評ひよう価かはそんなところだった。一言でいうと扱いにくい。酒や女の席に誘さそっても、ただの一度たりとも付いてきたことがないとあってはなおさらだった。

　そしてこのとき、ローランはもう一つの驚きよう愕がくに見み舞まわれることとなる。

　詰め所に入ってきたアレスには、二人の連れがいたのだ。

　一人は見知った顔だった。ガルムスだ。主あるじと同様にいかにも頑がん固こそうな顔をした髭ひげもじゃのドワーフの従者である。

　だがもう一人の連れを見たとき、ローランは心の底からこう思うこととなる。

　──おかしい。信じられん！　なぜこのようなことがあるんだ!?

　そのような美少女は、二十二年の人生でもただの一度たりともお目にかかったことがなかった。

　潤うるおいをたたえた純じゆん真しんそのものの目、小さなあご、すっと高い鼻。それら上じよう質しつな部品によって構こう成せいされた顔は、どんな名工のドワーフであっても作り出せないであろう芸げい術じゆつ的な曲線を描えがいていた。背せ中なかにかかるほどに伸のびた飴あめ色いろの髪かみの毛は、幾いく重えにも緩ゆるい曲線を描き、綿わた毛げのようにふわふわとしている。さらに、体によく適てき合ごうした神官の着る白い衣装が少女の清純さという魅み力りよくを際きわ立だたせていた。

　いささか気は強そうではあったが、どこまでも純じゆん粋すいな、まさしく穢けがれのない乙おと女めと表ひよう現げんするのがぴったりな美少女であった。

　一方アレスは同僚の一人がそんな考えを抱いていることなど露つゆ知しらず、軽く頭を下げて会え釈しやくすると、ガルムスとその少女を連れて詰つめ所の奥おくの方へと向かった。少女の方も主あるじに倣ならい、一度だけ戸と惑まどったようにローランたちに頭を下げると、小走りにアレスを追いかけていく。

「……おい、あの女の子は一体なんなんだ？」

　ローランの声は呆ぼう然ぜんとしたあまり、多少上ずっていた。

「何だもクソもないだろ。見ての通りだ、アレス卿きようの従軍神官だとよ」

「んなことは分かる。なんであのアレスがあんな可か愛わいい女の子を連れてるのかと聞いてるんだよ」

「知るかそんなこと。男として正道に目覚めたんじゃないのか」

「なんだそりゃ。くーっ、見ただろ、あの恥はじらいながらお辞じ儀ぎする様を。あんな可か憐れんな女の子は見たことねえ。あの朴ぼく念ねん仁じんには不ふ釣つり合あいどころじゃねえぞ、エルフに斧おのを持たせるようなもんだ」

「じゃあお前が口説いてみたらどうだ？　あの朴念仁よりは女の扱い方にも慣なれてるんだろ、勝ち目はあるんじゃないか」

「そうだな。あれほどの女だ、放ほうっておく手はねえよな」

　本当にローランが立ち上がったために、思わず同どう僚りようたちはぎょっとした。

「おい、本気か？　相手はあのファノヴァールの騎士だろ、下手に怒おこらせたら殺されても不思議じゃないぜ？」

「心配すんな。俺はよくこう言われるんだぜ、おまえは殺されても死なない男だってな」

　そりゃ単なる皮ひ肉にくじゃねえのか──と同僚たちは半ば呆あきれたが、口に出しては何も言うことはなく、意い気き揚よう々ようと歩き去るローランの後うしろ姿すがたを黙だまって見送った。




　　　　◆




　その少女は、ずいぶんと戸惑いを隠かくせない様子だった。無理もないことだとローランは思った。どういう事じ情じようがあるのかは知らないが、十五歳ぐらいの少女がこのような男所帯のむさ苦しいところへ来れば戸惑うのは当然である。

　ローランは少しでも少女を気楽にさせるため、ことさらに明るく声をかけた。

「ようっ、久ひさしぶりだな、アレス卿」

　それに対するアレスの態度はかなり微び妙みような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「ローランか。何か用か？」

　できればかかわり合いになりたくはないが、さりとて無む視しするわけにもいかず、やむを得ず最さい低てい限げんの礼儀で応おう対たいしているような、そんな感じだった。

「はっはっは、何か用かとは心外だなあ。我われらは同どう志しにして戦友、それも半年ぶりの再さい会かいじゃないか、挨あい拶さつぐらい当然だろう？　おっと、そんなことより──」

　ローランは傍かたわらの少女に目を向けた。近くで見ると、一いつ層そうその可憐さがよく分かる。

「あ、あの……。何かご用ですか？」

　黙って見つめてしまったためだろう、居い心ごこ地ち悪そうに少女が言った。

「おっと、これは失礼しました。あまりにもお美しいので、つい見とれてしまいまして」

「えっ──。それは、あの、えっと、どうも」

　わずかではあるが少女の頬ほおが赤く染そまる。あまり容よう姿しを褒ほめられたことなどないのだろう。神官という世間から隔かく絶ぜつされている環かん境きようで育ったのならば珍めずらしいことではない。まして傍そばにいるのがあの朴念仁と名高きアレスとあっては。

　と、同時にこれならば落としやすそうじゃないかとも思う。

「どうか自じ己こ紹しよう介かいさせてくださいお嬢じようさん。私の名前はローラン・ビンター。アレス卿の同僚です」
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「は、初めましてローランさま。従軍神官のエレナと申します」

　ローランの鼻の下が若じやつ干かん伸のび気味になった。これほどの美少女にさま付けで呼よばれるのは悪い気分ではない。

　だがそう硬かたくなられては口説きにくい。ローランはそんなに畏かしこまる必要などないというように手を振ふった。

「お顔をお上げくださいエレナどの。見ての通り私はしがない近この衛え騎き士し、『さま』などと敬けい称しようをつけられては恐きよう縮しゆくしてしまいます。どうか気楽にローランとお呼びください」

「はあ……。あ、いえ、そういうわけにはいきません、ローランさま」

　なんと奥おくゆかしい少女だと、ローランは思った。

「そうですか。ではどうぞ貴あ女なたのお好きなようになさってください。それよりもつかぬことをお伺うかがいしますが──」

「はい、なんでしょう？」

「今こん晩ばん私と食事などいかがで──あ、いやその……アレス卿？　一つ伺いたいのだが、なぜ卿は剣けんを抜ぬこうとしておられるのだ？」

「言わなければ分からないか？」

　目つきが本気であった。

　かつてアレスが剣を振るうところを見たことがあるローランにとって、それは洒しや落れにならない事じ態たいだった。降こう参さんするように手を上げる。

「ちょ、冗じよう談だんだって！　ただの社交辞令みたいなもんだ、察しろよアレス！」

「おまえの冗談は冗談に聞こえん。自覚がないのか？」

「ったく、これだからな。エレナ、こんな冗談の通じないヤツなんかより俺おれの従じゆう軍ぐん神しん官かんにならないか？　その方が絶対楽しめるぜ、そりゃもう色々とな」

　ローランのあまりの豹ひよう変へんぶりに圧あつ倒とうされつつも、エレナはどうにか首を振った。

「い、いえ、あたしは義に兄いさんのために従軍神官になったんです。ですからそういうわけには……」

「なにいいいいいいいい!?」

　その単語は、ローランを驚愕の淵ふちに叩たたき落とした。

「にいさん？　ってことはおまえの妹か？　アレス、おまえ一人っ子で幼おさないころに母親も亡なくしたって言ってたじゃないか」

「……養子だ」

「な、なるほど」

　ローランは冷静に現げん状じようを分ぶん析せきしようとした。

　兄妹きようだい。つまりエレナはアレスの女でもなんでもないということである。それは一見すると幸運だと思えたが、ある意味ではとんでもなく厄やつ介かいであった。男女の関係ならば一つのきっかけで永えい遠えんに断だん絶ぜつされることもあるが、兄妹という絆きずなは絶たえることがない。つまり、下手に手を出せばすぐさまアレスが剣を構かまえてやってくるという危き険けん性せいが今後ずっと付きまとうことである。それに、たとえ事がうまく進しん展てんしたとしても、アレスのことを『お義兄さま』と呼ぶのはいささかぞっとする未来だった。

　しかしその危険性を承しよう知ちしつつも、エレナという美少女を諦あきらめる気にはなれない。ローラン・ビンターとはそういう男であった。

「アレス、こいつの相手はわしがしておく」

　と、そのとき口を挟はさんだ者がいた。ドワーフの従者、ガルムスである。

「おまえはもう行け、そろそろ時間なのだろう？」

「……やむを得んな」

　義妹の傍を離はなれることに抵てい抗こうがあったようだが、生来の生き真ま面じ目めさが災わざわいしてか、アレスは苦々しく頷うなずいた。

「では私は訓練を指し導どうしてくる。ガルムス、後は頼たのんだぞ。それからエレナ、ローランの言うことには耳を貸かす必要などないからな」

「やれやれ、俺ってそんなに信用ないのかね？　……あ、いや、答えなくていい」

　このときローランは表向き不本意だと言いたげに両手を広げてアレスを見送っていたが、一方、内心では快かい哉さいを叫さけんでいた。これで邪じや魔ま者ものは消えたぞ──と。

　だが問題はまだあった。ガルムスだ。このドワーフという種族は頑がん固こで口うるさいが、妙に義理堅いところがある。主の従軍神官の危機ともなれば、全力でその身を守りにかかるだろう。この場でエレナを直ちよく接せつ的に口説くのは危険だった。

　やむなくローランは百ひやく戦せん錬れん磨まの熟じゆく練れん者しやらしく作戦を変えることにした。

　邪魔者がいるときに相手を正面から攻せめるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。今取るべきは埋まい伏ふくの毒の策さくである。すなわち、今は自分の魅力を語っておくだけに留とどめておき、自分への印象を良くしておく。そして将しよう来らい二人っきりで話す機会が訪おとずれたときに、あらためて口説き落とすのだ。

　とはいえ自分の魅力を語るというのは諸もろ刃はの剣である。いきなり「俺って凄すごいんだぜ？」などと切り出せば、ただの自分語りが煩わずらわしい人間と思われるだけだ。

　こういうときはまず相手のことを尋たずねるのだ。趣しゆ味みでもなんでもいい、そしてそれがどんな話であっても褒ほめ倒たおし、あるいは同どう情じようし、相手の気を引く。そうすればよほどわがままでない限かぎり、大たい抵ていの女は次にこちらのことも尋ねてくるものだ──。

　だが、その目もく論ろ見みはローランにとって都合のいい形で破は綻たんすることになる。

　場を支し配はいする微び妙みような空気に耐たえられなかったのか、エレナの方が先にこう尋ねたのだ。

「あの……ローランさまは義兄さんと親しいのですか？」

　──その言葉を待ってたぜ！

　渡わたりに船とはこのことだった。自分の功こう績せきを誇ほこる機会が向こうからやってきたのだ。

　だがそんな内心の喜びは押おし隠かくし、意外だ、心外だとでも言いたげに続ける。

「なんだ、アレスから聞いてないのか？　あ、いや、君が謝あやまることじゃない。ま、あいつはそういうところ結けつ構こう冷たいからな」

　さりげなくアレスの評ひよう価かを下げておく。

「はあ……。言われてみるとそんな気もします。義兄さんって、あんまり自分のことを話したがりませんし」

「そうだろ？　まあいい、じゃあ教えよう。エレナ、君はクラウディア王女が誘ゆう拐かいされた事じ件けんのことは知ってるかい？」

「はい。義兄さんが助け出したと聞いてますけど……」

「表向きその事件を解かい決けつに導みちびいたのはアレス一人ってことになってるがな、その陰かげではこの俺の協力があったのさ」

　このときエレナは思わずガルムスの顔を見た。「本当のことなんですか？」と言いたげな顔をして。

　それはいささかローランにとって不本意なことではあったが、しかし、ガルムスが渋々ながら「どうやらそうらしい」と頷いたので、まあ良しということにする。

「あの事件のときは当然ながらすべての近この衛え騎き士しが動員されてな。当然、俺もその一人だったわけさ。忠ちゆう誠せいを誓ちかう国王陛へい下かのためだ、全力で捜そう査さしたもんだ」

「はあ」

　そしてローランは見事に事件の首しゆ謀ぼう者しやである反はん体たい制せい派はの隠れ家を突つき止めるに至いたったのだ。処しよ世せい術じゆつに長たけ、下町を遊びまわり、一兵卒に至るまで人気のあったローランには、他の近衛騎士にはない独どく自じの情じよう報ほう網もうがあったためである。

「さて、そこでだ。隠れ家を見つけたはいいんだが単身乗り込こむのは無む謀ぼうってもんだ。だからといって王女さまのことを考えれば援えん軍ぐんを呼よびに行く余よ裕ゆうもない。だが幸運だったことに、たまたま近くに同どう僚りようの騎士がいたのさ」

「ひょっとして義兄さん……ですか？」

「そういうこった」

　その近衛騎士の名は、アレス・ファノヴァールといった。史上最年少の近衛騎士であり、十七歳で馬上槍やり試じ合あい優ゆう勝しようを果たしたこともあるというとてつもない経けい歴れきの持ち主である。

　早さつ速そくローランはアレスに話を持ちかけた。自分は王女の居い場ば所しよを知っている、助け出すために手を組まないかと。

　とはいえ、アレスが力になったとしてもまだたった二人である。敵てきの巣そう窟くつに乗り込むのはまだ無謀だ──と、ローランはそう思っていた。

　しかしアレスは援軍を呼ぶことなど微み塵じんも考えていないかのように、隠れ家の場所を聞きだすと躊ちゆう躇ちよなく一人飛び込んでいったのだ。

「かくして俺とアレスは手を組んで、たった二人で反体制派の兵士たちをことごとく薙なぎ倒し、王女さまをお救いしたというわけさ」

「そうだったんですか。でも、だったらなぜローランさまのお名前は表に出ていないんでしょう？」

「いやなに、近衛騎士として王女殿でん下かをお助けするのは当然のことだからな。目立つのも好きじゃなかったし、先せん輩ぱいとしてアレスに功を譲ゆずってやったというわけさ」

「へぇ……」

　少しだけエレナの目に尊そん敬けいの色が見て取れた。

　うまくいったとほくそえむ。だが今度ばかりはローランにとってもっとも都合の悪い形で目論見は崩くずれることになる。

「妙だなローラン。わしの聞いた話と幾いく分ぶん違ちがっているようだが」

「な、なに？」

　鼻白むローランの眼がん前ぜんで、ドワーフは不満げに鼻を鳴らした。

「おまえの目的は王女ではなく王女と一いつ緒しよに囚とらわれていた侍じ女じよの方だったのだろう？　当時必死で口説いておったらしいではないか」

「うおっ!?　な、なぜそれを!?」

「しかもおまえが隠れ家を見つけたのは確たしからしいが、実際に剣けんを振ふるったのはアレスだけで、おまえは後ろからついていっただけではないのか？　その上で、最後の最後で真っ先に侍女に駆かけ寄よったとか」

「うぐ」

「しかも結局その侍女にも手ひどく振られたそうではないか。歴戦の女ったらしの大敗北だ、大方そのことを知られたくなかったがゆえに名を伏ふせていたのであろう」

「うぐぐっ」

　全部知られている。

　──アレスめ、しゃべってやがったんだな……！

　わりと寡か黙もくな性格をしていると思っていたがゆえにすっかり油断していた。しかも、なまじ何一つとして間違ったことを言われていないため、とっさに自分を弁べん護ごする言葉が一つも浮うかばなかった。

　当時ローランはクラウディア王女に仕える可か憐れんな侍女、シオーネという少女を口説いていた。しかしシオーネは主たる王女のことを第一に考えており、色いろ恋こい沙ざ汰たなど見向きもしなかった。

　その彼女が王女と一緒に誘拐されたのである。不ふ謹きん慎しんだが、絶ぜつ好こうの好機だとローランは確信した。誘拐犯をなぎ倒たおし、颯さつ爽そうと自分を救いに現あらわれる騎士──これに惚れぬ女などおるまい。

　目論見は半ばうまくいった。アレスという稀き代だいの騎士のおかげで援軍を呼ぶことなく隠れ家を制圧、王女と侍女が囚われている部屋へ一番乗りし、そして王女はアレスに任まかせてシオーネの方へ駆け寄るというところまではうまくいった。

　だが、一つだけ誤ご算さんがあった。どこで見ていたのか、シオーネは反体制派の一味を叩きのめしたのはアレスで、自分がその背せ中なかについていくだけだったということを知っていたのである。当然シオーネの目には、ローランが人の功を横取りしようとしている最低の騎士のように映うつった。

　その後、アレスの口から隠れ家を探し出した功こう績せきについて一いち応おうの弁護をしてもらったため、シオーネに嫌きらわれることはなかったが、仲が進しん展てんすることもなかったのである。こうなるともはや自分の功を誇ほこる気にもなれず、かくしてローランは完全なる貧びん乏ぼうくじを引いたのであった。

　もっとも、得られたものが皆かい無むというわけでもなかった。このとき、ローランは数少ない目もく撃げき者しやとなったのだ。十数人いた誘ゆう拐かい犯はんたちをたった一人で、それも誰だれ一人殺あやめることなく、一いつ滴てきの血すら流すことなく叩たたき伏せてみせた驚きよう嘆たんに値あたいすべき剣けん技ぎ。アレス・ファノヴァールという近この衛え騎き士しの持つ恐おそるべき実力を。

「で、でも王女さまの居い所どころを掴つかめたのはローランさまのお手て柄がらなんですよね？　それって凄すごいことじゃないですか。ええ、本当に」

　エレナが慰なぐさめるように言った。

　しかしその慰めも、ローランを落らく胆たんさせるだけだった。口説こうとしている女に、自分の失敗を慰められたのである。埋まい伏ふくの毒の策さくは明らかに失敗であることを認みとめざるを得なかった。しかもこの場合、明らかに自分の株かぶを下げた一方で、アレスの株を上げてしまっている。これはもうこの美少女を口説くのは無理なのではないかと、半ば本気で考える。

　しかしローラン・ビンターはくじけない。こと女に限かぎっては。

　最初からこのつまずきでは、早期にエレナを口説き落とすのは難むずかしくなったかもしれない。だが短期間で無理なら時間をかけてじっくり攻せめ落とすまでだった。

　猶ゆう予よと見み込こみは充じゆう分ぶんにあるはずだった。アレスという存そん在ざいがある限りこの美少女に接せつ近きんする男などそうはいない。それに目の上のたんこぶであるアレスについても、ローランは一つの確かく信しんを抱いだいていた。

　アレスは早死にする。なにしろ敵てきの巣そう窟くつに平気で単身飛び込んでいくような男である。いつか流れ矢か何かでぽっくり逝いくに違いなかった。

　そのときこそ絶好の機会である。兄の死を嘆なげくエレナを慰めるようにして近づくのだ。これでモノにできない女などいない。それは極きわめて不謹慎だが非ひ常じように前向きかつ遠大な計画だった。今はむしろアレスを持ち上げることでいい人っぷりを見せつけておけば、さらにつけこみやすくもなるだろう。

　ローラン・ビンターとはそういう男であった。

　詰つめ所の入り口で騒さわぎが起こったのはそんなときだった。

「大変だ！　えらいことになったぞ！」

　極きよく端たんなほど慌あわてふためいた一人の近衛騎士が入ってくる。

「慎つつしめ、ガラフ卿きよう。軍中にあってみだりに大声を上げることは禁きんじられているはずだ」

　同どう僚りようの騎士が冷静に諭さとそうとする。だが今ひとつ効こう果かはなかった。

「わ、分かっている。だが今だけは許ゆるせ、これを聞いて落ち着いてなどいられるか！　今すぐ近衛騎士を全員集めろ！　全員だ！」

　ガラフ卿はローランと違ちがい、剣けん術じゆつと胆たん力りよくを認みとめられた熟じゆく練れんの近衛騎士である。その彼がここまで慌てるとはただごとではない。

　近衛騎士の従じゆう者しやたちが命じられて詰め所を飛び出ると、外で訓練を指し導どうしていたアレスたちを呼よび戻もどし始めた。




　　　　◆




「どうしたんだ？　何かあったのか？」

　間もなく戻ってきたアレスが尋たずねる。

「さあな。なにかとんでもない報しらせが来たらしいぜ。ま、聞いてみようや」

　ローランはそう答えると、騒そう動どうを引き起こした張ちよう本ほん人にん、ガラフ卿に向き直った。その場に集まった近衛騎士と従者たちもまた、ガラフ卿の言葉を今か今かと待ち構かまえている。

　ガラフ卿が一歩前に歩み出た。

「みんな聞いてくれ。大変だ、さっき〈風の報せ〉がきたらしいんだが──」

〈風の報せ〉。それは風の精せい霊れいを使し役えきすることにより、遠えん距きよ離りに文ふみを飛ばす黒くろ魔ま術じゆつの一種である。

「ボルネリア侯こうの首が取られた！　ボルネリア領りようは反乱軍の手に落ちたぞ！」

「なんだって!?」

「そんな馬ば鹿かな！　早すぎるだろう！」

　詰め所はたちまち驚きよう愕がくの声で埋うまった。

　ガラフ卿が動どう揺ようするのも無理はなかった。その報しらせはローランたち近衛騎士はもちろん、同どう時じ刻こく同じ報ほう告こくを聞いていた国王さえも驚愕の渦うずに巻まき込むこととなる。

　ボルネリア侯が反はん乱らん軍ぐん鎮ちん圧あつの指し揮きを執とりに戻るため、王都を出しゆつ立たつしたのは十日前のことである。王都からボルネリア領までの行こう程ていは街かい道どうも整せい備びされており、質しつのいい馬を使った馬車で順調に進めば十日とかからない。計算上はその間に反乱軍が侯こう爵しやくの首を取り、ボルネリア領を手中に収おさめることも不ふ可か能のうではない。

　だが、ボルネリア領には侯爵に仕える多数の私し兵へいがいるはずだし、侯爵の居きよ城じようも防ぼう御ぎよに優すぐれた城じよう塞さいと言われている。ましてや反乱軍の実じつ態たいは剣を持ったこともないであろう農民の集まりに過すぎない。だからこそボルネリア侯も反乱などいつでも鎮圧できると高をくくっていたのだ。

　それが近きん隣りんの領主に応おう援えんを要よう請せいする間もなく陥かん落らくしたというのだ。にわかには信じがたいことだった。

「反乱軍ってのも、あながち烏う合ごうの衆しゆうってわけじゃなさそうだな」

　ローランは呟つぶやいた。その感想はローランだけではなく、その場にいた誰もが共通するものだった。

　だがこのとき、ローランは気付いた。これほどの報せを聞かされたにもかかわらず、たった一人だけ顔色すら変えていない同僚がいることに。

「……おいアレス。なんでおまえは驚おどろいてねーんだ？　ボルネリアが落ちちまったんだぞ？　こいつはもう間違いなく出しゆつ陣じんってことになるんだぜ？」

「ああ、分かってる」

　だがやはりアレスには微み塵じんも驚いている様子もなければ動揺した様子もなかった。

　ローランは首をかしげた。確たしかにアレスは物もの怖おじしない性せい格かくの持ち主である。だが今のアレスの態度は、まるでこうなることを知っていたかのようでさえあった。
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　ボルネリア領りようダリル平原。

　本来ただの平原だったはずのその場所には、数え切れないほどの人々が集まっていた。

　質しつ素そな天てん幕まくが立ち並ならび、あちこちから即そく席せきの竈かまどの煙けむりが立ち上り、いたるところで男たちが決して有ゆう意い義ぎとはいえない方法で時間を潰つぶしている。

　ある者たちは一いつ箇か所しよに集まってまずいスープをすすり、ある者たちは賭かけ事に興きようじ、またある者たちは木の棒ぼうを使って試合を行っていた。もっとも、素しろ人うと同然の男たちがおっかなびっくり棒を振ふり回しているその様は、下手な踊おどりと見分けがつかない。

　その中を独ひとり歩く青年がいた。

　年ねん齢れいは十六と成人には達しているが、体つきは未いまだ成長の途と上じようにあるせいかいささか小こ柄がらという印象が拭ぬぐえず、顔にもやや子こ供どもっぽさが残っている。もっとも、周囲には彼のように少年と青年の区別が付かないような若わか者ものも決して少なくはなく、殊こと更さらに彼のことを奇き異いに思う者もいなかった。

　やがて青年は平原の一角に目当ての行列を見つけた。その末まつ尾びに加わる。幸いなことにすでに夕ゆう刻こくと遅おそいためか行列はそれほど長くない。

　行列の先頭では、一人の男が行列に並ぶ男たちに二言三言尋たずねてから何かに記帳している。やがてその青年の番が来ると、男は目を細めた。若すぎるのではないかと思ったようだった。しかし結局のところ、断ことわる理由もないのか、他の男たちと同じように尋ねる。

「反乱軍に志願したいんだな？」

　ここにいる以上、それ以外の理由などあり得ないにもかかわらず、律りち儀ぎに確かく認にんしてくる。

「ああ、そうだ」

　青年はやや子供っぽさの抜け切らぬ声で答こたえた。

「おまえさんみたいな若いのも少なくはないんだが……。本当にいいんだな？　死ぬことになるかもしれんのだぞ？」

「これでも剣けんは扱あつかえる。そう簡かん単たんにくたばるつもりはない」

「そうか、なら好きにするといいさ。で、名前は？」

「レオンだ」

　男がペンを持つ手を走らせた。

「勇ましい名前だな」

「……親おや父じは見み栄えっ張ぱりな男だったからな」

「父親は別に悪くないだろう、俺おれはいい名前だと言ってるんだよ。出身は？」

　レオンと名乗った青年は少しだけ考え込こんだ。だが適てき当とうな地名が思い浮うかばず、やむなくベールセール王国北部にある最も大きな街の名を口にする。

「オルガスタだ」

「へえ。またずいぶんと華はなやかなところから来たもんだな」

「何か問題があるのか？」

「おいおい、何をそうカリカリしてるんだ？　俺はおまえの出身地を褒ほめてるだけじゃないか」

　その言葉に我われに返る。確たしかに何も腹はらを立てるようなことは何もないのだ。

「そうだな、すまん」

「まあいいさ。こんな場所にいれば気も荒あらくなるだろうよ」

　言って、男は木の札をレオンに手て渡わたした。乱らん暴ぼうな字で五桁けたの数字が記入してある。

「おまえさん、数字は読めるか？　ならいい、近いうちにおまえの配はい属ぞく先さきが貼はり出されるからそれまでは適当にその辺にいてくれ。配給所に行けば飯だけは食わせてくれる」

「……そんなのんびりしたことでいいのか？　王国軍との決戦は近いんだろう？」

「そういうことは上の連中が頭を悩なやませてりゃいいことさ。俺たち下したっ端ぱはとにかく指し示じがあるまで待ってりゃいい」

　所しよ詮せんは寄よせ集めの素しろ人うと連中か──レオンはそう言い捨すてたくなる衝しよう動どうをどうにかこらえた。ここでは自分もその一人でしかないのだ。それにここへは実戦を積みにきたのであって、反はん乱らん軍ぐんがどうなろうと知ったことではない。

　木の札を手に、天幕を後にする。

　もしこの場に王国東部出身の騎き士しがいたとしても、気付くことは難むずかしかっただろう。彼が王国貴き族ぞくたるガザーブ伯はくの嫡ちやく子し、レオンであるということに。

　その様は半月ほど前とは完全に変わっていた。

　騎士の象しよう徴ちようでもある軍馬にも乗らず、甲かつ冑ちゆうや美び麗れいな細工が施ほどこされた剣すら持っていない。

　代わりに傭よう兵へいが着るような粗そ野やな板金の鎧よろいと、同じく叩たたき斬きるためだけに作られた無ぶ骨こつな長剣を腰こしに下げ、旅人が好んで使う大きなずだ袋ぶくろを肩かたに担かついでいる。

　それはレオンがファノヴァール伯アレスという名の元騎士に、自分の持つ器うつわの小ささを思い知らされた結果だった。騎士や貴き族ぞくという身分にもはや未練はない。ましてや、どうすればアレスに露ろ見けんせぬよう小金をかき集めることができるかについて真剣に悩み始めた父親の顔など見たくもなかった。

　それゆえに、レオンは家を出たのだ。目的はアレスへの復ふく讐しゆう、その一点だった。もう一度剣の勝負を挑いどみ、今度こそ叩きのめすのだ。

　だが、今の自分では明らかに力不足だった。それゆえに反乱軍に身を投じることを選んだのだ。

　アレスが鬼き神しんのごとき強さを持つ一いち因いんは、実戦慣なれしていることだと思えた。噂うわさが真実であれば、アレスはドワーフの従じゆう者しやを一人連れただけで山さん賊ぞくなどの討とう伐ばつを何度となく行ってきたらしい。

　対照的に、レオンは剣の試合の経けい験けんならばそれなりに積つんではいるが、命を賭とした勝負となるとまったくといっていいほど経験がなかった。人を斬ったことはあるが、それも父親に反はん抗こうした家臣など、武ぶ器きの心得すらロクにない者ばかりだった。かといって田い舎なかに閉とじこもっている限かぎり、戦いくさの機会などまずない。

　だがこの反乱軍ならば別だ。なにしろ国に反旗を翻ひるがえし、領りよう地ちの一つを分ぶん捕どった連中である。ここにいる限り戦いの機会に事欠くことはないだろう。それに、あの正せい義ぎ面づらした憎にくきアレス・ファノヴァールならば、絶対にまた前線に出てくるだろう。再さい戦せんの機会もあるはずだった。

　ただ、一つだけ不安もあった。反乱軍の動向が見えてこないのだ。

　ここボルネリア領を制せい圧あつした手て際ぎわは見事というべきだろう。普ふ段だんは鍬くわや鋤すきを振ふり回している素人の農民兵が、侯こう爵しやくに戦いを挑いどんで勝利を得たというのだから。

　しかし、それ以い降こうの動きは不ふ可か解かいという他ほかなかった。ボルネリア侯の貯ため込んだ財ざい貨かを使い、来きたるべき王国軍との戦いに備そなえようとしているのは分かる。だが無む駄だに兵士を集めているだけで部隊の編へん制せいはおろか訓練一つ行う様子がない。これでは王国軍になど勝てるわけがない。

　レオンを始め、ほとんどの反乱軍志願兵たちが知っているのはたった二つだけだった。

　反乱軍の指し導どう者しやはジェレイドという名の若わかい男であるということ。そして反乱軍の劇げき的てきな勝利は、一人の黒くろ魔ま術じゆつ師の尽じん力りよくによるところが大きいということだ。

　その魔術師の本名は知られていない。ただ、通り名は誰だれもが知っていた。

〈風の戦いくさ乙おと女め〉というその大おお仰ぎような名を。
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　それはアレスが近衛騎士の叙じよ勲くんを終えた三日後、ボルネリア領りよう陥落の第一報が届く七日前のことであった。与あたえられた宿しゆく舎しやに落ち着いたとき、アレスの眼がん前ぜんに再ふたたびパンドラがその姿すがたを現あらわしたのだ。

《我わが契けい約やく者しやよ。汝なんじに助言を与えよと、黄たそ昏がれの主あるじの仰おおせだ》

　目の前に突とつ然ぜん下おりてくる少女の形をした精せい霊れいに対し、アレスは動どう揺よう一つすることなく即そく座ざに聞き返した。

「今日はなんだ？　たまにはいい報せでも聞きたいところだが」

《さて、それはどうかな。助言は二つある。一つは、汝の故こ郷きようレストニアの地がすでに解かい放ほうされたということだ。街を占せん拠きよしていた反はん乱らん軍ぐんの一隊は、すでに去った》

「なんだと!?　なぜだ!?」

《王国軍を恐おそれ、本隊ともいえるボルネリア領の反乱軍と合流したのだ。元々連中の目的は金や食料を略りやく奪だつすることにあったのだからな。レストニアの支し配はいに拘こう泥でいする必要などなかったのだ》

「そうか……。まあいい、それならそれにこしたことはない。あとはイザーレがうまくやってくれるだろう。それでもう一つの助言とはなんだ？」

《国王の命を受け、ボルネリア侯が反はん乱らん鎮ちん圧あつの指し揮きを執とるため領地への帰き還かんの途にあることは知っているな？》

「ああ。それがどうした？」

《非ひ常じように高い確かく率りつで、ボルネリア侯は間もなく拉ら致ちされることになる》

　相変わらずこの精霊の口から飛び出してくる助言は虚きよを突つかれることばかりだった。

「……一体何がどうなっているというのだ？　それは反乱軍の仕し業わざなのか？」

《そうだ。反乱軍が立てたその計画は失敗の要よう素そがなく、恐らく成功するだろう。そうなれば指し導どう者しやを失ったボルネリア領が反乱軍に制せい圧あつされるのも必ひつ定じようというべきだ。かくして反乱軍はボルネリアに蓄たくわえられた財ざい貨かで一気にその勢せい力りよくを拡かく大だいし、ベルセルム四世も国軍を動員しない理由がなくなり、北部の内乱は一いつ層そう激はげしくなるというわけだ》

　にわかには信じられぬ話だった。だが、否ひ定ていできる材料もない。

　ボルネリア侯の拉致。それは反乱軍にとってどれだけ有利に働くことか。恐らくボルネリア領では侯の家臣たちが戦いを繰くり広げているはずだ。だが、彼らの主が人ひと質じちに取られたとなれば手足どころか頭を縛しばられたも同然だ。

　そしてもし反乱軍の勝利ということになれば、貴き族ぞくに打ち勝ったという実績と、侯こう爵しやくの集めた膨ぼう大だいな財貨とを一挙に手にすることにもなる。そうなれば一地方の反乱どころではない。地じ震しんと飢き饉きん、そして無む能のうな領主に苦しめられている民みん衆しゆうは北部一帯に百万といるのだ。彼らはなだれを打って反乱軍に参加することになるだろう。

　アレスが反乱軍の実力に驚きよう異いを抱いだいたのはこのときが最初である。故郷レストニアを侵しん略りやくした際さいの迅じん速そくな手しゆ腕わん、そしてボルネリア侯の拉致。ただの農民の集しゆう団だんにそこまでのことが行えるとは思えなかった。

「……それにしても、なぜもっと早くそのことを教えてくれなかったのだ。いささか気は進まぬが、そのことが分かっていれば先んじてボルネリア侯の身み柄がらを保ほ護ごするなり対たい処しよの道もあっただろう」

《確たしかに二日ほど前にこのことを教えていれば、汝ならボルネリア侯を救うこともできただろうな。だが、それでは我が黄昏の主の意には添そわぬのだ》

「……そういうことか」

　諦あきらめたようにアレスは言った。

　目的は分からないが、パンドラはアレスを戦いに誘いざなおうとしている。反乱軍が威い勢せいを高めることは、その意に添うのだろう。

「一つだけ聞きたいことがある」

《何かな》

「農民の兵を率ひきいてそれほどまでに戦えるとは信じられぬ。反乱軍の指導者とは一体何者なのだ？」

《ふむ。しばし待て》

　不意に、パンドラは空を見上げた。その口が少しばかり動いたようにも見えたが、何を言っているのかは分からない。

《いいだろう、許きよ可かが出た。教えられる範はん囲いで答えよう。その者の名はジェレイドという》

「それだけか？　苗みよう字じは？」

《ない》

　ベールセール王国において苗字が持てるのは、騎き士しか貴族だけである。

「つまり、農民の出か」

《そうだ。年ねん齢れいは二十三。農民ではあるが徴ちよう兵へいされて戦いくさに出た経けい験けんもある。ついでにいえば、父親は小さな村の長おさだった。反乱が起こった経けい緯いは汝も大体耳にしているだろう？　ようはボルネリア侯の治世に問題があったわけだが、それによってジェレイドは村むら長おさだった父を失うことになった。さらに他の村人にまで害がおよびそうになり、やむなく反乱を起こすに至いたったというわけだった》

「信じられんな。生きるために起こした反乱だったということは分かる。だが、農民上がりの男が率いた軍勢がそこまで戦うことができるとは……」

《反乱軍には一人の黒くろ魔ま術じゆつ師しがいるのだ。反乱軍が勝利を重ねることができたのはその黒魔術師の存そん在ざいが大きい》

「……何者だ？」

《教えられるのはこれだけだ、我わが契けい約やく者しやよ。その黒魔術師は〈風の戦いくさ乙おと女め〉という二つ名で、反乱軍の内部に地位を築きずきつつある》

「〈風の戦乙女〉……？　つまり、風の精せい霊れいの使い手ということか」

《そうだ》

　それがパンドラとアレスの間に交わされた会話であった。そしてこの一週間後、パンドラの予言めいた助言がまたも的中したことをアレスは知ることになる。
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　王都ではあらゆる動きが活発化し始めていた。

　まず初めになされたのは事の真しん偽ぎを確かめることであった。その結果、第一報がすべて真実であり、ボルネリア侯の死し亡ぼうとその居きよ城じようの陥かん落らくとが確かく認にんされた。

　これで反乱軍は貴族への勝利という実じつ績せきと、当とう座ざの資し金きんを手に入れたことになる。反乱軍に加わろうとする者、新たに反乱軍を結成する者は跡あとを絶たたず、その兵力は時を追うごとに増ふえ、最終的には二万にも三万にも膨ふくれ上がるとさえ見られていた。これに伴ともない、王国北部一帯の治安はもはや領主たる貴族たちにはどうにもならない状じよう況きように陥おちいっていた。

　この間に、水面下ではベルセルム四世から全ぜん権けんを委い任にんされた使者が反はん乱らん軍ぐんに接せつ触しよくし、なんとか穏おん便びんに事を収しゆう拾しゆうする道はないかと模も索さくされたこともあった。

　だがすでに両者ともに分かっていた。将しよう来らい的に矛ほこを収おさめることはあるとしても、今は一戦を交えるより他にないと。

　反乱軍は一貴族、それも侯爵を殺したのだ。貴族の身しん命めいを問うことができるのは国家反はん逆ぎやく罪ざいを犯おかしたときだけである。平民が貴族を殺すことなど絶ぜつ対たいに許ゆるされてはならない重罪であり、貴族殺しに加か担たんした者はすべて死罪と王国法典にも記されている。

　この法に従したがうのであれば、ボルネリアで起きた反乱に加担した者は皆みな死罪とせねばならず、今一度死の暴ぼう風ふう雨うが吹ふき荒あれることとなる。彼らは自らが生き延のびるために反乱を起こしたのであり、そんな不ふ条じよう理りな死を受じゆ容ようできるはずはなかった。

　ベルセルム四世もその辺りの事じ情じようは察していた。それゆえに、一時は恩おん赦しやを出してこれ以上の死者を出さぬことを条じよう件けんに反乱を制せい止しできないかとも考えた。

　だがそれも断だん念ねんせざるを得なくなる。国内の他の有力貴き族ぞくから、一いつ斉せいに声が上がったのだ。選ばれし貴族を殺あやめた反乱軍に同情の余よ地ちはない。傷きずつけられた王国貴族の権けん威い復ふつ権けんのため、そして二度とこのようなことが起こらぬよう見せしめのためにも武ぶ力りよくをもってこれを誅ちゆうすべしと。

　結果的にベルセルム四世も話し合いでの解かい決けつは諦あきらめざるを得なかった。貴族の権威はともかく、国王自らが任にん命めいした領主が武力で打ち倒たおされ、しかもその結果誰一人として罰ばつせられないような前例を残しては国の柱である封ほう建けん制せいが崩ほう壊かいしてしまう。

　かくして武力による鎮ちん圧あつの準じゆん備びが着々と進められることとなる。もともと王国軍の派遣は以前から想定されていたことでもあり、準備は極めて順調に進んでいった。

　所しよ詮せん、相手は農民の集しゆう団だんである。兵卒や騎士たちは声を合わせて反乱軍恐おそれるに足らずと嘲あざけりつつも、その内心では戸と惑まどいの色を隠かくすことができないでいた。

　練度、装そう備びの質しつにも長たけていたであろうボルネリア侯こうの私兵を相手に、なぜ反乱軍は勝利することができたのか。反乱軍の指し導どう者しやとは一体何者なのか。

　そして、最大の懸け念ねんはその数であった。

　ボルネリアの領民はおよそ二十五万とも言われている。その内二十人に一人が反乱軍に参加しただけでも、兵力は一万を超こすことになる。北部全ぜん域いきから志し願がん兵へいが集まれば、さらにその数は膨れ上がることが予想されている。

　その不ふ確たしかな状況が、戦の準備を整える兵士たちに、一いち陣じんの寒風を吹ふき込こんでいた。
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　その日、王おう城じようアーセンの謁えつ見けんの間には主だった近衛騎士と国家の重鎮たちが勢せいぞろいしての出兵式が行われていた。

　玉ぎよく座ざに座すわるのはベールセール王国国王ベルセルム四世。その右みぎ隣どなりに立つのは二十四歳さいの次期国王ハインツ皇こう太たい子し。そして妹のクラウディア王女の姿すがたも見える。

　その隣に控ひかえるのは文官の代表たる内ない務む、外務などの諸しよ大だい臣じん。ちなみに、国王が親しん政せいを行うベールセール王国では宰さい相しようという役やく職しよくはない。

　反対側に控ひかえるのは武官の代表たちである。国王に仕える唯ゆい一いつの軍隊、近衛騎士団。その第一軍と第二軍を指し揮きする将軍たちとその副将。

　そして国王の眼がん前ぜん、謁見の間の最前列でひざまずくのは、近この衛え騎き士し団だん第三軍を指揮するブライアン将軍と、ベルフェルド副将軍の両名であった。

　彼らの後ろには近きん隣りんから私兵を率ひきいてやってきた貴族たちが控え、さらにその後ろには第三軍の近衛騎士たちが整列している。その中には名高きファノヴァール家の四代目たるアレス・ファノヴァールや資し産さん家かの父を持つローラン・ビンターの姿もあった。

　ベールセール王国において近衛騎士とは、国王に仕える騎士のことをいう。これが貴族に仕える騎士ならばただの騎士ということになる。ようは仕える対象が違ちがうだけだ。

　国軍が動員される際さいには、その近衛騎士らが兵卒を指揮し、軍事行動を行う。

　近衛騎士団は三つの軍団からなっていた。第一軍は王族の護ご衛えいと王都の防ぼう衛えいが主な任にん務むであり、その仕事も儀ぎ礼れい的なものが多い。三人存そん在ざいする将軍の中で主席となるのは第一軍の将軍であるが、その任務の特とく性せい上じよう前線に出ることはなく、将軍には王家の縁えん者じやがなるのがならわしとされ、またその副将の席も、国家に忠ちゆう誠せいを尽つくして大功を上げた近衛騎士が、引いん退たいを前に就しゆう任にんする名めい誉よ職しよくという意味合いが強い。現げん在ざいその座についているドルクス副将もかつては猛もう将しようとして名を馳はせたが、今は年のためか枯かれ木のようにやせ細り、ただ引退を待つ身となっている。

　外がい敵てきの排はい除じよ、反乱の鎮圧など、国が抱かかえる大きな騒そう乱らんを鎮圧する役やく割わりを担になうのは第二、第三軍であり、特に真っ先に命を下されるのは第三軍である。これに近隣から私兵を率いてやってきた貴族たちが加わる。

「ブライアン将軍、ベルフェルド副将軍、前へ」

「はっ」

「は」

　国王陛下に名を呼よばれ、紅あかい甲かつ冑ちゆうを身に着けた二人の武人が進み出て膝ひざをつく。

　ブライアン・ウェストは猛将の名で呼ばれるに相ふさ応わしい将軍であった。眼光は鋭するどく体は大きく、長年剣けんを振ふり続けた手は硬かたく角ばっており、見るからに頑がん丈じようそうなあごをドワーフもかくやという見事な髭ひげが覆おおっている。

　対照的にベルフェルド・イグレシアスは、身長こそブライアン将軍を上回っていたがやや線の細い騎士であった。顔に刻きざまれた皺しわは知性を滲にじませていたものの、もし甲冑と剣がなければ文官と言っても通用しただろう。しかし見た目はともかく、戦場へ出れば常つねに 沈ちん着ちやく冷れい静せいな指揮で母国の勝利に貢こう献けんしてきた歴戦の近衛騎士でもあった。

　そんな二人を前に、ベルセルム四世は明めい朗ろうたる声で告げた。

「両名に命ずる。第三軍を率いボルネリアへ赴おもむき、反乱軍の指導者を我わが前に引き立てて参れ」

「御ぎよ意いに！　陛へい下かの御ご威い光こうを知らしめて参ります！」

　生来の武人であるブライアン将軍にとって、一軍を率いて戦いに赴くのは最上の喜びである。顔に喜色を滲にじませて頭こうべを垂たれる。

「よく言った。その言葉、実行してみせよ」

「ははっ」

　もともと儀礼的な側面の強い儀式である。その後、集まった近衛騎士たちに国王が督とく励れいの言葉をかけたところで、出兵式は終わった。
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　エレナは自分の境きよう遇ぐうを不思議に思っていた。

　なぜ自分はこんなところにいるのだろうかと、思わず首を傾かしげたくなる。

　なにしろ今自分がいるのは、お城しろの宴えん会かい場じようなのだ。つい一月前までただの修しゆう道どう女じよだった自分には、想そう像ぞうもしなかったような場所である。

　あちこちに高そうな食器と豪ごう華かな食事が並ならび、礼服を着た屈くつ強きような騎士たちが同どう僚りようたちと飲み語らっている。この場に来ることが許ゆるされない兵卒たちにも、今ごろは国王陛下から賜たまわった酒と肉で羽を伸のばし、あるいは家族や恋こい人びとと共に最後となるかもしれない貴き重ちような時間を過すごしているはずだった。

　しかし、とてもではないがすぐ傍そばで浴あびるようにぶどう酒を飲みながら十本目の鳥の足にかぶりついているドワーフのように満まん喫きつする気にはなれない。

　明日からはいよいよ従じゆう軍ぐん神しん官かんとして戦場へ向かうこととなるのだ。成人したばかりの十五歳の少女にとって、それは決して軽けい視しできない現実だった。

「どうした、エレナ。浮うかない顔をして」

　声をかけてきたのはアレスだった。この義あ兄にもあまりこういう場は好きではないのか、時折やってくる近衛騎士の同僚たちと二言三言挨あい拶さつを交かわすだけで、あとは静かに水を口にしているだけだった。宴会場の中央で大おお騒さわぎしているあのローランという騎き士しとは大おお違ちがいである。

「どうしたもないわよ。やっぱり明日からのことを考えると、ちょっと……ね」

「そうか」

　やはり同じく不安を抱いているのか、あるいは慰なぐさめの言葉の一つも浮かばなかったのか、アレスはただそう一言口にしただけだった。

　宴会場の一ひと隅すみで小さなどよめきが起こったのはそんなときだった。

　釣つられるようにエレナはどよめきの方を見たが、小さな人だかりができており、その中央で何が起こっているかは分からなかった。

「何かあったのかしら？」

　答えたのはガルムスだった。

「大方、クラウディア王女でも出てきたのだろうよ」

「へえ、あれが……」

　十三という年ねん齢れいであるにもかかわらず広い見けん識しきを持つ才女と謳うたわれし一国の姫ひめ君ぎみ。かつて義兄がその命を賭して何度も護まもり抜いた少女でもある。エレナが興きよう味みを持ったのは当然だった。しかし王女は無数の騎き士しや貴族とおぼしき飾かざり立てた服を着た人々に取り囲まれており、その姿すがたを見ることすら困こん難なんな状じよう況きようだった。

　どうにかその姿だけでも見ることができないかとエレナがその場で懸けん命めいに背せ伸のびしていると、ガルムスが言った。

「そう慌あわてることもあるまい。あの王女はこの場に集つどった騎士どもを慰労するためにこの場へきたのだ、放ほうっておいてもそのうちこっちへ回ってくる」

　果たして、ガルムスの言葉は正しかった。

　決して短くない時間をかけ、何十人かの騎士と言葉を交かわした後、クラウディア王女は一人の侍じ女じよを伴ともない義兄の眼がん前ぜんへとやってきたのである。

　だが、アレスと向かい合うその王女の姿を目にしたとき、思わずエレナは立ちくらみを覚えるほどだった。

　大きな瞳ひとみと桃もも色いろの唇くちびる。綺き麗れいな曲線を描えがく小さなあごとほどよく高い整った鼻。

　肩かたと胸むな元もとが大きく露あらわになったドレスは幾いく重えにもヴェールがかかり、神こう々ごうしささえ感じられる意い匠しようだった。華きや奢しやな肩はまるで後光がさしているように見えるほど白い。

　なんと可か愛わいらしく、それでいてなんと美しい姫君なのだろうと心底思った。

　さらに、これから耳にするのは国中にその名を轟とどろかせた若き騎士と、美しいお姫様との会話である。本人ですら気付いていない義いも妹うととしての小さな嫉しつ妬と心しんこそあったものの、どんな優ゆう雅がな会話が交わされるのだろうかと、エレナの胸むねは高鳴った。

　だがその期待は砕くだかれる。二人の声は非ひ常じように小さく、周囲の喧けん騒そうに紛まぎれてよく聞き取れなかったためである。
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　このとき、アレスは平常を装よそおうのにいくばくかの苦労が必要だった。

　クラウディアも年とし頃ごろの王女である。その体はいつまでも子こ供どものそれであるわけがなく、きつく胸を押おし上げるドレスは、まだ未み成せい熟じゆくなクラウディア王女の胸元に谷間さえ形作る。

　以前目にしたときよりもずいぶんと成長をしている。見るからに柔やわらかそうで、それでいて張はりのある雪のような乳にゆう白はく色しよくの肌はだ。アレスは意志の力でその谷間へと視し線せんがいかないように努力しなければならなかった。

　そしてこのとき、傍はた目めからは分からなかったがアレスは少しばかり期待してもいた。

　今は王都に滞たい在ざいしてはいるものの、クラウディア王女とはそういつも会えるわけではない。今日は久ひさしぶりの会話だった。他の近衛騎士たちに対してそうであったように、自分にはどのような激げき励れいの言葉をかけてくれるのだろうかと密ひそかに期待していたのだ。

　だがそれゆえに、顔にはにこやかな微び笑しようを浮うかべたままのクラウディア王女の声量を抑おさえた第一声を聞いたとき、アレスは思わず面めん食くらうことになる。

「アレス。ガルムスの傍にいるあの女は何者だ？」

「……は？」

　最初、何を言われているのか分からなかった。

　しかしそれがとりあえずエレナのことをいっているのだとどうにか理り解かいし、答える。

「あ、はい、私の従軍神官となったエレナですが」

「なんだとぉ!?」

　王女のこめかみに青あお筋すじが立ったのを、アレスはしっかりと見つけてしまった。

　しかし外面を保たもつためだろう、その顔にはあくまで微笑しか浮かんでいない。だがそれがどこか恐おそろしささえ感じさせられる。

「どういうことだアレス。わたしに黙だまって、それもあんなに綺き麗れいな──い、いや、若わかい女を従軍神官にするとは」

　このとき、アレスが疑ぎ問もんに思ったことはたった一つである。

　──なぜクラウディアさまは怒おこっておられるのだ？

　クラウディアが嫉妬していると気付くには、アレスの送ってきた人生はあまりにも素そ朴ぼくすぎた。まして、アレスにとってエレナは義妹であって恋れん愛あいの対象になどなり得ない。

　結果、クラウディアが怒っているのは相談もせず勝手に従軍神官を任にん命めいしてしまったからではないかと、間ま違ちがった結けつ論ろんを下すことになる。

「いえ、決して深い意味はありません。ただのなりゆきというかその──」

「ほう、成り行き？　綺麗な女じよ性せいを従者として連れまわすようになったなりゆきか、それはわたしも大いに興きよう味みがある。是ぜ非ひ詳くわしく聞きたいものだな」

「いや、ですから、それはあの、」

　クラウディアの怒ど気きは収おさまるどころか増ぞう大だいの一いつ途とを辿たどり、思わずしどろもどろになる。

《相変わらず女の扱あつかいは下手だな、我わが契けい約やく者しやよ》

　このとき、アレスの脳のう裏りにパンドラの笑い声が響ひびいた。彼女は私の義妹なんです──ただ一言そう口にすればクラウディアの怒いかりは解とけたであろうことを、もちろんパンドラは知っていた。だが黄たそ昏がれの主あるじの意向もなく、そんな助言をする必要を見み出いだせなかったのだ。

　だがアレスにとって幸いなことに、意外なところから助け舟ぶねがやってくることとなる。

「クラウディアさま。人が近づいてまいります。せめてもう少しまともな会話を……」

　侍女のシオーネが王女の耳元でそうささやいたのだ。

「ちっ、やむをえんな」

　あくまでにこやかに微ほほ笑えみながら舌したを鳴らしてみせる王女。

　アレスは偶ぐう然ぜん近くを通りかかった名も知らぬ給きゆう仕じに心から感かん謝しやした。

「……というわけだアレス卿きよう。明日からの戦、気をつけて参られるがよい。もっとも、我が国最強の騎き士しと謳うたわれた上にあのような美しい従軍神官が付いている卿ならば、なにを言われずとも立りつ派ぱに任にん務むを果たすのであろうがな。わたしとしてもそんな卿を慰い労ろうするような時間などいささか無む駄だだとは思うが、残念だがこれも仕事だからな、やむを得まい」

　さすがにカチンときた。

　アレスも十八という年ねん齢れいに相そう応おうの気き性しようの持ち主である。こうまで言われてはたとえ王女が相手といえど、いや、逆ぎやくに王女が相手だからこそ、アレスも黙ってはいられなかった。

　自分は明日からは血みどろの戦場へ赴おもむくのである。だからこそ、しばらく会えなくなるであろうクラウディア王女には、何か励はげましの言葉をもらいたかったのだ。

　それなのに──である。可か愛わいさ余あまって憎にくさが百倍だった。

　アレスは周囲の女じよ性せいたちが思わず感かん嘆たんするほどの完かん璧ぺきな礼を取ってみせると、一方で王女にしか聞こえぬよう声量を抑えつつ、口うるさい師イザーレや頑がん固こなドガワルームフスに鍛きたえられた口こう舌ぜつを披ひ露ろうしてみせた。

「はっ、ありがたきお言葉。クラウディアさまこそご苦労様です。先ほどからやたらと外面を気にかけておられるようですが、どうか私がいない間、その本ほん性しようがバレることのないようお気をつけください」

　売り言葉に買い言葉であった。

「はて？　一国の王女に向けるにはいささか不ふ適てき当とうな言葉が聞こえたような気がするが、わたしの気のせいか？」

「少なくとも私には心当たりはありませぬが、気苦労の多い王女殿でん下かのことです、私などには到とう底てい推おし量はかれぬ自覚でもおありなのでしょう。しかしもし王女殿下の不興を買ったのであれば不徳のいたすところ、この場で首を斬きられてもお恨うらみはいたしません」

「言ってくれる。望みとあらばそうしてやることに否いなやはないが、卿のような不ふ忠ちゆう義ぎ者しやでも騎士は騎士。残念だが今数を減へらすわけにはいかぬ。せいぜい命を落とさぬよう気をつけるがいい」

「はっ。お任せください。これまでクラウディアさまには幾いく度どとなく無む謀ぼうな命を任にんじられてきました、さすがに慣れてきましたので」

　クラウディアがふんと鼻を鳴ならす。

　二人の会話はそれっきりだった。

　侍じ女じよのシオーネがため息を吐はいたことを、二人は知らない。




　　　　◆




「……え？　え？」

　そのときエレナは戸と惑まどった。

　アレスとにこやかに話し込こんでいたクラウディア王女が、突とつ然ぜん自分の方へとやってきたためである。最初は偶然こちらの方に歩いてきただけかとも思ったが、明らかに自分の方に向かって歩いてきている。なぜあたしなんかのところに──と思いつつも、まさか逃にげ出すわけにもいかず、とりあえずエレナは頭を下げて王女を迎むかえた。

「楽にせよ、顔を上げい」

　どこか威い厳げんに満ち溢あふれてはいるが、少女然とした声がした。

　恐おそる恐る頭を上げる。

「おまえがアレスの従じゆう軍ぐん神しん官かんのエレナとやらか？」

「え。あっ、はい」

「そう硬かたくならずともよい。別に取って食うわけでもないのだからな。それよりおまえに聞きたいことがある」

「はあ」

「おまえはその、アレスのことをどう思──いや！　なんでもない、いい、忘わすれろ。それよりもだエレナ、おまえを従軍神官と見み込こんで頼たのみがある」

「……はあ」

「知っているかもしれぬが、わたしはアレスに一いち応おう借りがある。戦場で死なれたりしたら、その、寝ね覚ざめも悪くなるからな。エレナとやら、どうかあの朴ぼく念ねん仁じんを頼む」

　このとき王女の些さ細さいな変化に気付けたのは、エレナも年とし頃ごろの少女だったためである。少しだけ王女の頬ほおが赤くなっていたのだ。
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　やっぱりこの王女は義あ兄にのことを好いているのだろうかと、エレナは推すい測そくすることとなる。それはそれであの義兄にはもったいないような気がするというか、なんとなく心にしこりのようなものが残るのだが、いずれにせよとりあえず悪いことではないと思うことにする。

　確たしかなことは、義兄のために尽じん力りよくすることに否やもないということだ。エレナは深くお辞じ儀ぎをした。

「分かりました。全ぜん力りよくを尽つくします」

「……ん。そ、そうか。おまえとは、いつか二人で話をしてみたいものだな」

　結局、王女が口にしたのはそれだけだった。




　この翌よく日じつ、反はん乱らん軍ぐんを討うつべく近この衛え騎き士し団だん第三軍は出しゆつ陣じんする。

　後こう方ほう支し援えんの兵員を含ふくめた総そう兵へい力りよくは、一万を数えた。

　王国暦八十三年第四の月二十九日のことである。









　　閑章　岐き路ろ









　レオンは身を低く構かまえると、素す早ばやく踏ふみ込んだ。

　幼おさないころから騎士を目指し、訓練を欠かさなかったがゆえに可か能のうな迅じん速そくな動きだ。体が大きく力が強いだけの相手にそれを見切ることはできなかった。

　振ふり上げられた剣けんの一いち撃げきが、相手の持つこん棒ぼうを弾はじき飛ばした。隙すきを見せず、そのまま喉のど元もとに剣の切っ先を向ける。

　周囲の人ごみからどよめきと歓かん声せいが上がった。

「わ……分かった、俺おれが悪かった。もうガキだなんて馬ば鹿かにしねえからよ、か、勘かん弁べんしてくれねえかい……？」

「最初からそうしておけば、恥はじをかくこともなかっただろうにな」

　レオンはそう言って剣を収おさめると、悠ゆう然ぜんとその場を後にした。その進路を邪じや魔ましてはまずいと、誰だれもが黙だまって道を空ける。

　きっかけはよくある話だった。なぜこんなところに子こ供どもがいるのかと、レオンに絡からんできた大男がいたのだ。ここ数日ダリル平原では、似にたような揉もめ事は枚まい挙きよに暇いとまがない。

　しかしその大男は、正規の剣けん術じゆつを習い、幼おさないころから訓練を欠かさなかったレオンの敵てきではなかった。少なくとも表向きは誰の目にもそう見えた。

　だが、実じつ際さいは違ちがった。

　周囲に誰もいなくなったところで、レオンは自分の胸むねに手を当てた。心しん臓ぞうがばっくんばっくんと大げさに思えるほど大きく脈みやくを打っている。手も震ふるえ、呼こ吸きゆうが荒あらくなるのを必死にごまかさなければならなかった。

　相手は自分よりはるかに大きな大男だったのだ。もちろん負ける気はなかったが、その勝負は試合でも訓練でもないのだ。男の手に握にぎられたこん棒の一撃を喰くらえば骨ほねの一本や二本は確かく実じつに折られていただろう。そうなれば頼たよる者もいない治安の乱みだれたこの場所で、どのような目に遭あわされるか分かったものではない。もし負けていたらと考えると、あらためて背せ筋すじに冷たいものが走る。

　だが自分は勝ったのだ。命の危き機きを乗り越こえ、実戦を一つ経けい験けんしたのだ。失われかけていた自信がよみがえる。自分は決して弱くなどない、強いのだ。こうやって実戦を積んでいけば、いつかきっとあのすました顔をした元近衛騎士に一いつ矢し報むくいることもできるだろう。

　だがこのような危機を乗り越えた今、あらためて思い知らされることがあった。自分の命を危き険けんにさらすことのなんと恐おそろしいことか。にもかかわらず、たった二人で敵の巣そう窟くつへと乗り込み、二十人の兵を相手に血の一いつ滴てきも流さず、呼吸一つ乱みだすことなく勝利したアレス。その存そん在ざいはもはや化け物じみてさえ感じられる。

「なああんた、ちょっといいかい？」

　肩かたに手を置かれ、声をかけられたのはそんなときだった。

　まだ懲こりないヤツがいるのか──と振ふり返ると、そこには二は十たちそこそこの若い男の姿すがたがあった。少なくともむやみにケンカを吹ふっかけるような血の気の多い性せい格かくには見えないが、身に着けている鎧よろいと剣には使い込まれた痕あとがあり、決して素しろ人うとにも見えなかった。

「……何か用か？」

「さっきの見てたぜ。あんた、若わかいのに大した腕うでだな」

「用よう件けんを言え」

　自分の命を危険にさらした直後である。レオンの対たい応おうが刺とげ々とげしくなったのは仕方のないことだった。だが相手の方もそれは理解しているのだろう、自分に敵意はないと軽く両手を上げながら続ける。

「そう構かまえるなよ、俺はスカルトってんだ。あんたにとっていい話があるんだがな。あんた、いよいよ王国軍が動き出したって話は聞いただろ？」

「ああ。それがどうした？」

「まあ順を追って話すからよ、そう睨にらみつけるのはよしてくれ。なあ、ここはひどいもんだと思わないか？　人が集まってるのはいいけどな、上からはなんの命令もありゃしねえ。どいつもこいつも好き勝手やってやがる。王国軍は刻こく一いつ刻こくと迫せまってるってのにな」

　まだこの男が何を提てい案あんしようとしているのかは分からないので警けい戒かいは解とけない。だが言っていることは間違いのない事実だった。

「確かにあんたの言う通りだ。だがジェレイドとかいう指し導どう者しやも侯こう爵しやくに勝ったほどの男だ、ただの馬鹿じゃないだろう。なにも考えてないわけじゃないと思うが」

　スカルトという男は指を振りながら舌したを鳴らした。

「甘あまいな。あんた、上の連中が今なにをしてるか知ってるか？　主しゆ導どう権けん争いをやってんだとよ。兵士をたくさん連れてきたヤツとか、武ぶ器きやら金やらをたくさん提てい供きようした連中がここでの高い地位を欲ほしがってるらしくてな。で、我われらがジェレイド殿どのは連中を抑おさえるのに四苦八苦ってわけさ」

「……なるほどな」

　あながち嘘うそだとは思えなかった。兵の装そう備びを揃そろえて養やしなうためには、金はいくらあっても足りない。その資し金きんを提てい供きようする代わりに、反はん乱らん軍ぐんになんらかの見返りを要求する輩やからが出てくることは充じゆう分ぶんに考えられる。

　それにレオンはまだ一度たりともジェレイドという男を目にしたことがなかった。本当に主導権争いでもやっているのであれば、顔を見せて回る暇がないというのも頷うなずける。

「それで？　その上じよう層そう部ぶの混こん乱らんを俺に話してどうしようというんだ？」

「おう、それが本題さ。俺たちの仲間にディオールって腕っ節の強いヤツがいてな。そいつが今、号令をかけてんだよ。トロくせえ上の命令なんぞ待ってられねえ、強そうな連中を集めて王国軍と先に一戦交えてやろうってな」

「なに……？」

　レオンの眉まゆがひそめられた。

　上層部の許きよ可かなく戦せん端たんを開こうというわけだ。正せい規きの軍隊なら軍ぐん規き違い反はんとして処しよ刑けいされてもおかしくはないほどの独どく走そうである。

　もっとも、そう考える者が出始めたことも当然のように思えた。憎にくき貴き族ぞくに復ふく讐しゆうすべく反乱軍に志し願がんした者は少なくないし、レオンが見たところ、彼らの士気は低くない。字の読み書きでさえまともにできない連中ではあるが、人を殺せる武器を持ち、たくさんの仲間に囲まれていればそれだけで自分たちが強いと錯さつ覚かくするものなのだ。

　にもかかわらず、いよいよ腰こし抜ぬけの王国軍が動き出したというのに、ただ無む為いに日々を過すごしているだけなのだ。そんな状じよう況きように納なつ得とくしていない者は多いのだろう。

「これで用向きは分かるだろう？　さっきのケンカを見てたが、あんたかなりの腕だ。一いつ緒しよに来ないか？　ここで真っ先に手て柄がらをたてられりゃ、今後反乱軍の中ででかい顔もできるってもんだろ」

　なんのことはない、ようはこの連中も主導権争いに参加したいということだ。

　だが自分の地位を高めておけば、さっきのような無む益えきで危険な争いに巻まき込こまれることもないだろう。それに、実戦を経験できるまたとない機会でもあった。

　とはいえ、王国軍も無能ではないのだ。ただ攻こう撃げきを仕し掛かけては痛いたい目を見るのはこちらである。慎しん重ちようを期す必要があった。

「あんた、スカルトとか言ったな。まず聞きたいんだが、どれぐらいの数が集まりそうなんだ？　それに兵ひよう糧ろうはどうする？」

「飯と武器については心配するな。さっき言ったディオールってヤツがどこかの商人に話をつけてきてな、なんとかする算さん段だんはついてるそうだ。集める数は千人ぐらいだ。あんまり多すぎても手柄を上げる機会がなくなるだけだからな」

「千人!?　待て、正規の軍隊を相手にたった千人で立ち向かうつもりか!?」

「おい、落ち着けよ。ああ、あんたの懸け念ねんは分かる。だが別に千人で王国軍に突とつ撃げきするほど俺たちも無む謀ぼうじゃねえ。俺たちは森の入り口を背せに陣じんを敷しく。王国軍が数を頼たよりに攻せめてきたり小細工をする様子を見せればさっさと森に逃にげりゃいい。正面から戦うこともできねえ臆おく病びよう者ものどもめ──って罵ののしりながらな。その代わり勝算がありそうな数で攻めてきたときには、こっちも応おう戦せんする。で、ほどほどに戦果を上げて撤てつ退たいするって寸すん法ぽうさ」

「……なるほど」

　レオンは溜りゆう飲いんを下げた。

　単たん純じゆんではある。しかし一つの作戦として成立しそうな余よ地ちは充分にありそうだった。

　ようは勝てなくてもいいのだ。たかが千人で王国軍に立ち向かうなど、最初から勝ち目はない。しかしだからこそ、逆ぎやくに勝利を得ることができれば充分な戦果となるだろう。

　仮に王国軍が大軍で攻めてきたときは、とっとと森の中に逃げ込めば王国軍は恐おそらく追ってこれない。ベールセール王国の森は深く、大軍を動かすことなどできないし、伏ふく兵へいなどの罠わなも警けい戒かいせざるを得ない。こちらの部隊も散り散りになって瓦が解かいするだろうが、それは別に構わない。逃げ延のびた後で反乱軍の本隊にでも復ふつ帰きすればそれでいいのだ。森の中の逃げ道さえ事前に把は握あくしておけば、迷まようこともないだろう。

「どうだい？　こんなところでいつまでも管巻まいてたってしょうがねえ。俺たちと一緒に行く気はないか？」

　レオンの答えは決まっていた。もともと実戦を求めて反乱軍に身を投じたのだ。

「分かった、行こう。こんな機会、そうはないだろうからな」









　第七章　決戦前夜
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　王国軍が王都を出立してから、すでに十日が過ぎていた。

　後方要員を含ふくめた総そう勢ぜい一万の軍勢は、キホルテという奇き妙みような響ひびきの名が冠かんされた平原で小休止をとっていた。国土の七割わり以上が森と山に覆おおわれたベールセール王国では珍めずらしい広大な平原であり、大軍の滞たい在ざいと展てん開かいが可か能のうな要地である。

　平原には無数の天てん幕まくが張はられ、兵士たちがたむろしているという点では反はん乱らん軍ぐんのそれと同じだが、天幕の配置を見るだけでも王国軍の方がはるかに統とう制せいが取れていることが分かる。

　この場での滞在はすでに三日目を迎むかえていた。本来ならば時を置くことは反乱軍に態たい勢せいを整えさせる猶ゆう予よを与あたえるだけだったが、これには理由があった。キホルテ平原の近辺に住む貴き族ぞくたちの援軍と合流し、軍列を整えるためである。

　ベールセール王国において大きな争いがあった場合、戦いの中ちゆう枢すうをなすのは近この衛え騎き士し団だんとその配下の兵卒であるが、この他ほかに貴族たちが派は遣けんする私兵も加わる。それは特とつ権けんと引き換えに彼らに課せられた義ぎ務むだった。

　金きん銭せんや食料など、他の面で協力することでその義務から逃のがれることもできるが、兵を出す貴族の方が圧あつ倒とう的に多い。戦いくさで功を上げれば恩おん賞しようにありつくことができるためである。このときのために彼らは選よりすぐった者を騎士に任にん命めいし、禄ろくを与え、日々の鍛たん錬れんを欠かさぬよう命じてきたのだ。

　だがアレスを含め、王国軍内部ではそういった兵力を重じゆう視しする者は少ない。

　彼らは平時から戦うための訓練は積んでいる。装そう備びも立りつ派ぱなものだし、中には領りよう内ないの治安維い持じのため剣けんを振ふり、近衛騎士以上に実戦経けい験けんが豊ほう富ふな騎士もいる。

　しかし、王国軍と合同で戦う訓練はほとんど積んでいない。そのため百人単位のまとまった兵力を送ってきたのであればまだ独どく立りつした部隊として使い道もあるが、地方の伯はく爵しやくが十名程てい度どの兵士を送ってきたところで戦力に組み込むのは難むずかしい。かといって、誇ほこり高い貴族が国の定めに則のつとって送ってきた兵力を無む下げに突つき返すわけにもいかず、かくしてキホルテ平原において部隊の再さい編へん制せいと集しゆう団だん戦せんの訓練が行われていたのだ。

　だが長い時間をかければ反乱軍に利するだけである。それゆえ一週間以内には行軍が再開される見込みだった。

　もっとも、たかが十日足らずの訓練では、せいぜい退たい却きやくと進しん撃げきの合図を覚えるぐらいのことしかできない。ゆえにその効こう果かには疑ぎ問もんを抱く者も多い。

　アレスもその一人であったが、間もなく別のことに考えを集中せざるを得なくなる。




　　　　◆




《アレスよ。契けい約やくに従い、汝なんじに助言を与えるときが来たぞ》

「…………」

　そのとき、アレスは天幕の中で遅おそめの昼食を終えたところだった。ガルムスは傍そばでまだ干ほし肉をかみしめているところで、エレナは食後の後片付けをしている。少なくとも未いまだ間ま違ちがったことを口にしたことのないパンドラの助言を無視するわけにもいかず、アレスは無言で立ち上がった。

「しばし辺りを見回ってくる」

　ガルムスとエレナに見送られ、天幕を出る。周囲に誰だれも耳を傾かたむけている者がいないことを確かく認にんすると、アレスは人気のない方へと歩きながら静かに切り出した。

「聞こうか、パンドラ」

　途と端たんにアレスの足元からパンドラが生首のように顔だけを出した。

《普ふ通つうの知らせと悪い知らせの二つがあるが、どちらから聞きたいか？》

「どちらでも構かまわんが……。では悪い知らせから聞こう」

《よかろう──いや、待て。すまぬが普通の知らせを先にさせてもらおう。悪い方を先に言えば、その時点で汝は飛び出して行きかねんからな》

　珍しく煮にえきらないパンドラの返答に、アレスはいぶかしみながらも先を促うながした。

「まあいい。両方聞くことには変わらん、好きにしろ」

《では普通の知らせだ。千人ほどの反乱軍の部隊がこのキホルテ平原の北、森と平原の境きよう界かいに陣じんを構かまえている。まあ陣というほど大たい層そうな備そなえがあるわけでもないがな、文字通り滞在しているだけだ。もうしばらくすれば、斥せつ候こうたちが発見の報ほうをもたらすだろう》

「たった千か。妙だな、森の中にまだ兵を伏ふせているのか？」

《それについてはこう助言することしか許ゆるされておらぬ。反乱軍の指し導どう者しやは凡ぼん庸ようでは有り得ぬが、さりとて現げん状じようでは器用な策さくを巡めぐらすだけの組そ織しき力りよくもない》

「つまり、罠わなの類たぐいではないということか？」

《さて、どうであろうな》

　パンドラは薄うす笑わらいを浮うかべると、答えになっていないことを口にした。

「解げせんな。これから戦だというときに、千人もの同どう胞ほうを無む駄だに死なせるような暴ぼう挙きよに出るとも思えんが……。まあいい、おまえはどうせそれ以上のことを教えてくれぬのだろうし、知らせは二つあると言ったな。もう一つの悪い知らせとはなんなのだ？」

《ブライアン将しよう軍ぐんの甥おいで、オニールという名の騎士のことは知っているな？》

「……名前は覚えておらぬが、ブライアン将軍の甥という肩かた書がききの近衛騎士なら心当たりがある」

《なるほど、汝らしい》

　それは、アレスより十歳さいほど年長の近衛騎士だった。

　ただ、猛もう将しようとして知られるブライアン将軍と違い、その実力は凡庸というべきで、叔お父じというツテがなければ決して近衛騎士になることは適かなわなかっただろう。事実、近衛騎士になってからも虎とらの威いを借る狐きつねのごとく、叔父の名の下もとにかなり手前勝手に暴あばれまわっていたらしく、決して尊そん敬けいすべき先せん達だつではなかった。

《では、このキホルテ平原の片かた隅すみに小さな農村があることは知っているか？》

「まあ村ぐらいはあるだろう。回りくどい言い方をするな、一体何があったのだ？」

《では単刀直入に言おう。つい先ほど、オニール卿きようの天幕に美しい姉し妹まいが泣きながら連れ込まれたぞ》

「…………」

　アレスは十匹ぴきほどの苦虫をかみつぶしたような顔になった。

「パンドラ。おまえそうまでして私を争いに導みちびきたいのか」

《はて。今非ひ難なんされるべきは我われではなくオニールという騎き士し崩くずれの方だと思うが。まあ気に食わぬというのであれば、今後このような助言を与あたえるのは謹つつしんでもよいがな》

「……確たしかに今は礼を言うべきなのだろうな」

　アレスの決けつ断だんは早かった。無言のまま今来た道を引き返し始める。

　パンドラがその背せに声をかける。

《我は人の考えは読めぬ。ゆえに聞いておきたいのだが、汝はどうするつもりなのだ？》

「考えは読めずとも分かるだろう、おまえにはな」

　予想通りの返答に、パンドラは口の端はしに小さな笑えみを浮かべた。

《ではもう一つ助言を与えよう。アレスよ、世の中には力関係というものがある。オニール卿はブライアン将軍の甥なのだ、恥はじをかかせるようなことがあれば後々厄やつ介かいなことになるぞ？》

「私がどのような道を選ぼうと貴様の関知するところではないのだろう。力関係とやらを守る代わりに女じよ性せいの一人も救えなくては騎士になんの存そん在ざい意い義ぎがある？　私は自分がやろうとしていることが正しいと確かく信しんしている。それでも私を制せい止しするのなら、オニール卿を放置しろというおまえの助言に従したがった結果が私の行動より優すぐれていると証しよう明めいしてみせろ」

　躊ちゆう躇ちよなくそう吐はき捨すてるアレスの背はい後ごで、パンドラは愉ゆ快かいそうに口元をほころばせた。
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　アレスが天てん幕まくに戻もどると、エレナがガルムスから小しよう剣けんの手ほどきを受けているところだった。

　戦場に行けばなにが起こるかは分からない。五ご彩さい神しんに仕える神官を殺あやめることは禁きん忌きとされているが、だからといって生命が保ほ証しようされているわけではない。ならせめて自分の身だけでも守れるようにしておきたいと、エレナが小剣を携けい行こうするようになったのは自然な流れだった。

　熱心なエレナの邪じや魔まをするのは心苦しかったが、これからやることには恐おそらくエレナの力が必要となる。今日のところは中ちゆう断だんしてもらわざるを得なかった。

「二人とも、ついて来てくれ」

「……え？」

　二人が驚おどろいたようにアレスの顔を見たのは、その口調に隠かくしきれない怒いかりがにじみ出ていることに気付いたためだった。ガルムスはともかくエレナの方は、これほどまでに義兄が怒っているところなど目にした記き憶おくがない。

「エレナ、そう不安そうな顔をする必要はないぞ」

　そんなエレナの不安を感じ取ったのか、安心させるようにガルムスが言った。

「心配せんでもあの若わか造ぞうがああいう態たい度どでわしを呼よんだときはだな、絶ぜつ対たいロクなことが起こっとらんということだ」

「え」

「……黙だまってついてこい、ガルムス」

　頑がん固こなドワーフの従じゆう者じやはおどけたように肩かたをすくめてから、主あるじの後に続いた。




　その天幕は、周囲に立ち並ならぶそれと比くらべても一ひと際きわ大きかった。中で馬でも乗り回せそうなほどの広さがある。

　下したっ端ぱの兵士は寝ね返がえりも打てぬほどの小さな天幕に押おし込こめられるというのに──という思いがアレスの脳のう裏りをよぎったが、そんな思いさえも中へ一歩踏み入れた瞬しゆん間かんに消え去ることになる。

「…………」

　パンドラの助言に間ま違ちがいはなかった。

　中にいたのは五人の男たちと、そして姉妹らしき二人の少女だった。

　姉の方はエレナと同じぐらいだが、妹の方はまだ十歳さいかそこらだろう。いかにも素そ朴ぼくな村むら娘むすめといった風ふ情ぜいだ。

　そして妹の首くび筋すじには、一人の騎き士しが脅おどかすように剣を突きつけていた。その少女は恐きよう怖ふのあまり泣き叫さけぶこともできず、ただ一いつ刻こくも早く目の前の悪あく夢むのような光景が終わるのを祈いのっている。

　一方、姉の方は半はん裸らだった。しかもかろうじて身を隠かくしている残りの布ぬの切きれを、自らの震ふるえる手で取り去ろうとしている。その顔は羞しゆう恥ちによって真っ赤に染まり、涙なみだがこぼれそうになるのを必死で堪こらえている。
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「あ……あ……」

　エレナのうめき声が聞こえた。ふとそちらを見ると、今にも倒たおれそうだった。咄とつ嗟さに手を伸のばしてその華きや奢しやな体を支える。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……うん。大丈夫」

　無理もなかった。この世界の現実を初めて目にするには、十五歳という年ねん齢れいはいささか若すぎる。

　やはりこんなところへ連れてくるべきではなかったかと後こう悔かいしかけたが、姉妹のためには同じ女じよ性せいであるエレナの手助けが必要なのだ。

　アレスは一歩前に出ると、静かだが力強い声が響ひびいた。

「これは一体どういうことか、オニール卿きよう」

　突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやに呆あつ気けに取られていたオニール卿は、ようやくそれが誰でなんのためにここへ来たかを悟さとったようだった。

「こ、これはアレス卿。なに、大したことではない。我われらはこれより国のため民たみのため命をかけて北の反乱を鎮圧しにいくのだ。だが道のりはまだ長い。せめて今のうちに疲つかれを癒いやしておこうと、近くの村から慰い労ろうのためこの二人を連れてきたというわけだ。そ、そうだアレス卿。いかがかな、よければ卿も一いつ緒しよに──」

　だがオニール卿の言葉は、怒ど気きを含ふくんだアレスの声によってかき消されることになる。




「黙れ、犬」




　部屋の気温が急きゆう激げきに下がったようだった。

　アレスの言葉は続いた。

「咄とつ嗟さに考えたにしてはなかなかに筋すじの通った言い訳わけをするではないか、近衛騎士の皮をかぶった愚ぐ劣れつな犬どもめが」

　そのあまりの語気の強さに、オニールは目に見えてたじろいだ。

「い……今なんと言ったのだ、アレス卿？」

「分からぬか、分からぬのか？　そうか、すまなかったな、獣けだものに人の言葉を話しても理り解かいできる道理もあるまい。犬には犬の接せつし方をすべきであったな」

　アレスは地面に転がっていた石ころを取り上げた。

　それを天幕の外に放ほうり投げる。

　なんのつもりかといぶかしむオニール卿に向かい、あごでしゃくった。

「拾って来い犬ども。そうすればこのことは盛さかりのついた犬の悪いた戯ずらとして見み逃のがしてやってもいいのだぞ？」

　それはあまりにも辛しん辣らつであり苛か烈れつであった。オニール卿ら五人の騎士たちは、怒りを覚えるよりも先に言葉を失った。

　アレスはわざとらしく大きなため息を吐ついた。

「やはり理解できぬようだな。犬も犬なりに従順であるならばともかく、こうも低てい能のうとあっては救いようがない。少々躾をしてやらねばなるまいな。ガルムス、姉し妹まいを連れ出せ」

「心得た」

　ガルムスは無む造ぞう作さに妹の方へと近づく。

「よ、寄よるなドワーフ風ふ情ぜいが！」

　少女の首筋に短たん剣けんを突きつけていた騎士がガルムスを遮さえぎろうとする。

　その騎士にも多少の矜きよう持じはあったらしく、少なくとも丸まる腰ごしのドワーフを相手に少女を人ひと質じちに取るようなことはなかった。

　だがそれゆえに、ガルムスにとってはただの人形を相手にしているのと同じだった。

　ガルムスはその力強い腕うでを無造作に伸のばし、その騎士の腕を取ると力ちから任まかせにぐっと引き寄せ、そのまま背せ負おい上げるようにして地面に叩たたきつけた。背が低く、力の有り余あまっているドワーフがもっとも得意とする体たい術じゆつだ。

「あがっ……！」

　直後、くぐもったような悲鳴をあげてその騎士が気を失ったのは、とどめとばかりガルムスが丸太のような足で無造作にみぞおちを踏ふみつけたためである。

　まばたきする間に障しよう害がいを排はい除じよすると、ひげもじゃのドワーフはできる限かぎり穏おだやかな顔を作って少女に話しかけた。

「さあおいで。犬の躾しつけなど子こ供どもが見るものではないからな」

「あ……。ふえぇ……」

　少女の顔からは未だに恐きよう怖ふは消え去っていない。恐おそらく当分消えることはないだろう。だが力強いドワーフの腕に抱だき上げられると、少しだけ安心したように頷うなずいた。

「シーラ！」

　人質だった妹が解かい放ほうされたのを見て、姉が駆かけ寄る。ガルムスは妹を姉に手て渡わたすと、そのまま二人をかばうように外へと連れ出そうとした。

　鈍にぶい金きん属ぞく音おんが響いたのはそのときだった。

　オニール卿が剣を抜ぬいたのだ。

「アレス卿……！　貴き様さま、ここまで私をコケにして、ただで帰れるとは思うなよ！」

　だが、アレスは動じるという言葉を知らないようだった。

「ほう、そうか、ただでは済すまぬか。ではこれを進しん呈ていするゆえ剣を収おさめてはくれぬか」

　アレスは懐ふところから一いち枚まいの銅どう貨かを取り出した。

　そしてそれを指先で弾はじくと、オニール卿のすぐ前に落とす。

　同時に、その場にいる全員の心しん胆たんに寒気を覚えさせるような冷たい声で告げる。

「拾え。犬」

　そのあまりにも冷れい酷こくな言葉と苛烈な態たい度どに、オニール卿は明らかに気け圧おされたように見えた。だが自分にはまだ三人もの味方がいると思い直したのだろう、すぐに気を取り直したように剣を構かまえる。

「幸いここなら人目につくこともあるまい。二度と日の光を見られぬようにしてくれる！」

「そうか、人目につかぬか、それは助かる。犬畜生に躾を教えるところなど、他の騎き士しに見られたくもないからな」

「き、貴様というヤツは……！　おい、おまえら！　抜け！　こいつに後こう悔かいさせてやるんだ！」

　オニールの声に応じて、多少の戸と惑まどいと恐れに駆かられつつ、残り三人の騎士たちが剣を抜く。

　だがそんな彼らを一いつ顧こだにすることもなく、アレスはエレナの方を振ふり返った。

「エレナ、二人を頼たのむ」

「わ、分かった。でも……義に兄いさんはどうするのよ、たった一人で」

「案ずるでない」と、答えたのはガルムスだった。「このわしが、たかが四匹ひきの犬に手こずるような腑ふ抜ぬけの従じゆう者しやになどなるわけがなかろう」

　今ひとつ要よう領りようを得ない返答だったが、それでもエレナは理り解かいしたようだった。少なくともガルムスは、アレスが勝つことを微み塵じんも疑うたがっていないということに。

「義兄さん。気をつけてよ、一いち応おう」

「ああ」

　エレナとガルムスが姉妹を伴ともない外に出る。

　それを見み届とどけると、アレスはゆっくりとオニールら四人に向き直った。

「オニール卿きよう。一つだけ確かく認にんしておきたいことがある」

「な、なんだと？　なんのことだ？」

「いいのだな？」

「……あ？」

　その言葉の意味を図はかりかねたのか、オニール卿の呆あつ気けに取られた声が返ってくる。

「い、いいも悪いもなかろう。貴様こそはいつくばって許ゆるしを乞こうなら今のうちだぞ！」

「違ちがう。そうではない」

　アレスは目を細めた。素す手でのまま、一歩歩み出る。

「たった四人で──いいのかと聞いているのだ！」




　……体中をアザだらけにしたオニール卿がほうほうの態ていで叔お父じであるブライアン将しよう軍ぐんの許もとへ駆かけ込んだのは一いつ刻こく後ご（約十五分）のことであり、さらにアレスがブライアン将軍から出頭を求められたのは、その一刻後のことである。
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「アレス・ファノヴァール、参りました」

　アレスが足を踏ふみ入れたその天てん幕まくの中には、大きな机つくえや簡かん単たんなベッドが置かれていた。机の上には地図が広げられており、ブライアン将軍とベルフェルド副将が作戦会議をしていたようだった。

「来たか、アレス卿」

　大おお柄がらなその将軍は、ぞんざいな口ぶりで若わかい同どう僚りようを迎むかえた。

「はっ。なんの御ご用ようでしょうか」

「卿に一つ任にん務むを与あたえてやろうと思ってな。ベルフェルド、説明してやれ」

「は」

　ベルフェルド副将が静かに進み出た。

　彼は立場的にはアレスの直ちよく属ぞくの上司であり、過か去こアレスがクラウディア王女から奇き妙みような命を受けていることを知っている数少ない一人である。ゆえに本人の前で口外することはないが、アレスのことを高く買っている一人でもあった。平時に顔を合わせれば談だん笑しようの一つも交かわしていたところだが、このときばかりはブライアン将軍の手前ということもあってか高こう圧あつ的な態度を崩くずそうとはしなかった。

　もっとも、アレスの方もその程てい度どの機き微びは理り解かいしていた。あくまで将軍と一近衛騎士という態度に徹てつする。

「先ほど一里（約四キロメートル）先に千人ほどの反はん乱らん軍ぐんの部隊が発見された。アレス卿、卿に一個小隊三百の兵を与える。明日にも出しゆつ撃げきし、可か及きゆう的てき速すみやかにこれを殲せん滅めつせよ」

　アレスの表ひよう情じように微妙な変化が表れたのはごく一いつ瞬しゆんであり、それに気付けた者はいなかった。

　来きたるべきときが来たのだ。他人の血を流し、あるいは流すことを強きよう制せいさせるときが。

　伯はく爵しやくの地位を返上して近衛騎士に戻もどったときから、あるいは五年前のあの日から、ずっと覚かく悟ごはしていたことだった。たとえ自分がやらなくとも誰だれかがやらなければならない。むしろこれまで逃にげてこれたのが幸運だったというべきなのだ。

　だが同時に、奇妙だとも思う。

　敵の数は千にのぼるという。にもかかわらず、それを半分にも満たない三百の兵で討うてとはどういうことか。

「質しつ問もんしてもよろしいでしょうか」

「許そう、なんだ？」

　アレスの問いに答えたのは、ブライアン将軍だった。

　その口調にはまるでアレスの反はん応のうを試ためしているかのような、嘲あざけるような響ひびきがあった。思わずアレスは憮ぶ然ぜんとする。

「恐おそれながら閣かつ下か、それは三倍もの敵と戦えということでしょうか？」

「そうだ。反乱軍など烏う合ごうの衆しゆうに過すぎぬ。ましてやたった千人でのこのこと出てきたような連中だ。恐らくは功に釣つられて勢いきおいだけでここまで来たのだろう。ならば半数以下の兵力といえど勝ち目は充じゆう分ぶんにあるはずだ」

「しかし現げん実じつに、ボルネリア領で反乱軍は劣れつ勢せいな状じよう況きようにありながらも勝利を得ました。その実じつ績せきを軽けい視しして烏合の衆とあなどるのはいかがなものでしょうか。ましてや三分の一にも満たない兵力で戦えというのは──」

「ほう、なんだ？　つまり貴き様さまにはできぬということなのか？」

　乱らん暴ぼうな口調でブライアン将軍はアレスの言葉を遮さえぎった。

　頭に血が昇のぼるのを感じる。

「そうは言っておりません、しかし兵力の小出しはもっとも忌いむべきことです。こちらには一万以上の兵がいるのですから、あえて危き険けんを冒おかす必要もないと思いますが」

　ブライアン将軍は、返事の代わりに鼻を鳴らした。

「だからそれがどうしたというのだ？　敵はロクに訓練も受けておらんし装そう備びも貧ひん弱じやく。そんな相手に多勢で挑いどめばこちらが弱よわ腰ごしと受け取られるだけであろう。半数以下の兵力で正面から挑んでこそ、彼き奴やつらも侮あなどって攻こう撃げきをしかけてくるというものだ。そこで少数による多数の撃げき破はを演えんじることができれば、敵味方双そう方ほうの士気に大きく影えい響きようを与えることができるではないか」

「お、お待ちください。今なんと仰おつしやられたのですか？　半数以下の兵力で、正面から戦えと……？」

「その通りだ。下手な小細工は禁きんずる、正面から堂々と戦い、我わが王国軍と反乱軍の格かくの違いを見せ付けてやるのだ。まして貴様のような若い騎き士しが先せん陣じんを切って功を上げれば、さぞかし我が軍の士気も上がると思ってな。そうは思わぬか？」

「…………」

　ブライアン将軍はアレスがすぐに返事しようとしなかったのを見て、付け加えた。

「言うまでもないが、軍の命令に拒きよ否ひ権けんはない」

　ならばわざわざ言わなければいいではないか、という文句を呑み込こむ。

「だがまあ、貴様はいささか腰が引けているようだしな。おまけに王家に覚えもよいファノヴァール家のご当主でもあられる。ゆえに今回のみ、特別に命令を拒否する権利を与えてやってもよい。だがまさか騎士道を歩む者がこのような名めい誉よある大任を断ことわるとは思えぬがな」

　そこまで言われて黙っていられるアレスではなかった。

　アレスがもっとも嫌きらうのは、家名のことを持ち出して騎士としての腕うでを疑うたがわれることである。怒いかりはすでに頂点に達していた。最後の自じ制せい心しんを振ふり絞しぼり、どうにか怒ど鳴なりつけることだけは堪こらえる。

「もちろんです。このような大任を与えて頂いただき光栄の至いたり、非ひ才さいの身ではありますがこの上は将軍のご期待に添そえるよう全力をもって任に当たらせて頂く所しよ存ぞんです」

「よくいった。せいぜい戦果を上げるが良い」

「はっ。では失礼します」

　背せ筋すじを正し、敬けい礼れい。回れ右。右足を一歩踏ふみ出し、そのまま退たい出しゆつする。それは文句のつけようもない、作法に則のつとった見事な動作であった。
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　ようやくアレスが自分を取り戻もどしたのは、ブライアン将しよう軍ぐんの元を去って三十歩ほど歩いたときのことであった。

「……またやってしまった」

　本気で頭を抱かかえたくなる。

　多少挑ちよう発はつされただけでまた頭に血を昇らせてしまい、無む謀ぼうともいえるような任務を引き受けてしまったのだ。

　三百の兵を率ひきい、三倍以上の敵と正面から戦う。

　古来、少数の兵力で多数の兵力を打ち破やぶったという事例は枚まい挙きよに暇いとまがない。だがそういった事例に共通することは、決して相手を軽けい視しすることなく情じよう報ほうを集め、そして正面から戦うという愚ぐを犯おかさなかったということにある。

　それに対して、この状況はどうか。

　反はん乱らん軍ぐんは無む能のうな農民の集しゆう団だん──その評ひよう価かが正しいとは思えない。でなければボルネリアがこうも早く反乱軍の手に落ちることはなかったはずだ。まして一万の王国軍の眼前にのこのこと出てきた反乱軍である。何らかの企たくらみがあるのか、あるいは反乱軍の中でも選よりすぐりの部隊であることは想そう像ぞうに難かたくない。その反乱軍に三分の一以下の兵力で正面から戦うなど、愚の骨こつ頂ちようという以外の何物でもない。

　クラウディア王女の命を受けたときのように、自分とガルムスだけが犠ぎ牲せいになるのならばまだいい。だが、今度は何百もの部下の命をも危き険けんにさらすことにもなるのだ。

　かつてない後こう悔かいが頭をよぎった。自分だけならいいが、部下まで巻まき込むことはできない。たとえ赤っ恥ぱじをかくことになるのだとしても、今からブライアン将軍の元に謝しや罪ざいしに行くべきではないのか──本気でそう思った。

　ガルムスの言葉が思い出される。後の後悔先に立たず。この性しよう分ぶんを直さねばいつか更さらなる後悔を呼よぶことになるだろうと。まさしくその通りだった。

　季節は春である。このとき、アレスの足元には花々が咲さき誇ほこっていた。

　アレスはなんとなくその花を一輪摘み取った。そして半ば無む意い識しきのうちに、一枚一枚その花びらをむしっていく。

「うまくいく、うまくいかない、うまくいく、うまくいかない……」

《……頼たのむからそれだけはよせ、我が契けい約やく者しやよ》

　やや呆あきれ気味の顔をしたパンドラが眼がん前ぜんに舞まい降おりたのはそのときである。

《我は汝なんじと契約を交わしたことを後悔したくはないのだ。頼むから婦ふ女じよ子しのごとく花はな占うらないで物事を決するのはよせ》

　アレスはそれでも手を止めようとはしなかった。

「うるさい。私がなにをしようとおまえにとやかく言われる筋すじ合あいはない」

《ええい、やむを得ぬな。しばし待っておれ》

　そういうと、パンドラは空を見上げた。そしていくばくかの間を置いてから、アレスに向き直る。

《ほらみろ、我が黄たそ昏がれの主も助言を与あたえよと仰おおせだ。さすがに主も呆れ気味であったわ》

　ようやくアレスは花びらをむしる手を止めた。

「……いいだろう。何を教えてくれるというのだ？」

《教えよう。だがその前にまず汝の天てん幕まくに戻るがいい。さすれば一つの準じゆん備びが整う》

「またわけの分からぬことを……」

　アレスは顔をしかめたが、天幕に戻るだけならばそう時間がかかるわけでもない。結局素す直なおに従したがうことを選んだ。
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　そしてパンドラの予言めいた助言は、当然のように的中していた。

「あれ？　おかしいな、なんでおまえが俺おれの後に戻ってくるんだ？」

　天幕で待っていたのは、ガルムスとエレナ、そしてなぜかローランだった。かつて共にクラウディア王女を救い出した、あの伊だ達ての騎き士しである。

「それは私が聞きたい。なぜおまえがここにる？」

「いや、ちょっと用があってな。で、おまえはどこで何をやってたんだ？　さっきまでブライアン将軍のとこにいたはずだろ？」

「……少し遠回りをしていたのだ。考えたいことがあったからな」

　まさか花占いをしていたとは絶ぜつ対たいに言えなかった。

「ふーん。おまえが一人で考え事か。なんというか、似に合あわないな」

「なに、そうでもない」と、ガルムスが口を挟はさんだ。「どういうわけか知らぬが、最近アレスはしょっちゅう一人で出歩くことが多くなっとる」

「へえ。なにか心しん境きようの変化でもあったのか？　いや待てよ、ひょっとしてまさか……」

　不意にローランは顔を青ざめさせた。

　慌あわてたようにアレスの耳に口を寄よせてささやく。

「まさか、エレナを押おし倒たおしちまったとかいうんじゃないだろうなっ？」

　あやうくアレスはめまいを覚えるところだった。

「……どこをどうやったらそういう発想に行き着くんだ、貴き様さまは」

「だから、一発やっちまって気き恥はずかしくなって顔を合わせづらくなったから外に出るようになったとか」

「…………」

「分かった、そう睨にらむな、剣けんに手をかけるのもよせ。悪かった、まあそんなことあるわけないよな。もしそんなことになってりゃ今ごろ雪でも降ふってるだろうし」

「……ローラン。おまえは本当に何をしにきたのだ？　用がないなら出て行ってくれ」

「つれねえなあ、ったく。まあいい、聞いたぞ、先せん鋒ぽうを任まかされたんだってな？」

「耳が早いな。どこで聞いた？」

「なーに、オニールの野や郎ろうが股こ間かん押さえて青ざめた顔しながら将しよう軍ぐんのとこへ駆かけ込んだのを見たんでな。で、その直後におまえが呼よばれたんだ、なんとなく察しはつくさ。さて、そこでだ」

　ローランは一歩後ろに下がり、文もん句くのつけようのない見事な敬けい礼れいをしてみせた。

「この度たびアレス卿の副官を拝はい命めいいたしましたローラン・ビンターです。どうぞよろしく」

「…………は？」

　アレスの目が点になった。

　その反はん応のうに、ローランはがっかりしたように肩かたを落とす。

「おいアレス。『は？』はないだろう、常じよう識しき的に考えて」

「いや、だってだな、なんでおまえが私の副官なんかになるのだ？」

「だってもへったくれもないだろう。おまえは三百人の部下を預あずかる隊長になったんだ。副官が付くのは当然だろう？」

　それは事実だった。兵を与えられ隊長の名で呼ばれるようになった者には必ず副官がつく決まりとなっている。規き模ぼの小さい部隊の場合、あるいは一時的に編へん制せいされた部隊の場合、副官は副隊長を兼けん任にんし、もし隊長が不ふ在ざいということになれば指し揮きを引き継ついで戦うこととなる。

　軍隊というものは、指揮官の下で統とう率そつされることで初めて軍ぐん勢ぜいとしての力を発揮する。その指揮官が不在という事じ態たいに陥おちいれば、軍隊はただの人の集まりに成り下がる。それを防ふせぐための手しゆ段だんだ。

　パンドラが天幕へ戻もどれと言った理由の一いつ端たんが分かったような気がした。

「なるほど、確たしかに副官は必要だ。だがなぜおまえなんだ？」

「なにィ!?　そりゃまた心外だな。戦友のおまえが先陣切って戦うっつってんだ、黙だまって見過ごすわけにはいかねーだろ？　ちなみに将軍閣下にはすでに了りよう承しよう済ずみだから諦あきらめろ」

「分からんな。おまえは聞いていないのか？　明日私は三百の兵で千の反乱軍を正面から相手にしなければならぬのだぞ。いつも楽をすることばかり考えてるおまえが、なぜこんなときに私の副官など進んで務める気になったのだ？」

　その疑問に答えたのは、ローランではなくガルムスだった。

「ふん、分からぬか我わが主よ。その通りだ、そやつは楽をすることばかりを考えている。だからこそ、こうしてここへやってきたのだ」

　ドワーフの言葉に、ローランは肩をすくめた。そしてエレナに聞かれないようアレスの耳に口を寄せ、小声で言う。

「ま、そういうこった。俺としちゃ安全なうちに手て柄がらを上げといて、後は同どう僚りよう連中に見せ場を譲ゆずるフリをして後ろに引き籠こもっていたいんでね」

　アレスとしては、首を傾かしげる一方だった。

　どういうわけかは分からないが、このドワーフと優やさ男おとこは、三倍の兵力と正面から戦うことが安全だと思っているらしいのだ。

「ローラン。おまえ本当に分かっているのか？　実力も定かではない三倍以上の敵を相手に、正面から戦えと命じられているのだぞ？　確かに先陣を切る名めい誉よはあるだろうが、安全などあるわけがない。それどころか負ける可か能のう性せいもある。副官に先頭に立って戦えとは言わぬが、もし負ければ手柄どころではないことぐらい分かるだろう」

「いや、分かってないのはおまえだ、アレス」

「なに……？」

　ローランの顔から不ふ敵てきな笑えみが消えていた。

　いつもと違ちがう真剣な目をしてアレスを見み据すえる。

「忘わすれたのか？　俺はおまえが実じつ際さいに剣を振ふるうところを見た数少ない目もく撃げき者しやの一人だぜ？　断だん言げんしてやる。おまえが本気を出せば、たかが千足らずの敵なんざ雑ざ魚こも同然だ。だから俺はおまえについていく。それだけのことさ」
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　すでに日は傾かたむきかけており、夕焼けで赤く染そめ上げられた草原を、アレスは再ふたたび一人歩いていた。

　結局、ローランは最後まで考えを変えることはなかった。

　わけが分からなかった。三百人で千人の敵に挑いどむのだ。勝てる保ほ証しようなどどこにもない。

　ローランもガルムスも自分のことを奇き術じゆつ師しか何かだとでも思っているようだが、そんなことはありえない。

　確かに一対一なら誰だれにも負けないという自負はアレスにもあった。

　だがそんな自負は集しゆう団だん戦せんでは役に立たない。どれほどの猛も者さであっても剣の一ひと突つきであっさりと死ぬのだ。現げんにガザーブ領で二十人を相手にしたときも、ガルムスの掩えん護ごがなければ危あやうく背はい後ごからの致ち命めい的な一撃を喰くらう場面さえあった。

　広大な平原で、千人の敵を相手に正面から戦うとなればその危き険けんはさらに増ふえる。無む謀ぼうと言ってもいい。自分が兵を率ひきいるからといって、三倍もの敵に対たい処しよできる根こん拠きよなどまったくないのだ。

　計算高いローランと実戦経けい験けんの豊ほう富ふなガルムスがこの程てい度どのことを理り解かいしていないとは思えない。それなのになぜ──？

《悩なやみ事か、若わこ人うどよ》

　パンドラが空から舞まい降おりてくる。不ふ可か思し議ぎな衣ころもを周囲に漂ただよわせ、夕焼けに浮かぶ少女の容よう姿しを持つ精せい霊れいの姿すがたは幻げん想そう的に見えなくもなかったが、その顔に浮かぶ人をあざ笑うかのような笑みがすべてを台無しにしていた。

「おまえを呼よんだ覚えはないぞ、パンドラ」

《だが聞きたいことはあるはずだ、我が契けい約やく者しやよ》

　この精霊は人の心までは読めぬという。だがそれすらも時折信じられなくなってくる。どうにもすべてを見み透すかされているような気がしてならない。

　なにより一番許ゆるせないのは、それほど気の許せぬこの精霊に、結局は頼たよろうとしてしまう自分自身だった。

「いいだろう、では聞こう。ガルムスもローランも、なぜ私が負けることを考えていないのだ？」

　返ってきたのはパンドラの哄こう笑しようだった。

《あれだけ言われてまだ分からぬか。簡かん単たんなことだ、我が契約者よ。汝なんじとあの王女あたりは今一つ理解しておらぬようだがな、ただの人間が何十倍もの数の敵を相手に勝つことなど通つう常じようならありえぬ。少なくともガルムスとローラン、それにイザーレという汝の師しはそのことを知っている。だからこそ──そう、月つき並なみな表現だが彼らは汝を信じているのだ。汝が先頭に立って兵を率いるならば、千の敵などものの数ではないとな》

「…………」

　アレスは押し黙だまってその言葉の意味を考えた。

　パンドラはこう言ったのだ。自分が先頭に立って兵を率いるならば、と。

　確たしかに勇ゆう猛もうな指し揮き官かんが先頭に立って奮ふん戦とうすれば、軍隊は勢いきおいづく。それは分かる。

「だがそううまくいくものではないだろう、危き険けん過すぎる。もし私が戦死するようなことになれば、指揮官を失った部下たちは一いつ瞬しゆんにして総そう崩くずれになるだろう。全ぜん滅めつするのはこちらの方だぞ」

《そうだな、その通りだ。もし汝が戦死するようなことがあれば──の話だがな。しかし侮あなどってもらっては困こまる。少なくとも我われはこの程度のことで死ぬような輩やからを契約者に選んだつもりはない。何度でも言おう、此こ度たびの戦いくさで勝利を得るのはたやすいことだ、汝がすべての実力を出しさえすればな。もっとも、人の血を流すことを嫌きらい、中ちゆう途と半はん端ぱに剣けんを振ふるうようなことがあっては勝利などおぼつかぬであろうが。まさか、ここに至いたっても未いまだその決心がつかぬというわけではないのだろう？》

「……当たり前だ。私とて、部下の命がかかっている戦場で躊ちゆう躇ちよすることはない」

《ならばよい》

　パンドラの小こ柄がらな体が中空を滑すべった。

　アレスの顔の真横へと移い動どうし、そして耳元で囁ささやく。

《殺すのだアレス。全力で剣を振り、容よう赦しやなく殺すのだ。さすれば汝を遮さえぎれる者など誰もおらぬ。勇猛なる指揮官に率いられた三百の羊は獅し子しのごとき働きを示しめすであろう。あの王女も言ったはずだ、おまえには他の追つい随ずいを許さぬ剣の才があると。故こ郷きようの仇かたきを討うつのは汝の本ほん望もうでもあったはずだ》

　それはまるで悪あく魔まのような囁きだった。人々の犠ぎ牲せいと引き換かえに禁きん断だんの果実を渡わたそうとする悪魔の誘ゆう惑わく。

　精霊の誘惑はさらに続いた。

《事が後先になったが、汝がためらいなく剣を振るえるよう、一つ助言を──策さくを授さずけてやろう。この策を実行すれば、少なくとも汝の懸け念ねんは一つなくなるぞ》

「どういう……ことだ？」

《なに、そう難むずかしいことではない。汝は自分が死ぬことで部隊が総崩れになり、部下の犠牲が増えることを懸け念ねんしているのだろう？　汝が死ぬことがあるとも思えぬが、たとえそうなったとしても兵士たちに犠牲を出さずに済ませる策がある。しかもこれは、捨すて石いしのごとく千人の兵を送り込こんできた反はん乱らん軍ぐんの真の目もく論ろ見みを打ち砕くだく効こう果かもある》

　これにはアレスも興きよう味みを抱いだかざるを得なかった。

「あるのか、そんな都合のいい策が」

　パンドラの表ひよう情じように、小悪魔的なとでも表現すべき不敵な笑みが浮かんだ。









　第八章　戦竜在ざい野や
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「王国軍が動き出したぞ！」

　誰かの叫さけび声がして、レオンは慌あわてて平原の中央へと視し線せんを向けた。

　その日、ついに王国軍は動きを見せた。王国軍の本ほん陣じんから一部隊が出陣し、接せつ近きんしつつあったのだ。だがその光景にレオンら反はん乱らん軍ぐんの兵士たちは首を傾かしげることとなる。奇き妙みようなことに、向かってくる王国軍の軍ぐん勢ぜいはどうみても自分たちの半分もいない。せいぜい三百人といったところか。

　眼がん前ぜんに広がるのは見通しのよい大平原である。その部隊のさらに後方には王国軍の本陣が控ひかえており、万を超こえる軍勢がいるのが見えるが、現げん在ざいのところその一部隊以外に展てん開かいしている王国軍の姿すがたは見えない。

　自分たちが軽かろんじられているのか。それともなにか罠わながあるのか。

　仲間の口からは嘲あざけりの軽口が飛び交かう一方で、警けい戒かいを促うながす声も少なくはなかった。

「うろたえる必要などない！」

　一いつ喝かつするように声を響ひびかせたのは、彼らの指し揮き官かんであるディオールという男であった。

「敵てきが少ないならば好都合というものだ！　もし王国軍になにか企たくらみがあったならばとっとと森の中に逃にげ込めばいい、それだけの話だろう！」

　その言葉に、たちまち反乱軍は落ち着きを取り戻もどすこととなる。

　もし王国軍が小細工をしかけてきたのであれば森へ逃げ込み、その卑ひ怯きようさを喧けん伝でんすればいいだけの話だ。勝利できればそれに越こしたことはないが、引き分けでもいい。王国軍と互ご角かくに戦えることが証しよう明めいできれば、それだけで徒と手しゆ空くう拳けんの反乱軍にとって多大な実じつ績せきとなるのだから。ようは引き際ぎわを見み誤あやまることさえなければいい。王国軍にどういう意図があるのかは分からないが、数が少ないならば好都合以外の何物でもないのだ。

　それにしても、大した男だ──とレオンは思った。

　仲間たちの動どう揺ようを一声で鎮めたディオール。レオンから見ても、その男は総そう勢ぜい千人からなる反乱軍の一隊を率ひきいるに充じゆう分ぶんな統とう率そつ力りよくを持っているように思えた。

　短く刈かり込んだ髪かみ、肉を骨ほねごと噛かみ砕くだけそうな強きよう靭じんなあご。荒あらくれ者ばかりの部隊の中にあって一ひと際きわ大きな体を持ち、常つねに物静かでどっしりと構かまえているその様は、これまでに見てきたどの騎き士しより、あのアレスよりも力強く見える。

　腕うでも確たしかだ。なにしろ先んじて功を上げたがっているような連中ばかりが集まっている部隊なのだ。自分こそが隊長にふさわしいと勝負を持ちかけた者は何人もいた。だがディオールは圧あつ倒とう的な膂りよ力りよくから繰くり出される大たい剣けんで容よう赦しやなくそういった連中を叩たたきのめしてきた。

　いまやその寡か黙もくな戦士の力量を疑うたがう者はいない。レオンでさえ、正面から戦えばとてもかなうまいと感心したほどだ。この男が率いる部隊ならば、少数の王国軍など恐おそれるに足らずである。ただ一つ気になることがあるとすれば、このディオールという男が、上じよう層そう部ぶを無視してまでも出陣し、誰よりも先んじて功を得ようとするほどがっついた人物には見えないということぐらいだ。

　ましてや──と、レオンはほくそえんだ。

　これは王国軍はもちろん、仲間たちの中にも気付いていない者は多いであろう事実である。そのことに気付いたとき、レオンも思わず反乱軍という組そ織しきを見直すほどだった。

　反乱軍の兵士は、この場にいる千人だけではないのだ。どこからかき集めてきたかは知らないが、背はい後ごの森にはさらに三百もの兵が伏ふせられている。

　森の入り口に陣取っている以上、王国軍の側からその伏兵を見み出いだすことは困こん難なんだろう。彼らは予よ備び兵力として戦線に加わることもできるし、あるいは森の中へと追つい撃げきしてきた王国軍の鼻っ面つらをへし折ることもできる。

　眼前に展開する王国軍の数はわずか三百。その四倍、千三百もの兵を相手に勝てる道理など有り得ない。これは勝っても負けてもいい戦いくさではあるが、勝てないまでも負ける要よう素そを排はい除じよした戦でもあるのだ。

「俺おれたちも行くぞ！　やつらに俺たちの恨うらみを思い知らせてやるんだ！」

　ディオールの声が響き渡わたった。

　気合を鼓こ舞ぶするかのように、千人の兵士たちが大声を上げてその命令に応おうずる。

　レオンもその一人だった。これがレオンを含めたほとんどの兵士たちにとっての初うい陣じんとなるのだ。無む理り矢や理りにでも声を上げて気合を入れなければ、体が震ふるえ出しかねなかった。

　こうして反乱軍の一千人からなる部隊は出陣した。




　眼前の王国軍の部隊から、紅あかの甲かつ冑ちゆうとマントを身にまとい、二本の剣を腰こしに差した近衛騎士がたった一人で馬を歩ませ進み出てきたのはそのときであった。
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　アレスが馬の足を止めたときには、後方に待機している三百人の部下とはかなりの距きよ離りが開いていた。

　一度だけ振ふり返る。彼らは王国全土から集まった志し願がん兵へいである。そのほとんどは農民や下流商人の三男や四男たちだ。

　爵しやく位いが一子相伝であるように、農地や家か督とくも一人しか受け継つぐことができない。親から何も受け継ぐことができなかった彼らにとって、もっとも安あん易いに食事と給料を得、そして手て柄がらさえ立てれば簡かん単たんに財ざいをなすことができる職しよくが軍人であるということは、貴き族ぞくも平民も変わりない。

　特に農民たちは、領りよう主しゆに生せい殺さつ与よ奪だつの権けん利りを握にぎられ、職業や移い動どうはもちろん婚こん姻いんの自由さえも制せい限げんされている。その奴ど隷れいと変わらぬ生活から脱だつ出しゆつできる数少ない方法が、兵士となり戦場で武ぶ勲くんを立てることなのだ。

　それゆえ、志願者の数に困こまることはない。もし王国北部からもっとたくさんの志願兵を受け付け俸ほう禄ろくを与あたえることができていれば、今回の反はん乱らんは起こらなかったのではないかと短たん絡らく的に考える者もいるほどだ。

　そういった志願者の中からさらに選よりすぐられた兵卒たちが近この衛え騎き士し団だんの直下で日ひ頃ごろから訓練を受け、そして一度戦があれば真っ先に動員される。アレスに与えられた三百人の兵士たちがそれであった。

　兵士たちの装そう備びは五尺しやく（約一五〇センチ）ほどの槍やりと、鉄で補ほ強きようされた革かわの鎧よろい、そして兜かぶとで統一されている。正面から戦うためだけの装備だ。しかしロクに集団戦の訓練も受けていない田い舎なか貴族などに比くらべれば、よく訓練された彼ら志願兵の方が圧あつ倒とう的に戦力として重要であり、アレスもまた彼らを信用していた。

　常つねならば戦となろうと彼らの士気は高い。戦は彼らにとって功を上げる絶ぜつ好こうの機会だからだ。だが、戦いを目前に控ひかえた今、彼らの顔に浮うかぶのは戸と惑まどいという感かん情じようだった。

　初陣を前にして怯おびえている者もいる。これから命の取り合いをするのだ、恐れを抱いだかない者の方が少ない。しかし、それだけではなかった。

　後ろには万を超こえる味方が控えているというのに、自分たちはたった三百。しかも眼がん前ぜんにはどう見ても自分たちの三倍以上の敵てき軍ぐんがいる。しかもその敵は、侯爵の軍隊を打ち破やぶった実じつ績せきを持つ得体の知れぬ反乱軍である。その敵を前に三分の一にも満たぬ兵力で戦えということは、ひょっとして自分たちは捨すて駒ごまにされたのではないか──そんな思いが胸きよう中ちゆうをよぎっているのだろう。

　そしてもう一つ。これから戦う相手は自分と同じ国の民たみなのだ。

　三百人の兵士の中には、当然王国北部出身の志願兵もいる。もし反乱軍の中に見知った顔があったら、戦うことができるのか──そんな戸惑いもあるのだろう。

　そして彼らは、最後の望みを託たくすように、自分たちの隊長に視し線せんを送るのだ。

《すなわち、汝なんじのような名高き騎士が導みちびいてくれるのであれば、すべてうまくいくのではないか。汝の兵士たちは一様にそう思っているのだ》

「……黙だまっていろ、パンドラ」

《仰おおせのままに、我わが契けい約やく者しやよ》

　──正直、たまらないな。

　それがアレスの偽いつわらざる心しん境きようであった。

　部下の命に対して責せき任にんを持つ。それはいい。だからこそパンドラの策さくを容いれ、このようにただ一人で敵の前にその身をさらしているのだ。

　これでようやく故こ郷きようの復ふく讐しゆうが果たせる。その思いは確たしかにあった。だが故郷レストニアが滅ほろぼされてから少なからぬ時間が経たっていたこと、そしてクラウディア王女と話をしたことが影えい響きようしているのだろう。幾いく分ぶん冷静さを取り戻もどしたアレスの体は、人の血を流すということに躊ちゆう躇ちよを抱いていた。ましてやこの五年間、自分は人の血が流れるのを止めるべく剣けんを振るってきたのだ。それがすべて無む駄だになってしまうのではないか、そんな気にさえなってくる。

　だがそれは必要なことなのだ。今ここで反乱軍を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめさねばもっと多くの血が流れることになる。第二、第三のレストニアが現げん出しゆつする──そう考えて自らを納なつ得とくさせようとする。

　アレスは馬を歩ませ続けた。

　もはや引き返すことはできないし、その意味もない。

　自分は他人にはない人殺しの才を与えられたのだ。それを天に、天下に返すのはこのときなのだ。

　不安の種は尽きない。本当に自分にこの戦いを勝利に導くことのできる力があるのか、またパンドラに乗せられただけではないのかと。

　だが後方に控える三百の兵士たちのためにも、今は虚きよ勢せいを張はる必要があった。

　やがてアレスはただ一人反乱軍の眼前にその身をさらすと、声を大にして叫さけんだ。

「我が名は近衛騎士アレス・ファノヴァール！　反乱軍の大たい将しようはいるか！」
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　その声が聞こえたとき、思わずレオンは自分の耳を疑うたがった。

　忘わすれようのない声。忘れようのない名前。

　アレス・ファノヴァール。なんという運命の偶ぐう然ぜんか。こんなにも早く見まみえることになろうとは。

　急きゆう激げきにレオンの胸むねが高鳴った。いつか雌し雄ゆうを決しようとしていた男があそこにいるのだ。しかし、まだ見えるには早すぎるのではないか──そうも思った。あの敗北から鍛たん錬れんを欠かした日はなかったし、命がけの実戦も積んだ。だがそれでも、今の自分があの男に勝てるとは思えなかった。

　動どう揺ようしたのはレオンだけではなく、仲間の兵士たちも同様だった。

　ベールセール王国において、ファノヴァールの名を知らぬ者は少ない。王国の建国に多大な貢こう献けんを果たした騎士の名を、あるいは北の強国レアニール連合王国から母国を守るべく戦った騎士の名を、確かファノヴァールといったのではなかったか──と。

　その動揺を知ってか知らずか、ディオールが進み出たのはそのときである。

「俺が隊長のディオールだ！　何用だ、近衛騎士アレス！」

「ディオール、試みに問いたい！　このままでは無駄に多くの血が流れる。兵を引く余よ地ちはないのか！」

「ありえぬ！　無む能のうな貴き族ぞくどもの贄にえとされ、妻さい子しを失うのはもうたくさんだ！　我われらは貴様らを打ち倒たおし、王も貴族もない真の楽園を築きずく！　こうするより他に生きる道はないのだ！」

　同意の怒ど号ごうが上がった。王や貴族や国が一体何をしてくれたのだと仲間たちが叫ぶ。

　だがアレスは、千人の怒号を一身に浴びつつも、一歩も引くことはなかった。

「なるほど貴公の主しゆ張ちようは分かった。だが貴公らの行動はこの王国の治安を乱みだし、持たざる者に要いらぬ犠ぎ牲せいを強しいるものだ。現に私の故郷は、貴公らによって廃はい墟きよとされた。国王陛へい下かの騎き士しとして、貴公らの行動を捨すて置くことはできぬ」

　アレスは声を大にして叫んだ。

「戦士ディオール、貴公に一騎打ちを申し込こむ！　もはや言葉は不要、なれば私と貴公の剣と血をもって大たい義ぎを語ろうではないか！」

　それは誰だれもが予想しなかった提てい案あんだった。

　わずかな沈ちん黙もくの後、王国軍の兵士たちから驚おどろきに似にた歓かん声せいが上がる。

　一騎打ち。自分たちの大将の実力を見せ付けるのにこれほど都合のいいものはない。ましてファノヴァールの騎士と名高きアレスの力があれば、いかなる相手であろうと恐おそれるに足らず。

　だが歓声が上がったのは、反乱軍も同様であった。たとえファノヴァールの名を持つ騎士であろうと、ディオールの前ではひとたまりもあるまい。そうなればこの戦いくさは勝利したも同然であり、近衛騎士恐れるに足らずと存ぞん分ぶんに喧けん伝でんすることもできよう。

　このとき、不安を抱いだいていたのはレオンただ一人であった。

　あのアレスという男の剣けん技ぎは並なみではない。ディオールが勝てればいい。アレスが他人の手によって討うち取られるのは無念ではあるが、この状じよう況きようではそれもやむを得ないだろう。だがもし万が一、ディオールが正面から戦い負けることがあれば──。

　ここは一騎打ちなどに応おうじず総そう攻こう撃げきをしかけ、あの男がなにかしでかす前に数で押おし包むべきではないか。幸いにもアレスはたった一人でその身をさらしている。今攻撃を仕し掛かければ、背はい後ごに控ひかえている王国軍と合流する暇ひまを与あたえることなく簡かん単たんに討ち取れるはずなのだ。

　だが、このときのレオンはただの一兵卒に過すぎず、そのような考えを実行に移うつすことはできなかった。

　ディオールの静かな声が響ひびく。

「お受けしよう、騎士アレス」

　レオンの心配をよそに、それでこそ我らが大将と、仲間たちの歓声が一いつ層そう強まった。




　　　　◆




　アレスは馬を降おりると、その尻しりを叩たたいて戦場となるであろうこの場から去らせた。

　そしてディオールという名のその戦士の元へと歩み寄よる。

　両者はおよそ十歩の距きよ離りまで近づいたところで自然と足を止めた。同時に両軍から聞こえていた歓声が止やむ。

　アレスはあらためて相手の顔を見た。

　いい顔をした男だ──素す直なおにそう思った。

　無む論ろん、ローランのような優やさ男おとこという意味ではない。誰からも後ろ指を差されることなく人生を戦い抜ぬいてきた男の顔という意味だ。

　死なせるには惜おしい男だ。無む性しようにそう思った。

「ほう。珍めずらしいな、二本差しか」

　ディオールがアレスの両りよう腰こしにある二本の剣を見て言った。そして自らも背せ中なかの剣を構かまえる。その大きな体たい躯くにふさわしい大剣だった。

　アレスは答えず、代わりにいつものように左手で剣を抜いた。王女より授さずかったドワーフの匠たくみにより作られた剣である。

「ディオール。今一度尋たずねたい」

　アレスが問いかけようとする。

　だがその言葉の先を口にすることはできなかった。ディオールが首を振ふってそれ以上の言葉を聴きくのを拒きよ否ひしたためである。

「我らに、もはや語ることなどあるまい」

「……そうか」

　アレスは静かに剣を構えた。もはや戦うしかないのだと悟さとる。

「参られよ、戦士ディオール」

「おう」




　その一騎打ちは、静かに始まった。

　大だい上じよう段だんに剣を構えたディオールが地を駆かける。

　アレスもまた剣を斜ななめに構えると、大地を蹴けった。

　振り下ろされるディオールの大剣を正面から受け止める。

　両者の間に火花が散った。それを合図とするように、大たい将しようを見守る兵士たちから歓声が上がる。

　──強い！

　アレスは素直にそう思った。

　なんと強きよう烈れつな一撃か。精せい霊れいの加か護ごを受けたアレスの左ひだり腕うでをもってしても、その一撃を受けると同時に体中がしびれるかのような衝しよう撃げきを受けた。クラウディア王女より賜たまわった剣でなければ、容よう易いにへし折られていただろう。
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　しかしアレスも歴戦の剣士である。ディオールが剣を構え直すごくわずかな隙すきを突ついて剣を突き出し、肩かたを狙ねらう。

　ディオールは振り回すようにして強引に大剣を振ると、その突きを払はらいのけた。さらに体中の筋きん肉にくを膨ぼう張ちようさせ、大剣の軌き道どうを捻ねじ曲げ重い一撃をアレスに返す。

　突きを払いのけられ、体たい勢せいを崩くずした直後に振るわれた大剣の一撃である。並の戦士であれば避よけることもできず体を二分されていただろう。

　だがアレスは目を見み張はる速さで剣を構え直し、その一撃を受け流してみせた。それはまるで剣ではなく小こ枝えだでも扱あつかっているのではないかと思わせるほどの、流りゆう麗れいにして迅じん速そくな動きであった。

　二人の一いつ騎き打うちは、いつ果てることなく続いた。

　アレスは驚きよう嘆たんを覚えた。亡なき父と手合わせをしなくなって以来、これほどに強い相手と剣を交えた記き憶おくはない。

　アレスだけではない。反はん乱らん軍ぐんの兵士たちもディオールとまともにやりあうことのできるアレスの技量に驚嘆し、王国軍の兵士たちもまた、反乱軍がただの農民の集しゆう団だんに過すぎないという考えを捨すてねばならなかった。

　両軍の歓かん声せいが激はげしさを増ましていく。

「はああっ！」

　アレスは気合と共に力を込めて剣けんを振り下ろした。だがディオールは難なんなく受け止める。

　剣がかち合い、アレスは相手の体勢を崩そうと力を込めた。だが負けじとばかりディオールもまた力を込めて押し返してくる。

　二人の力が反発しあうように、自然と距離が開いた。

「アレスとやら。一体どういうつもりだ……！」

　ディオールが怒ど気きのこもった声で言ったのはそのときだった。

「……どういうことだ？」

「とぼけるな。貴き様さまの戦いはあまりにも奇き妙みようだ。剣を左手で扱おうがそれは貴様の自由だ。だがなぜ右手を添そえようとすらしない？　貴様は左手一本で俺おれと正面から戦うだけの力を持っている。両手を使えばとうに貴様は勝っていたはずだ」

「…………」

　アレスは無言だった。ただそのことを見抜いたディオールの技ぎ量りように驚おどろく。

　ディオールは剣を構え直しながら続けた。

「一つだけ言っておく。俺は戦士としてこの場にいる。敗北も死も覚かく悟ごはしている。それは俺が未み熟じゆくだったというだけの話だし、死ねば妻つまにも会えるのだからな。だが、少なくとも手て加か減げんされた相手に殺されることだけは我が慢まんがならん。貴様も騎士ならば分かるはずだ」

「……そうか」

　アレスが一つの決心を下したのはこのときである。

　ディオールというこの戦士は、左手だけで勝てるような相手ではない。むしろそれだけで勝てるなどと考えることそれ自体が思い上がりだというべきだった。強い膂りよ力りよくから繰くり出される大剣の一撃と、死を恐おそれぬかのようなその戦いぶりは、これまでに戦ったどんな敵よりも強い。

　こちらも全力を尽つくすべきなのだ。それこそがこの武ぶ人じんへの敬けい意いとなる。

「これまでの不敬を詫わびよう、ディオール。一つの剣を両手で握にぎることには、どうしても抵てい抗こうがあったのでな」

　次にアレスがとった行動は、誰もが目を見張るものであった。

　左手の剣をそのままに、右手でもう一本の剣の柄つかを握ったのだ。エレナから受け取った、ファノヴァール家代々に亘って使い込こまれた名めい剣けんを。

　剣の柄を握った瞬しゆん間かん、五年前の血ち塗ぬれた光景が思い出されたが、それを意志の力で押さえつける。

　二ふた振ふりの白はく刃じんが陽光の下にさらされた。

「……それが貴様の本気か」

「ああ、そうだ」

　片かた手てでしか剣けんが振れないのには理由があった。精霊の加護を受けた利き腕で剣を振るえば、手加減の余よ地ちすらなく必ず人の血が流れる。両手で剣を持つなどもっての他ほかであった。

　そして五年の歳さい月げつが経たった今では、左手に人を殺さぬ剣けん術じゆつを覚えこませることができた。今いま更さら右手を添えようものなら、その慈じ悲ひの剣術を忘わすれてしまうのではないか。それが恐ろしかったのだ。

　クラウディア王女も言ったではないか。この五年間降ふり続けてきたその慈悲の剣を忘れるなと。

　結果、アレスが選んだ答えがこれだった。

「いいだろう。では見せてもらおうか、名にしおうファノヴァールの騎士の本気とやらを」

　ディオールが剣を正せい眼がんに構えた。

　それに対し、アレスは右手右足をやや後ろに引き、左手を前に突つき出す。

　そしてまるでバネを縮ちぢめるがごとく、上半身を右にひねって剣を掲かかげる体勢を取る。

「行くぞ、戦士ディオール！」




　　　　◆




「あ、あの構えは……！」

　その光景に、レオンは戦せん慄りつを覚えた。

　アレスの構えには見覚えがあった。かつて自分が敗北したときのことを思い出す。

　風のごとく吹ふき抜ぬけたあの迅速な剣けん技ぎ。アレスはそれを繰くり出そうとしている。だが、自分のときとは何かが違ちがう。

　すぐに気付く。左右が逆ぎやくだったのだ。あのときアレスは左手にしか剣を持っていなかった。だが今は両手に持っている。

「ま、まさか……」

　自分の想そう像ぞうがあまりにも馬ば鹿かげていることはよく分かっている。だがアレスもまさかこの状じよう況きようでふざけたりはすまい。出来の悪い冗じよう談だんのようだったが、目の前の事実を信じないわけにはいかなかった。

　搾しぼり出すようにして、その馬鹿げた考えを声に出す。

「あいつ、両手で剣が扱えるというのか……？」

　そのとき、ディオールが気合の声と共に斬きりかかった。

　速い。アレスと戦った自分よりはるかに速い一いち撃げきだ。

　だが、それでもまだ遅おそかったのだ。アレスという騎き士しにとっては。

　両軍の兵士たちの眼がん前ぜんで、ディオールとアレスとが斬り合った──ように見えた。

　だが二つの影かげが交差するその瞬間、一瞬だけアレスの姿すがたが消えた。

　直後、一つの丸い何かが飛んでいった。




　──あれはなんだ？




　誰だれもがそう思った。

　それがディオールの首であることに気付くには、まだいくばくかの時間が必要だった。

　ただの一振り。いや、二振り。それで勝敗は決していた。アレスは目にも留まらぬ神速をもってディオールの一撃を左手の剣で弾はじき返すと、右手の剣でその首を斬り飛ばしたのだ。




　そのあまりにも圧あつ倒とう的すぎる光景に、歓かん声せいも悲鳴も上がることはなかった。ただ人々の目には決して映うつることのない精せい霊れいが、誰の耳にも聞こえぬ声で、ほらみたことかと嘲ちよう笑しようしていただけだった。




　　　　◆




　ディオールの首に刃やいばを埋うずめたそのとき、アレスはしっかりと感じていた。自らの持つ剣が、皮を、肉を、骨ほねを、人の命を奪うばっていくその感かん触しよくを。

　勢いきおいに任まかせて最後の力を加え、剣を振り抜く。

　トスン、という小さな音がしたのはその直後だった。

　ふと足元を見ると、かっと目を見開いた物言わぬ首が自分を見上げている。

　そこでようやく悟さとる。自分は今、一人の男の命を奪い取ったのだと。

　ディオールと名乗ったこの勇ゆう敢かんな男は、どのような人生を送ってきたのだろうか。どんな家族がいて、どんな友人がいて、どんな恋こい人びとがいたのだろうか。どれだけの期待を背せ負おい、どれだけのことをなしてきたのか。

　自分はそのすべてを、ただの一振りによって奪ったのだ。言い訳わけはない。それは必要なことだったのだ。元々大した統とう制せいも取れていないはずの反はん乱らん軍ぐんは、指し揮き官かんを失ったことでもはや組そ織しき的に動くことはできない。この瞬しゆん間かんに、三百人の部下の勝しよう率りつと生せい存ぞん率りつは跳はね上がったのである。

　昨日、パンドラが語った策さくとはこのことだった。

　アレスが一人敵てきの前に身をさらし、一騎打ちを申し出る。必ず彼らは応おうずる。応じざるを得ないのだ。千人がたった一人の騎士を恐れるようでは、王国中の笑いものとなる。一方で三百人の部下たちにはこう告げていた。もし自分が一騎打ちに勝利し、反乱軍恐れるに足らずと説明されれば、そのときは共に戦い功を上げよと。しかしもし逆ぎやくに自分が敗れることがあれば、そのときは本ほん陣じんへ逃にげ帰ってよいと。

　そして今、一騎打ちには勝利した。足元に転がる戦士の死に報むくいるためにも、いつまでも感かん傷しようにひたってはいられなかった。




　顔を上げる。前を見る。胸むねを張はる。




　そして後ろを振ふり返る。自分が導みちびかねばならない部下たちを。

　アレスは声を大にして叫さけんだ。

「我わが王国の忠ちゆう実じつなる兵士たちよ！」

　アレス・ファノヴァールという騎士に生まれつき備そなわった素そ質しつがあったとすれば、それは剣の腕うででもいかなる物事にも動じぬ胆たん力りよくでもなく、その声量にある──後世、そう主しゆ張ちようする歴史家もいた。

　そのことを証しよう明めいするように、このときのアレスの声はキホルテ平原に存そん在ざいするすべての兵士たちの耳に届とどいた。

「此こ度たびの戦いくさの敵は、悪あしき魔ま物ものでも憎にくき侵しん略りや者くしやでもない！　我われらの同どう胞ほうが敵なのだ！　だが兵士たちよ、ためらってはならない！　今の反乱軍は我が王国の治安を乱みだす賊ぞく軍ぐんに過すぎぬ！　反乱軍が存在する限かぎり、我らに平穏は訪れず、やがては他国の侵略をも誘発することになるだろう！　心せよ、この反乱が一日長引けば、その度たびに持たざる同胞が犠ぎ牲せいとなるのだ！」

　兵士たちの歓声が上がった。その通りだ。賊軍討うつべしと。

　このとき扇せん動どう役やくとして、副隊長ローランの尽じん力りよくがあったことは、あまり知られてはいない。

「我が王国の勇敢なる兵士たちよ！」

　アレスはさらに声を張り上げた。

「今このときだけは臆おくしてはならない、迷まよってはならない！　我らと我らの子孫のために、今は武ぶ器きを振るわねばならぬのだ！」

　敵の大たい将しようを一騎打ちで破やぶり、士気が絶ぜつ頂ちように達していたときのことである。それは王国軍兵士たちの迷まよいを払ふつ拭しよくするには充じゆう分ぶん過ぎた。

　アレスは歓声を背に、再ふたたび反乱軍たちを正面に見み据すえた。

「クラウディアさま──」小声で呟つぶやく。「言いつけ通り、私は忘わすれません。この五年間、振り続けてきたこの慈じ悲ひの剣けんを」

　ゆっくりと左手の剣を掲かかげる。

　もはや迷いはなく、その剣の切っ先はアレスの意思を象しよう徴ちようするかのように真まっ直すぐに天を指していた。

「猛たけ々だけしき赤神オディウスよ照しよう覧らんあれ！　我らここに眼前の敵兵を完かん膚ぷなきまでに叩たたき伏ふせることを誓せい約やくする！　願わくばその犠牲を供く物もつとし、一人でも多くの命が救われんことを！」

　ベールセール王国近この衛え騎き士したるアレス・ファノヴァールは、少なくとも公式な歴史上ではただの一度たりとも「攻こう撃げきを開始せよ」とも「突とつ撃げきせよ」とも命令することはなかったとされている。

　若わかき騎士は誰よりも強い光を放つ双そう眸ぼうを常つねに前方に向け、そしていつもただ一言、こう叫ぶことで開戦の合図とした。




「全軍、我に続けぇ───────っ!!」




　二振りの剣を手に地を駆かける。騎乗しているわけでもないというのに、その俊しゆん敏びんさたるや風が吹ふき抜ぬけるがごとくであった。

　それは今後無数に繰くり広げられることになる戦せん闘とうの中でも、極きわめて小しよう規き模ぼなものの一つに過ぎなかった。しかし後世の歴史家たちはその小さな戦闘に、あえて『キホルテ平原の戦い』という大おお仰ぎような呼よび名を与あたえることになる。それが一人の英えい雄ゆうを産み落とした戦いだったがゆえにである。




　　　　◆




　その騎士の奮ふん迅じんぶりは、まさしく凄すさまじいの一言に尽つきた。すでに崩くずれかかっていた反乱軍の士気を打ち砕くだくには充分過ぎるほどだった。

　たった一人で千の軍ぐん勢ぜいのただ中へと飛び込こみ、二振りの剣をもって当たるを幸い兵士たちをなぎ倒たおす。

　それはまるで鋭するどい鎌かまで雑ざつ草そうを刈かり取るようでさえあった。右の剣は兜かぶとごと頭を叩き割わり、突つき出された槍やりを腕ごと切り飛ばした。左の剣は切っ先で腿ももの骨ほねを砕き、あるいは激げき痛つうのために悲鳴をあげる兵士の頭に、まるで慈じ悲ひを与えるがごとき一撃を与えた。

　突撃、粉ふん砕さい、蹂じゆう躙りん、殲せん滅めつ。

　その行路はたちまち血と死体と負ふ傷しよう者しやと悲鳴とで舗ほ装そうされていった。

　歴史に生み落とされたばかりの英雄は疲つかれを知らず、片かた時ときたりともその動きを止めることはなかった。自分が一人斬きり殺す度たびに今後の犠牲が一人でも少なくなることを信じ、悲鳴のような気合の声をほとばしらせ、左の剣を振り上げ自らの姿すがたを誇こ示じすることで味方を鼓こ舞ぶし、微み塵じんも容よう赦しやなく右の剣を振ふるうことで敵てきを威い圧あつし、ただただ戦い続ける。

　前後左右から噴ふん水すいの如ごとき血の飛しぶ沫きを浴び、深い紅あか色いろをした甲かつ冑ちゆうをさらに赤く黒く染そめ上げ、決して弱まることのない強い眼がん光こうで周囲をにらみつけるその姿は、敵にとってはもはや悪あく魔ま同然であった。事実、この戦いを生き延のびた反乱軍は、アレスのことをこう呼び恐おそれるようになる。いわく、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉──と。

「ひ、怯ひるむな！　相手はたった一人だ、数で押おしつぶせば勝てるぞ！」

　誰かの叫さけび声が反乱軍の兵士たちをどうにか押し留とどめる。しかしそれは犠牲を増ふやす効こう果かしかなかった。

　それは竜たつ巻まきのようだったと、後に生き残った反乱軍の兵士たちは恐きよう怖ふにおののきながら口にしたという。

　マントを翻ひるがえし、唇くちびるを真一文字に結び、二振りの剣を手に敵のただ中へと飛び込む〈赤の悪魔憑き〉。わずかな義ぎ務む感かんと虚きよ栄えい心しんからあえて立ち向かおうとする者は、誰一人として例外なく自分の体の一部を代だい償しようにその判はん断だんを悔くやむことになった。

　悲鳴や絶ぜつ叫きようと共に、人の体が飛び散った。

　血の雨が大地を染め上げた。しかもその雨は、止むことがなかった。

　それはまさしく竜巻と呼ぶに相ふさ応わしかった。

　何人でかかろうと、二本の剣けんを自じ在ざいに振り回す若き騎士の進路を阻はばむことはできなかった。この戦いくさにはすでに勝ち目などないのではないか。そう思わせるに充じゆう分ぶんな光景だった。




　ローラン率ひきいる三百の王国軍が動き出したのはこのときである。

　アレスは、我われらの隊長は、約束を果たしたのだ。たった一人で反乱軍と戦い、恐れるに足らずということをその身で示しめしてみせたのだ。

「アレス卿きように後おくれを取るな！　ここで手て柄がらを立てりゃ立身出世は思いのままだぞ！　続け野や郎ろうども！」

　伊だ達ての騎士に扇せん動どうされるようにして、王国軍三百の兵士たちがそれに続いた。たちまち兵士たちの喚かん声せいが天を覆おおい、巻まき起こる砂さ塵じんは地を覆う。

　後にこの戦を生き延びた王国軍の兵士たちは、一人の例外もなく家族や友人、恋こい人びとに語ったという。自分は赤神オディウスの申し子と共に戦い、この国を守ったのだと。




　　　　◆




　このとき、レオンは心底怯おびえていた。

　勝てない。勝てるわけがない。片手で扱あつかうにしても決して軽くない騎士の剣を両手に持ち、竜巻のごとく振り回す紅あかい悪魔。あれはもはや人間などではない。人間が勝てる相手ではない。

　そして、まるでアレスが作り出した穴あなに大きな楔くさびを打ち込むように、王国軍三百人の兵士たちが殺さつ到とうしてきたのはこのときだった。

「くそっ、ひるむな、迎むかえ撃うつぞ！」

　誰かが叫んだ。レオンも剣を抜ぬいた。アレスならともかく、ただの兵卒になど負けるわけにはいかない。

　だが、このときのレオンはすでに敗北しつつある反はん乱らん軍ぐんの一兵士の身に過すぎなかった。

　信しん頼らいしていた指し揮き官かんを倒され、軍神のごときアレスの戦いぶり見せ付けられ、反乱軍の兵士たちはすでに戦う意思の過か半はんを失い、その腰こしは引け、足は震ふるえていた。そこへなだれをうって王国軍が突とつ進しんしてきたのである。残っていた戦意は砕ける寸前だった。

　レオンもその一人に過ぎなかったのだ。本人は気付いていなかったが、心はすでに折れかけていた。その手は恐怖で震え、腰も引けていた。普ふ段だんの力の半分も出せる状じよう態たいにはなかったのだ。

「うわああああ！」

　殺到してくる敵兵が、意味のない声と共に槍やりを突き出してくる。

　その一いち撃げきは、なんとか払はらいのけることができた。それはレオンの持つ実力ゆえだろう。

　だが他の仲間たちはそうはいかなかった。その体に次々に槍が刺ささり、悲鳴が上がる。

「も……もう駄だ目めだ！」

　肩かた口ぐちに穴を開けられ、もはや武ぶ器きを持つこともかなわなくなった味方の一人が叫び、そして背せを向けて逃にげ出した。

　彼の判断はある意味で的てき確かくだった。味方が敵を抑おさえている間に逃げられたために、彼個こ人じんの命は救われたのだ。

　だが、かろうじて保たもたれていた反乱軍の戦線は、それを機に崩ほう壊かいすることとなる。

　このとき貧びん乏ぼうくじを引かされたのは、反乱軍の中でも特に己おのれの腕うでに自信を持つ者たちだった。なまじ戦線を支ささえようと戦い続けたばかりに、逃げる機会を逸いつしたのだ。

　レオンもその一人だった。眼前の敵は一人増ふえ、二人増え、時間と共に激はげしくなる。

「うわ、ちくしょうっ！」

　そのとき、レオンの隣となりで戦っていた兵士が逃げ出した。顔見知り──スカルトだ。自分をこの戦に誘さそった張ちよう本ほん人にん。

　そのスカルトが、背せを向けて逃げ出したのだ。思わずレオンは叫んだ。

「お、おいっ、逃げるな！」

　それが命取りだった。

　気がそれたその瞬しゆん間かん──微み塵じんの容よう赦しやもなく、レオンのわき腹ばらに槍が突つき立てられた。

「あぐっ……！」

　熱かった。刺された傷きず口ぐちから猛もう烈れつな熱を感じる。まるで火が噴ふき出しているようだった。

　思わず剣を落とし、両手で傷を塞ふさごうとする。

　目の前が真っ暗になった。自分でも意い識しきしないうちに目を閉じていたためだ。

　傷口は焼けるほど熱いというのに、体中から冷や汗あせが吹き出し、寒いとさえ感じた。特に腹ふく部ぶの汗がすごい。

　違ちがった。それは汗ではなく、血だった。

　これが戦場。人と人との殺し合い。

　痛いたい。傷口がじくじくと痛みを発する。致ち命めい傷しようかもしれない。もう自分は死んでしまうのかもしれないという思いがよぎる。

　──嫌だ。嫌だ！　嫌だ！

　自分はまだ何も望みを果たしていない。それなのに、こんなところで物言わぬ死体になってしまうなど嫌だった。迫せまり来る死の恐きよう怖ふに悲鳴を上げる。

　衝しよう撃げきが来た。

　戦場で棒ぼう立だちになっていたのだ。それを見過ごしてくれる親切な敵てきなどおらず、槍の柄つかで頭を殴なぐられたのだ。

　体が吹き飛んだ。不思議なことに、今度は痛みは感じなかった。

　地面に倒たおれる。もう目を開けようとは思わなかった。目を開ければ、絶ぜつ対たいに見てしまう。血にまみれた自分の体、そして間もなく自分も仲間入りするかもしれない誰だれかの死体を。

「もう嫌だ、もう嫌だ、こんなの」

　恐怖と苦く痛つうにすすり泣いた。もういい、アレスへの復ふく讐しゆうなんてどうでもいい。誰がどうなろうと知ったことじゃない。剣けんも捨すてる。だから、どうか、どうか今すぐあの何一つ不自由することのなかった家に帰してください──。

　この瞬しゆん間かん、レオンは戦場を構こう成せいする障しよう害がい物ぶつの一つになり下がった。しかし彼の周囲で戦いは依い然ぜん続いていた。命をかけて切り結ぶ兵士たちに、足元の障害物を気にする余よ裕ゆうなどあるはずがなかった。

　反乱軍の兵士が大だい上じよう段だんに斧おのを構かまえ、振ふり下ろした。王国軍の兵士がその一撃をなんとか槍の柄で受け止める。

　その足元に、レオンの左ひだり腕うでがあった。

　容赦なく踏ふみ潰つぶされた。

　兵士の全体重が、レオンの左腕にのしかかった。一切の躊ちゆう躇ちよのない、凄すさまじい圧あつ力りよくだった。骨ほねが砕くだけ、筋きん肉にくの繊せん維いが肉とともにぶちぶちと音を立てて千切れていく音が確たしかに聞こえた。

　出で尽つくしたと思った悲鳴がまだ出た。自分の口から出た悲鳴だとは思えぬほどの絶叫。

　想そう像ぞうを絶する痛みに、頭が真っ白になる。

　左腕の感覚がなくなった。肘ひじから先がまったく動かない。ひょっとして腕は千切れてなくなってしまったのではないか。そんな恐怖に駆かられてなんとか自分の腕を見ようと目を開ける。

　その瞬間、眼前に大きく映うつったのは誰かの足だった。

　顔を思い切り踏まれた。鼻血が噴ふん出しゆつし、唇くちびるが大きく裂さけた。口の中に溢あふれた血が気管に入り、咳せき込んだ。

　今度は胸むねを踏まれた。鈍にぶい音を立てて肋ろつ骨こつが壊こわれ、呼こ吸きゆうが苦しくなる。

　そのまま気を失うことができればレオンにとっては幸福だっただろう。だが運命を司つかさどる女め神がみラクリナースはそんな幸運すら許ゆるさなかった。

　気を失う代わりに、胃い液えきが逆ぎやく流りゆうした。口からあふれ出してくる黄色がかった液体が体を汚よごした。酸すっぱい鉄の味が口一いつ杯ぱいに広がり、さらなる吐はき気を催もよおしてくる。

　呼吸すらもうまともにできない。

　もう体のどこが痛いのかさえ分からなくなった。死にたい。この苦痛から解かい放ほうされたい、誰か僕ぼくを早く殺してくれと、本気で願った。五ご彩さい神しんのその誰でもいい、わずかな慈じ悲ひがあるのなら、今すぐこの意識を途と絶だえさせてくださいと、心の底から祈る。

　果たして、ようやく慈悲は訪おとずれた。

　かつて仲間だった一人が喉のどを槍やりで突かれ、倒れた。倒れた先にあったのはレオンの頭だった。鈍い音を立て、二人の頭がぶつかる。

　血と汗と涙なみだと胃液と泥どろにまみれ、わずか十六歳さいという未来への可か能のう性せいに満ち溢れていた一人の少年の意識は、ようやく静かな眠ねむりについた。




　　　　◆




　このときアレスの義いも妹うとエレナは、王国軍が反はん乱らん軍ぐんとぶつかりあうその光景を、護ご衛えいとして残されたガルムスと共に見守っていた。

　人が次々と死んでいく地じ獄ごくの光景。

　遠目でもはっきりと、紅あかいアレスの姿すがたが見える。敵の中をたった一人で駆かけ巡めぐり、一ひと際きわ大きな死の嵐あらしを巻まき起こしている義あ兄にの姿が。

　たくさんの人々を救い、この国のために戦ってきたあの義兄が、本来ならば守るべき民みん衆しゆうたちに剣を向け、その命を刈かり取っている。

　その顔には、なんの表ひよう情じようも浮うかんでいなかった。怒おこるでもなく、哀かなしむでもなく、ただ淡たん々たんと剣を振るっている。

　──義兄さんは今、なにを思って剣を振っているのだろう。

　自然と涙が出てきた。

　エレナは腕を組み、緑神アトラスに捧ささげられる祈いのりの一節を口にした。

「どうか悲しみに耐たえられますように。どうか息むす子こたちに勇気が与あたえられますように」




　　　　◆




　アレスは視界の隅すみで、まだ少年にしか見えない反乱軍の兵士が動かなくなるのを見た。

　やるせない思いに駆られる。なぜあんな少年が戦場で死ななければならないのか。あの少年も、今手にかけた兵士も、本来なら騎き士したる自分が守らなければならない民たみなのだ。

　だがその間にも体は勝手に動き続け、他人に血を流すことを強要し続けていた。傍はたから見れば鬼き神しんのごとき戦いを演えんじている中でもアレスはあくまで冷静であり、それこそがアレスの強さの根こん源げんでもあった。

　見み渡わたす限かぎりの敵てき。その誰もが機会さえあれば自分を殺すことを目的とした無む慈じ悲ひな一いち撃げきを加えようとしている。常じよう人じんならばその状じよう況きようで冷静さを保たもち続けることなど不可能だ。

　だがアレスにはそれができた。冷静に敵の腕を叩たたき落とし、突つき出される槍を払いのけ、すり抜ぬけざま敵の首くび筋すじを切り裂き、命と意い識しきを刈り取り続ける。

　敵の中に単騎で切り込こんだのだ。常つねに圧あつ倒とうし、先手を取り続けなければ負ける。それが多人数を相手に生き残る唯ゆい一いつの方法だ。そのためには常に冷静さを保ち、眼前の敵を観かん察さつしてもっとも弱い兵と戦い、倒たおさねばならない。

　圧倒的な技ぎ量りようの差を見せ付けられた上に、目の前で仲間が切り殺されれば動どう揺ようしない兵などいない。そのスキを見み逃のがさず、次の犠ぎ牲せい者しやを量産する。

　必要以上に容よう赦しやなくとどめの一撃をくわえるのは背はい後ごを取られぬためであり、敵の戦意を奪うばって味方を高こう揚ようさせるためでもあった。

　もっとも、たとえ理り屈くつはそうであってもそれが実じつ践せんできるのはアレスの持つ人殺しの才があってこそだった。それは生いけ贄にえを伴ともなう儀式のようでさえあった。味方が本来の実力以上の力が出せるようになる都合のいい魔ま法ほう。代だい償しようは敵の血肉。

　どんな腕うでの立つ騎士であっても、流れ矢や兵卒の気まぐれな一撃で簡かん単たんに命を落とす。だがその騎士に対しては、いかなる攻こう撃げきも武ぶ器きの方が自分から逸それていくかのようだった。それには、とある助言者がいたことも大きい。

《今の一撃では死んでおらぬぞ、背せ中なかを襲おそわれたくなくばとどめを刺さしておけ》

「うるさい……！」

《ほらみたことか、後ろで立ち上がったぞ。いいか、合図したら後ろに剣けんを突きたてろ。三、二、一、今だ》

「うるさいと言っている!!」

　だがその気配はアレスも感じていた。軽けい視しはできない。

　結果的にパンドラの助言に従したがう形で、振ふり返りもせず後方に剣を突き立てる。

　鈍にぶい手ごたえがあり、鈍い悲鳴が聞こえた。

　わずかな量であるが首筋に熱い液体がふりかかるのを感じた。

　同時に、剣を通して心しん臓ぞうの鼓こ動どうが伝わってくる。だが感じた鼓動は一度きりだった。また何人かの悲しみをかきたてることになった瞬しゆん間かんである。

「がああああ！」

　すべてを振り払うように突き刺さった剣を抜くと、同時に前に踏ふみ込み、左右の剣を同時に振り下ろす。

　新たな犠牲者が、首筋から胸むねを斬り裂さかされて絶ぜつ叫きようを上げた。

　溢あふれ出た生命の証あかしたる赤い奔ほん流りゆうがアレスの顔を濡ぬらす。

　それはあまりにも圧倒的な光景だった。共に戦った兵士たちの中には、自分が吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌う英えい雄ゆう譚たんの世界に足を踏み入れたと錯さつ覚かくした者さえいたという。




　気付いたときには、向かってくる反乱軍兵士の姿すがたはもはや一人も存そん在ざいしなかった。




　三百人の王国軍に対し、兵力の過か半はんを失いつつあった反乱軍は、すでに潰かい走そう状じよう態たいにあった。武器を捨すて仲間を見捨て、背せを向けて森へ逃にげ去ろうとする。

　戦せん闘とうにおいてもっとも犠牲が増ふえるのはこの瞬間である。この瞬間、攻撃側は無む防ぼう備びな敵てきの背に反撃を恐おそれることなく武器を突き立てることができる。

　だが、戦場に変化が起こったのはこのときであった。




　森の中から、新たに三百人の兵士たちが姿を現あらわしたのだ。




　　　　◆




「もう、限げん界かいね」

　それは一人の少女だった。

　もしその場に王国軍の兵士がいれば、不思議に思ったことだろう。従じゆう軍ぐん神しん官かんでもないのに、なぜこんな戦場に少女がいるのかと。

　そして同時にこうも思っただろう。それはなんと美び麗れいな少女なのだろうと。

　細い体つきにしなやかな手足。綺き麗れいに整った顔立ち。

　そしてまるで風にたなびく草原を思わせるような、腰こしまで届とどきそうな長い髪かみ。

　だが人々にとって特に印いん象しよう的に映うつるのは、その目だろう。

　愛らしく純じゆん真しんな少女らしい瞳ひとみ──という表ひよう現げんが間ま違ちがっているわけではない。だが、少女を初めて目にした人々は、例外なくこう思うことになる。

　なんと真っ直ぐな目なのだろうと。いかなる障しよう害がい、いかなる誘ゆう惑わくをもってしても、そのまっすぐな目を歪ゆがませることはできないだろう──見る者にそれほどの印象を与あたえる、そんな目だった。

「それにしても、なによあれ。王国軍ってあんな化け物みたいなのがいるの？」

　少女は半ばうんざりするようにいった。

「いるもなにも、俺おれたちが見てるのが現実だろ」

　少女の傍そばに控ひかえていた若わかい男が言った。

「ま、そうなんだけど。あんなのはせめて一人だけにして欲ほしいところね」

「そんなことを言ってる場合じゃないだろう、どうするんだ？　いくら負けてもいい戦いとはいえ、これじゃ負けすぎだろう」

「そうね、少しぐらいは水を差してやらないとまずいわね。でも今いま更さらあたしたちが出て行ったところで勝ち目はないわ」

「じゃあどうする？　見捨てるか？」

「そういうわけにもいかないでしょ、全軍に命令を出して。あたしが今から逃げてくる味方と敵を分ぶん断だんするわ。その間に少しでも多くの仲間を救って森の中へ逃げ込むようにって。戦うことは禁きん止し」

「分かった」

　男は、少女の命令を実行に移うつすべく兵士たちに指示を出し始めた。

　それを横目に、少女はゆっくりと前に歩み出た。




　　　　◆




「援えん軍ぐんだ！　敵の援軍だぞ！」

　森の中から新たに出てくる兵士たちを見て、明らかに王国軍は怯ひるんだ。

　その隙すきに生き残った反はん乱らん軍ぐんの兵士たちは次々と戦線から離り脱だつしていく。

　だが王国軍がまごついた時間は、ごくわずかに過すぎなかった。アレスという騎き士しがいたために。

「怯む必要などない！」

　アレスの声は、王国軍の兵士たちに自分が英雄の傍にいることを思い出させるに充じゆう分ぶんだった。

「反乱軍が我われらにかなわぬことはすでに示しめされたのだ！　雑ぞう兵ひようが千や二千増ふえたところで赤神への生いけ贄にえが増えるだけのこと！　我らの勝利はもはや疑うたがいないのだ！　全軍、我に続けぇ────っ！」

　さらにこのとき、後方からも味方をはやし立てる声がした。

「あれは援軍じゃねえ、残ざん党とう狩がりの獲え物ものが増えただけだ！　功を上げる絶ぜつ好こうの機会だぞ、アレス卿きように続け！」

　ローランである。

　果たして兵士たちは、歓かん声せいと共に先頭を駆かける英雄の背中を追い続けた。

　森の中から新手が出てきたことは、アレスにとっても予想外だった。だがアレスは、決して少なくない実戦経けい験けんがあるがゆえに知っていた。

　戦場では勢いきおいこそがすべてなのだ。勢いを失った方は無残な敗北しか待っていない。

　今のこの状じよう況きようはどうか。

　反乱軍一千人の部隊は瓦が解かいし、すでに組そ織しき的てきな抵てい抗こう力りよくも失い、命からがら後方の援軍の元へと逃にげ込もうとしている。

　それは一見すると戦力が合流しているようにも見える。だが、実じつ際さいには違う。重じゆう症しようを負い、命からがら逃げ帰ってきた兵士などもはや戦力にはなり得ない。それどころか戦列を混こん乱らんさせるだけだ。

　さらに、王国軍に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、血まみれになって逃げ帰ってくる同どう胞ほうを見て、援軍の兵士たちはどう思うか。

　平静でいられるわけがない。

　次は自分があの血だらけの姿すがたになるのではないか、千人いようが二千人いようが王国軍にはかなわないのではないか──一いつ瞬しゆんでもそう思わせることができれば、この戦いくさに負ける道理はない。それがアレスが直感的に抱いだいた確かく信しんだった。

　しかも、それを実践するための手しゆ段だんは単純にして明めい快かいである。

　今一度、王国騎士の強さを見せ付けてやればいい。

　アレスの見立ては決して間違ってはいなかった。もしこのとき、二ふた振ふりの剣けんを手にアレスが再ふたたび血の竜たつ巻まきを巻まき起こせば、確実に反乱軍は二度目の敗北を喫きつしていただろう。

　だが、反乱軍の中から歩み出た一人の少女によって、その敗北は防ふせがれることとなる。

　その少女を見たとき、アレスは当然のように疑ぎ問もんを抱いた。

「なんだ？　なぜこんなところに少女がいる……!?」




　　　　◆




　少女は二本の剣を構かまえて風のように疾しつ走そうしてくる騎士を見み据すえると、ゆっくりと目を閉とじ、そして流れるような口調で言葉を紡つむぎだした。

「現げん世せの理ことわりを超こえ、我、ここに招しよう請せいす──」

　少女がそう口にした瞬間、周囲の世界がおののいた。

　草木はざわめき、光と影かげが揺ゆらめき、風は止やんで凪なぎとなった。

「蒼そう神しんラクリナースよ。形なきものを従したがえ、星せい辰しんと運命を統すべし蒼あおき女め神がみよ。契けい約やくの下もと、御おん身みの偉い大だいなる臣を召しよう喚かんせし我われを許ゆるしたまえ」

　周囲に風が吹ふいた。

　それはまるで少女に風が集まっていくようでもあった。長い髪かみが風に弄もてあそばれるようになびく。

「自由にして束そく縛ばくを知らぬ風の精せい霊れいよ。契約に従い、汝なんじが力をここに解かい放ほうせよ」

　声こわ高だかに叫さけび、手を高く掲かかげる。

「我わが意に応おうじよ！　我は中天に杭くいを穿うがつ者！」

　そして、まるで空に浮うかぶ杭を投げつけるように、手を振り下ろした。

「汝、名をシルフィード！」
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　　　　◆




　真っ先にその異い変へんに気付いたのは、先頭を駆かけるアレスだった。

「くっ!?」

　前方で少女が手を振り下ろすと同時に、頭上から強い風が吹き付けたのである。

　だが、それは風などという生なま易やさしいものではなかった。まるで目に見えぬ何かの塊かたまりが叩たたきつけられたかのようだった。

「なっ……なんだこれは！」

　前に進むどころか、立っていることさえ困こん難なんだった。それでもどうにか腕うでで顔を覆おおい、歯を食いしばって耐たえる。

《落ち着くがいい、我が契約者よ。これは風の黒くろ魔ま術じゆつだ》

　パンドラの声が響ひびいた。

《人を害する類たぐいのものではない。だがこれ以上の戦いは諦あきらめるのだな》

「なに……？」

　風の中でどうにか前後の状況を見回そうとする。

　その見えない風の壁かべは、逃げる反はん乱らん軍ぐんと追う王国軍のちょうど境さかいを狙ねらって振り下ろされたかのようだった。

　空から吹き降おろされた風は、地に叩きつけられて前後に分かれた。王国軍は前方から凄すさまじい突とつ風ぷうを浴びせられることとなり、完全にその進軍が止まる。

　一方で逃げる反乱軍は、背せ中なかを風に後あと押おしされるように、その速度を増ます。

　中には運悪く風の壁を越こすことができず、王国軍のただ中に取り残されてしまった不幸な兵士もいた。重じゆう傷しようを負っていたがゆえに、吹き寄よせる風に耐え切れず、そのまま吹き飛ばされて絶ぜつ命めいした兵士もいた。

　だが、吹きすさぶ風の壁によって命を救われた反乱軍兵士の数は、より多かった。

「これが、〈風の戦いくさ乙おと女め〉とやらの力なのか……!?」

　アレスの問いかけに、答える者はいなかった。




　　　　◆




　風を制せい御ぎよし続ける少女の周囲で、兵士たちは次々と戦場を離り脱だつしていった。王国軍はその場で釘くぎ付づけとなり、それ以上の追つい撃げきができる状じよう態たいにはない。

「ふう。ま、こんなとこね」

　少女は手を下ろした。同時に風が弱まる。しかし王国軍は思いもよらぬ展てん開かいに警けい戒かいしているのか、すぐに動き出す様子はなかった。

「大したものね。あの風の真下で、膝ひざも突つかずに立ってられるなんて」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている紅あかい騎き士しを見る。今後もっとも恐おそろしい敵てきとなって自分の前に立ちふさがることとなるだろうその騎士を。

　いずれにせよ、もうこの場に用はない。少女は後方の森に向き直ると、悠ゆう然ぜんとその場を後にしようとする。

　それにしても、と思う。

　反乱軍の最大の狙ねらいは、千人の兵士を犬死させることにあったのだ。

　ボルネリアを支し配はい下かに置いたことで反乱軍の威い勢せいは高まり、北部で食い詰つめた民みん衆しゆうはこぞって反乱軍に身を投じ、勢力も一気に増ぞう大だいした。

　だが、人が増ふえればいいというものではない。極きよく端たんな話、飢うえ死寸すん前ぜんの痩やせこけた兵士など戦力にはならない。とはいえ、民衆のためにと決起した手前、彼らを拒こばむこともできない。

　現在、反乱軍には多数の勢力が密ひそかに援えん助じよを与あたえてくれている。反乱軍は基き盤ばんを持たず、そして養わなければならない人々も多く、それが得体の知れない相手であっても援助を断ことわることはできなかった。

　だがそれは正せい確かくには援助ではなく投とう資しというべきものだった。彼らは援助の見返りとして反乱軍内部での地位とそれに見合った指し揮き権けんを要求したのだ。そのせいで反乱軍は未いまだに指揮系けい統とうを一本化できておらず、下部組そ織しきは混こん乱らんし、部隊の編へん制せいもままならない状態にある。

　だが──もしここで反乱軍の一部隊が王国軍に敗北したという報しらせが届とどけばどうなるか。

　それこそが反乱軍の指導者ジェレイドの狙いだった。危き機き感かんを煽あおることで、全軍の綱こう紀きを粛しゆく正せいしようというのだ。

　それゆえジェレイドは反乱軍の中でも特に扱あつかいにくい荒あらくれ者たちを意図的に扇せん動どうし、先せん陣じんを切らせたのだ。もし今ここで先んじて王国軍との戦いに勝利できれば、多大なる恩おん賞しようと反乱軍内部での地位を確立できると誘ゆう惑わくして。

　考えてもみれば分かることだ、千人といえば少なくも見えるがそれだけの装そう備びと兵ひよう糧ろうを調ととのえるには莫ばく大だいな金がかかる。何者かが意図的に支し援えんせぬ限かぎり、そんなことは不ふ可か能のうなのだ。

　とはいえ、どれほどおごった輩やからでも、たった千人で王国軍に勝てるとは思わないだろう。それゆえに彼らには作戦を与えた。勝てないまでも、負けない作戦を。

　ただ、その作戦には一つだけ弱点があった。それは千人の反乱軍が完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされるということである。

　今回の戦は、その勝敗に関係なく反乱軍の威い勢せいを増す材料とされる。しかし、もし誰だれも予想し得ぬような大敗北を喫きつすることになればもはや綱紀の粛正などといっていられる状況ではなくなる。王国軍には三倍、あるいは四倍の兵力をもってしても勝ち目はない、そのような風ふう評ひようが広まれば反乱軍に志し願がんする者はおろか逃げ出す者が続出してもおかしくはない。

　それを防ふせぐために森を背にして陣じんを敷しくことで逃げ道を用意してもいたし、少女も自ら後ご詰づめとして兵を率ひきい、森の中に伏ふせていたのだ。

　だが王国軍はこちらの三分の一にも満たない兵力で戦いを挑いどんできた。こちらの目もく論ろ見みを見み破やぶっていたのかもしれない。とはいえ、それはあまりにも危き険けんに過すぎる戦いだ。大兵力を持って確実な勝利を得、自軍の士気を高め、そして反乱軍恐おそれる足らずと喧けん伝でんする──それが王国軍が取るべき戦法なのだ。自分が彼らの将しようであっても、必ずやそうするだろう。

　だが、彼らはそうしなかった。なぜか。もしアレスという騎士が王国軍上じよう層そう部ぶに嫌きらわれており、捨すて石いし同どう然ぜんに差し向けられたというのであればまだ救われる。

　とはいえ、それは楽観に過ぎるというものだろう。むしろ王国軍によほどの知者が存そん在ざいし、かつアレスという騎士の実力を見み抜ぬき、信しん頼らいしていたがゆえにこのような戦い方を挑んできたと考えるべきである。

　いずれにせよ、こちらとて負けっぱなしというわけではないのだ。どうにか王国軍の追撃は阻むことができた。王国軍からすればさぞかし不気味な現象だっただろう。たった一人の少女に、数百人もの兵士たちの足を止められたのだから。この戦果をうまく操作できれば巻き返しの機会も生じるだろう。我らが反乱軍の指導者は、そういったことが得意なのだから。

　最後に一度だけ、少女は後ろを振ふり返った。王国軍を勝利に導みちびいた騎士を見み据すえる。

　そして、千人の生いけ贄にえの統とう率そつ役を進んで引き受けた巨きよ漢かんの男のことを思い出す。

「……さよならディオール。あんたの犠ぎ牲せいは無む駄だにしない。絶ぜつ対たいに」
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「我わが軍の勝利だぁ！　勝ちどきを上げろ！」

　ローラン・ビンターは喜び勇んで声を張はり上げた。

　その声で、兵士たちはようやく戦せん闘とうが終わったことに気付いた。最後こそ得体の知れぬ風に邪じや魔まをされ水を差されたものの、反乱軍はことごとく死し亡ぼう、あるいは重じゆう傷しようを負い、武ぶ器きを捨すてて降こう伏ふくし、残りは森に逃にげ散った。

　つまり、自分達は勝利したのだ。

　ローランに唱和するように、緑の平原に兵士たちの歓かん声せいが上がった。

「これでいい。最後に水を差されようが、勝ちは勝ちなんだからな」

　ローランは遥はるか先に立つアレスを見やった。そして自分の判はん断だんを自じ画が自じ賛さんする。

　目論見通りだった。

　目論見通り、ただアレスについていくだけで、いくつかの反乱軍兵士の首を取り、副隊長として部隊の勝利という栄光に与あずかることができたのだ。これ以上望むべくもない楽な勝ち方だ。

　それにしても、アレスとは面おも白しろい男だとつくづく思った。その剣けん術じゆつを目にしたのはこれで二度だったが、まさか本気で戦うアレスがあれほどとは思わなかった。

「ってかもう人間じゃねえよな、あれは」

　騎士の使う長剣は、基き本ほん的に片かた手て用ようだが両手でも使えるように作られている。その重量たるや決して並なみではなく、剣を振り始めたばかりの新人は例外なく腕うでの筋きん肉にく痛つうに悩なやまされるほどだ。

　その剣を二本同時に振り回すなど、可能かどうか──などという基き準じゆんの話ではない。有り得ない。よくて笑い話か、悪ければ集しゆう団だんで幻げん覚かくでも見ていたとしか思えないだろう。

「しかし……ちともったいないかもな」

　そんなことを考える。

　どうやら自分には先物買いの才さい能のうがあるらしい。もう充じゆう分ぶんな功こう績せきをあげることはできたのだから、後は当初の予定通り、後ろに引き下がっても誰も文もん句くを言うことはないだろう。

　だが、勝利の高こう揚よう感かんを味わってしまったせいだろうか、今になってそれも妙みように惜おしい気がした。

　一度自分はアレスの副官として勝利を得たのだ。今後も希望すればこのまま居い座すわるのは容よう易いだろう。これほど面白い居い場ば所しよを他人に譲ゆずるのはもったいない気がしてくる。もう少しあの人にん間げん離ばなれした朴ぼく念ねん仁じんを間近で見ていたい。

「俺おれはあのファノヴァールの騎き士しの後ろを護まもって戦ったんだぜ……ってか」

　これは女を振り返らせる切り札として使えるのではないか。そんなことも思った。
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《クックック……。はっはっはっは！》

　誰にも見ることのできぬ少女の形をした精せい霊れいは、誰にも聞くことのできぬ声でこらえきれぬ笑い声を上げていた。

《すばらしい。建国の英雄、初代ファノヴァールとてこれほどは戦えまい。大したものだ》

　その視し線せんの先には、勝ちどきを上げる王国軍兵士たちに囲まれたアレスの姿すがたがあった。

　近いうちに、その名はベールセール王国は元よりグリア大陸全土に轟とどろくだろう。だがその名声はアレスをさらなる激げき戦せんへと導くことになる。そして黄たそ昏がれの主あるじの助言がある限かぎり、アレスはさらに勝利を重ね続けるだろう。

　その行き着く先は、アレスという比ひ類るいなき英えい雄ゆうが最後に辿たどりつく場所はどこなのか、まったく想像がつかない。

　だからこそパンドラにとってアレスは最高の契けい約やく者しやだった。
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　一つの争いは終わった。

　だがそれは、もう一つの小さな争いの始まりを告げてもいた。

　王国軍の陣地の中に、一ひと際きわ大きな天てん幕まくがあった。中には何なん十じゆう枚まいもの毛もう布ふが敷しかれ、多数の兵士が横たわることができるようになっている。

　そこへ次から次へと怪け我が人にんが運ばれてくる。

「エレナ、この人を見なさい」

「は、はい！」

　エレナにとっての初うい陣じんは、息を呑のむ暇ひまもなかった。

　先せん輩ぱいの従じゆう軍ぐん神しん官かんに指示されるまま次々と怪我人の治ち療りように当たる。命の危き険けんがある者には白しろ魔ま術じゆつこと〈神の慈じ悲ひ〉を乞こい、そうでなければ傷きず口ぐちを洗あらい、酒で消毒し、包帯を巻まき、安定した姿し勢せいを取らせる。

　今回、王国軍は勝利した。しかも出陣していたのは三百人。

　それゆえ怪我人の数は決して多くはなかったが、今回の戦いくさでは負ふ傷しようした敵兵もできる限かぎり治療するよう国王から命令が出されている。その命令はアレスの下で忠ちゆう実じつに履り行こうされた。結果、このとき救きゆう護ご所じよに運ばれた人数は一挙に増ふえ、数百人にも上った。

　たちまち救護所はそこかしこが血で染まった。

　それは十五歳の少女にとっては嫌けん悪お感かんで胸むねが詰つまりそうな光景だった。

　だが、エレナは歯を食いしばって治療に当たった。忙いそがしさに目を回す暇がなかったことも幸いしただろう。怪我の処しよ置ちに長たけているドワーフの戦士の助けがあったことも大きかった。

　次から次へと運ばれてくる怪我人。頭から血を流している程てい度どならまだいい。

　手や腕が千切れかけた人がいる。腹からはみ出る内ない臓ぞうを必死に押さえている者もいる。

　一刻も早く〈神の慈悲〉を使わなければその命は危あやういだろう。

「エレナ。闇やみ雲くもに〈神の慈悲〉を使うんじゃない」

　老練な先輩の神官から注意が飛ぶ。

「で、でも……！」

「気持ちは分かるが、より多くの命を救うためだ。ほら、もう息が上がってるじゃないか」

　魔術は使用者の気力と体力、生命力さえも奪っていく。ゆえに、戦場で従軍神官が白魔術を使う際さいには適てき切せつな判はん断だん力りよくが求められる。

　内臓が飛び出しているような重傷者を救うことに力を費ついやすよりは、出血が激しい兵士を助けることに白魔術を使うべきなのだ。出血が激しいだけなら、傷口さえ塞ふさげば充じゆう分ぶんに生き残る可か能のう性せいがあるからだ。

　しかしエレナにはそれが許ゆるせなかった。救える者ならすべて救いたい。〈神の慈悲〉とはそのために神が人に与あたえた力なのだから。

　段だん々だんとエレナの心しん境きように変化が生じ始めていた。

　最初、エレナはどちらかというと義ぎ務む感かんに突つき動かされるように治療に当たっていた。それは正しい判断だった。そうでなければたちまち血に酔よい、治療どころではなかっただろう。

　だがやがて血に慣なれていくと、別の思いがこみ上げてくる。

　妻つまや恋こい人びと、子こ供どもの名を叫さけびながら痛いたみに悲鳴を上げる兵士たち。彼らの命を救い、大切な人の元へ送り届とどけなければならない。家族が死んでしまうことほど不幸なことはないのだ。両親を失ったエレナは、そのことを誰よりも知っていた。

　しかし、未み熟じゆくな自分にできることなどたかがしれている。それでもせめて、今の自分にできる限かぎりのことをしよう──。

　その思いが、エレナを限げん界かいを超こえて突き動かしていった。

　最後の一ひと押おしがあったのは、一人の重じゆう態たいの兵士が次のようにエレナに言い残したときのことである。

「た、頼たのむ……。故こ郷きようの妻に、伝えてくれ。愛していると……」

　それを聞いたとき、エレナの中で何かが弾はじけた。

　次の瞬しゆん間かんにエレナが取った行動は、傍そばにいたガルムスでさえ唖あ然ぜんとするほどだった。

　エレナは容よう赦しやなくその怪我人の頬ほおを引っ叩ぱたいていたのだ。

「そんなもの自分で伝えなさい！　情なさけないわね、愛してるなんて言葉は他人の口から伝えるもんじゃないの、そんなことしてたらすぐに愛あい想そ尽つかされるわよ！　それにね、愛してる相手に一方的に置いていかれる女の身にもなれっての！」

　怒ど鳴なりつけながらエレナは神の慈悲を乞うた。自分の余力など気にしていられなかった。

「こんな怪我ぐらい、あたしがいくらでも治したげる！　だからこの程度の怪我で愛する人を捨すてて逃にげ出そうなんて思わないことね！　分かった!?」

「あ……。ああ……」

　それは思わず男の方が痛みを忘れて圧あつ倒とうされるほどの剣けん幕まくだった。

　そこからのエレナの行動は、怪我を負った兵士たちが激痛を忘わすれて魅み入いってしまうほど凄すさまじいものだった。

　治療の痛みに暴あばれる兵士を小さな体で必死に押さえつける。肉を裂さいて指をねじ込こみ刃やいばの欠かけ片らを抜ぬき取り、血にまみれながら止血し、休きゆう憩けいも取らず、いつまでもいつまでも働き続けた。

　限界を超えて気き絶ぜつする寸すん前ぜんまで神の慈悲を乞い、ふらふらになりつつも、もはや手の施しようのない兵士の手を取り最さい期ごを看み取とった。

　血と肉と汚お物ぶつにまみれたその姿を、汚きたないと思う兵士は一人もいなかった。

　レオンという少年のような元騎き士しが目を覚ましたのはそのときである。
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　それが幸か不幸かは本人にも分からなかった。

　だが少なくともこのときに限っては、レオンは自分の意い識しきが再び覚かく醒せいしてしまったことを五ご彩さい神しんの名にかけて呪のろった。

「ぐ、ああ……！　ぎゃあああああああ！」

　体中が容赦なく痛んだ。

　怪け我がが熱を発し、まるで火を押し付けられているようだった。

「た、頼む！　誰だれか……殺せっ、殺してくれぇ！」

　だがそのとき、それまでとは別の痛みが頬を襲おそった。

　頬を叩かれたのだ。

「あたしとほとんどタメなくせに、こんなことぐらいで弱音吐はいてるんじゃないわよこの弱虫っ！」

　思わずレオンは痛みも忘れ、自分を怒鳴りつけたその誰かの顔を見ようとした。

　だが出血と疲ひ労ろうのためだろう。視し界かいがぼやけ、よく見えない。

　そのとき、再び新たな痛みがレオンを襲おそった。思わず目を閉じてしまう。

「ぎゃあああああ！　痛い、痛い痛い痛い！」

「だああ、もううるさいわね！　痛いってことは回かい復ふくしてきてるって証しよう拠こよ、少しは黙だまってなさい！」

　それは女の声のようだった。それもまだ少女と形容すべき年ねん齢れいのようだ。

　今度はレオンが腹はらを立てる番だった。人が死ぬほど痛がってるのに、頬は叩くは怒鳴りつけるは、おまえは一体何様なのだと。

　しかしこのときになってようやくレオンは次し第だいに痛みが小さくなっていることに気付いた。同時にその少女の口から神の慈じ悲ひを乞こう言葉が流れ出ていることを知る。誰かが自分のために白しろ魔ま術じゆつを使ってくれているのだ。

　やがてレオンはゆっくりと目を開いた。

　そして、少年は聖せい女じよと出会うこととなる。

「ほらみなさい、治ったでしょ。これでもまだ殺して欲ほしいって思う？」

　少女が言った。その口ぶりには、悪いた戯ずらをした年下の弟を諭さとすような響ひびきさえあった。

　その顔も神官衣も長い髪かみも血に汚よごれきっている。だが、それでも少女の神こう々ごうしさは少しも損そこなわれていなかった。

　レオンにとって、戦場という地じ獄ごくで自身と他人の血に溺おぼれながら意識を失い、そして次に目にしたのがその少女だったということもあるだろう。




　一目ぼれだった。




「もういいわね。じゃああたしは行くから、あんたはそこで大人しく寝ねてなさい」

「ま、待ってくれ！」

　すぐさま他の怪我人の元へ行こうとする少女を、レオンは半ば無意識のうちに呼よび止めていた。

　だが少年の声はもう届とどいていなかった。振ふり向くこともなく、その聖女は他の怪我人の元へ行ってしまう。

「ん？　どうした少年よ」

　代わりに答えたのは──なぜかドワーフだった。

　もしレオンがもう少し平静であり、そして顔中が髭ひげで覆おおわれているドワーフの見分け方を知っていれば、そのドワーフとは故こ郷きようガザーブの地で一度会っていることに気付けただろう。

　だが、たとえ気付けたとしても、今のレオンにはそんなことはどうでもよかった。

「な、なあ。あの聖女の名前を教えてくれないか」

　ドワーフは少年が口にした聖女というのが誰のことなのかをすぐに悟さとると、どこか自じ慢まんげに髭を揺ゆらして言った。

「エレナだ」

「……エレナ」

　綺き麗れいな名前だと思った。

　そのエレナがアレス・ファノヴァールという近この衛え騎き士しの義妹にして従じゆう軍ぐん神しん官かんであることを知り、レオンが二度目の人生の転てん換かん期きを迎むかえることになるのはもう少し先のことである。




　　　　　３




　すべての処しよ理りが終わり、日が傾かたむきだしてもアレスはただ一人いつまでも血に汚れた戦場を見つめていた。

　今日だけで何十、何百と殺した。自分の手で、あるいは部下の手を使って。

　反はん乱らんは、今後どうなるか。この戦いくさで、この犠ぎ牲せいをもって、今後流れる血の量は本当に減るのだろうか。

　そうだとは思えなかった。最後の最後で、王国軍の完勝を阻はばんだあの少女のことが思い出される。

　王国軍三百は、三倍の反乱軍を相手に勝利した。その実績は、今後反乱軍に身を投じようとする者に二の足を踏ふませることになるだろう。

　だが一方で、王国軍はたった一人の少女にその動きを止められたのだ。

　恐おそらくはあの少女こそ噂うわさに聞く〈風の戦いくさ乙おと女め〉なのだろう。

　反乱軍は王国軍にかなわないかもしれない。だが、〈風の戦乙女〉の力の下に集つどえば互ご角かく以上の戦いができるのではないか。

　今日の戦では、その可能性を提てい示じしてしまったのだ。今後〈風の戦乙女〉が反乱軍の中ちゆう枢すうを担になえば、今日の勝利が帳消しとなって反乱が長期化することも充分考えられる。

　アレスの疑ぎ念ねんは、いつまでも尽つきることはなかった。

「義兄さん……？」

　耳慣れた声に、アレスは振り返った。

「エレナか」

　自分と同じように血にまみれているが、それでもどこか美しさを感じさせる義妹がそこに立っていた。

「聞いたぞ、何人もの部下の命を救ってくれたそうだな」

「……できる限かぎりのことはやったわ。救えなかった人もたくさんいるけど……」

「それでも救われた命もあるのだろう。おまえがいてくれて本当によかった」

　その言葉は心身ともに疲つかれきっていたエレナにとっては何にも代え難がたい治ち癒ゆの魔法となった。

　と、そのときエレナはアレスの頬ほおを伝う一ひと筋すじの血に気が付いた。

「義兄さん、血が出てるわ」

　言われて初めて気が付いたらしく、アレスは自分の頬をなで、そして指に血がつくとわずかに笑ったような顔をした。

「返り血ではないな、私の血か。そうか、所しよ詮せん私も人間なのだな。無傷でなどいられるわけもなかったということか」

　なにがおかしいのかエレナには分からなかった。だが主が怪け我がをしている以上、従軍神官としてなすべきことは一つしかない。

「治療しないと……」

　だがアレスは、エレナが近ちか寄よるのを手で制せいした。

「気にするな、大した怪我じゃない」

「駄だ目めよ、小さな怪我でも悪化することだってあるんだし」

「この程てい度どの怪我で死ぬようなことがあれば私もそれまでの人間だったということだ。ましてや私は今日あれだけの他人の血を流したのだ。私も少しは血を流しておかねば不公平というものだろう」

　アレスは強ごう引いんな論ろん法ぽうでエレナを黙だまらせると、流れる血を指で拭ぬぐった。

　その指を大きく振りかざす。

　死者にたむけられる花のように、戦場に赤い雫しずくが舞まい散った。

　その光景を見ながら、アレスはかつてクラウディア王女と交かわした騎士の誓ちかいのことを思い出していた。








　当時九歳さいだった一人の王女は、将しよう来らい英雄と呼よばれることになる騎き士しの卵たまごに告げたことがあった。

「聞け、アレス。わたしには王女という運を拾った者の義ぎ務むとして、叶かなえたい三つの夢ゆめがあるのだ」

「……どんな、どんな夢ですか」

　少年が問いかける。

　王女は空を見た。空が好きな王女だと、少年は思った。

　その口から三つの夢が紡つむがれる。

「子が腹はらを空すかせぬこと、母が嘆なげかぬこと、恋こい人びとが引き離はなされぬことだ」

　それはとてもささやかなものに思えた。

　同時に、実じつ現げんすればどれだけ素す晴ばらしいことかとも思った。

　だが、まだ世界を知らぬ少年にとって、それがどれほど困こん難なんなものであるかは想そう像ぞうすることもできなかった。

　ただ少年は決意する。

　少女の身でありながら、これほどの志こころざしを持つ王女のために、一人の騎士として剣けんと生しよう涯がいの忠ちゆう誠せいを捧ささげようと。

「クラウディアさま。どうか僕ぼくにその夢を実現する手伝いをさせてください。今はまだ未み熟じゆくな身ですが、将来必ず立りつ派ぱな騎士になってみせます。いつどこで何があっても、必ずやクラウディアさまのために剣を振るいます！」

「……そうか、手伝ってくれるのか。礼を言う。嬉うれしいぞ」

　王女ははにかむように笑った。それは少年がもっとも好きな笑え顔がおとなる。

　不意に、少年は少女の前に跪ひざまずいた。

　騎士としての誓ちかいの言葉。それは少年も知っていた。

「僕はここにあなたの騎士たるを誓います。我わが剣つるぎは祖そ国こくのために。我が血肉は主君のために。我が誇ほこりは持たざる者のために！」

　少年の行動に王女は驚おどろいたが、すぐに父の見よう見まねで少年の肩かたに剣の代わりに手を置き、そして言った。

「ここにそなたをわたしの騎士と認みとめよう。勇ゆう敢かん、献けん身しん、忠実たれ」








　あとがき







　先日、とある作家さんが出しゆつ演えんするラジオの公こう開かい録ろく音おんがありまして。 

　ご本人の名めい誉よのために伏ふせ字じにしてＳ木さんとしておきますが、当時筆ひつ者しやは原げん稿こうに追い立てられて引きこもりが悪あつ化かし、まともに人と会って会話した記き憶おくがないという状じよう態たいでして、そこへ見学に来ませんかと誘さそわれたものですから思わず人恋しさに行ったんです。 

　ちなみに筆ひつ者しやの他にも同行した作家さんがおりまして、これまた名誉のために伏字にしておきますが、Ａ井さんとＡざのさんとＫ見さんというお三方でございます。

　そして始まる公開録音。我々はわざわざ用意してくださった関係者席に肩かた身み狭せまく座すわっておりました。ちなみに、会場は結構な広さがありまして、そこに二百個ほど椅い子すが置かれてるわけです。ところが、我々の関係者席というのは、そのど真ん中もど真ん中。 

　思えば気付くべきはこのときでした。 

　なぜわざわざ客席のど真ん中に座すわらせられたのかと。 

　とはいえそのときは特に不思議とも思わず、イベントも作家とは思えぬ堂どう々どうとしたＳ木さんのトークで順じゆん調ちように進んでいきます。 

　異い変へんが起きたのは始まって一五分ごろのことでしょうか。

　そのとき行われていたのはその日ゲストとして呼ばれていた声優さんに難なん題だいを突きつけて、それが不合格だったら声優さんの私物を没ぼつ収しゆうするというとんでもないコーナーでした。事件が起こったのは確かその二問目です。 声優さんに出された課題は「面白いダジャレ」。酷こくなことをするもんだと思いつつも他た人にん事ごとのように見ていた、そのときです。




司会Ａ：さて、ここで実は皆さんにお知らせがあります。 

司会Ｂ：なんと！　この会場にはＳ木先生の作家仲間のＫ見先生と─、Ａ井先生と─、Ａざの先生、師走先生が遊びに来てるんです─。




　背筋がぞっとした一いつ瞬しゆんです。 

　途と端たんにざわめきだす会場。 お客さんが「どこだどこだ」と見回し始めます。 

　そのど真ん中に座ってる我々異い物ぶつ四人組は、まさしく針はりのムシロに座すわってる気分。 せめてバレないようにと、他のお客さん同様「どこだどこだ」と見回しておりました。 

　それだけならまだ他人のフリができてたと思うんですが、そのときです。 




Ｓ木：というわけで、今のダジャレの判はん定ていをその皆さんにお願いしたいと思います！




　奴が裏うら切ぎりました。もちろん我々一言も聞いてません。 しかし話は進んで会場のテンションは上がり、もはや逃げ道はなし。 そしてトドメの一言が。 




司会Ｃ：では先生方、不合格だったら「だめー！」って叫んでください。 

司会Ａ：じゃあお願いします、せーの！ 




　もうこの時点で頭が真っ白です。 引きこもり作家に何をやらせるんだと。 しかし明あきらかにテンション上がってる会場の中で、こんな風に話を振ふられたらなんかしないと場の空気が白しらけかねません。それでは関係者席を用意してくれたＳ木さんに申し訳がない。

　というわけで真っ白な頭でくだした結論は一つ。 

　ええもう、叫びましたよ。 

「だめええええええええええええ！」 と。

　しかし。 














Ａ井：…………。 

Ａざの：…………。 

Ｋ見：…………。 










　この、うらぎりものめ。








　……前まえ置おきがやたらと長くなりました。多くの読者の皆様におかれましては初めましてでございます。師し走わすトオルと申します。けったいな筆ひつ名めいですいません。よく言われます。自じ覚かくもあります。ちなみに『師走』の由来はデビューした新人賞の締しめ切きり月が十二月だったからです。単純ですいません。よく言われます。自覚もあります。

　以前は同じ富士見書房でもミステリー文庫の方でずっと本を出しておりましたが、縁えんあってファンタジア文庫でも本を出させて頂いただくこととなりました。どうかよろしくお願いいたします。




　というわけで『火の国、風の国物語』第一巻、いかがでしたでしょうか。

　筆者にとってはファンタジア文庫で執しつ筆ぴつすることを含めまして、何から何まで初めてのことばかりでして、それはもう苦労の連続でございました。担当さまは元もとより同業の先生方にも下読みをしていただき、駄目出しを喰らったところを片かたっ端ぱしから修しゆう正せいし、書き直すこと何十遍、無む駄だにしたページ数など数える気にもなれません。

　しかし幸さいわいなことにその苦労が無む駄だになることもなく、こうやって本書を皆様のお手元へと届とどけることもできました。後は読者の皆様に楽しんでさえ頂ければこれに勝まさる喜よろこびはございません。




　ちなみに、本シリーズはこの長編第一巻に先さき駆がけて、短編が月刊ドラゴンマガジン誌にて大好評絶賛折おり紙がみ付きで連載中でございます。（うまいこと連れん載さい枠わくもらった！）

　こちらは本書とは一八〇度違い、反乱軍の指し導どう者しやが主役となったお話が展てん開かいされております。本作では王国暦八十三年春からの物語がつづられておりますが、短編の方はその一年前、王国暦八十二年六月が舞ぶ台たいです。たった百人の小さな村の長おさという立場であったジェレイドという名の主人公が、いかにして大貴族を相手に勝しよう利りを得えることができたのか？　みたいなお話が掲けい載さいされております。よろしければ是ぜ非ひご一読ください。

　ちなみにこちらの連載は、

「これ、人気出なかったら即そく打うち切きりね？」

　という超ちよう崖がけっぷち条件の下、毎回ヒイヒイ言いながら連れん載さいされております。

　幸いなことに今のところ不幸な電話はかかってきておりませんが、もしご一いち読どくして頂けた暁あかつきには、アンケートハガキなんかを出していただけると多分死ぬほど喜びます。




　さて。といったところでここらで次巻のお知らせを。

　実は本作の第二巻の原稿はもう今の段階でそれなりに出来上がっておりまして、よほどのことがない限り年とし明あけ辺りには出版できると思います。いよいよ激はげしさを増ます王国軍と反乱軍の戦い。そしてついに激げき突とつする二人の英雄、アレスと〈風の戦乙女〉。『火の国、風の国物語　第二巻　風ふう焔えん相そう撃げき』にどうぞご期待ください。

（なお、タイトル名は変更される可能性があります）




　それでは皆様。

　名な残ごり惜おしゅうございますが、また早い内うちにお会いできることを心から祈りつつ。





師走トオル









　http://december-hp.sakura.ne.jp/







追伸１：

　本作の執筆に当たりましては、あざの耕平様、新井輝様、風見周様、葉山透様、吉田茄矢様ら同業者の皆様。また、出産のため休職中の元担当Ｓ様、新担当を引き継いでいただいたＫ様、およびＭ様。そして本作のイラストを描いて頂いている光崎様他たくさんの方々に多大なるご協力をいただきました。

　この場を借りまして、謹んで御礼を申し上げます。

　特に光崎様におかれましては、かなり無茶なスケジュールの中、しかも「ここにメイドさんいれてください」などという相当無茶な注文の嵐の中、極めてクオリティの高いイラストをご提供頂けました。どうか今後も見捨てないでやってください……。




追伸２：（という名の宣伝）

「真実はたった一つしかないが、嘘は無限にある。ゆえに多勢に無勢で嘘の勝ちだ」

　五十万部を売り上げたベストセラー、『タクティカル・ジャッジメント』シリーズも富士見ミステリー文庫より絶賛発売中でございます。

「裁判は勝ったほうが正義」が口癖のいかさま弁護士が活躍する、矢の代わりに辛辣な言葉が飛び交う法廷の戦場劇。こちらも是非よろしくお願いします……。











火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり




戦竜在野








師し走わすトとオおルる
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